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まえがき

本報告書は、愛媛県の高等学校地理歴史 ・ 公民科教員で組織された「東温市地域調査委員会」が平成

20年 8 月に実施した東温市地域調査の集大成である 。 愛媛の地理教員を中心とする地域調査は、昭和33年

(1958) の「青島J (旧喜多郡長浜町沖)に始まり、愛媛県下各地を対象に既に20回実施されている 。 50年

以上の長きにわたり県内各地にフィールドを求め、調査が継続してきたのは、愛媛の地理の先生方の熱意

の賜物である。 県内各地の人々に触れ合い、その地域の様子が明らかになってゆく喜びゃ、調査のたびに、

昼はタオルで汗を拭きながら共にフィ ールドにでかけ、 夜には同じ釜の飯を食べ語り合う 仲間が増えてい

く喜びは、地理教師ならではのものであろう 。 「西条市」の地域調査からは、 地理部門だけでなく当時の

社会科全体に枠を広げ参加を呼びかけた。 予備調査 ・ 本調査の 2 年がかりの調査になったのもこの時から

である 。 しかし近年の予算削減の影響で予備調査 ・本調査は実施が困難になり、今回の調査は本調査のみ

ということになった。

地域調査の場所が、今回東温市に選定された理由 としては、次の諸点が挙げられる 。 中予地方の中で今

まで地域調査を実施していない地域であること、会員から調査希望が多かったこと、「安心して住める街J

ランキングで上位にランキングされた市であること、「アクロス重信jや「坊っちゃん劇場J など新たな情報・

文化発信基地として東温市が興味深く、今までの調査対象地域にない大変興味深いフィールドであること

などである 。

こうして選定された東温市で調査を行うにあたり 、平成19年度に委員長の米津俊二が東温市の高須賀功

市長に御協力をお願いしたところ、快く引き受けていただいた。 地域調査にあたり行政の協力はなくては

ならないものであり、市役所の窓口として総務部総務課の高須賀広一課長補佐、総務部企画財政課の山本

一英企画調整課長には大変お世話になった。

しかし 8 月は夏休みといっても、われわれ教員は、様々な研修会、部活動指導、補習、家庭訪問などが

あり、今回の調査期間はわずか 2 泊 3 日という短い期間しか実施できなかった。 さらに、参加できる人数

と能力には限界があることや、近年地理専門の教員が減少したことなどもあり、十分な分析や考察がなさ

れていない箇所も多いのではないかと心配している 。

今回の地域調査では、東温市役所をはじめ関係諸機関並びに地元の各界の方々から多大の御支援 ・御協

力を賜った。 さらに市内各地では、1'11民の皆様の温かい御協力をいただいた。

会場校となった東温高校の丹生谷吉昭校長先生、 黒田幸美教科主任ほか地理歴史・公民科の先生方には、

準備の段階からいろいろ御世話になった。 さらに愛媛県高等学校地歴・公民部会の山内譲前会長(前西条

高校校長) 、 末康久行会長(松山中央高校校長)、愛媛県教育委員会の島瀬省吾指導主事、東温市在住の渡

部文也先生には、調査全般についての御指導をいただいた。 ここに深甚の謝意を表する次第である 。

平成21年 11 月 20 日

愛媛県の高等学校地理歴史・公民科教員で組織された

「東温市地域調査委員会」

委員長 米津俊
(伊予高等学校)
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伊予鉄道機河原沿線の景観と地域変貌
窪田重治 (OB)

窪田 賢治(文化振興財団)
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東温市の苗字 松木義明(松山北)

※( ) 内の所属は， 平成20年度の調査時点のものである。
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地理共同調査の歩み



I 自然環境

東温市は、平成16年 (2004) 9 月に温泉郡重信町と

川内町が合併 して誕生した。 松山平野の東部地域を占

め、旧町名重信町の由来となった重信川が市域を西流
たか伝わ さらがみね

する 。 市の中心部からは、北に高縄山地、南に皿ヶ峰

連峰、東に石鎚山脈を望み、 重信川が形成した扇状地

性の低地が広がる 。 近隣の市118ーには、西部の松山市の

ほか、 今治市、西条市、久万高原町があ り 、行政界を

接 している (図 1 )。 地理的には高級半島の付け板部

分のほぼ中央部に位置しており、県都松山や東予地区

とを結ぶ交通の要衝として発展してきた。 交通の利便

性や自然環境に恵まれ、今日松山との結びつきはます

ます強くなっている 。

東温市の面積は21 1.45krr!、平成19年10月現在では県

下20市町の中で13番目の面積規模である 。

1 地形

(1) 地形の概要

東温市は東西23.l km、南北25.5kmの領域を持つ。 市

域をほぼ東西に賞く中央構造線が、西南日本の地質構
伝いたい がいたい

造を大きく 内帯と外帯に分けている。

中央構造線の北側である内;ffi'は領家術に分類され、

基盤岩となる領家花筒岩類、領家変成岩類、中生代白
いずみ

亜紀に堆積した和泉層群や第四紀に堆積した洪積層、

沖積層が分布している。 和泉層群は白亜紀末期の海成

層で、磯岩層や砂岩層、泥岩層より成っている 。 東jRL

市山之内ではこの地質を反映して大規模な採石場が谷

に沿って分布している。 また、 最上流域の木地集落東
れ人こん

方約1，000mの右岸には海底の水流の痕跡である漣痕

化石が観察され(写真 1 ) 、これにより堆積時の和泉

層群の様子を窺い知ることができる 。 和泉層群の南限

が中央構造線となる。
さ人ばがわ

中央構造線の南側は三波川帯に分類される 。 そのう

ち中山川の上流域から東にかけては三波川変成岩類

1 -

図 1 東温市の位置

注) 20万分の l 地勢図 「松山J 1"高知J (縮小) より

写真 1 山之内の漣痕化石(東温市天然記念物)

注) 平成20年 8 月 谷口治義嫌彩

が、石鎚山から皿ヶ嶺連峰にかけては新生代古第三紀

に堆積した久万層群と火山岩類により構成される石鎚

層群が分布 している 。

主な山地には北部の高縄山地と南部の皿ヶ嶺逮|峰
みようじんが

がある 。 前者には松山市の市境になっている明神ヶ

森 ( 1，2 16.9m) や今治市・西条市の市境になっている
ひがしさん 11うがもり

東 三方ヶ森(1，232.7m) があり 、山地の最高峰をな



している 。 後者には石鎚山脈の西端に位置する皿ヶ峰

(1 ，270.5m) があり、その名の通り平坦な頂上線が断

層崖上にそびえている。 山頂付近の平坦な地形は中央

構造線の活動に伴い隆起した準平原が残存したものと

考えられ、侵食小起伏面となっている。この皿ヶ嶺連

峰は、瀬戸内海側と太平洋側の分水界にもなっている。

県内最大の面積を持つ松山平野は、重信川 とその支

流の堆積作用によって形成された扇状地性の平野で

ある 。 中央を流れる重信川は東三方ヶ森に源を発し、
おもて はいし うち

表 川、拝志川、内川、石手川などの支流を集めて伊

予灘に注ぐ。 全長は約36回、県内では肱川 とともに一

級河川に指定されている。

重信川は、東温市大畑の標高170m地点を扇頂と し

て議荷震、主菜、官;実、免奈良に広がる 「横河原扇
状地」を形成している 。 その発達はきわめて明瞭であ

り(写真 2)、平均勾配は16/1000と比較的急な扇状

地となっている 。 表川 との合流点までは表流水は少な

く伏流している。 扇央の見奈良付近はもともと乏水地

域であったため水田化されず、かつては桑畑や雑木林

として利用されていた。戦前に国立療養所が設置され、

戦後東温高校や養護学校、 刑務所、愛媛大学医学部が

置かれ、新たな土地利用が進んだ。 横河原扇状地の扇
きち いぬい やなぎはら さんがむら(さ んかそん)

端部分には、お吉泉(戊亥泉)、柳原泉、三ケ村泉、
たつきわ

龍沢泉などの湧泉が多く見られる。

表 1 に地形区分面積とその占有率を示 した。東温市

域の79%は山地であり、低地は12%弱である。 わずか

な低地もその成悶では、扇状地性低地が9.7%を示して

おり、重信川が扇状地の性格を帯びていることがわか

る 。 また、台地・段丘は4.3% とな っており、山地山麓

や表川、井内川、拝志川の両岸に分布 している。扇状

地が完新世(沖積世)における堆積作用で形成された

のに対して、台地・段丘は更新世(洪積世)から完新

写真2 塩ヶ森から望む横河原扇状地

注)平成20年 8 月 谷口治義撮影

世に形成されたものである 。 図 2 に地形分類図を示し

た。

(2) 中央構造線と活断層

西南日本の地質構造を大きく分ける中央構造線は、

糸魚川・ 静岡構造線との接点である長野県諏訪湖 より

西に九州まで延び、その距離は1，000凶にも及ぶ。 中

央構造線は地質時代に何度も繰り返しながら大きく変

位している 。 その活動は l 本の断層だけではなく、並

走する断層や活動の時期や位置も異なるため、総称 し

て「中央構造線断層系」と呼ばれる 。 その中で第四紀

に活動している部分は「中央構造線活断層系」と呼ば

れている 。

高純山地と石鎚山脈との地狭部では、中央構造線の
さくら ぎ

方向が大きく屈曲している。 この湾曲部を「桜樹屈

曲J と呼び、「地質境界としての中央構造線j と活断

層が一致 している 。 桜樹屈曲をまたぎ、西条市丹原町

湯谷口から東温市原にかけて約13km連なる 川上断層

表 1 旧重信町・旧川内町における地形区分別面積 (knl) と占有率(%)

IlJ地 丘陵地 台地 ・段丘 低地

大起伏 中起伏 小起伏 山官官地 大起伏 小起伏 砂際台地 砂際台地 砂球台地 扇状地 ニ角州 自然堤 合計

山地 111地 山地 丘陵地 丘陵地 (上位) (中位) (下位) 性低地 性低地 防砂州

旧重信町 43.45 21.81 15.23 1.13 0.81 1.17 14.06 3.23 100.89 

旧川内町 27.73 48.74 11.74 5.29 2.73 0.96 2.60 3.53 6.45 1.12 110.89 

合 計 71.18 70.55 26.97 。 5.29 3.86 0.96 3.41 4.70 20.51 。 4.35 211.78 

占有率 33.6 33.3 12.7 0.0 2.5 1.8 0.5 1.6 2.2 9.7 0.0 2.1 100.0 
(96) 79.6 4.3 4.3 11.8 100.0 

注)昭和46年 (1971 ) I土地分類図付属資料 J (愛媛県) により谷口治義作成
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~山陵 量出段丘園間段E

図臨状地 口叩 ・ iiJiJi\

図 2 松山平野東部の地形分類図

1主) 者Inlï圏活断層図 「松山J (平成10年) より谷口治義作成

は、断層線の走向が東北東 西南西の直線状となって

いる 。 また断層線に沿って右横ずれのi可谷変位も確認

できる。

中央構造線は桜樹屈曲から南に分岐し、南南西そし

て南西へと方向を変えながら東温市の南部、砥部町へ

と伸びる 。 東温市上音田の表川河床や、砥部町の「砥

部衝上断層」では露頭があり、中央構造線を観察でき

る 。

川上断層の西方延長部にあたるのが北方断層であ

る 。 東温市三粁屋から北方にかけて約3.8km速なる (図

2 ) 。 横河原扇状地の左岸で‘は、 比高 2-11mの低崖

が東西方向にに分布 しており 、北方や宝泉の医王寺前

では南側落ちの低断層崖が確認できる 。

重信断層は、近年の研究に よ り発見され、 1999年に

命名された断層であるU 東温市西岡から松山市高井町

にかけて約 6 kmにわたり連なっている (図 2 ) 。 明瞭

な低断層崖地形が存在 しており、南側落ちの右横ずれ

断層である 。 ここでは比高数10cm-3 mの低断層崖を

- 3 一

認めることができる(写真 3 ・ 4 ) 。 愛媛県による活

断層調査の「重信 ・北方 ・川上断層J の報告による

と、重信断層は最新活動時期は10世紀以降、再来間隔

は3，500 -4，000年、 地震規模はマ グニチュ ー ド 7 クラ

写真3 重信断層(東温市西岡)

注)平成21年 2 月 谷口治義被彩



写真4 重信断層(東温市野田)

注)平成21年 2 月 谷口治義搬彩

スとされている3

これまで松山平野東部の重信川沖積地には、活断層

の存在が知られていなかったが、先の研究により JII上

断層(北方断層)と伊予断層を結ぶ中聞に重信断層の

存在が認識された意義は大きい。 地域の地形特性を把

握することは、自然環境の多様性を認識することのみ

ならず、地域防災においても何らかの示唆を与えてく

れるものである 。 平成 7 年 1 月の兵庫県南部地震(阪

神 ・ 淡路大震災)以降、地震災害対策についての関心

は全国的に高まっている。 また近い将来発生が心配さ

れる南海地震の影響も懸念されており、総合的な地震

対策や備えは必要である。

以上東温市の地形を概観したが、不十分な点は今後

の課題としたい。 (谷口 治義)

2 陸水

(1) 陸水の概要

重信川流域と東jE市域を図 3 に示す。 東温市域は、

その大部分が重信川中~上流域で占められている。重

信川は、愛媛県のほぼ中央部に位置し、その流路は東
ひがしさんlまうが

温市、西条市、今治市の市境となっている東三方ヶ
もり

森 (l.232.7m) を水源として東温市山之内地区を南西

に流れる 。 そして、東温市吉久地区において表川 と合

流し流れを西に変え、拝志川、砥部川、内川、石手川

など大小70余の支流を合わせて松山平野を貿流して瀬

戸内海の伊予灘へ注いでいる。 幹川流路延長は約36

伊
予
漉

05  1Okm 

図 3 東温市域と重信川流域

注)地形図をもとに越智学作成

km と 短いが、水源地の標高が1.000m以上と高いため、

河床勾配が極めて大きく、 全国でも有数の急流河川

として知られている。

東ì1fi't市域における重信川は、本流と支流の表川 を除

けば、流路延長がほとんと守数km未満の短小河川ばかり

である 。 また市域における重信川流域の形状は、南北

にやや長く、南部が多少東西方向に膨れた形となって

いる 。

そのほか、 重信川の支流の一つである内川が、東温

市西音11山滋に沿って西方へと流れている 。 一方、市域
みょうが 伝めがわ

の最*音11に位置する明河と滑川地区は、隣接する西
ひうち伝だ

条市域から燈 i難へ注ぐ中山川の流域となっている。

東温市域における重信川流域の形状は、前述したよ

うにやや南北に長いものの全体としては円形に近く、

多くの支流が中央低地に集まり合流するので、重信川

の水はしばしばあふれ氾濫して、家屋浸水や土砂くず

れなどの災害を繰り返していた。 そのため、普から大

雨、洪水対策としての治水事業が施されてきた。 堤防

を築き、水制などを設置して洪水や土砂の制御が試み

られた。 さらに河川敷の整備をはじめ、数多くの砂防

ダム(堰堤)なども造成されてきた(写真 5) 。
かすみてい

また、 重信川にはいくつかの 霞堤が残存している 。

これは堤防のある区間に開口部を設け、上流側の堤防

と下流側の堤防が二重になるようにした不連続な堤防

のことであるが、急流河川において用いられてきた治

4 



写真5 除ケの堰堤 国指定登録有形文化財

(重信側本流、山之内地区除)

1主) 平成20年12月越智学tlì~彩

うえUら

写真6 霞堤(重信川本流右岸 上村大橋の少し上流、
井口霞といわれる)

注) 平成21年 2 月 越智学娠彬

水方式で、あった。 このような霞堤が残存しているのも

重信川の特徴のーっとなっている(写真 6 ) 。

一方、大雨、洪水とは正反対に少雨、干ばつに備え

るために数多くのため池が造成されている。 山麓緩斜

面や谷筋を利用したものがほとんどである。 松山市と
はりまづか

の境界にある「播磨塚池」ゃ川内公園と して整備され

た「吹上池J などが知られている 。

(2) 河川

関 4 は、東温市域における主要な河川水系模式図で

ある 。 愛媛県河川調書により、 1 次支川以上を有する

河川 を選択し表している 。 また、図 5 は東j毘市域にお
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図 4 東温市内の主要河川|水系模式図

j主) 河川名の下の数字は河川延長 (凶) を示す。
「河川調書(平成16年版)J (愛媛県土木部河川諜) などによ
り越智学作成

ける主要河川流域名および、河川名とその位置を表して

いる 。 それら流域の特性をまとめるため、さらに@

@の流域に区分している。

@は拝志川を中心とする流域である 。 東温市南西の

一角を占めている。 その最大の河川である拝志)1 1 は林

川 ともいわれ、南に隣接する久万高原町との境界に連
かみはやし しもはやし

なるm ヶ 111華連峰を水源とし、上林地区から下林地区

をほぼ北流して重信川本川へ合流する。 上流の上林地
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東温市の主要河川流減名(③~⑤)と
河川名 (1 -36) 

21 山之神谷川

22 乎キ2答川
23 禅寺2答)11
24 成谷川|

25 話会川|

@ 拝志川流域

1 船)11

2 を)Iï川
3 拝志川

西
条
市

⑮ 表川流域

4 表川

5 宣葉川
6 語審川
7 非丙)11
8 板屋ノ子)11

9 真白糸量最川
10 久米両川l

ぞ)'さだに

11 惣田谷川|

12 場ヶ谷川

13 大柱谷川
はいがだに

14 梅ヶ谷川
いら似たに

15 ーヶ谷川

16 本谷川

17 江古川|
凶器答川|
19 k，量答川
20 西の谷川
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⑬ 内川流域

34 内川|

⑤ 中山川流域

35 帯川
36 中山川

図 5 東温市水系図(流域区分と河川名)

注)国土交通省四国地方舷側l局松山河川国道事務所「重信川管内図」等により越智学作成

区は典型的な地すべり地形となっており、緩斜面には

集落が立地している。近年、圏場整備が行われたが、

標高500m付近まで見事な棚田が見られる。 また水源
しらいとのたき

近くの上林峠北方には、白糸滝がある 。 落差約20m

で二段の滝となっており、水が岩肌を白い絹糸のよう

に流れ落ち、優雅な面影を見せている(写真[ 7) 。 ま

た、下林地区を流れる佐川川 には、佐古ダムが構築さ

れ、市内最大のため池 (ダム湖)となっている 。

③は表川流域である。 流域面積は約80krrlで東jR市域

では最も広い面積を有している。 表川本流は東jE市南

東部の割石峠付近に水源を発し、すくい きま渓谷となり、
からかい

110m余りの落差を持つ唐岬ノ滝を経て一気に北西方

向へ流出 し問屋付近へ至る。 この辺りで、落差100m

近い白猪ノ i竜 (写真 8) が形成される自猪谷川 と合流

する 。 自猪ノ滝に沿った渓谷一帯には遊歩道が整備さ

れ、四季折々の美 しい景観が楽 しめる 。 特に厳冬期に

は真っ白に氷結した滝の大観を見ることができる。

問屋付近を経て、さらに表川は北西方向へ流下し続
すのうち

け、国道11号の通る則之内付近で西へ流路を変える。

写真7 白糸滝(拝志川上流)

i注)平成20年 8 月 越智学級彩

- 6 



写真8 白猪ノ滝(表川上流)

注)平成21年 l 月 越智学搬影

そして、国道11号に沿うように西流し、右岸に本谷川、

渋谷川、宝泉川、左岸に井内川などと合流し、吉久地
きち

区で重信川本流と合流する。 この合流点付近にはお古
いぬい

泉(成亥泉)があるが、国の特別天然記念物であるオ

キチモズクの発生地として知られている (写真 9 ) 。
たか伝わ

。は重信川幹川流域である 。 東温市北方、高縄山系

の束三方ヶ森にそのi原を発するが、最上流域の柳谷川

は西条市域を流れる 。 そして、しばらく南西方向に流

れ、東jE市山之内地区へ入る 。 この間を流れる重信川

は、山間流域で川幅もせまし河床勾配は10分の 1-

50分の 1 と極めて急である 。 流路は谷あいに沿って西
み こ の

ないし南西方向に流れるが、布11子野や岡地区まで下る

と谷底平野が見られる 。 そして、岡地区辺りから南へ

と流路は変わり、再び谷筋に沿うように流れ下り、大

畑地区へ至る 。 ここから山間流域を脱し、見奈良地区

にかけて南西方向にほぼ一直線に流れ下る 。 川幅も一

気に増し、河床勾配も緩やかになる。 そして、吉久地

区付近で西流してきた表川と合流し、幹川流路も西方

向となり東i鼠市域から松山市域へと流れ出す。

重信川の中~上流域には、もろくて崩壊されやすい
れきがん

際岩や砂岩が分布しており、それらは急流で運搬力の
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写真9 お吉泉 (吉久地区)

注)平成21年 1 月 越智学搬彩

写真1 0 柳原泉
(重信川本流右岸上重信橋より少し上流)

j主)平成20年 8 月 越智学蛾彩

大きな河川によって下流域へと運ばれ、長い年月をか

けて堆積されてきた。 このような地形 ・ 地質的な特性

により、重信川流域には扇状地性地形が多く見られる 。

なかでも、重信川本流が山間流域から平野流域へさし

かかる大畑地区から横河原、見奈良地区にかけては見

事な扇状地が形成されている 。 扇状地の扇央部では、

通常地表水は伏流し乏水性の表面となる。一方、伏流

した水は地下水となり扇端部で泉となって湧出 してい

る 。 このような湧水地(泉) は、開発に伴い埋没した

ものもあり、かなり減少したが、重信川本流の両岸に
や伝ぎはら さんが

沿って点在している 。 上重信橋付近の柳原泉、 三 ヶ
11ら たつきわ

村泉、上村大橋付近の龍沢泉がよく知られている (写



写真11 三ヶ村泉

(重信)/ 1本流右岸 上重信橋より少し下流)

注)平成20年 8 月 越智学搬li~

写真12 龍沢泉

(重信川本流右岸 上村-大橋より少し上流)

注)平成21年 1 月 主主智学 tll訓告

真10 ・ 11 ・ 12) 。 またポンプアップされ農業港紙用水

などに利用されている泉も点在している(写真13) 。

@は内川流域で、東温市西部の一角を占めている。

上流域は日吉谷川とよばれる山間流域であるが、横河

原地区まで南下するとそこからは山麓に沿うように西

方向へ流れを変えて西岡地区へ至る。 その後やや南西

方向へ流路を変えて牛測地区へ至る 。 そこからは、本

流の重信川に並行するように酋流して松山市域へ流れ

出る 。 山麓は扇状地性の地形であるが、西岡~牛測地

区は氾i監原となっており、水田が広がる流域を形成す

る 。

⑤は滑川流域である 。 流域区分上、この流域だけが、

8 

写真13 八反地泉
(志津川地区、 i箆i耽用水として利用されている)

注)平成21年 1 月 越智学撮影

写真14 滑川渓谷 (最上流部奥の滝)

注)平成21年 2 月 越智学級影

唯一中山川流域となっている。 皿ヶ峰連峰の東部で東

温市、西条市、久万高原町の市町境界付近に水源を発
みよヲが かいしょ

し、北西方向へ流れ、 明河地区の海上へ至る。 この

間約 lkmが滑川渓谷と呼ばれ、長い年月をかけて侵食

された砂岩、磯岩の奇怪な岩肌を目の当たりにするこ

とができる 。 また、流水が河床にある小さな窪みで渦
危うけつ

を巻き、小石が内側を削って形成された甑穴も見ら

れるなど、変化に富む景勝地となっている (写真14) 。

海上からは、谷間に沿ってほぼ北へ向かつて流れ、滑

川地区落出付近で中山川と合流し、そこからはさらに

深く刻まれた谷あいに沿って西条市千原地区へと流れ

出る。(越智 学)



以下、多様性に富む東温市の気候要素についてまと

めた。気候3 

気候要素

表 2 に東温市内及び周辺の気象観測地点一党を示 し

た。 東jEL市消防本部、 地域気象観測所(アメダス)の

資料をもとに、東j昆市の気候特性を明らかにしたい。

同 気温

表 3 は横河原における平均気温・日最高気温 ・ 日最

低気温の月平均について、 松山 と同期間の値とを比較

したものである 。 図 6 には月 毎の気温の変化を示し

た。 表 3 より横河原の年平均気温は15.9"C、松山よ り

は0.9
0

C 低い。 こ の要因 として、松山に比べると標高

が90mばかり高いこと 、 周闘が開けた地形である こ と、

25.9%のDID (人口集中地区)人口割合3) が示すよう

(2) 

気候の概要

東温市は、市域の中心を重信川が貫流 し西側に開け

た地域である 。 一般的には瀬戸内気候区に属 し、温暖

で晴天日数が多く、降水量は四国山地南側地域に比べ

ると少ない。 市内にみられるため池や湧泉の分布は、

少ない雨量と扇状地性の地形特性を反映したものであ

り、乏水地域の水利用の姿を景観の中に読むこと がで

き ょ う 。 梅雨期 ・ 台風期に集中する大雨は、 時と して

重信川 を暴れ川に変貌させる ため、治水事業は欠かせ

ない。 その一方で地下水を j函養 し 、 地域に il奇いある水

環境をもたらしている。

)
 

1
 

(
 

利用対象観測期間

1996年 1 .fj -2007年12月

1996年l月 -2007年12月

表 2 調査対象地域における観ìJ!lj地点一覧

標 高 | 所 管 | 利用した気候要素
mm I 東温市消防本部 | 気温 降水量風向
460m 気象庁 I I海水量

所在

来j昆市横河原1376番地

東温市上林湧水

1996年1月 -2007年12月気温・降水量気象庁必 山|松山市北持田町1ω

注)谷口治義作成

横河原と松山の気温 ( 1996年-2007年)

極~一一一月 l 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 年平均

平均気温 横河原 4.8 5.7 8.9 14.2 19.1 22.7 26.6 27.5 24.1 18.2 12.2 7.3 15.9 

('t ) 松山 6.1 6.8 9.8 14.8 19.6 23.1 27.0 28.0 24.9 19.2 13.7 8.6 16.8 

日最高気温 横河原 9.2 10.5 13.9 19.5 25.1 27.4 30.8 32.1 29.3 22.8 17.1 12.1 20.8 

('t) 松山 10.1 11.1 14.4 19.7 24.3 27.3 31.1 32.4 29.3 23.9 18.1 12.7 2l.2 

日伝低気温 横河原 1.1 1.9 4.7 9.6 14.3 18.8 22.8 23.8 20.7 14.3 9.1 4.1 12.1 

('t) 松 山 2.4 2.7 5.4 10.3 15.3 19.6 23.6 24.6 2l.3 15.1 9.5 4.8 12.9 

表3

注)検河原の日最高気温と日最低気iffitについては、 2001年・ 2005年・ 2006年の資料の誤りにつき、集音| せずに算出する。 谷口治義作成

にコ横河原の降水量

画面上林の降水量

亡コ松山の降水iit

-← 横河原の平均気温

o 松山の平均気温
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図 6 東j毘・松山の気温 ・|降水量

注) 表 2 ・ 3 より谷口治義作成
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に、都市化の影響が松山よりは軽微であるためと考え

られる 。 その一方で、日最高気温の差異はより小さく

なっており、 5 月、 6 月では松山より高く、 9 月では

同じ値となっている 。 概ね 5 月から 9 月にかけてl援候

期では、松山とほぼ同じ気温値といってもよい。 推察

するに、 5 月、 6 月において松山の日最高気温が横河

原より逆に低くなるのは、松山が瀬戸内海に面してお

り、水温がまだ低い海上の気塊を海風が運搬している

ものと考えられる 。 また、日最低気温については、年

平均で松山と 0.8
0

C の差異があり、 1 月に関してはl.3
O

C

低くなっている。 これは盆地や内陸地域の特性を示し

たものであり、放射冷却の進みやすさが気温の低下に

現れていると考えられる 。 寒{長期には近隣の山城から

の冷気流と冷気湖の形成が気温の低下につながってい

ることも考えられる。このように松山と比べると僅か

ではあるが、夏の日中は暑く、冬は冷え込みが厳しく、

寒冷である といえよう 。 ちなみに2001年 8 月には最高

気温39.6"Cの記録がある 。 同年 8 月の最高気温が松山

では35.9"Cであることを考えれば、内陸の気温特性を

示しているといえる。 観測記録が得られるならば、さ

らなる考察も可能である 。 ちなみに毎年夏季に最高気

温を観測し全国的に報道される地点に静岡県浜松市天

竜区天竜がある。 天竜は天竜川が形成した扇状地の扇

頂にあたり、スケールは違うものの重信川扇状地に位

置する横河原と地理的状況がよく似ていることから、

夏の高温についてメカニズムを考える場合、とても興

味深い。

気温については2007年までの12年間平均であるが、

松山の気温について平年値 (1971 ~2000年)と比べ

ると、年平均気温で0.7"C、最高気温で0.8"C、最低気

温で0.8"C高くなっている 。 これも、近年の温暖化傾

向を反映したものと考えられる 。

一方、 地形や標高差に よる気候環境の相違も顕著
かみはやし

である 。 皿ヶ嶺山麓の斜面帯に位置する上林 (300m

~400m) と麓にあたる平野部に位置する野田、牛淵

(lOOm未満)とでは当然ながら気温差は大きい(写真

15) 。 拝志村郷土誌(明治44年刊)には「上林は高地

なるが故に盛夏の際といえども 90度(摂氏32.2度)に

上がらず、冬季は積雪深く氷点を下ることあり 。 下

林、上村とさがるに従い暖気を増し、積雪は極めて少

なくて氷点を下ることなく、夏季は90度に上がること

あり 。f と記載されている 。

写真15 上林から見奈良方面(中央に愛媛大学医学部)

注)平成20年 8 月 谷口治義線影

久万高原町に至る国道は冬季積雪に見舞われる。白

猪ノ滝では結氷することもしばしばで、冬の風物詩と

してよく紹介される 。 山間部では夏季は涼しく、冬季

は寒さが厳しい。

付) 降水量

表 4 は、横河原、上林、松山における降水量の経年

変化を示したものである。 平野部の横河原では1 ，270

mm となり、瀬戸内海沿岸と同様少雨である。 しかしな

がら直線距離にして約 7 kmほど離れ、標高が460mの

上林では1，713mを示している。 一般的に四国山地以

南では南海気候区に区分され、降水量は2，000凹以上

となることから、上林は瀬戸内気候区と南海気候区の

表4 観測地点における降水量経年変化

年 横河原 上林

1996 1.106 1.589 

1997 1.321 1.592 

1998 1.305 1.67l 

1999 1.606 2.034 

2000 1.078 *** 
2001 1.373 1.627 

2002 793 *** 
2003 1,335 1.830 

2004 1.796 2,525 

2005 1.173 1.518 

2006 1.387 1,943 

2007 968 1.498 

平均 1.270 1.7l3 

注 1) * * *は欠品目期間があることを示す
注 2 ) 谷口治義作成
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(単位: mm) 

松山
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1.327 



lWr移地帯にあるといえる 。

図 6 には気温と併せて月毎の降水量の変化を示して

いる 。 この図から横河原、上林とも 7 月と 9 月に降水

量のピー クを迎えていることがわかる 。 ただし松山は

6 月が降水量のピークである 。 前者は梅雨前線に伴う

降水、後者は台風期の降水と考えられるが、 量的には

梅雨期の降水が多いことがわかる。 これは西に開けた

地形特性により、梅雨期には西よりの気流が収束しや

すく降水量が増すためである 。 梅雨明け後は熱;箭性の

小笠原高気圧に支配され高温少雨となる ことから、梅

雨期の降水は、農業用水や地下水の酒養のためにも極

めて重要で、ある 。 しかしその一方で、梅雨期、台風期

の豪雨は土砂災害の危険性を高めることになる 。 流域

の北側は領家帯の花嗣岩 ・ 和泉層群が分布し、水源、山

地から流失した土砂は、河床勾配が非常に大きく全国

でも有数の急流河川となっている重信川 を下る 。 河道

にはこれまでの土砂が多く堆積しており、大出水時に

は流域に大きな被害をもたらす危険性が高い。 それゆ

えに治水対策は重要な課題であり、重信川上流域では

建設省 (現国土交通省) 直轄で昭和23年度より砂防工

事が実施されている。

降水量の年変化も見逃せない。 1994年は西日本が記

録的な少雨により、 夏の降水量が極めて少な く石手川

ダムの水が底をついた年である。 松山では年降水量が

史上最少の696四であった。 2002年は930mmと観測史上

6 番目に少ない年であり、横河原になるとさらに少

ない793m皿で、あった。 年変動の大きさはその影響が多

方面に及ぶことが考えられ、干ばつの危険性は皮.業に

とって深刻な問題となる。 市域に分布するため池や湛

淑・飲用のため開発された湧泉はこの地域の水事情を

象徴しており、その使用の実態は水利慣行にも反映し

ている 。 限られた水資源を活用していくためにも、湧

泉の保全や有効利用は重要である 。

り) 風

図 7 は横河原の月別平均風向を 12年間分集計したも

のである 。 観測地点である東温市消防本部においては

圧倒的に東成分が卓越しており、東の風向が48%、東

南東の風向が37%となっている 。 頻度は低いが西北西

の風向が12%であり、東西成分で風向が決まっている

とみてよい。 これは地形的に松山平野が東西方向に開

けていることが、風向を限定させていると考えられる。

冬季には西北西の頻度が高まることから、冬型が強

まり季節風の吹き出しが及んで・いることが推察され

る 。 事実、季節風の吹走時には南部の皿ヶ峰連峰は冠

雪 し、麓の平野部とは対照的な景観を示すことから、

西成分の風は頻度的には高いと考えられる 。

しかし東成分が最多を占める ことは何を意味するの

だろうか。 周桑平野と松山平野の地形的狭陸地である

桜三里から吹く東風が松山平野に向かい発散しやすい

地理的位置にあるためなのか、詳細は不明である。 風

は海陸風循環のように大気の熱的差異によって 1 日を

周期として生ずる風から、季節風のように季節によっ

て変化する卓越風など、時間 ・空間スケールの尺度が

変わればその要因も様々である 。 隣接する山域からの

山谷風の影響なのか、内陸ではあるが海陸風の影響が

及んでのことなのか、または通称「石鎚おろしJ と呼

ばれる山越え気流がもたらしているのか興味は尽きな

い。 詳細については再考が必要で、ある 。

西 東

南

図 7 横河原における風向頻度(% )

注) 東i1ä市消防本部観測l記録 (月別平均風向) より谷口治義作成

4 おわりに

東温市は県者11松山市へのアクセスにも恵まれ、生活

基盤が充実した自然豊かで潤いのある都市である。 地

域の魅力は、重信川が育んだ水環境や田園風景、そし

て山域の豊かさである。 何よりも四季折々に変化を見

せる流域の景勝地が緩めて身近に存在しており、癒し

と憩いの空間を提供してくれる 。 東温市の自然景観の

美しさ は、井内地区の棚田や市内に点在する湧泉をは

じめとして、生活する人々の営みと自然が密接に結び

ついている ことであり、大きな魅力である。 その一方



で、土砂災害や南海地震対策など取り組むべき談題が

残されていることも忘れてはならない。 自然環境に対

する理解を深めることは、多くの示唆が得られるとと

もに、地域防災の観点からも緩めて重要で、ある 。

(谷口治義)
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断層の変位地形と活動履歴、地理学評論、 72、 267

-279 

2) 愛媛県(平成13年) :愛媛県活断層調査報告書概

要集一 中央構造線断層帯に関する調査一

3) 愛媛県統計協会(平成20年) :統計ーからみた市町

のすがた

4) 重信町(昭和63年) :重信町誌

0愛媛県(昭和46年) :縮尺20万分の l 土地分類

図付属資料 (愛媛県)

0愛媛県 (昭和58年) :愛媛県史地誌 1 (総論)

0愛媛県 (昭和59年) :愛媛県史地誌 II (中予)

0桜井競・鹿島愛彦 ・ 高橋治郎(平成 3 年) :愛媛
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0 川内l町 (平成 4 年) :川内町新誌

0深石一夫 (平成 4 年) :愛媛の気候

0松山地学会 (平成 7 年) 松山市付近の地質図

(1/5万)

0 貝塚爽平ほか(平成 7 年) :日本の自然 地域編

6 r中国四国J

o 国土地理院(平成10年) : 1 :25000都市圏活断層

図「松山」

o佐藤晃一編著(平成11年) : 新流域論

0愛媛県教育委員会 (平成15年) : r愛媛県の地質鉱

物」天然記念物緊急調査(地質鉱物)報告書

0愛媛県(平成16年) 河川調書

o太田陽子ほか(平成16年) :日本の地形 6 r近畿 ・

中国・四国」

o愛媛県文化振興財団(平成20年)・文化愛媛第59

号特集重信川ものがたり

松山北高校谷口治義

松山東雲高校越智 学
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H 農業 ・ 林業

1 概要

東温市は、松山平野の東部、県都松山市から約12km

のところに位置し、東に石鎚山脈、南に皿ケ嶺連峰、

北に高縄山地と三方を山に困まれている。 高縄山地に

初、を発する一級河川重信川が市の中央部を流れてお

り、重信川の形成した扇状地を中心に、その流域に開

けた水と緑豊かなところである 。

古くから農林業がさかんな地域であるが、産業別就

業者数の推移(図 1 )をみると、第 1 次産業人口の

就業者数は、昭和50年 (1975 ) に4.1 11人 (3 1.6% ) で

あったものが、平成17年 (2005) には1.778人(11.2%)

と割合ではほぼ 3 分の l になっている 。 平成17年の日

本全体の第 l 次産業就業者数の割合が4.8%、愛媛県

のそれが9.4% と比べると、第 l 次産業の就業者数は

やや多い。 また、その中で農業の就業者数は1.756人、

林業の就業者数は20人、漁業の就業者数は 2 人であり、

ほとんどが農業就業者である 。

就業者数 (人)
1 8.∞o 

図 1 産業別就業者数の推移

注) í東海市統計書 平成18年度版」 より米滞俊二作成

つぎに専兼業別農家数及び農家人口の推移 (図 2 )

をみると、昭和55年には総農家数3.038戸、農家人口

12.938人であったものが、平成17年には1.385戸、 5.315

人と農家戸数では約46%、農家人口では約41% まで減

13 

少している。 その中を詳しくみてみると、兼業農家は

一貰 して減少しており、昭和55年に2.717戸であった

ものが、平成17年には1.023戸と約38% まで減少して

いる 。 その反面、専業農家数は横ばい状態あるいはや

や増加傾向にある 。

農家数(戸)
3.500 

3.000 

2.500 

2.000 

l.500 

l.000 

500 
。

農家人口 (人)
14.000 

12.000 

10.000 

8.000 

Cコ w章農家 臨留節 l 槌荒業農家 Eコ 第 2磁兼重良車 ー+ー 良家人口

図 2 専兼業別農家数及び農家人口の推移

注) í東i昆市統計書 平成18年度版」より 米津俊二作成

さらに、年齢別農業経営者数(図 3 ) をみると、 60

~69歳が全体の28.4% 、 70歳以上が全体の33.6% と 、

全体の62.0%が60歳以上の高齢者である。 愛媛県の60

歳以上の割合69.3% と比べると、若干その比率は低い

が、 40歳未満の若い年齢層はわずか17名と少なく、東

温市においても j築業の担い手の高齢化 ・ 後継者不足は

大きな課題である 。

40~49 50~59 60~69 70歳以上

図 3 年齢別農業経営者数

注) í東i昆市統計書 平成18年度版J より米i事俊二作成



東温市は、古くから米麦を中心とした農業がさかん

であり、平成17年の類別作付面積(図 4 ) は、稲が

69% 、 麦類が16% と全体の85% を占めている 。 作物別

農業産出額(図 5) においても 、米が34% 、 麦が 3% と、

全体の約37%である 。 特に麦については、そのほとん

どが東温市の特産品となっているはだか麦である。

その他 3% 

~E き 類・花木
野菜類 6% 

変類 16% 

であることが理由である 。

なお、東温市の特産品として力を入れられているも

のとして、はだか麦・シイタケ・キク・テ ッ ポウユリ・

シキミ ・ イチゴなどがあげられるが、それぞれについ

ては後述する 。 (米津俊二)

2 稲作

(1) 概要

東温市の稲の作付け面積は、農地全体の69% を占め、

作物別農業産出額においては34% を占めている。重信

川流域を中心に水田が開けており、米は東温市の主要

稲 69% 作物となっている 。

図 4 作物の類別作付け面積 (平成17年)

注) r東温市統計書 平成18年度版」より米i畢俊二作成

雑穀・豆類・
いも類

愛類 3% 

乳用牛 3% 

果実 496 

:/1:.き

野菜

その他 7% 

図 5 作物別農業産出額(平成17年)

米 34%

11) r東iZ市統計書 平成18年度版j より米i畢俊二作成

作付面積は少ないが産出額が多いのが野菜と花きで

ある 。 産出額は、野菜が10.1億円 (約32%) 、花きは約3.4

億円(約11 %)と作付面積に占める割合を大きく上回っ

ている 。 県都松山市に隣接する近郊農業地域であるこ

と、輸送機関の発達による京阪神市場への出荷を目指

した園芸農業がさかんであることが野菜や花きの産出

額が多い理由であろう 。

野菜の中で産出額が多いのが、南吉井地区 ・北吉井

地区 ・ 拝志地区で栽培がさかんなイチゴ、花きの中で

産出額が多いのが、三内地区や上林地区で栽培がさか

んなキク ・ テ ッ ポウユリ・シキミなどの生産がさかん
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東温市
5.3% 

宇和尚市
5.6% 

松山市
11.4% 

西予市 9.9% 

今治市 9.3% 

図 6 平成18年市町別水稲作付面積

注) r愛媛農林水産統計年報平成18-19年J より安藤針作成

東温市
5.6% 

図 7 平成18年市町別水稲収穫量

松山市

12.4% 

西予市
9.9% 

注) r愛媛農林水産統計年報平成18-19年J より安藤計作成

(2) 土地の利用形態

土地利用形態としては、二毛作が中心であるが、裏

作として栽培される作物との組み合わせがいくつか見



① 困+ I 麦(10月中下旬-5 月中下旬[]

② 困+ タマネギ(10月上旬-2 月)

① 困+ キャベツ (10月 -2 月)

④ ヨコ+ ブロ ッ コリー (11 月 -3 月)

図 8 裏作の作物組み合わせパタ ー ン

注) 聞き取りより安藤副作成

られる 。 各農家が工夫しながら土地を有効に使い、生

産効率を上げている 。

(3) 栽培品種

栽培品種としては、早生穫の コ シヒカリ、あきたこ

まち、中生種のヒノヒカ リ 、愛のゆめなどが栽培され

ている 。 近年は、赤米、緑米、黒米なども栽培され、

松山市内のレストランやホテルに出荷され、外食 ・ 健

康食の面と珍しさから注目されている。 上記のような

付加価値のある米の生産をする農家も見られ、農業の

将来を見据えて「差別化J を 図る農業経営を行う農家

もでてきた。

田植えJ羽 収機j明

コシヒカリ 6月上旬 9月上旬

あきたこまち 6月上旬 9月上旬

ヒノヒカリ | 6月中下旬 |

愛のゆめ | 6月中下旬 |

図 9 品種別栽培カ レ ンダー

注) 開き取りより安藤音| 作成

(4) カントリ ーエレベーター

平成 2 年(1990 ) に下林地区に完成したカントリー

エレベー タ ーには 15t の温度で品種ごとに、ま た、温

度管理では、冬場の結露に細心の注意を払って貯蔵 し

ている 。 各農家が貯蔵施設を持たなくて よ く、出荷も

円滑・効率的に行える 。 各農家の自己米も保存 してい

る 。

15 

カン トリーエレベー タ ーの作業の流れ

1主)聞き取りより安藤計作成

写真 1 カントリーエレベー タ ー

1主)平成20年 8 月 安藤計撮影

(5) ほ場整備

重信川左岸の傾斜地が広がる上林地区では、かつて

不定形なほ場が点在し、進入路が狭く、作業効率が悪

かったが、県営のほ場整備事業によって整然としたほ

場へと代わり、生産性が向上した。

写真2 上林地区の整備されたほ場

注) 平成20年 8 月 安藤計撮影



(6) 現況

写真3 ほ場整備事業の看板

注)平成20年 8 月 安藤計撮影

稲作農家の高齢化と後継者不足のため、作業を委託

する農家数が増えている 。 また、機械を共同購入して

耕作を請け負う組織も立ち上がっている。 今後は、研

修などを積み重ね、さらなる充実が期待される。

乾燥調整 乍:::::J115戸|

20 

26 

29 

o 5 10 15 20 25 30 

図11 水稲作受託作業種類別経営体数

注) I東温市統計書平成18年度版」より安藤計作成

401 

4'l1 

。 100 200 300 400 500 

図12 水稲作委託作業種類別経営体数

注) l :lIt i良市統計書 平成18年度版j より安藤計作成
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3 麦作

( 1 ) 概要

東温市の麦の作付け面積は農地の16% を占め、作物

別農業産出額においては 3%を占めている 。 特に大麦

の中でもはだか麦の生産に特色がある。

その他
7.2% 

松山市
7.3% 

今治市
10.7% 

松前町
12.6% 

東温市
15.7% 

西条市
46.5% 

図13 平成18年市町別はだか麦作付面積

注) I愛媛農林水産統計年報平成18-19年」より安藤計作成

その他

13.1% 

長崎県

4.3% 

県丘二ムI

大分県
15.8% 

111 愛媛県

41.1% 

香川県
17.0% 

図14 平成19年度都道府県別はだか麦収穫量

注)農林水産省 「平成19年度 4麦収機盆」より安藤計作成

(2) 栽培品種

愛媛県の推奨品種の「マンネンボシ」の栽培が 7 割

程度を占めている 。 倒伏しにくく、大粒で、粒ぞろい

が良い優れた品種である。 穀類の中でも食物繊維を多

く含むため、最近機能性食品として見直されつつある。

血中コレスト ロールを下げる働きや、大腸がん予防に

効果のある食物繊維も含まれている。 はだか麦は大麦

が突然変異してできたもので稀少である。



はだか麦は、かつては「麦ごはん」として主食用で

あったが、現在では焼酎、発泡酒、パン、クッキ一、 ケー

キ、麦l床11曾などに利用されている 。 味H曾はかつては地

元の]Aで加工していたが、現在は伊予郡松前町の業

者が行っている 。 麦文化圏である瀬戸内沿岸や九州地

方への販路を拡大している。(安藤 計)

県内11市の農作物作付(栽培)延べ面積 (平成18年)
(!別立ー ha)

米 ・ 変類 野菜 果術 飼肥料作物 その他 耕地百十
松山市 1.951 781 4.200 31 107 7.070 
今治市 1.695 728 2.820 166 231 5.640 
字和 Lh 市 897 385 3,240 7S 83 4.680 
八幡浜市 20 56 2.740 14 2,830 
新居浜市 488 240 80 4 49 861 
西条rIï 4.376 875 667 215 187 6.320 
大 洲市 796 453 1.280 166 125 2.820 
伊予市 777 572 1.350 3 86 2.790 
四国中央市 923 577 317 6 207 2.030 
西予市 1.696 446 1.590 1.060 168 4,%0 
東温 市 1,134 302 68 40 156 1,700 

表 1
栽培条件

はだか麦の栽培は気候条件に98%左右される作物で

あり、当地は最適地といわれている。 温暖な瀬戸内式

気候で花筒岩帯のミネラルを含む土壊を好む。 あとの

2%は農業技術面といわれている。

(4) 利用

(3) 

野菜は、米麦 ・花きとともに農業生産の中心である 。

平成18年 (2006) における東温市の野菜作付面積は、

愛媛農林水産統計年報に よ ると 302haあり、耕地全体

の約18% を占めている(図15) 。 また、愛媛県の他市

と比較すると野菜の作付面積は少なく、さらに果樹栽

培も少ないことが分かる(表 1 ・ 図 16) 。 しかし、農

業産出額に占める野菜の割合にすると、野菜栽培が他

地域に比べ多数を占めていることがわかる。

東温市では、水稲と組み合わせた農業経営をしてい

る農家が少なく、野菜を単独で栽培しているため安定

.その他

回飼肥料作物

口県樹

図野菜

日米 ー 変額

注) í愛媛農林水産統計年報J より清川的作成
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野菜栽培

概要

4 

)
 

1
 

(
 

農作物作付(栽培)延べ面積及び耕地に占める

各作物種の割合

住) í愛媛燦林水産統計年報J より清川的作成

図16

供給がなされている。 そして松山近郊に位置 している

ことから生産物の多くは、松山市や京阪神方面に出荷

されている。主要な作物は、旧重信町南吉井地区のイ

チゴをはじめ、タマネギ、 ト マ ト 、 ナス、オクラ、豆

類など多様である(表 2 ・ 3) 。

南吉井地区のイチゴ栽培

同 栽培方法の推移

南吉井地区にイチゴ栽培が導入されたのは、昭和29

年(1954 ) の ことである。 当初は、 10 -11月上旬に

定摘し、 5-6 月中旬に収穫する露地栽培であった。

その後、栽培方法も次第に研究され、石垣イチゴ栽培

や ト ンネル栽培の導入で、露地栽培より早い 3-5 月

中旬の収穫が可能になった。

ビニールハウスによる栽培が普及したのは、昭和43

年以降である 。 イチゴの芽は、 一度低温の状態になら

17 

(2) 

稲 50%

東温市における農作物作付面積別

耕地利用率(平成18年)

注) í愛媛農林水産統計年報J より ii刊 |的作成

図15

変類

野菜



表2 県内11市の農業産出額(平成18年)
(単位千万円)

米 変類 野菜 果実 :jE き
農業

産出級

松 山 市 213 5 281 917 43 1.831 
今治市 152 9 188 433 54 1.256 
宇和山市 91 。 73 654 4 1,298 
八幡浜市 2 13 1.055 1.196 
新居浜市 40 l 68 10 3 144 
西条市 320 30 390 126 89 1.500 
大洲市 70 l 134 74 31 669 
伊予市 75 4 176 281 19 657 
四国中央市 77 I 164 34 24 695 
西予市 160 4 120 226 14 1.283 
東温市 97 10 93 13 32 291 

注)中国四国農政局愛媛j是政事務所編集 愛媛農林水産統計協

会発行 愛媛農林水産統計年報 (平成18- 19年) より滑川
的作成

表 3 おもな野菜の収穫量と出荷量の推移

平成16年 平成17年 平成18年

収穫量 出荷盆 収穫量 出荷量 収穫量 出荷量
( t) ( t ) ( t ) ( t) ( t ) ( t) 

はくさい 134 46 144 111 166 132 
キャベツ 437 284 597 534 632 580 
ほうれん革 179 125 125 104 119 99 
しゅんぎく 27 20 26 19 
プロ ッコリー 96 80 III 97 128 115 
ねぎ 153 106 165 133 161 130 
たまねぎ 1,780 1.550 1,600 1.470 1.750 1.630 
きゅうり 134 81 180 148 183 153 
かぼちゃ 36 4 20 8 16 4 
なす 206 113 216 157 167 109 
ト マト 176 121 195 154 178 141 
だいこん 403 179 249 160 238 156 
ばれいしょ 245 63 194 46 164 49 
さといも 148 32 116 39 100 42 
いちご 298 263 297 279 
すいか 115 64 127 116 129 119 

注) 農林水産省 fll'!林水産関係市町村デー タ」より清川的作成

ないと発芽 しない。 そこで、この頃から短期株冷 1 )や

無冷促成2) といった栽培方法も開始さ れ、イチゴ栽培

面積が急上昇した。 それは、栽培期間が長くなり、多

くの労力が必要な収穫時期が分散化されたことに要因

がある。

昭和55年(1980) 頃から は、山あげ促成栽培3)が開

始された。 これは、 8 月下旬から苗を涼 しい高原地域

で約 1 か月間仮植し、 9 月下旬頃にハウス内に定植す

る栽培方法である 。 山あげが開始された当初は、大野ケ

原や五段高原へ苗を運んで、いたが、のちに黒森峠や石

鎚山の土小屋付近で行うようになった。 しかし現在で

は、 予冷庫の技術が向上したため、苗の山あげは行わ

れていない。

表4 イチゴ栽培の流れ

月 l時期l 作 業 内容

4 月
ト一一一一

5 月 前年より仮植 していた親株 (無病株) から

ほ7f 育荷
育萌する。 親株から伸びるつるの先端を

片7F
ポッ トにさすと苗になる。 育酋 した苗と新

ぼ百
たに購入した苗で定植の準備を行う 。

9 月 し っ かりと活着するまでの池水がポイン

日百 定被
ト 。 炭そ病などの感染予防対策が必要。

11月 開花・ 着果
自然界や営利栽培では受粉はミ ツバチなど
が、 温室では人工受粉をさせる 。

12月 受粉して約 1 か月、大きくなって白い突が

行百 先の方から赤〈色付く 。 イチゴの生育を促

区百
進するため、「地中 l暖房」 を使用する 。 赤

くなって2-3 日、よい香りがするころが

市子 収穫
採り頃である 。 つぎつぎと花芽分化がつづ

日五 くのでゴミ汁液肥を薄めて定期的に与える。

は百
収穫も終わりに近づくと 「子苗(ランナー)J
カ￡出る 。

6 月 次年度準備i
生育状態のいい 「子苗」 を抜粋して菌にす
る。

注) IlHき取りより ìì'i川的作成

写真4 高設栽培のハウス内①

注) 平成20年 8 月 清川的披影

露地栽培では、 JJ要を曲げての作業や鍬を使う畝たて

が重労働である。 そのため、近年の栽培農家の高齢化

にともない、作業姿勢の改善が図れる高設栽培が導入

されつつある(写真 4 ・ 5) 。

イチゴ栽培農家は、異なる作型のうち、 二つから三

つを組み合わせて栽培を行っている。 イチゴの価格は、

11 - 12月頃がも っ とも 高値で取引される 。 この時期

に出荷を合わせるためには、定植の時期やi経水のタイ

ミング、 暖房に よ る温度管理を適切にコントロールし



写真5 高設栽培のハウス内②

注)平成20年 8 月 il'í川的搬影

写真6 日射を感知するセンサー

注)平成20年 8 月 消川的嫌彩

なければならない。 そのため、現在ではセンサーが日

射を感知してi注水する設備(写真 6 ・ 7 ) や、ハウス

内の温度をコンピュー タ ーで調整する設備(写真 8 ・

9 ) などが完備されたハウスも増えている。

(イ) 出荷先や栽培品種の推移

農.家で栽培されたイチゴは、 ]Aが引 き取り、松山

市場へのみ出荷されていた。 しかL、生産量の地加に

ともない、京阪神方面や広島など市場が開拓され、多

いときには約 8 割を県外市場に出荷していた。 現在で

は、松山市場と京阪神へ約 5 割ずつ出荷されている。

このような出荷先の決定は]Aが主導で行っている。

これは、農家単独で、の出荷では数量が少ないため、他

府県との競争に負けてしまう 。 そこで、各市場からの

需要量にあわせて栽培計画を立て、各農家に対して作
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写真ア ハウス内のスプリンクラ ー

j主)平成20年 8 月 滑川的織彬

写真8 ハウス内を管理するコンビュー ター

j主)平成20年 8 月 清川的撮影

写真9 ハウス内の温度を調節する暖房装置

1主)平成20年 8 月 消川的機影



付面積や出荷量を指導し、栽培されたイチゴをJAが

一括して引き受けている 。 そのため、東温市の農家で

は、安心してイチゴ栽培をしていくことができる。

栽培されているイチゴの品種は、 5 、 6 年前までは

酸味が少なく大粒の「とよのかJ であった。 当時の主

流は、西の「とよのかJ と東の「女峰J の 2 品種であっ

た。 近年は、品種改良やブランド化が進み、多くの品

種が流通している。 また消費者も、より大きくて甘い

品種を好むようになり 、 東温市の栽培農家もJA主導

のもとで「とよのかj より大玉で収量が多くなる「紅

ほっぺJ に移行した。 そのため、県内市場では単価を

維持することができているが、県外市場では福岡や栃

木など大量収穫できる地域におされているのが現状で

ある 。

(ウ) イチゴ栽培の今後の課題

東温市の栽培農家は、ハウスが 2-3棟程度の小規

模経営である 。新しくイチゴ栽培をはじめた農家では、

作業効率の良い高設栽培と、センサーや コ ンピュー

タ ー などが完備された近代的なハウスを導入してい

る 。 しかし、導入には高額の費用がかかるため、以前

から栽培している農家では、現在も露地栽培を続けて

いる。そのため、生産者の高齢化にともなって作業が

困難になり、後継者もいないためにj築業を断念する農

家もある 。

また、栽培にかかる コストも近年の物価高の影響を

受けている 。 特に、原油高による影響で肥料や段ボー

ル、カップは約 6 割値段が高騰し、経費の負担が増え

た。 さらに、ハウスの暖房に使用する重油や灯油も値

上がり、今年は設定温度を約 2 "C下げなければならな

い(写真10) 。 また、高設栽培で使用するベッド(写

真11 ) も耐久年数が 6-7年と言われていたが、 実際

には 2-3 年しかもたず、買い換えが必要で‘あるなど

出費は増大する一方である。 しかし、売値は現状維持

であるため栽培農家は経済的に苦しい。

最近では、インターネ ッ ト販売や産直市場、観光農

園などによって個人で販売ルートを開拓している農家

もみられる 。 しかし、「インターネット販売などをす

るには、個人経営の農家では入手や農地が足りない。」

とか、「質の良いイチゴは売れるが、商品にできない

劣悪品は処分するしかないため採算がとれない。J と

いう声もある。

これら多くの問題を解決するために、さまざまな取

- 20 

写真10 重油と灯油の貯蔵タンク

注)平成20年 8 月 ìj'l川的搬影

写真11 高設栽培で、使用するベッドに仮植されている苗

注) 平成20年 8 月 清川的微量五

表 5 東温市産のイチゴを使用した商品

企業名 商 日回日 官。

{附母恵~i
シュ ー ク リーム ・オムレッ ト ・紅ほっぺシャ ーベッ
ト ・母の日限定「マーマ ン」

shiffon イチゴシフォンケーキ

門田商店 イチゴアイスクリ ーム

注) 聞き取りより ì~l川的作成

り組みが行われている 。 その一つは、地元企業と提携

して、イチコゃを使ったケーキや和洋菓子などの加工品

の商品開発・販売である。 東温産のイチゴのPRや商

品のブランド化をはかり、安定した需要による生産量

の確保と栽培農家の経営維持 ・ 増加の効果が期待され

ている 。



(3) ケール栽培と商品ブラ ン ド化

近年の東温市の農家では、ブロッコリーからケール

栽培に変える農家が増加してきている 。 ケールは、地

中海沿岸原産のアブラナ科の緑黄色野菜である。 非常

に栄養価が高く、病害虫や雪にも強いため一年中栽培

できるという特色がある 。 ヨーロ ッパでは、古くか

らケールをロールキャベツ風に料理して食べられてい

る 。 日本では、江戸時代に入ってきており、健康食品

飲料の青汁として親しまれている 。そのため、スーパー

などで野菜として販売されているのはあまり見かけな

し、。

このケール栽培が、東温市で増加している背景には、

則之内に本社をかまえる遠赤青汁株式会社の存在があ

る 。 同社は、自社でケールを育て、加工し、百貨店や

電話、インターネットなどを通じて直接販売をする農

工商一貫会社である。 また、地域の農家と栽培契約を

結び、愛媛県産、有機栽培100%の無添加にこだわり

をもった商品作りを行っている 。 さらに、安心した商

品作りのためには、まず土作りからと考え、県内でも

深刻化している放置農園に目を付けた。 そして、土地

を開墾し、石を取り除き、堆肥を入れて有機悶場の整

備から始める徹底ぶりである。 同社のこのような取組

に、これからの農業のあり方のヒントがあると考え、

同社長に話を聞いた。

きっかけは、社長自らが大病を経験し、薬の副作用

に苦しんだことをもとに「医食同j原」の考えを実践し

ていくことに始まった。 また、農業従事者の高齢化に

ともない、放置され荒廃した農地を再生させ、元気な

地域作りに貢献したいと考え、現在のような土作りか

ら始める会社経営に至った。 さらに、いずれは世界に

進出して他国と競争したいという壮大な構想を掲げて

の起業であった。

そのために必要で、あったのが、「どこにもない独自

のアイデアと本物志向」に基づいたブランド化戦略で

ある 。 まず商品に「徹底した有機栽培、東i昆市特産品

マー ク、有機]AS認定、製法特許、大学との共同研究

したデータ」という 5 つの付加価値を与え、百貨店

で地道に「安心・安全・栄養価を追求した有機栽培青

汁」として商品PRを行った。 しかし、この徹底した

取り組みでは、生産量に限界があるため、スーパーや

ドラッグストアなど量販店での販売を一切行えない。
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そこで、インタ ー ネットによる宣伝 ・ 販売を最大限に

活用した。 会社のH刊こは、荒れ地の開墾から石拾い、

施肥などの土作りをしている写真を掲載し、「どこに

もない」特色を全面に押し出している 。

その宣伝 ・ 販売方法の成果として、愛媛県では初め

て 2 年連続して経済産業省から iIT経営百選J の表

彰を受けている。 また、 5 年後、 10年後を見据えて、

いち早く日本のみならず、中国やアメリカ、カナダな

ど海外も含めて商標登録もしている。

これらの取組も、すぐには成果として現れなかった

が、近年の食品偽装や農薬汚染など食の安全性が深刻

な問題となったことで、現在一躍脚光を浴びるように

なった。 ここに至るまでは、いくつもの高いハードル

を乗り越え、また契約農家や地域、自治体との信頼を

築きあげながらの挑戦であった。 同社では、現在も行

政からの支援を受けながら、新たな取組に着手してい

るそうである 。

今後の農業経営においては、農家と地元企業、農協 ・

行政などが、それぞれの視点から計画や意見を協議し

て、東温市に適した農作物から「ここにしかない商品」

というブランド化が求められる 。 それには、まだだれ

もが目をつけていない、地域の財産の発掘であるよう

に思われる 。

5 花き・花木

( 1 ) 概要

東jR市は、県内最大の市場である松山市に近いとい

う地理的条件に恵まれ、小規模な経営ではあるが、古

くから花き・花木の栽培が行われてきた。 品目として

は、キク、パラ、カーネーション、ユリなど多岐にわ

たっている 。

近年、その需要はさらに多彩な種類と時期を問わず

求められるようになった。 そのような要望に対応する

ために、多種多様な切り花や苗物の導入が進んできた。

現在のおもな品目は、テッポウユリ、キク、シキミな

どである 。

また東温市には、愛媛県農林水産研究所農業研究部

花き研究指導室(旧花き総合指導センター)や愛媛県

林業技術センター緑化センタ ー ( I日愛媛県緑化セン

タ ー)があり、生産者や指導者に対する生産、流通、



経営、消費等に関する研修や実習、相談などが容易で

あることも特徴の一つである。

(2) 品目別花き ・ 花木生産の推移

同 キク

東温市のキク栽培の歴史は古く、戦後の食糧危機が

回避されて聞もない昭和25年 (1950) 頃から始まった。

南吉井地区では、花の将来性に着目を し、 水田に露地

菊を栽培するようになった。 当初は、まだまだ花き栽

培への関心は低かったが、生活の安定にともない需要

が増えてくるようになった。 需要の増大にともない、

産地の育成と品質の向上が図られ、ビニールハウス栽

培や電照菊などが次々と導入されるようになった。 こ

う してキク栽培は、県下有数の生産量を出荷するよう

になり、旧重信町では町花として指定された(表 6 ) 。

しかし花き栽培は、高度な技術と管理体制が求めら

れ、他の地域との競争に勝つために、さまざまな設備

投資が必要で多額の費用がかかる 。 栽培当初は、キク

も高値で取り引きがされていたが、近年消費の低迷や

大産地との競合、外国からの輸入により、小規模経営

で栽培している東温市では、生産の縮小が見られる。

(イ) シキミ

シキミは、日本では本州の関東以西、四国、九州、

沖縄などに自生していた。東温市でのシキミの栽培は、

旧川内町の山間部で林業を営んで、いた人々が、高知県

の吾川や西土佐から栽培方法を学んできたことから始

まった。 愛媛県では、墓前や仏前に生花ではなく、シ

キミの枝葉を添えたり、葉で末期の水を取るのに用い

られたりしている 。

シキミは、日当たりが良い緩やかな斜面地(写真

12) か、水はけの良い平坦地 (写真13) が栽培に適し

ている 。 そのため、東温市の山間部における換金作物

として、普及するようになった(表7)。

植え付け時期は、表 8 のように 4 月の生長開始頃が

もっとも適しており、秋頃でも可能である。 通常は 6

-7 年で最初の採取ができるが、低台仕立て(写真

14) にすると早いものは 5 年で採取が可能になる。 価

格は、「盆前、彼岸前に出荷すると価格がよいJ とい

われているが、需要にともなって供給量も増えるため、

1 年を通じて安定傾向である。 またシキミは、仏事に

風習として用いられるため、今後も安定した需要が見

込まれる。また、大市場に近いため、栽培面積を増や
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表6 東温市(旧重信町および旧川内 11日 )の
キク栽培作付面積および出荷量

作付而積 生産数本量) 出(荷千数本公) 
生産額 栽培良(戸家) 

(a) (千 (千円) 戸数

19891ド
870 3.380 79.500 75 

358 1.308 56.122 25 

1990年
830 3.040 93.500 75 

358 1.308 56.122 25 

1991年
635 2.290 93.500 75 

358 1.308 56.122 25 

1992年
640 2.295 60.050 70 

605 1,630 55,980 24 

1993年
650 2.088 67.700 65 

560 1.600 55,000 27 

1994年
660 2.030 66.400 66 

540 4,550 60.000 20 

1995年
660 2.030 75.520 66 

550 1.925 55.000 20 

1996年
620 2.100 72.000 66 

450 1.350 53.000 15 

1997年
150 500 480 17.400 20 

150 403 403 17,000 15 

1998年
270 1.080 1.080 24.300 17 

400 1.230 1.230 43.000 13 I 

1999年
270 1.080 1.080 24.752 17 

500 1.300 1.300 45.000 13 

2000年
270 1.080 1.080 24.752 17 

350 1.380 1,000 36.000 11 

2001年
265 707 707 18.300 17 

350 1.050 1.050 33.100 6 

2002年
265 707 707 18.300 17 

275 4,378 4,378 29.312 8 

2003年
265 707 707 18.300 17 

250 702 702 20,122 17 

2004年 595 1.409 1.409 38.422 25 

2005年 595 1.409 1.409 38.422 25 

2006年 395 775 389 26.600 13 

注 1) 1989年-2003年上段旧重信町下段・旧川内町
2004年市町村合併により東温市となる

注 2 ) 愛媛県農林水産部俊業振興局農産陸i芸部「花き類生産統計 J
より清川的作成

表7 東温市のシキミ作付面積と生産量の変化

作付面積 生産数量 出荷数ill 生産領 栽培農家
(a) (千本) (千本) (千円) 戸数(戸) I 

2001年 5.000 190 190 56.075 90 

2002年 7.000 208 208 56.928 94 

2003年 7.000 244 244 65.309 74 

2004年 7.000 244 244 65.309 74 

20051F 7,000 244 244 65.309 74 

2006年 7.000 300 256 71.801 80 

注)愛媛県農林水産郎農業振興局農産関芸部「花き類生産統計」
より清川的作成



写真12 斜面に見られるシキミ栽培(河之内地区)

注)平成21年 1 月 m川的撮影

写真13 平坦地でのシキミ栽培(河之内地区)

注)平成21年 1 月 前川的機影

写真14 低台仕立てで栽培されているシキミ

(河之内地区)

注)平成21年 1 月 清川的保影
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表8 シキミ栽培作業カレンダー

月 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

開花J羽 -現定 -植え付け • ー注)京都けえ園芸企画舎「ヤサシイエンゲイ」ホームペー ジよ
り j青川的作成

して経営を拡人することも可能である。

しかし、栽培面積の拡大にともなってクスアナアキ

ゾウムシなど害虫による被害が増大する問題や、困難

な作業のため生産者が高齢化し、後継者がいないのが

今後の課題である。

(ウ) シンテッポウユリ

愛媛県のユリ栽培は、切り花の中ではバラに次ぐ第

2位の品目である。 その中で、シンテッポウユリは種

子から 1 年で開花するユリ である 。 これは、琉球原産

のテッポウユリと台湾原産のタカサゴユリとを交配し

てできた品種である 。

東jE市の旧川内町川上地区では、 20年近く前から

テッポウユリ栽培を行っており、県内有数の産地であ

る(表 9) 。 これは、水回転作作目であることに加え、

農業従事者の女性化や高齢化対策のーっとして栽培が

増加したことによる 。 また他のユリ栽培は、種が取れ

でも開花まで 3 、 4 年かかってしまうが、シンテッポ

ウユリは自家受粉で一株から種が取れ、 1 年で開花さ

せることができるという特性も普及の要因のーっと

なった。

シンテッポウユリの開花時期は、 7-10月頃である 。

表9 東温市のシンテッポウユリ栽培の推移

作付而右i~{ 生産数量 出荷数量 生産額 栽培農家

(a) (千本) (千本) (千円) 戸数(戸)

1996年 160 365 26,000 30 
1997年 170 360 360 32,000 27 

1998年 , -

1999年 240 446 446 32,360 25 
2000年 200 370 370 28,900 24 
2001年 200 350 338 31.700 21 
2002年 200 330 330 31.236 21 
2003年 250 400 400 38,874 21 
2004年 250 600 597 38.l00 26 
2005年 250 600 597 38.l00 26 

2006年 350 1.000 853 77,323 30 

注 1 ) 2003年以前のデータは、旧川内町におけるものである。

注 2) 愛媛県淡林水産部農業振興局農産園芸部「花き類生産統計」
より清川的作成



表10 東温市内の農産物直売所の状況(平成19年度)

ふるさと交流館さくら市場 ]Aグリ ー ンフレッシュ市 ふれあい市みうち 松山生協川上マーケット

経営主体 東i昆市 ]A全農えひめ ]Aえひめ中央 松山生協

出荷者数 (人) 133 419 約100 約150

売り上げ (千円) 52.670 345.970 約20.000 22.000 
年間来客数 (人) 447.824 約17，000 約46.000

市営混泉施設「さくらの湯J 生産者が部会を組織し、句 山里の野菜 ・ 果物、おふく 地冗農家産の新鮮な野菜や
に併設された直売所。 市内 の野菜や果物、漬物や加工 ろの味の手作り 110工品、工 花商、素朴な漬物類、ばら
ilf の新鮮な農産物や花き 食品などを常時委託販売し 芸品や有機野菜、ま た三内 景子司など加工品が盛りだく

特 徴 類・手づくり惣菜・パン・ ている。東i昆市を中心に、 米も販売しており、地域色 さん。 また、その他食料品
手工芸品などを即売してい 松山市・砥部町などの生産 豊かな直売所。 i可之内 則 や鮮魚も販売。
る 。 市営であり、東i凱市内 者約400名が出荷。 之内・井内地区の生産者が
の農家のみ出荷できる。 出荷。

注)東温市役所提供の資料及び]Aグリ ーンえひめ提供の資料より米津俊二作成

切り花は仏前のお供えとしても利用されることから、

イチゴのハウスで夏作物として、出荷時期を 7~12月

頃まで拡大する出荷調整を行っている。 また、種子か

ら球根を育苗 して出荷するケースも見られる 。

近年は、花の色が白色のみで用途が限られることか

ら、有色系の品種育成が愛媛県内の研究機関で進めら

れている。(清川 的)

6 農産物直売所

近年の「地産地消」の高まりとともに、東温市内に

は現在あわせて 4 か所の農産物直売所がある(表10) 。

その中には年間販売額が 3 億円を超える直売所もあ

る 。 4 か所の直売所の総売上額は4.4億円であり、東

温市の農業総産出額31.6億円と比較しでも、農業及び

農家の所得に占める直売所のウエイトはかなりの割合

を占めるようになってきている 。 経営主体は、東温市

の直営、 JA全農えひめ、 JAえひめ中央、松山生協と

別々であり、売上額も約2，000万円から約 3 億5，000万

円とさまざまであるが、近年の「地産地消」ブームと

ともに、消費者の“低価格、新鮮、安全" 志向により

どの直売所も売り上げを伸ばしてきている。 販売品目

や売上金額等の資料が得られた「さくら市j と IJA

グリー ンえひめフレッシュ市」の 2 カ所の農産物直売

所を中心に報告する。

(1) さくら市

川内地区北方に平成10年 (1998) にオー プン した東

温市営のふるさと交流館「さくらの湯」に平成15年に

併設された直売所である。 市営ということもあり、出

荷者は東温市内の農家に限られており、平成19年度の

写真15 買い物客でにぎわう「さくら市J

j主)平成20年 8 月 米i幸俊二撮影

表11 さくら市売り上げベス ト 10
(平成19年 7 月 1 日~平成20年 6 月 15 日 )
農産物 農産物加工品 手工芸品-その他

商品 金額 (円) 1m ，口10 金額(円) 商品 金額(円)

l イチゴ 3.646.360 お弁当 3.391.680 布小物 288.450 
2 シキミ 2.194.530 惣菜 3.176.000 布袋 160.910 I 
3 米 1.800白660 巻き寿司 2,512,530 竹炭 110.200 I 
4 花の菌一 1.644.970 パン 1,772,170 灰 81.400 
5 ミカン 846.090 っき餅 1,265.010 EM石けん 74.610 
6 ほうれん草 715,700 いなり寿司 987.340 温泉の素 72.750 
7 たまご 701,960 ひき餅 982.000 帽子 46.800 
8 タマネギ 671.762 ちらし寿司 886.410 ボカシ 45.500 I 
9 トマト 644.100 炊き込み 726.370 竹酢液 39.000 
10 タケノコ 638.670 おにぎり 562.300 かこ 38.150 
合計 13.504.802 合計 16,261.810 合計 957.770 

注)さくら市の提供資料より

出荷者数は133名となっている。 平成19年の年間売上

額は5，267万円である。 売り上げ上位ベスト 10 (表11 )

では、農産物加工品が最も多く、次いで農産物、手工

芸品 ・ その他とな っ ている 。 農産物加工品はお弁当や

惣菜、巻き寿司、いなり寿司などが多く、農産物とし
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ては南吉井地区 ・北吉井地区 ・ J平志地区で栽培がさか

んなイチゴ、 三内地区で栽培が多いシキミなどが上位

にきている 。 その他に東温市内で収穫されるみかんや

野菜類が上位を占めている。 j購買客は地域住民ととも

に温泉に併設されているということで、温泉客も多い。

(2) JAグリーンえひめフレ ッ シュ市

都市近郊農村地帯における「営農資材店舗」と「農

産物直売所」を併設した店舗として東温市北野田に平

成11年 (1999) 12月にオープンした。 出荷者数 ・ 売上

金額ともに東温市内の農産物直売所では最大である 。

商品別売上額をみると、加工品が最も多く、次いでキュ

ウリやトマトの果菜類やキャベツやほうれん草などの

葉菜類、切り花類と続く(表12) 。 聞き取りによれば、

加工品の中で評判がよいものとして、巻き寿司などの

ご飯もの、お餅、おはぎ、「いちご大福」、東温産の玉

ねぎを原料とした「玉ねぎドレ ッシ ング」、さらには

東温市が推進している「農産物等ブランド化事業J で

力が入れられているはだか麦を原料とした「はだかん

ほう麦茶」などがあげられる 。

「フレッシュ市J の特徴として、参加する農家が部

会を作り、 ]Aグリ ー ンえひめの開催する各種野菜の

表12 ]Aグリ ーンえひめフレッシュ市商品別売り上げ表
(平成19年 4 月 1 日~平成20年 3 月 31 日)
商品分類名 売上金額 (円 )

加工品 92,598,570 
果菜類 39.419,683 
葉菜類 33.164,875 
切り花類 29,938,009 
根菜類 22.757.480 

シキピサカキ類 19.120.036 
果菜果実類 18,043,510 
落葉果樹類 17.451.010 
種苗類 13.419,620 
温州ミカン類 10.196,930 
いも類 9,609,090 
中 l漁柑類 7,668.400 
きのこ類 4,788,028 
漬物類 3,836,460 
米麦類 2,622.140 
鉢物類 2,220.530 
旦 類 2,073,360 
卵 類 1.396.140 
農産乾物言十 614,610 
工 コ古'" ロ口ロ 388,740 
校物類 201.220 
乾物類 1.650 
ぷ口〉、 計 331.530,091 

注) ]Aグリーンえひめ提供資料より
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写真16 ]Aグリ ー ンえひめ

注)平成20年 8 月 米津俊二撮影

栽培講習会や加工品 ・ 漬け物等の衛生表示研修会、農

薬安全使用講習会などの講習会に積極的に参加してい

る点があげられる 。 消費者に新鮮かっ安全・安心さら

には低価格の商品を提供するために各会員が熱心であ

る 。 また、当番fllリで、会員が店に来て、客の意見を聞い

て商品開発に活かすなどの取組もしている 。 さらに、

れんげ祭り、ジャガイモ煽りやサツマイモ掘り、フレッ

シュ市祭りなどのイベントを開催し、地域との交流も

大切にしている 。 以上のょっな取組の結果、 開店以来

10年を経て「フレッシュ市」が評判を呼び、東温市内

の直売所では最大の売り上げをあげるまでになってい

る 。

聞き取りによると、将来的には加工施設を作る構想

があるそうである。 そこで会員が加工品を作り、付加

価値を高めたものをさらに増やしたと考えている 。 ま

た、加工施設は技術の伝承という意味においても重要

であり、会員の高齢化が進む中で、若い会員への加工

品作りの技術の伝承を進めたいとも考えているようで

ある 。

(3) 農産物直売所の現状と課題

東jE市内の 4 つの農産物直売所ともに、運営は自主

運営に頼っている部分が大きい。 出荷農家が各自商品

を袋詰めし、出荷、陳列、売れ残った商品の引き取り

まで行うという方式である 。 ]Aグリ ー ンえひめ提供

の資料(図17) によれば、流通コストが大幅に削減で

き、消費者価格のヲ | き下げ及び生産者価格の上昇がか

なり期待できる 。生産者にとっては所得の上昇となり、



〈大根 1 本1∞円とした場合}

卸売市場流通

小売大根 l 本 100円

(45%-50%) (30%-20%) (25%-30%) 

生産者価格

〈大根小売80円が可能になる}

直売所流通

(65%) 

生産者価格
(生産費出荷賢材費)

小売大根 l 本 80円

(15%) (20%) 

65円 80円 100円
消費者価格

図17 卸売市場流通と直売所流通の比較

注) ]Aグリー ンえひめ提供資料より

消費者にとっては低価格で購入できるというメリット

が、近年の直売所の盛況ぶりにつながっている。

また、近年は平成20年 (2008) の中国製冷凍ギョー

ザ中毒事件など食品をめぐる事件・ 事故が相次ぎ、消

費者の農産物をはじめとする食品への安全 ・ 安心志向

が強くなっている 。 このような状況の中、「地産地消

の拠点」として位置づけられる農産物直売所の役割は

きわめて大きい。 商品の包装袋には生産者の名前や写

真が記載されるなど、生産者と消費者の「顔が見え、

話ができる j 関係を基本とした直売所は、“新鮮で、安

全な"商品を提供する場として大変重要となってきて

おり、今後も重要な存在である。

消費者・生産者にとっても上記のようなメリットが

あり、近年の「地産地消」ブームも手伝って直売所は

活気を呈しているが、いくつかの課題をあげてみる 。

まず第 1 に、農産物は時期・季節により生産品目 ・

出荷量が変化するものである。 「地産地消」とは、流

域、平野 ・ 盆地といった比較的狭い地域内での流通を

基本としているため、時期によっては量や品揃えに過

不足が生 じる 。 安定した商品の供給という点では県域

レベルでの直売所同士の連携なども必要であろう 。 そ

の点については、]A全農えひめは平成18年11月にf]A

ファーマーズ・マーケットネットワーク協議会」を設

立し、連携を強化 していく構想を持っている。 また、

品揃えについては 1 日の中でも商品がある時間帯とな

い時間がはっきりと分かれている。 午後に訪れた購入

客はあまり商品が無く、残り物を買って帰るという現

状がある。 近年、直売所の多 く は、コンピュータの導
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入により、携帯電話やパソコンを利用して出荷者が出

荷した商品の販売状況をリアルタイムで把握すること

ができるようになっている 。 出荷者は自分の出荷した

商品が品薄となり、 “売れそうだ"と判断したときは、

さらに出荷をすることもできる。 そのようなシステム

があるにもかかわらず、午後の品不足は続いている。

午後の出荷者・商品の確保が急務であり、今後の直売

所のさらなる発展のためには解決すべき大きな課題で

あろう 。

第 2 に、高齢化に伴う問題がある 。 現在の出荷者の

多くが60歳以上の高齢者である。今後直売所への商品

の出荷量が維持できるかどうかも課題である。 また、

直売所の売り上げの中で加工品の占める割合が高い。

加工品は付加価値を付けているため高収益をあげるこ

とができる商品であり各直売所ともカを入れている

が、高齢化により加工品づくりの技術が失われていく

ことも懸念される 。 技術の伝承のための方策、例えば

勉強会や講習会なども必要であろう 。

最後に、 ]Aグリー ンえひめが平成16年に行った消

費者へのアンケート調査の要望事項のおもなものをあ

げ、今後の直売所の方向性を探ってみたい。

{消費者の要望事項》

o土 ・ 日の人の多い時間帯はレジを増やして欲しい。

o 開店時間の早期化、閉店時間の延長をして欲しい。

0 時間帯により品物がなくなる。 特に午後は品物を

選べない。 品切れを起こさないよう工夫をして欲

しい。

0 カレー粉など食料品などを揃えてもらいたい。 さ

らにスーパーに買い物に行かなくて良いように

「ワンス ト ップショッピング」のできる店にして

もらいたい。

o 品物がバラバラに並べられている (生産者ごと) 。

買いやすいように商品ごとに並べて欲しい。

0 農薬等の使用状況をもっとわかりやすく告知して

欲しい。

。 「ポイントカードシステム」はできないか。 店に

来る楽しみが増える。

o駐車場を拡大して欲しい。

アンケートにみられる消費者の要望はかなり個人的

であるが具体的でもある。今後の直売所のさらなる発



展は、消費者ニーズにどれだけ対応していけるかに大

きくかかっている。

7 農産物等のブランド化について

平成18年度より東温市は、消費者に信頼され ・ 支

持 ・ 評価される「東温ブランドJ をめざして、意欲あ

る生産者や製造者を重点的に支援し、ブランド化を推

進 していく取り組みを実施 している。ブランド化の核

となる農産物は東温市で生産の多い「はだか麦」 ・ 「も

ち麦j やその加工品である。 東温市内の業者等の商品

開発の支援を行い、現在はもち麦を原料としたパンや

クッキーやせんぺい、はだか麦を原料としたとら巻き

や後頭や味噌などを製造するまでにいたっている。 販

売は市営のふるさと交流館「さくらの湯」などで販売

し、 PRも行っている 。 平成20年 (2008) 4 月には「と

うおんブランドまるごとパック」としてフジグラン重

信で限定300パ ックであるが、販売をするまでになっ

た。 また、 平成20年 4 月に県独自の規制緩和で地域活

性化を支援するえひめ夢特区に認定された「とうおん

ブランド“どぶろく特区"J ではとうおんブランドの

白・どぶろく"が平成21年の 1 月に完成 したU さらに平

成21年の 2 月末には、いよてつ高島屋で「とうおんブ

ランドフェア」も開催され、市のプライベー ト ブラン

ドとして大々的にPRするなど、ブランド化に向けた

取組が始まっている。 (米i幸俊二)

8 林業

(1) 東温市の林業

同 概要

平成16年の東温市の林野率は76.3%で、愛媛県の

70.6% に比べ少し高い。 しかし、平成14年の経済活動

別市町村内生産額の林業の割合は、東温市では0.2 %

であり、平成17年の産業別就業者数における林業の

割合は、市全体のO.l %である 。 平成16年の産業別事

業所数及び従業者数では、林業の事業所はない。 林野

率は高いが産業と しての林業はあまり盛んとは言えな

い。(表13 ・ 1 4)

平成15年のシイタケ生産量は、乾シイタケ340旬、

生シイタケ200kgで、愛媛県全体のそれぞれ0.2% ・ 0.04%
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表13 保有山林面積規模別経営体数
(単位:経営体)

表14 林業事業収入規模別経営体数
(単位.経営体)

注) 東i鼠市統計書平成18年度版より

で生産量は少ない。

(イ) 規模別経営体数

100 -500ha所有者は東温市以外のK産業で、あり、 50

-100haの所有者 3 人は東温市在住である 。 75% は 3

-5haの所有者で、ある(表13) 。

平成15年の素材生産量は13.000 rri で愛媛県全体の

3.l %であるが、平成20年に素材を生産 しているのは

東温市以外の K産業だけである。 94%の経営体は収入

なしである(表14) 。

り) 東温市在住 F 氏の林業経営

1.5haの農地を所有し農業中心の経営である 。

所有森林面積は150haあるが80haは高知県宿毛市に

ある 。 緑資源公団から購入 したが現在は作業をしてい

ない。 東温市にある70haには40-60年生のスギ ・ ヒ

ノキを植えているが最近は作業をしていない。 平成20

年に林業作業をした日はない。

平成20年に東温市内で森林作業をしているのはK産

業だけである 。

(工) 松山流域森林組合

松山流域森林組合の作業班約15名が東温市の山林で

作業をしているが、 切り捨て間伐であり素材生産はし

ていない。 東温市在住の作業員が約10名いる 。

(2) 東温市における K産業の施行

関 東温市内の山林所有面積約300ha

立木を売る とき 土地も 一緒に売却する 山林所有者が

多いので所有面積が広くなった。

(イ) 機械化

K産業は 3 グループの作業班が県内等で活動してお
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図 18 K産業の施行範囲見取り図

注) 国土基本図より安藤哲次作成

り、東温市では 1 グループが作業している。 1 グルー

プ 4 人で構成 し、機械化を進め少人数で作業 している 。

〔平成20年12月に使用 していた機械〕

伐 採 ー チェー ンソ ー

集 材 一 架線集材

製 材 プロセッサー

(校払いと玉切りを同時に行う)

積み込み ー クラップル

(丸太をつかんで ト ラックに積む)

搬 出 ー トラック (6 トン)

(引 東温市大根木事業所

東温市上林と井内の間にある塩が森の南方の井内側

の山である 。

施行面積は約20haで、あるが， 図 18のように l 筆の

面積が小規模で、74筆ある 。 所有者も 15人である 。 大部

分は立木と土地をまとめてK産業が購入しているので

この範囲の大部分はK産業の山林である 。 元の所有者

が立木を売る l時、土地も 一緒に売ることを求めてくる

のでまとめて購入している。 一部、立木だけを売り土

千

図19 架線集材変遷図

注)聞き取りより安藤哲次作成

地は売らない所有者もいる。

このような小規模所有者の山林は個人で施行するに

は機械化が進まず採算がとれない。 結果として手入れ

のできていない放置森林が増えている。

この施行地の樹種は40 -50年生のスギが中心で建

築材や集成材として出している。 出荷先は松山原木市

場である 。 市場へ出荷される価格は 1rrìあたり (約

40年生の木 2 本)スギ9，000-1 万円、ヒノキ(平均)

18，000円である 。

伐採 ・ 集材作業は平成19年-21年、植林は平成20年

-22年の予定である 。

伐採 ・ 集材作業は 4 人で'11'っている 。 架線 1 スパン

で最初に 4 人で伐採 し、途中から集材・搬出を始める 。

集材 ・ 搬出は、玉がけ(倒した丸太を枝の付いたまま

ワイヤーにかける) 1 人、ウインチ操作 1 人、プロ セ ッ

サーのオペレー タ ー 1 人、チェー ンソ ー でグ支っ ている

木の伐採 1 人、クラップルでトラックに積み市場へ運

ぶ 1 人 ( 4 人の内の I 人が行うか増員する) 。 平成20

年12月に取材 した時は 5 人で作業していた。 ト ラック
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は 1 日 4-5 回搬出している。 5 人の連携がとれてい

て作業はスムーズに行われていた。 玉がけをした枝の

付いたままの丸太をワイヤーで集材所に運び、プロ

セッサーで枝を務とし玉切りをする。 玉切りされた丸

太をクラップルで トラ ックに積み市場へ運ぶ。 1 人は

残っている木を伐採 している 。 この一連の作業が効率

よく流れているので、ムダが少なく集材地に丸太はあ

まり残されない。 伐採地で校を落とさないのでその作

業がなく伐採地に校などが残されていない。 後の植林

のl時、地ごしらえ(植林の時の整地)の手間が少なく

て済む。

伐採 ・ 集材は K産業の作業員が行っており東温市の

人はいない。 地ごしらえ、植林、下刈り( 5 年間くら

い行う ) は地元東温市の人を雇っている。 2-3 の班

があり 1 班 3-4 人で構成されている 。 K産業の方針

で地域の活性化のため地元の人を雇っている。

前述の統計で東iE市の山林所有者が素材生産をして

いないのに生産量があるのは東温市以外の K産業が生

産しているから 。 東温市の山林所有者がほとんど山林

作業をしていないのに、産業別就業者で林業就業者が

いるのは、 K産業の地元作業員と松山流域森林組合の

地元作業員がいるからである 。

図19は集材地①、②、 ③の順に作業が進み、平成20

年12月現在は③である 。 現在、架線は集材地③と (A)の

間だけが架けられている 。 トラ ックによる搬出は大根

木林道と、集材地①、 ②へK産業が開設した作業道で

ある 。 土地も購入しているから作業道開設もスムーズ

である(写真17 -22) 。

現場を見ると全伐しているので、全伐を好まない人

からみると疑問に思うかもしれないが、伐採地にすぐ

に植林し下刈りなどの手入れを続けている。 植林は生

産材としてスギ ・ ヒノキの針葉樹を70%、環境材とし

てケヤキなど広葉樹を30%植えている 。 今後の木材の

生産と環境を考えた森林の育成に取り組んでいる。 間

伐で集材する方法もあるが、間伐では架線集材が難し

く経費も倍以上かかる 。 特に、大半艮木のように所有形

態が小規模で細分化している山林は取組が難しい。 現

在の安い材価では採算がとれなく山林は放置され荒れ

ていく 。 山林所有者が個人で自分の山から間伐材を搬

出し、自分の人件費を計上しなければできるかもしれ

ない。

広い山林を入手し、機械化を進め少人数で効率よく
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写真17 図19の(A)より集材地③を望む

注 1 ) 右上が集材地③、 左上が伐採している所
注 2 ) 平成20年12月 安藤哲次禄影

写真18 架線集材

注 1 )枝を付けたまま集材している
注 2) 平成20年12月 安藤哲次撮影

写真19 集材地③

注 1 )左よりトラック、グラップル、ウインチ、プロセッサー
注 2) 平成20年12月 安藤哲次撮影



写真20 プロセッサー

注 1 ) 枝払いと玉切りを同時に行う
注 2 ) 平成20年12月安藤't!í 次jli~j彩

写真21 グラ ッ プル

注 1 ) トラ ッ クに積み込む
注 2 ) 平成20年12月 安藤哲次搬影

写真22 植林地

注 1 ) 図 19の集材地①付近
注 2 ) 平成20年12月 安藤智次侃影
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作業をするから施行ができている。 経営上採算は赤字

ギリギリの状態らしいが、現在の材価で従業員に日当

13，000円を支払いながら経営できているのは、機械化

で合理的に作業をしているからである 。 (安藤 哲次)

注および参考文献

1 ) 低温 ( 15"(; 程度) 暗黒条件に終日おき、花芽分化

を促進するための作型である。

2 ) 黒寒冷紗で被覆すると遮光され、昇温抑制効果が

得られる 。 その結果、葉温が低くなり花芽分化を促

進する作型である 。

3) 標高1 ，000m ~ 1，400mの高冷地で、低祖暗黒状態

にし、花芽分化を促進する作型である 。

イチゴの花は、普通の露地栽培であると 10月に植

え付け、冬の気温下降により苗が休眠状態となり、

根に養分を蓄 え、 4 月に花が咲いて 5 ~ 6 月に実る 。

イチゴにはこの休眠期間が必ず必要で、ある 。 それを

クリスマスのデコレー ション用に間に合わせるため

の促成栽培の処理方法である。

4 ) 愛媛新聞 (平成21年 1 月 30 日 ) より

0愛媛県 (昭和60年) :愛媛県史地誌 1 . II 

O 川内町 ( Uf!利36年) : 川内町誌

0重信町 (昭和63年) :重信町誌

0東温市 (平成18年) :東温市統計書

O JA全農えひめ (平成17年) :平成17年度 「フレ ッ

シュ市部会J 総会資料 JAグリ ー ンえひめ「フ

レ ッシュ市J の現状と課題

0愛媛県統計協会(平成17年) : 統計ーからみた市町

村のすがた

0 遠赤青汁株式会社 商品資料

松山西中等教育学校安藤 計

東 ごE目E 晶 校清)11 的

伊 予 『ロ司 校米運俊二

済 美 f罰 校安藤哲次



E 工

東温市の工業の概況

(1) 県内工業における位置づけと産業構造

県内工業における東温市の位置を表 1 でみると、中

予の松山市や伊予市、東予の諸市に比べて低位にある

が、南予地域の市町よりは上位にあり、中予の松前町

とほぼ同位置にあるといえる 。

表 1 愛媛県内市町別事業所数、従業者数及び
製造品出荷額等

市町 事業所数 製造品出荷額等

県 青| 3,069 84,189 342,832,527 
松山市 536 14 ,857 39,193,512 
今 治市 546 11 ,287 69,670.355 
宇和島市 154 2,427 3,560,189 
八幡浜市 85 2,193 3,413.954 
新居浜市 247 8,836 57,522.993 
四条市 306 10,936 67.757,896 
大洲市 105 3,141 5.575,313 
伊予市 95 3,174 10,252.460 
四国中央市 430 13,923 58,664,966 
西予市 118 1.953 2,202,167 
東温市 77 2,828 8,164,582 
越智郡

上烏町 23 468 3,569,602 
上浮穴郡

久万高原町| 29 410 592,546 
伊予郡

松前町| 83 3,252 8,137,087 
砥部町 63 1.516 1.417,927 
喜多郡

内子町| 69 1.189 1.554,676 
西宇和郡

伊方町| 16 211 216,861 
北宇和郡

8 216 222.510 

鬼北町 28 563 629.754 

南宇和郡

愛南町| 51 809 513,177 

注 1 )平成 17年12月 3 1 日現在
注 2 ) 工業統計調査速報結果より
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業

次に、産業構造を図 l でみると 、 第 2 次産業は昭和

50年代以後、就業人口の114のほぼ同じ割合で推移 し

ている 。 これに対し、 第 1 次産業の割合の減少、 第 3

次産業の割合の増加傾向が強 くなっている 。 松山市に

隣接する都市化の影響が読みとれる 。 第 2 次産業、 特

に製造業を分析する場合も、松山市との関係を注視す

る必要がある 。 さらに、 2 町の合併 (平成16年 9 月)

前の旧 21l1Tの産業構造を見る と (表 2) 、 第 2 次産業

の総生産は旧川内 IIITの方が高い。

11日布155il'

l目前160 il'

平成 2 年

平成 7 年

平成 12年

24.0% I 25.9% I 50.0 9品

21.1% [ 26.1% I 52.7% 

56.69品

13.8地 I 26.8% I 59.2% 

115%[ 25.3% I 63.0 !見

。 1 %

1 

1 
0.1%: 

0.2 9も :

~ 

就業者総数

14.250人

1 4 .4 1 2人

14.748人

15.817人

16.187人

o 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%) 

DttH 次産業 口第2次産業 口第3次産業 ・ 分類不能産業

図 1 東温市産業別就業人口の推移

注) í新市建設計画」重信町川内町合併協議会より

表2 平成15年度の総生産額(所得)

49,179 ( 39.3) 

73.401 ( 58.6) 

125,187 (100.0) 

(2) 東温市工業の発展一昭和30年代まで

東12L市の市域は、旧重信町で約 7 割、旧川内町では

約 8割を山間部が占め、昭和30年代までは純然たる農

山村として工業にはほとんど見るべきものがなかっ



た。 藩政期の製造業関係の資料は少ないが、岡町の

1 1町誌j などによると、重信町では、文化年間 ( 1804
にしのおか

-1818) に西岡で始まった焼物、天保年間 (1830 -
しっかわ たの(It 

1844) に始まった酒造業(志津川、旺l 窪)、瓦製造
しもはやし

(下林)などが、わずかに讃11皮街道沿線や金毘羅街

道(大洲街道)沿線にあった。 同様に川内でも旧金毘
ませかわ

羅街道沿いに;焼物(松瀬} II ) があ り、 嘉ー永年間 ( 1848

-1854) 以前の起源といわれている。 また、水と米に
かわのうち

恵まれたことから、河之内ゃ川上などに務政末期から
み伝みがた きたがた

戦前にかけ多くの酒造業が立地し、南方や北方にも広

がったが、昭和17年 ( 1942) ごろの戦争による業界再

編成で廃業した。 その他、明治初期から農村婦女子の

11佐ーの現金収入と して広がった伊予紛の賃織は、戦争

中に消滅した。 菊間町の製瓦技術者が南方に地元の土

を使って工場をつくったが、昭和30年代 (1950) か

らのコンクリ ート ブロ ックやスレー トの普及で衰退し

た。 現在は、重信側に 2 軒(免条員、下林) 残るのみ
である。 野鍛冶も両町とも消滅している 。 戦後、昭和

32年に地域性のある農村工業として南野田に立地した

トマトケチャ ップ工場も現在はない。 このような中で、

重信にある 2 粁の酒造メ ー カーは貴重な伝統を伝えて

いる 。

(3) 昭和40年代以後の工業化

表 3 ・ 4 をもとに東温市工業発展の推移を見ると、

表3 東温市工業の立地関連事項の編年史

年次 工業の発展|刻述事項

昭和38年(1963) (重信) 山之内に砂利砕石工場務成

昭和42年(1967) 。 11 内) ・ 工場誘致条例制定、第一次の工場誘
致始まる

同 上 - 寿録音機附設立・立地(川内)
同 上 (重信)伊予鉄道横河原線全線電化

昭和44年(1969) 。 11 内 ) ・ 関連 3 社の合併で、松下寿電子工業

側誕生

関連企業の立地始まる
昭和56年(1981 ) (川内) 工場誘致条例改正、第二次の工場誘致

昭和57年 (1982) (重信 ) 国道11号バイパス (志津川~松山) 開通
昭和60年(1985) 。 11 内 ) 松山自動車道 西条~川内問中心杭打

式
平成 4 年(1992) (両町)国道11号バイパス (志津川 -}I I 内 ) 開通
平成 6 年 ( 1994) (重信)重信工業団地竣工
平成 9 年 ( 1997) (岡 prf)松山自動車道 (川内~伊予市) Ilf.1通
平成17年 (2005) 松下美子電子工業、社名変更し、生産品目の変

更なと事業再編始まる
平成20年 (2008) - 図の構造改善特区として「とうおんプラン

ド どぶろく特区」の指定を受ける

同 上 - 民間企業による 「エコの森・工業団地J (下
林) の造成始まる

注) í霊信町誌J í川内町新誌j などより渡部文也作成

表4 東温市製造業の年次別推移

年 次 事業所数
従業者数 製造品出荷額

(人) (百万円)

昭和48年(1973) 66 2.l38 16.401 

。 531F (1978) 85 2.438 36.771 

。 581F (1983) 72 2.789 77.020 

。 631ド ( 1988) 76 2.968 91.859 

平成 5 年 (1993) 92 3.538 118.l49 

10年(1998) 102 4.331 188.058 

15年 (2003) 84 3.224 99.876 

19年 (2007) 69 2.800 92.706 

注) í愛媛県統計年鑑J í東温市統計省 J より渡部文也作成

昭和42年(1967) の伊予鉄道横河原線の電化を契機

に、松山市のベッドタウンと して注目されるようにな

り 、 松山市の都市圏の経済力強化を背景に工業化が進

むことになる 。 人口減少が続いてきた川内町も、昭和

42年の工場誘致条例の制定など積極的な企業誘致によ

り 、 製造業の躍進がはじまる。 昭和52年には製造品出

荷額は約180億円にまで成長し、松山周辺では松前町

に次ぐ規模になった。 その発展の中心が旧松下寿電子

工業(現「パナソニック四国エレク ト ロニクス株式会

社J 以下パナソニック四国と呼ぶ)の誘致成功に始ま

る 。 この立地に伴い、多くの関連企業も雨118'に立地す

るようになる 。 さらに、昭和50年代に入って国道11号

バイパス開通により、 北吉井、 南吉井地区 (重信) 北

方、南方地区 (川内) の国道バイパス沿線に企業立地

が進んだ。 また、 重信川沿岸の整備で両町の工業団地

(写真 1 . 2 ) の整備も進んだ。

経済発展による公共工事の拡大で骨材としての砂利

需要増で重信川での砂利採取も中流域から上流部へ及
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写真 1 重信工業団地の入口

注)平成20年 8 月 渡部文也撮影



写真2 川内工業団地の案内板

注)平成20年 8 月 渡部文也搬影

んだ。 昭和38年に 山之内に初めて砕石工場が生まれ、

関連の生コン、コ ンク リ ー ト 製品製造工場などが重信

川沿いや国道バイパス沿いに立地するに至る。 さらに、

食品や農業機械などで松山市内にあった企業が、都市

化の進行に伴う環境 ・ 立地条件の変化で用地 ・ 交通・

労働力などよりよい条件を求めて移転立地する企業が

増えてきた。 国道11号およびそのバイパス沿線、高速

道路の川内IC周辺への立地が多い。

2 工業の現況

(1) 主要工業の分布と特色

東j毘市工業化の契機は、前述の通り、昭和42年のパ

ナソ ニ ック四国の立地に始まる 。 電機は自動車などと

並んで、多くの下請け企業の上に成り立つピラミッド

型の産業で、精密金型や各種部品製造の中小機械 ・ 電

気機械やプラスチック加工 ・ 金属製品製造から製品の

輸送ま で幅広い業種が関連している 。 表 5 をみるとパ

ナソ ニ ック四国の関連する製造業のすそ野の広さが読

みとれる 。 代表的企業については、 後段で紹介する 。

一方、昭和40年代か ら 60年初頭にかけて経済構造の

変化で安い労働力を求めて立地した縫製業を中心とし

た繊維加工業は岡山や関西地方から進出 したものが多

く、両町で合わせて昭和60年代初めには10社以上を数

え 、 中には従業員 100名近い企業もあったが、 現在は

ほぼ撤退 し た。 中国や東南アジアへ進出 したものも

ある 。 こ れらの企業は家庭内職を抱えていたものが多

かったが、それらは後にパナソ ニ ック四国の初期の操
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業段階では、 二次 ・ 三次の内職に従事するものが多かっ

た。 また近年になり、パナ ソ ニ ック四国のみならず、

関連企業においても生産拠点を海外におく企業が多い

のも特色のひとつといえる 。 その進出先も中国や東南

アジア(イ ン ドネシア 、 シンガポール 、 タイ、マ レー

シア)を中心に、アメ リ カ(サ ンデイエゴ)や ヨーロ ツ

パ(チェ コ)にまで拡大している(表 6) 。

森林資源の豊富な本市における大正から昭和30年代

末にかけての工業の主流は製材業で、 川内の南方や重

信の横河原、田窪、堀池などに製材所が立地し、箱材、

建築材を鉄道で主に松山 に出荷していた。 現在は、外

材 に押されて衰退し、重信川沿いに移転拡張した松末

商店 l 社のみが、製材 音部|目i門 と 集成材部門を生産する複

合経営営，で

近年、東温市へ進出する企業で多いのは食料品製造

業であるが、大部分は中小の地元資本で、松山市内から

の製造加工部門のみの移転が多い。本市の食料品製造

最大の企業は四国乳業(らくれん) (図 2 一 ⑤) であ

るが、平成 7 年まで重信町に工場があったものを、社

内の工場再編に伴い原料乳や製品輸送の利便性から川
おもて

内ICに近接 し、表川 (重信川支流)の豊富な地下水

表5 東j昆市の工業構成(平成19年)

(単位万円)

区 分 事業所数 従業者数 製造品出荷額

食料品製造業 11 307 1.192.728 

飲料たばこ飼料製造業 2 20 x 

衣服・その他の繊維製品製造業 2 16 ﾗ 

木材・木製品製造業 3 41 47.280 

家具 ・装備品製造業 l 113 ﾗ 

パルプ・紙・紙加工品製造業 l 30 x 

印刷 ・ 間関連業 l 6 ﾗ 

石油製品・石炭製品製造業 l 5 ﾗ 

プラスチック製品製造業 5 224 845.389 

言農業 土石製品製造業 11 221 x 

金属製品製造業 2 15 ﾗ 

一般機械器具製造業 21 929 2.635.495 

1[気機械器具製造業 1 38 ﾗ 

情報通信機械器具製造業 I 710 ﾗ 

電子部品・デバイス製造業 2 81 x 

輸送機械l!iFJ:J..製造業 2 31 ﾗ 

精管機械t器具製造業 1 7 ﾗ 

その他の製造業 l 6 ﾗ 

dロh 昔! 69 2.800 9.270.600 

注) 愛媛県統計年鑑(平成20年干1]) より渡部文也作成



A =重信工業団地
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図 2 東温市の工場立地

注 1 )図中の番号は表 6 と対応
注 2) 加藤仰弥作成

もあって重信町から移転した。 他にも食品加工の部門

では主に松山から移転立地した例が多い。 中華-食材加

工の「助六食品工業J (旧重信町西岡)や伝統のある

「五色そうめん森川 J (図 2 -B) もともに店舗部門は

松山市内に残し、加工部門のみを移転したものである。

菓子の「母恵夢J も騰ノ子工場を則之内(図 2 - ⑬)

へ移した。 魚の干物加工の「キシモト」の則之内への

移転は、 一見すると魚類加工場の内陸部への移転で異

例とも思えるが、「中骨のない魚の干物J という特殊

な加工技術を生かした商品開発で、県外市場への対応

には川内ICの地の利と、用地、用水の好条件から移

転したという 。

電機や機械の中にも、用地や騒音などの環境蘭の

他、労働コストの面からも移転した例がある 。 松山市
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内にある機械メーカーの井関農機や三浦工業の関連企

業は、親企業の拡大再編に対応する形で重信川沿いの

工業団地や川内の正陵地(則之内)に立地したものが

多い。 これらの企業の中には、移転を契機にメカトロ

や医療、福祉機器など技術を生かした独自の分野を開

拓する企業も育っている。

これらの集まる川内や重信の工業団地には、交通ア

クセスの条件を生かして、物流の拠点(倉庫、集配セ

ンター)や小規模な企業単体のトラックタ ー ミナルも

立地するようになってきた。現在、重信の団地に日本

ハム、四国コカコーラの営業所が、 川内にもフジおよ

びメデイコ21の集配センターがある 。 これは、松山へ

の市場距離と川内ICなど道路条件を合わせた立地と

考えられ、今後も増加の可能性がある。



表6 東温市製造業の主要企業
(平成 20 年 8 月末現在)

所在地 企業名 業 利l 資本金 世票日世 特 色 海外進出
l日 川内ウェア

アスカ食品 食品加工剖l 18 訟山市→東温市訟瀬川より移転、おもに焼f.f，l，を生産/1 1内 ハウス問地

今 /1 1 内ウ ェア
ハウス問地 平nlミステン レス ステンレスカ"工 4 伊予市上野から移転 ステンレス製サッシ製作

。 I11内ウエア
ハウス団地

コスモ精機 金型製作 2.700万円 26 キヤノン等デジカメの金型製作 旧lIH古田I下林より移転

今 111内ウエア 平工業
各種自動化省力化

1.000万円 10 平成 9 年 10月に鉱張ハウス問地 機械設計 ・ 製作

砂 川内ウエア メタルコ テイン
塗裳 23 山本製作所等の製品の強装

ハウス問地 グ四匡l

川内
五色そうめん森川 めん類加工 1.5∞万円 55 370年の歴史

' 工業団地 (全社) 松山市和泉より移転

。 川内
工業問地

サカワ 材黒張等、のJ!製E成造材施、特工殊販建売 3.0∞万円 議板製作から、大型物刊の集成材及ぴ、木工事まで手がける

/1 11勾
今 工業団地 中子精工 超精寄金型 3.∞0万円 130 超精奮金型超精智樹脂型 ・ 金型パーツの設計製造販売先パナソニ ック

川内
。 工業団地 西川電機製作所 省力化部品 20 配電盤や電力制御装置など省力化機械の部品製造、南野田で創業

。 JII 内 パナソニック四国
電気機械器具 79(l):lrl 3∞日 パナソ ニ ック紛の子会社、本社旧川 rAI インドネシア

工梁団地 エレクトロニクス (全体) ヘルスケア 、 デバイ ス、ピジュアルの 311~業中心 シンガポール

" 
川内 ミツタエンタ プ

電子部品 2.700万円 23 パソコ ン ・ ビデオ・自邸~JII郎品などのスイッチ股肘 製造 タ イ工業団地 ライズ

" 
川内 ラムサ ABE 化学俊悦装凶 30 

訟山市北~1 門より移転 生ゴミ滅式容股1，;;・ト ンネル土砂の排出ベルト コンベア
工梁団地 (阿部鉄工所) 廃プラスチ ックの再I由化の新方 開発

" ① 迎赤ì!f汁 健!I!食品製造 4.500万円 20 予f汁の製造販売、愛媛県産宥機栽培の背刊と して販路拡大

" ② キシホ工業 産業用機械装置 1.000万円 20 FAの電気制御怯山市星岡より移転

今 ③ キシモト 食品加工 2.310万円 15 
i!.\の干物加工に独自技術
怯山市より移転

" ① サンケミ ポイラ 関連機器 5.α氾万円 54 -浦工業子会社軟水装111製造北条へ移転予定

今 ③ 凶図乳業 牛乳 ・ 乳売製品の製 21m 320 「平ら成く7れ年ん旧j プランド乳製品加工
造 ー 販 2.051万円 重信町より移転

φ ⑥ 凶国明治乳業 牛乳・乳フ申じ製品の製 4低 147 必山市登町から移転現在は物流機能のみ
造 ー 阪 8∞o万円 (全社)

" ⑦ スターアック 金属工作機械 5 自動車部品工場へ製造のためのロポット等を製作 ・ 販売

" ③ 早映工業 ステンレス却l工 4 松山から移転家族経営
今 ③ 第一般賜ビニール 園芸資材卸';'(:. 4.500万円 20 本社高松市松山lIï椛辺町よ り移転

。 ⑩ ダイキ 77γ ス 浄化相製造
16((1 568 丹原町より移転

中国
2.150万円 (金制 ) ベトナム

1(グ1セ1予ルル産ーコ業プジ) ヤノミン 522 中干電器{附とグルー プ パナソニ γ ク 凶国|則述
中国タイ

'. ⑪ 電子機器部品 1.000万円 (全社) プラズマテレビ・液品テレビ 悦7wm簡などの民生用電子機器の受託生産
チェコ
アメリカ

4 ⑫ 西本料工 産業用機械装償 4 エンジン部品 . m機部品 丹原町テラマチとの関係が強い

'〆 ⑬ 日長生コン
生コンクリ ト製

1.∞0万円 40 
オオノ開発{掬関連会社

造及び販売 高強度コンクリート認定工場

4 ⑪ 母!Y.夢 和洋菓子製造販売 3.0∞万円
180 平成2 1年 5 月中旬から東温工場が本稼働開始

(全社)
。 ⑮ =: ìifitN機 溶接ー機織加工 4.0∞万円 63 ボイラー缶体 ーボイラ-JTl給水ポンプ製造

., ⑮ 渡部工作所
工場設備製作 14 訟山市森場松設から移作転 工業接団地にはいると工場拡張ができないため、現在地に移
金属加工 る工 備の製 浴 ・ 機械加工

l日 1fI侶
いつら

福祉介護機器
7.0ω万円 123 松山市空港通から移転

1R侶 工業団地 製造販売

砂工1業fl1団z地 チグサ
モノレール・各狐

1.∞0万円 10 ちぐさ技研工業の販売会社
運搬機販売

lfi l日 ちぐさ技研工業
モノレール・各組

7.200万円 20 松山市小坂から移転。 工業団地 運搬機製造卸

1[(1首
ヒカリ 合理化設省力製化自動機 9.900万円

314 FA機械の設計製造がメイン 松山111布1 ~1から移転
中国タイ。 工業問地 械の計造販売 (金制 ) 創業時は井附良機の下Htlけを行う C~~駐機械部品製造なども行う

"工1業1\1問z地 繍崎製作所
食品加工機

2∞o万円 29 訟山市空港過から移転 東京以北でのう~è上げが70%
重量別選別機

" ⑫ 相原組 砕石 2.01 6万円 切 山砂及び各種砂利探取、販売

" ⑮ 
井 l期邦栄製造所

農業機械開発製造 3依内
290 井1間際全機関連 重信工場は 7 人

重fil工場 (金制 ) 農機具般の部品製造

" ⑫ 愛媛砕石 砕石 5.0∞万円 48 山砂及び各種砂利採取.販売
今 ⑧ シムラ産業 電子部品 L∞0万円 37 市内上村に第 2 工場、プリント配線基板佐官「 ・ 製造 創業時はパナソニック四国中心

" @ 新日本紙工 紙製品加l工 3∞万円 30 クリ ニング紙資材 (タック・ホルダ ・ 伝~':!など)製造卸

" @ 土佐1[子工業 電子部品
130 四万十市より進出 子会社 Y ウテ γ ク・ホワイトシスァムも同地に立地

(全社) 1lÎ子部品製造、 FA機器の設計 ・ 組立、携帯電話の販売

" ③ 
日本コンクリ ート

セメント製品 3.0∞万円 40 各種コンクリ ー ト製品製造販売
工業

" @ ハタ ダ 和洋菓子製造販売 9.600万円
310 国道 11号バイパスのJJUj血 にあわせて「愛媛お菓子館」を開店
(全社)

4シ @ 不二制機 精金型密プラスチ γ ク 9.2((11"1 147 大阪よりパナソニァク 問団関連で進出 粉官金型ー成形システム 自動制II
中国タ イ

。 成型システム (金制 ) システム及ひ'粉官成形品の製造 ・阪:" 1:
。 ⑧ 松末商店 製材 ・ 木材加工 1.000万円 20 国産材製材と集成材加l工

4シ @ 山本事製作業所 民機・建機設金計製 5.000万円
342 井I地E機4機械I同連 震機械信工設場計は 17 1 人 販本先相は松山市小栗 アメ リカ

lfí1，百部 造プレス型 (全社) 農業 建設 製造・ モンゴル

注) r愛媛年鑑J (愛媛新聞社) r会社年鑑J (愛媛経済 レポート ) その他、聞き取り調査により工業班作成
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以下、主要立地工業について表 6 に基づいて業種別

に述べる。(渡部文也)

(2) 電機及び電子機械工業

同 パナソニック四国エレク卜口ニクス株式会社

の立地と変容

写真3 パナソニ ック四国松山本社工場

f主)平成20年 8 月 園田誠司自lii彩

パナソニ ツク四国エレクトロニクス株式会社 (以下

パナソニック四国と呼ぶ)の前身は、創業者である稲

井隆義にゆかりの深い香川県を中心に事業が展開さ

れ、いくつかの会社名を経て昭和35年 (1960) に「寿

電工株式会社」と して、電球や赤外線コタツを主力商

品として発展した(表 7 、写真 3) 。 昭和39年に松下

電器産業(現パナソニ ック四国)よりテープレコーダー

の生産を依頼されると、新たな工場建設地として、当

時新産業都市の指定を受けた愛媛県東予地区のうちの

西条市に「寿電機株式会社」が設立された(社長 ・ 稲

井隆義、資本金 2 億円) 。 その後、昭和41年に北米向

けのカラーテレビ生産が本格化したために、それぞれ

商品の専門化をはかる必要性が生じた。 そこで、テー

プレコ ー ダ一部門を分離独立させ、新たな工場とし

て、労働力の確保が見込められ、積極的な誘致のあっ

た温泉郡川内町に、昭和43年「寿録音機株式会社」が

設立された(社長 ・ 稲井隆義、資本金 2 信t5.000万円) 。

『松下寿電子工業25年のあゆみ』 によれば、「従業員は

寿電機でテープレコー ダーに従事していた30名の男子

社員に加え、 川内町周辺から男女150名が採用された」

とある 。 操業期には、中予一円の高校新卒者を中心と

した女子従業員を乗せた同社の多数の通勤専用パスが

朝夕走り、その風景は新しい東温地区の風物詩ともい

われた。

表ア パナソニ ック四国エレクトロニクス附の略史

1960年12月 寿電工株式会社設立(香川県宇多津町)

1964年 8 月 寿電機株式会社設立(西条市)

1967年10月 寿録音機株式会社設立(旧川内町)

1969年 3 月 寿電機株式会社脇町工場を建設

1969年11月 寿に電よ工り(松側下、寿寿電電子機工側業、 株寿式録会音社機側を創の立三社対等合併

1970年 3 月 登記上、大阪府門真市にあった本社を高松市に移転

1972年 9 月 西条事業部、須崎工場を建設

1972年10月 松山事業部、大洲工場を建設

1973年10月 大式上阪場証券取引所、東京証券取引所市場第一部へ株

1985年 1 月 一本松事業部創設 (現愛南町)

1987年 5 月 シンガポールに現-)、レ(パ掬をナ設ソニック四国エレクトロ
ニクスシンガポ 立

1991年 5 月
インドネシアネに現、パをナソニック四国エレクトロ
ニクスインド シア附設立

1992年10月 パナソニック補聴器株式会社設立

1997年 4 月 松業本下部グ傘ル下ーにプMのE医営療業機所器発販足売(組ヘ織ルスとケしアて社、前FA身営) 

1998年 12月 インドネシアパタムム島骨に粉現を設、パナソニ ック 四国エ
レクトロニクスバ夕 立

2001年 4 月 松(ヘ下ル電ス音寺ケヘアル社ス前ケ身ア) メデイカル事業センタ一発足

2001年12月 高知県須崎工場閉鎖

2002if 4 月 香川松下寿電子工業(槻を合併

2002年 4 月 パナソニックデンタル株式会社設立

2002年 7 月 愛媛県東温市に本社を移転

2002年 9 月 場大廃阪止証券取引所、東京証券取引所市場への株式上

2002年10月 松会社下電に移器行産業側(現パナソニック側) の100%子

2003年 1 月 松下電器社内分社、ヘルスケア社設立

2003年10月 松へ下移管電器モー タ社より流体軸受モー タ事業を当社

2005年 3 月 愛南町一本松工場閉鎖

2005年 4 月 パ胡sナ‘tー ソニック四国エレクトロニクス株式会社に社
名更

2007年 4 月 松下電器ヘルスケア社(横浜市)を当社へ移管

2007年 7 月 パ移管ナソニック AVCメデイカル株式会社を当社へ

2008年 7 月
パナソニック AVCメデイカル株式会ズ社株がパ社ナソ
社ニ名ッ変ク更メデイカルソリュー ション 式会 に

注) r松下寿電子工業25年のあゆみj 及びパナソニ ック 四国提供
資料より園田誠司作成
なお香川県内の事業所の詳細な統廃合については割愛した

昭和44年に前述の 3社が対等合併して誕生したのが

松下寿電子工業株式会社(以下松下寿と呼ぶ、現パナ

ソニック四国)である。昭和48年に東京証券取引所市

場第一部へ株式上場をはたし、事業所も昭和47年に大

洲市(現大洲事業部)、高知県須崎市に進出、昭和60

年には南宇和郡一本松町にも工場が増え、生産商品も
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|主要商品の生産累計 |
グラファイト e ヒータ一仁二コ 14万台

デジタルビデオカメラ (HDD) 亡二二二コ 116万台
デジタルビデオカメラ (DVD) I 1 156万台

主な商品の沿革
小型ハードディスクドライプ 1

第 2 1世代 IfJI糖値センサ 164億枚
DVDマルチドライプ「

DVD一体型ビデオデッキ「一一一一一

DVD/ビデオ内政製テレビ「一一一一一一

デジタルスチルカメラ

DVD.ROM ドライ ブ

CD.ROM ドライブ

デジタルビデオカメラ (DVC)

液体納受モータ 2 憶3.873万台

694万台

747万台

小イピ デョンフfロジェ伊ショドテ レ ぜ

液晶プロジェクタ

艇収縮高官度パァケージ基盤

品1科用炭酸ガスレーザメス

第 l 世代 llll精値センサ

DATデータストレージ

ハードディスクドライブ

テレビドアホン

111i原ユニット

VHS-Cビデオカメラ

超音波診断装位

ビデオデッキ

ピデオ内厳担テレピ
テレピ

テープレコーダ

コタフ

1.021万個

2万台

156億枚

506万台

u官3.268万台

12万台

補聴器______ 2倒万台

19ω : 1姉 : 1970 : 1975 : 1980 : 1985 ! 1990 ! 1995 : 1996 ! 1997 : 1蜘 : 1則 :2脚 :2∞1 : 2∞2 : 2∞3:2剛: 2∞5 : 2∞6:2∞7 : 2鵬:
来2∞9年 l 月現在

図 3 パナソニック四国の主な商品の沿革

i主) パナソニック四国HPより転j[oc

ビデオデッキ、ビデオカメラ、様々なパソコンのデバ

イス機器など多岐にわたり製造し、発展してきた (表

7 ・図 3 ) 。 各地に部品や金型などを受注する企業が

多く点在し、地域への関連性も強かったが、昭和]62年

(1987 ) にシンガポー ル、平成 3 年 (1991 ) にインド

ネシアへ海外進出をはたし、多くの製造部門を移転し

たために、地元の企業は大きく方向転換をすることに

なったのだが、その点は後述する。

平成14年に松下電器産業の大規模な事業の再編によ

り、松下寿も株式上場を廃止し、 100% の子会社に移

行 した。 それと同時に、本社を高松より現在の東温市

に移転した。 その経緯について、担当者からは「現在

の主力工場が、松山・西条 ・ 大洲に展開され、事業の

中心は愛媛県になっており、工場をまわるにもロスが

生じるため、スピーデイな事業判断がで、きるように、

現場(開発部門 ・ 工場)に近いところに本社を移転 し

たJ とのことであった。

現在、本社工場の従業員数は平成20年 7 月現在で研

究・事務部門492名、製造部門 171名の計 663名で、 189

名(全体の28.5%) が東温市居住であり、むしろ松山

(人)
1.000 
900 
800 
700 
600 
500 
400 
300 
200 
100 

2745 
亡コ従業員数

1883 

6'58 

(億円)

3.000 

2.500 

2.000 

1,500 

1.000 

500 

o '--'_L....-' , 1 1 , 1 1 , 110 

平成16 平成17 平成 18 平成19 平成20 (年)

図 4 パナソニック四国の川内工場の従業者数と
グループ連結販売額の推移

注)パナソニ ック四国提供資料により園田誠司作成

市から通勤する者が主である。 グループの連結販売金

額は平成19年度で1，883億円となっている。 図 4 から

は平成19年からの大きな変化がみてとれるが、これは

松山事業所で中心事業であった ipC用光ディスクド

ライブJ がグループ全体の事業再編によりパナソニツ

クコミュニケー ションズ(福岡市)に移管したためで

ある 。 そのため本社工場では、 1990年代前半より生産、
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販売していた血糖値測定システム1)をはじめとするヘ

ルスケア事業を中心に行っているが、磁気テープドラ

イブの生産も行われている 。 結果的に松山事業所はヘ

ルスケア部門に特化する形となったが、すでに海外展

開が進んで、いることもあり、 地元への影響については

大きな変化はなかったとのことであった。

現在西条地区ではデジタルビデオカメラの製造やそ

の他ピジ、ユアル部門の開発を、大洲地区ではデバイス

事業を担当 し、パ ッケー ジ基板やカ ーボンランプヒー

タを製造している? 製品の出荷先をパナソ ニ ック四

国全体でみれば、 85%が海外であり、アメリカ合衆国

やEU各国に輸出されている。

日本を代表する家電の ト ップメ ー カ ーの事業所や工

場が地方に進出すれば、多くの雇用や地域関連産業の

活性化が見込まれることは自明のことであるが、メ ー

カー側も激しい国際競争の中で大胆な合理化を迫られ

ることもあり、事業所の撤退 ・縮小化は避けられない。

平成13年 (2001) の須崎事業所の閉鎖、同17年の一本

松事業所の閉鎖などによる各地域の地場産業へ与える

影響は否定できないだろう 。 本社が立地する東ì1üt市も

例外ではないが、東温市の企業には、パナソニック四

国とともに発展し、その後の拠点の統廃合の影響を受

けながらも、独自の経営戦略を持った企業が多く存在

している 。 今後も同社の動向は地元として注視する必

要がある 。

以下は現地での聞き取り調査を中心に、各企業の概

要を述べていく 。

(イ) 東予産業株式会社(セルコ・ジャパングループ)

写真4 東予産業川内工場

注) 平成20年 8 月 図聞誠司tlí~彩

創業は昭和39年 (1964) で、松下寿の西条進出に合

わせ、西条市でコタツの脚製造から始まった(表 6

⑪、写真 4) 。 前身は「宮嶋組」といって、土建業か

らの転身とされる 。 昭和43年の松下寿の川内進出に合

わせ事業展開し、松下寿の部品製造を請け負う形で、

テープレコーダーやテレピ、ビデオの制御基板などを

製造し、業績を伸ばしていった。 しかし、平成12年の

松下電器の事業見直しにより、受注先からの電子部品

の生産量が激減した。 そこで新たな活路を、当時まだ

将来性が不透明だった薄型テレビの制御基板に求め、

業績を徐々に回復させた。 現在はパナソニ ックのみな

らず、シャープや三菱電機とも取引がある。 平成15年

に中国進出、 平成18年にはチェコに工場進出をはたし

た。 平成20年にタイ、アメ リ カ、メキシ コ にも拠点を

拡大している 。 囲内には他にも 3 工場があり、携帯電

話の制御基板などを製造 している 。 従業員330名のう

ち、 川内工場には50名が勤務し、回路 ・ 基板設計や電

子部品の実装機器の設計、製造などを行っている 。 ま

た、新たなプロ ジェク トとして太陽光発電のパネルを

使った街灯の設計、製造にも取り組んでいる(写真 5) 。

平成19年の売上高は58億3，700万円である 。

写真 5 プリン ト 基板の実装・組立 ・ 検査風景

注) 東予産業HPより転載

り) シムラ産業株式会社

写真6 プ リ ント配線基板製造機械(シムラ産業内)

注)平成20年 8 月 園悶誠司掠彩

昭和51年創業で、当初は東予産業の下請けと し て



テープレコーダーのヘッドの加工を行っていた (表 6

-@、写真 6) 。 その後、自社でできることを模索し

ていきながら、昭和61年 (1986) にプリント配線基板

の製造を開始した。 新製品の試作のための配線基板製

作を手がけており、先端技術として県の補助を受ける

県内唯一の業種である。 従業員は現在37名で、そのう

ち東温市からの従業員は20名である 。 常時100社くら

いとの取引があり、平成19年度の工業出荷額は 5 億円

である 。

(ヱ) ミ ッ ク・エンタープライズ株式会社

東京創業の当社は、昭和54年砥音fllll] に進出、その後

昭和63年に川内町工業団地に移転した(図 2 ) 。 現在

は松下寿との取引は一部である。 パソ コ ンや自動車、

プ リ ンタ 一、オーディオ機器など多くのスイッチ類の

設計、製造を手がけている。 平成元年 (1989) にタイ

のナワナコー ンに大規模な製造工場を建設しており、

当工場でプレス加工 した部品を関西国際空港や千111戸港

からタイに送り、現地で組み立て製造 している 。 川内

工場には従業員は23名であるが、タイでは現地から従

業員を 1.400人ほど雇い (9 割が女性)、 24時間操業を

行っている 。 3 年前に本社から独立し社名を変え、現

在は独自の資本で経営を行っている 。 平成19年度の工

業出荷額は 4億円、タイで40億円である 。

防) 西川電機製作所

もともと昭和45年に南野田で創業、同59年に川内 l町

工業団地に移転した(表 6) 。 かつては松下寿との取

引で売り上げの半分以上をあげていたが、平成12年頃

より取引はほとんどない。 ピーク時から比べれば、売

り上げは 3 制ほど減っているが、顧客を松山中心に絞

り、ニーズに合わせた省力化機械の部品を製造し、多

品種少量生産を手がける 。 従業員は技術系中心に20名

である 。

(カ) 土佐電子工業株式会社

昭和55年に高知県の四万十市(旧中村町)で創業、

同63年に松下寿の業務がしやすい場所ということで、

現在地 (下林) に松山工場が建設された (表 6 一⑫、

写真 7 ) 。 やや主要道路からは奥まったところに立地

しているが、担当者によれば、「トラックが入れる程

度の道路であれば、主要道路に面 している 必要はな

く 、地価の安いと ころを求めて」とのことであった。

四万十市にある本社も松下寿の一本松町ー工場との取引

が中心であったが、 と もに現在は松下寿との取引はほ

写真ア 土佐電子工業

注) 平成20年 8 月 園田誠司搬影

とんどない。 電子部品関連の組立のみならず、 FA31

機器の設計、組立、調整も行い、携帯電話の販売も手

がけている 。 今後は太陽電池事業への参加も積極的で

ある 。 「ツウテック株式会社」と「ホワイトシステム

ズ株式会社」という 2 つの関連会社も松山工場に隣接

しており、平成18年度の 3社でのグループ連結売り上

げは年間32億円である 。 (園田 誠司)

(3) 一般機械工業

同 重信工業団地に立地する企業

重信工業団地 (図 2 - A) に立地する機械工業関連

の企業は、いうら、ヒカ リ 、横精製作所がある(表 6) 。

いうらは、介護福祉器具 ・製造において全固有数のシェ

アを持ち、段差解消機、ストレッチャ ー、率いす、入

浴機、介護用ベッ ドなど幅広い商品を開発している。

重信には、平成 7 年に松山市空港通から移転 して き た。

ヒカリは、 FA関連の開発 ・ 製造を手がけている。

創業当時は光鉄工所と して本社を松山市和気におき、

井関農機の下請けとして板金加工等を行っていた。 重

信には、平成 6 年に移転している 。 当時は本社機能は

和気、工場は南吉田にあったため、効率が悪く、事業

所集約のタイミングと工業用地売り出しのタイミング

がうまく一致 しての移転であった。FAに取り組むきっ

かけとなったのは、パナソニ ツク 四国のビデオデッキ

ライン自動化を受注したことで、それ以降、次第に

FAの割合が高まっていった。 現在はパナソニック四

国も含め、四国内に取引先はなく、売上げの 5- 6 割

が国内、 4-5 割が海外と海外での受注のウェイトが

高い。 そのため、タイ ・ バンコクに工場を、中国 ・ 大

n
3
 

q
J
 



連に設計部をおいている。

横l崎製作所は重量別選別機の開発・販売で有名であ

る 。 平成 7 年(1995) より現地に移転したが、それま

では、松山市古川→松山市空港通と移っている。 取引

先は全国に広がり、東京以北での売上げが70% をこえ

ている 。 また、カナダをはじめ26か国へ販売した実績

を持っている。 選別機の開発は真珠母貝からスタ ー ト

し、その後、農産物 ・水産物へと拡大した。 農産物は

農家単位での受注が中心であるのに対し、水産関係は

会社単位での受注が多い。

3 社に共通していえることは、 重信に移転した理由

として会社の拡大時期と工業用地売り出しの時期がタ

イミングよく重なったこと、当時まとまった面積が松

山市内では手に入れにくくなっていたこと、さらに、

土地価格が松山は坪単価が約20万円程度していたが、

重信では約15万円と割安で・あったこ とがある 。 工業用

地販売の最初の説明会が平成 4 年に行われ、バブル

ピーク時ということもあり、 140社が希望したそうで

ある 。 ここの特徴としては、行政による税制の優遇策

はなかったものの、道路・緑地 ・ 水道等の施設は全て

用意されていて、企業側は工場を建てるだけの負担で

すんだということがある。 このことは、進出する企業

にとってとても助かるものとなった。

また、立地条件のメリ ッ トとして、前が重信川、後

ろが高速道路高架であるため、騒音等の苦情の心配が

ないというのも大きな理由としてあげられた。 デメ

リ ットと しては、空港 ・ 港湾 ・ JR駅いずれにも遠く、

また、 3 社とも従業員の大多数が松山に居住している

ため、通勤にも遠いということである 。 主要な取引先

が東j毘市や松山南部地域にあるわけではなく、日本全

国や海外にまで販路が伸びている各企業にとってこの

距離という点では、とても遠くて不便というわけでは

ないが、もう少し近い方が便利というのが本音のよう

である 。

(イ) 川内工業団地に立地する企業

川内工業団地 (図 2 -B) に立地する企業としては、

ラムサ . ABE (旧阿部鉄工所)、中予精工がある(表

6) 。 阿部鉄工所は松山市古川→松山市北井門と移転

し、昭和59年 ( 1984) 5 月から川内で操業している。

この移転の理由は近隣への騒音と振動である 。 自社で

開発した水処理機・生ゴミ滅容設備、 トンネル土砂の

ベルトコンベア等が売上げの主力である。 川内工業団

地への移転は昭和53年頃から川内町が誘致を始め、そ

れに釆った形となった。移転当初は周辺に住宅もなく、

少々の騒音を出しでも大丈夫であったが、最近はすぐ

近くまで住宅が建築されるようになり、 音がうるさい

との苦情を言われる回数が増えたとのことであった。

販売先は、ほぽ県外で、原料の鋼材は松111 . 今治・

香川 |から仕入れている 。 最近、廃プラスチ ックの再油

化に成功し、新聞にも紹介されたが、まだ開発途中で

販売にはいたっていない。 また、この 2 年で原料であ

る鉄は30%高、ステンレスは 2倍にまで高騰し、経営

は決して楽ではない。 しかし、約30人、 平均年齢30歳

の若いカで乗り切る意欲が強く感じられた。

~Il予約lr工は、 ~i社長が松下寿の松山事業部に10年以

上勤務し、昭和52年に旧川内町松瀬川で精密金型の設

計 ・ 製作を関始した。 その後昭和58年に川内町工業団

地に進出し、昭和60年に道路を挟んで西部に本社を移

転(元の場所は現在は第二事業部)した。 当初は松下

寿中心の取引であったが、現在はパナソニ ックの岡山

工場や、車部品のデンソーなどへの取引に変わってき

ており、他にも 40社以上との取引がある。 マレーシア

に拠点を構えていた時期もあったが、撤退し北海道の

苫小牧に工場を構えた。 従業員は本社に99名、北海道

工場に38名、平成19年度の工業出荷額は12億円である。

(ウ) 川内ウェアハウス団地に立地する企業

写真8 川内ウェアハウス団地入口

注)平成21年 2 月 加藤事11弥保彩

この工業団地は旧川内町則之内の国道11号から少 し

あがったところにある(図 2 -C、写真 8) 。 平成に入っ

た頃に森田住宅が造成 し、当初から工業用地として売

りに出されたとのことである 。 当時の販売価格は坪10

万円ほどであった。 まだ空いているところもあり、森
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回住宅によると、まだ販売は継続中であるとのことで

あった。 ここに入っている機械工業関連の企業は、有

末ステンレス ・ 平工業・メタルコ ーテ ィング四国 ・ コ

スモ精機がある 。

有末ステンレスは平成 4 年(1992) に伊予市上野か

ら移転 してきた。 創業は平成元年である 。 主に商業施

設入口に設置する大型のステンレス製サ ッシを製作し

ており、取引相手は県外が多い。 また、ステンレスだ

けでなく、アルミ・スチールも扱い、注文数は多い。

平工業はFAの設計組み立てを行っている。 価格が

安かったため、平成 9 年にここに土地を購入した。 創

業当初はKOA企画という社名で松下寿に納入するも

のをつくっていたが、その後はヒカリとの取引も増え、

現在は全国各地に出荷している。

メタルコ ーティング四国は平成 5 年に松山市森松か

ら移転してきた。 移転動機は工場拡大のためである。

取引相手は松山市内が主であり、現在登録されている

会社が250社ある 。 東温市内の山本製作所が作った建

機のキャビン塗装も行っている 。 また、松前町のダイ

ワエンジニアリングも大口の顧客である 。 現在地に移

転してからは、東予地方の顧客が増加したそうであるO

コスモ精機は平成17年 6 月から現地に移転した。 そ

れまでは、平成 3 年 2 月の創業以来、旧重信町下林で

操業していた。 移転理由は事業拡大のためで、大きな

土地を探していたが旧重信町内にはなかったため現在

地になった。 創業者は不二精機で勤めていた後に独立

した。 東温市内には、 このように不二精機を経験して

独立している人は多いとのことである。 業種は金型製

作で、取引相手としてはキャノン(デジタルカメラの

金型) ・ 日亜化学 ・ セーラ一万年筆等がある 。 以前は

パナソニック四国の金型を作っていたが、現在は全く

ない。 県内企業との取引は少なく、主に県外企業を取

引先としている。 この場所は平成19年までISDN しか

なく、大変不便であったそうである 。 19年の途中から

愛媛CATVの光通信が使用できるようになり、通信ス

ピードが改善され、便利になったということである。

(エ) その他の場所に立地する企業

サンケミ ・ 三浦精機は東温市則之内の小高い丘の上

に立地する(表 6- @: ⑮) 。 両社とも三浦工業の子会

社であるが、サンケミは秋水装置・ろ過装置・楽注装

置の製作を主に行い、 三浦精機は簡易ボイラーの缶体

(溶接加工)、ボイ ラー用給水ポンプ (機械加工)製作
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を行っている。 両者は同一敷地に立地し、昭和57年

(1982) の創業年も同 じである 。 この敷地はもともと

工場が建っていたが、廃業したためそこを買い取って

建設された。 この地に立地した動機は、 三浦工業上場

時に旧川内 IIQ"の労働力を求めてのことだった。 しかし

当時は人集めに苦労し、人数が集まらなかったそうで

ある 。 サンケミは平成21年に松山市の北条地区へ移転

することが決定しており、社員は北条へ通勤するもの

の、近所から来ているパート勤務の人はおそらくやめ

るのではないかということだ‘った。 また、 三浦精機の

従業員63人のうち、約 4 割が地元東温市の人である。

サンケミ・ 三浦精機とも最終製品は作っておらず、

製品の納入先は三浦マニュファクチュアリング(松山

市)である 。 原材料のほとんどは両社で手配しており、

手配先は三浦本社の発注先が多い。 人事異動は子会社

聞で謀長以上に限り実施されている。 FAは三浦本社

がやるため子会社が行うことはない。

不二精機株式会社は、昭和30年に大阪市で精密プラ

スチック金型の製造及び販売を始めた (表 6 一⑮、写

真 9 ) 。 昭和47年に松下寿の業務を行うため、かつて

隣接していた会社とともに、大阪から現在地に事業展

開した。 昭和58年にVHSビデオカセ ッ トテープの精

密金型を開発するなど、松下寿との関係も深かった。

プラスチック金型での大手というのはあまりないため

に、当社の資本金 9 億2，400万円という規模は西日本

最大である。 平成12年に株式上場をはたし、現在は

松下寿との取引はほとんどない。 CDやDVDのプラス

チックケースのうち、厚手タイプの世界の 7 割、薄手

写真9 不二精機工業

注) 平成20年 8 月 園田誠司搬彩



タイプの世界の 9 割は当社の金型からうまれたもので

ある 。 中国やタイにも子会社があり、台湾やインドへ

輸出も行っている。 松山工場の従業員 140名のうち松

山から通勤するものが約 4分の l 、東温市から通勤す

るものが約 4 分の l であり、大阪本社は20名ほどであ

る 。 平成19年度の工業出荷額は成型品で40億円、金型

で35億円ほどである 。

山本製作所重信事業部は、大正14年 (1925 ) 6 月に

松山で創業し、井関農機との取引で大きくなった (表

6- ⑫) 。 現在は自社で金型を製作する金型部門を持

ち、農機をはじめ建機の生産も行っている。 重信川河

畔の現在地に重信事業部ができたのは昭和48年 (1973)

8 月で、みかん畑であったところを自社で造成し、工

場の設計も自社で、行って作られた。 全社で342人の従

業員数であるが、ちょうど半分の171人が重信事業部

で働いている。 製作しているのはトラ クター用ロータ

リーやコ ンパイン ・ト ラック用クレーン・建機用キャ

ビンなどである。 農機は井関との取引が主であるが、

建機では、タダノやコベルコ・川崎重工といった会社

のものを作っている。 アメリカにも工場を持ち、設計

の一部はモンゴルでも行うなど、海外への進出もみら

れる 。

松山市小栗の本社工場では、騒音等の苦情もあるが、

重信では、工場の生産に対しての周閉とのトラブルは

無いそうである 。

キシホ工業は平成 5 年 (1993) に松山市星岡から川

内町北方(表 6-②) に移ってきた、 FAの電気制御

を専門とする会社である。 創業者は最初、石井工業に

勤務していたが、松下寿が電気制御をするようになっ

て松下寿に移り、その後独立した。当初は松下寿から

の仕事が90% を占めていたが、平成14年の松下電器産

業の100%子会社化によって受注は激減した。 これは、

子会社化によって自社の自由度が無くなったことが大

きいとみられている 。 現在はパナソニツク四国の下請

けからの仕事とパナソニック四国本体からの仕事をし

ている 。 現在地に立地したのは、パナソニック四国に

近いからであり、民家が売りに出されていたところを

購入したとのことである。

渡部工作所は平成 6 年に松山市森松町で創業した、

工場設備製作 (FA) 、金属加工を行う 会社である。(表

6 一⑮)主に、松下電子部品・キャノン ・ オムロン等

の工場設備を手がけている。 松山の設計会社が設計し

たものを作るという経営形態で、 2 年先までの仕事は

確保されている。 以前は松山市森松町に工場があった

が、周りに民家が多かったので、現在地の東温市松瀬

川に移転した。 溶接と機械加工が一緒にできるという

のが特徴で、この 2 つができる企業というのはあまり

ないそうである 。工業団地でなく現在地を選んだのは、

工業団地に一度入ると拡張できないからである。 一度

に大きな工場を建設するのは不可能なので、業績に

伴って徐々に拡張する必要があり、それが工業団地で

はできないということである 。 現在地は周囲に山林や

田畑があり、それを購入あるいは借地することで拡大

は可能ということであった。 現に最近になって、今の

建屋を拡大するために隣地を借地した。 (加藤 伸弥)

(4) 食品工業

りつ ハタダ お菓子館

平成元年11月、株式会社ハタダ(本社 ・ 新居浜市)

は11号バイパスの開通に合わせて、牛測に工場を併設

した四国最大の菓子店舗 『愛媛お菓子館J を開店させ

た(表 6-⑫、写真10)。工場では、タルトのみを生

産しており、その他の商品は、本社の工場より供給を

受けている 。 立地の理由は、松山の販売店舗の拠点と

新居浜への交通の便利さ、十分な広さの用地が確保で

きた点である 。 現在、 30名の従業員が工場で、 15名が

販売関係の要員として働いている。

平成10年 7 月には、喫茶・菓子工房併設店 『アルドー

ルはただj を新設し、業態変化のチャレンジ‘を行って

いる 。

写真10 愛媛お菓子館

注)平成21年 8 月 加藤伸弥機影
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(イ) 母恵夢東温工場

株式会社母恵夢は昭和31年 (1956 ) に創業されたお

菓子メ ー カーである 。 商品は、愛媛県内の直営13店舗

や百貨店等で販売されている 。

写真11 移転直前の母恵夢騰ノ子工場

注) 平成21年 3 月 三好哲司搬彩

昭和41年より操業してきた鷹ノ子工場(松山市) (写

真11 ) の狭隆・老朽化により移転した。 鵬ノ子工場は

一般住宅地にあり、法規制により建て替えによる拡張

が不可能で、あったことが、移転決意の大きな理由であ

る 。 候補地としては、伊予市でも砥部町でも移転可能

であったが、十分な用地の確保と交通の便利さを考え

て東温市に決定した。 本社(松山市天山 ) と統合し、

平成21年 (2009) 5 月に130名の勤務者で、操業を開始

した。(表 6 一⑪、写真12)

写真12 母恵夢東温工場

注) 平成21年 8 月加藤1111弥tli~影

全生産量の 7-8 割を松山で、残りを四国全域 ・ 中
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園地方 ・ 京阪神 ・ 東京で販売する 。 最近の消費動向と

して、かつて見られたように旅行者がおみやげとして

10箱-20箱も買うといった形態は影をひそめ、せいぜ

い一人が 1-2 箱の購入に限定されることが多くなっ

た。 同社では、新商品の開発 ・ 直売店での販売・消費

者が自家用車で立ち寄ることのできる店舗の確保・ 百

貨店よりスーパーマーケットでの販売 ・ 宅配便やネ ッ

ト商品としての販売に力を入れている。

り) 五色そうめん株式会社森Jl I

昭和58年、松山市和泉にあった工場の建て替えが建

築基準法上出来ないために、現在地に移転開設した (表

6 、写真13) 。 平成10年に本社業務 ・配送業務を移転。

平成18年には、砥音1\工場を新設し、手延べそうめんの

生産機能を移転させたため、本社工場では機械による

そうめんの生産を行っ ている 。

写真13 現在の五色そうめん森川本社工場
注)平成21年 8 月 加藤伸弥搬彩

現在の立地は、営業上は高速道路の利用が便利な反

面、松山市内への交通は不便である。 水の利用は、絶

対条件ではないが、東温市に本社工場があるために、

平成 6 年に発生した松山市での渇水のような事態を心

配しないでよい。

手延べそうめんは、 10月から翌年の 3 月にかけてが

生産期間であり、備蓄した商品を夏に集中して売ると

いった特性をもっ 1 年に l 回のワンサイクル商品であ

る 。

商品は、全国各地のデパート ・スーパー・ 問屋(業

務用)に販売している。 流通業界の最近の変化に応じ

て、スーパーで、の売り上げが拡大している 。

『小豆島そうめんj や 『揖保そうめん』 は産地プラ



ンドであるのに対して、 『五色そうめん』 は会社名プ

ランドである。 その特性を生かして、販売時期の 6-

7 か月前にマーケテ イングを行い、東iE市本社で新商

品(例えば、そうめんにゆずや梅を入れる ) の開発等

も行っている。

(エ) 遠赤青汁株式会社

平成 4 年 (1992) 、健康食品製造会社として設立さ

れた (表 6- ①)。 地域で農業従事者の高齢化の進展

で放置されたまま荒廃していく農地を再生し、有機栽

培認定園場としてケールの栽培を行い、ケール100%

の無添加青汁の生産をしている。 川内工場では通年生

産、西条工場では年間のうち一定の聞に生産を笑施し

ている 。 全国有名百貨店での販売のほか、 直販(通信

販売)、インタ ー ネットによるネット販売を行ってい

る 。 従業員は20名である 。

(オ) 有限会社アスカ食品

平成 2 年12月に創業され、営業内容は焼魚・水産加

工品輸入 ・ 総菜製造である(表 6) 。 元々、創業者は

松山市内でカタログ販売業を営んで焼き機を売ってい

た。 そこで、自身で大型焼き機を導入し焼き物の専門

業者としてスタートした。平成 4 年11月に東温市松瀬

川に工場を移転、平成 7 年 6 月に東温市則之内に本社

及び工場を新築移転した。 工場には遠赤外線焼機 ・ 真

空冷却機 ・ 真空包装機・自動包装機を備え、 18名の従

業員で主に焼魚を生産している。 水産原料は県外の商

社から仕入れている。 主要販売先としては、フジなど

の量販店や居酒屋 ・仕出し店・デパートなど多岐にわ

たる 。

切) 四国乳業株式会社本社工場

四国乳業株式会社は、昭和43年 (1968) に設立され

た。 当初はメーカー機能だけを有 し、販売は愛媛県酪

農業協同組合連合会が行っていた。 平成 8 年に販売部

門を編入し、生産者団体(県酪連等)より生乳(県内

全域の牛乳 ・ 高知県の一部の牛乳)を一元集荷し加工

後、メーカー ・小売店に多元販売を行っている。

平成 7 年に旧川内 11汀の企業誘致を受け、現在地に本

社工場を建設した(表 6) 。 これにより 、松山工場 ・

今治工場 ・ 高知工場は本社工場に集約 し廃止された。

本社工場立地の理由には、交通の利便性 ・ 水の供給 ・

用地の確保などがあげられる。 立地当初は、 各工場の

集約によるスケールメリ ットを狙ったが、市場の変化

により、小ロ ッ ト の多品種生産に対応するために工場
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の小回り性が要求されている。 同工場は、一日 150 t 

の生乳処理能力がある 。 約20 t を高知県からの供給を

受けている 。

四国乳業株式会社の全社員340名中、同工場には約

160名の従業員が勤務 している 。 従業員の出身地は、

過去に今治工場等を集約した影響や会社内での転勤を

伴うために、県下全域にわたる 。

(梢 四国明治乳業株式会社愛媛支店

平成11年、四国明治乳業株式会社のチルドセンター

として竣工した(表 6 -@) 。 翌年、松山市の萱町で

操業していた愛媛工場等での牛乳生産を中止し、香川

県財団町にある四国工場へ、香川工場 ・ 高知工場とも

に機能を集約した。 平成13年には、松山支店を旧川内

町の現在地へ移転、名称を愛媛支店と改称した。 その

ため、同支店は、生産機能を有さず、牛乳・ヨーグル

トなど乳製品の物流機能と別会社によるスーパーマー

ケット向けのチルドセンタ ー を持つのみである 。

乳製品の物流は松山地域及び愛媛県南予地域を配送

地域とする 。 四国明治乳業社は、 三豊市財田町での生

産を四国全域への供給をカバーするための基本と考え

ている 。 そのために、 川 内ICに近い現在地が支店の

立地場所と して選定された。 (三好 哲司)

(5) 窯業・土石製品製造業

表 5 によると、東温市の平成19年度における窯業 ・

土石製造業は企業数11、従業者数221 と 5 番目に多い

が、製造業出荷額が表示されていないので、平成16年

度の表示された497，053万円を参考に考える。 主要な

業種は砕石が中心であるが、近年の公共工事の減少で、

生産量は年々減少 している 。 これに、生コン及びコン

クリート製品製造が加わっている 。 砕石業は戦後の国

土復興の資材として重信川の砂利が利用されてきた

が、河川管理の立場から山之内地区上流部で保安林利

用の限定的許可を得て、河川の砂利砕石から流域に接

する山の岩石の砕石へと変わった。 昭和38年に山之内

地区に愛媛砕石(表 6 一⑮)の採石工場が操業を始め、

続いて柏原組(表 6 一⑫)、瀬戸内採石工業などが昭

和43年に生産を始めた。生産工程は原石の破砕から砕

石した砂利の水洗い、その汚染の水処理まで機械化 し

た一貫体制をとっている(写真14) 。 現在、生産量は

高度成長時の最盛期に比べ半減に近いともいわれ、各

社とも年産20万-50万 t 程度と見られる 。 これに伴い、



写真14 山之内の砕石場

注)平成20年 8 月 渡部文也撮影

写真15 コンクリート製品の置き場

注) 平成20年 8 月 渡部文也撮影

従業員も大幅に減少している。 また、商品の販売価格

も砂の場合で 1 t あたり 1 ，000円程度でその運賃が同

程度の コ ス ト のため、きわめて厳 しい経営を強いられ

ている 。 そのため運輸部分を廃止したり、舗装事業な

ど新しい事業へ進出したり、各社とも合理化に努めて

いる 。

砕石以外の関連産業として生コンやコンクリート加

工があるが、その代表例が重信川と表川の合流点に近

い見奈良の氾i監原に昭和43年 (1968 ) に立地した日本

コ ンク リ ー ト 工業である(写真15、表 6 - ⑫) 。 従業

員40名で約300種類の製品を生産している 。 重信川 の

地下水や循環水を利用し、 原料砂も市内にあるオオノ

開畿の山砂を利用するなど、 立地条件には恵ま れてい

るといえる 。 同社以外にも、 重信川に萌した北方に川

内コンクリート工業もある 。

平成 5 年(1993) から、重信川支流の表川上流部の
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河之内地区に民間 (オオノ開愛) が開発した産業廃棄
とうせきま しょう

物処理場に併設して、砕石業の陶石麻照と日景生コ

ン(表 6 一⑬) が立地している。 2 社ともオオノ開琵

の関連企業で砕石業は立地現場で得られる陶石系の岩

石を特殊な再処理で利用しているユニークさが有り 、

社名もこれに由来しているという 。 いずれにしても本

市の窯業 ・ 土石製品製造業は重信川の恵みをえた製造

業である 。 (渡部文也)

(6) その他の工業

いままで列挙 してきた以外にも、特色ある産業が東

温市には立地している。

開 株式会社サカワ

同社は、木工事 ・構造用大中小断面集成材 ・ 熱吸ボ

ウチュガラス ・ サイン ・ モクス ミ ー黒板 ・ 家具 ・ スク

リーン・テレビ台の製造を行うメ ー カーである (表 6 ) 。

戦前からあった会社を、昭和32年に合資会社「サカワ

黒板製作所」に社名変更。 昭和61年に第一工場川内事

業所を完成させた。 平成12年より集成材及び木工事部

門を拡大。 愛媛県武道館 ・ 製紙試験場など大型物件の

集成材及び、木工事を手がけた。 平成15年には本社を

東ì1ill.市とした。

平成17年には、岡本太郎巨大壁画「明日の神話」解体 ・

梱包のメキシコボランテイアに参加した。 さらに第 2

工場での修復を行い、そのことがテレビなとeのマスメ

ディアにも多く取り上げられたのが記憶に新しい。

付) 新日本紙工

同社は、 衣類のク リーニング用タグの印刷・加工に

特化した会社である(表 6 - @) 。 同業者は日本全国

で 3 社しか存在しない。 クリーニング用タグは、水や

泊で洗浄しでも溶けない特殊な用紙やインクを利用し

た製造が要求される 。 特殊な用紙は大王製紙と全量寅

い取りの契約 して供給を うけている 。 製品は色やサイ

ズで700種類余りあり、多品種少量生産される。 商品

の特質上、営業は不要と考えて商品のカタ ロ グを取引

先に送付している 。 経営上のポイ ントと して、 在庫管

理を徹底し、欠品を出さないことがあげられる。

経営者は、かつて松山市内の印刷会社に勤務後、昭

和44年に久米の自宅で創業 した。 昭和57年にクリ ーニ

ング用タグの印刷を開始し、平成 3 年からは、同タグ

専業となった。

東京での展示会がきっかけと なって、平成12年くら



いから香港 ・ 上海にも輸出をするようになった。 輸出

には日通を利用して 4 日程度かかる 。 また、労務コス

トが低い松山刑務所内で仕上げ前の中間加工を一部実

施している。 同社の社長によると、ここ 7-8 年で出

荷のための物流のスピードが10倍ほど早くなったと実

感しているそうである。 午後 2 時に印刷を完了して翌

日に東京に到着するといった具合である。 輸送がきわ

めて良好になったため、愛媛県のような地方に工場が

あることが不利な条件でなくなりつつある。 平成 9 年

ごろの最盛期には45名が働いていたが、現在は30名が

従事している。

り) 株式会社ダイキアクシス

昭和39年 (1964) に丹原工場で家庭用浄化槽の組立

製造工場をスタートさせたが、手狭になったため昭和

43年に川内町の斡旋により、現在地に川内工場が建設

された(表 6-⑮) 。 グループ全体の従業員568名(平

成19年)のうち、当工場に22名(東温市12名、松山市

6 名)が勤務 している 。西日本での家庭用浄化槽のシェ

ア 5% を占め、細かな部品製造はベトナムで生産し、

長野で・の部品生産を経て、ここで組立を行う。 1 台組

み立てるのに 31時間弱かかる 。

(工) 第一讃陽ビニール株式会社

本社は高松市にあり、今年で53年目をむかえる。 昭

和45年に松山市溝辺に営業所を構え、業務拡張のた

め現在地に昭和56年に移転した(表 6-⑨) 。 農業用

ビニールハウスのビニールフィルムやパイプの加工、

オーダーメイドによる組立を行う 。 平成 4 年 (1992)

に国の農業振興政策が大きかったときがピークで売り

上げが12億円あったが、現在は 3-4割ほど減である 。

グループ全体で75名の従業員のうち、本営業所に20名

が勤める 。 (園田誠司)

3 工業生産の今後の課題

以上のように東温市は、電機及び電子機械工業、一

般機械工業をはじめとして、多種多様な工業が立地し

ている 。 電機及び電子機械工業立地のき っかけはパナ

ソニック四国の操業開始であり、金型やFA関連の企

業が多く創業または移転 し、発展してきた。 しかし、

現在では各企業のオリジナリティを生かした事業展開

がなされており、パナソニック四国への依存度はむし

ろ低い。

工場立地として最も多いのが、近年の道路整備にと

もなう利便性向上によるものであり、松山自動車道川

内IC周辺の国道11号や旧11号沿線におもな工場が分

布していることがわかる(図 2) 0 3 つある工業団地

も、その幹線道路沿いに位置している。 移転に際して

は、松山市内からが多く、聞き取り調査では、その理

由として土地の安さと民家の少なさをあげたところが

多かった。

しかし、この 2 点が工場立地の最も大きな理由であ

るとするならば、今後は現在までのような数の立地は

期待できないのではないだろうか。 東温市は松山市の

ベッドタウンとして、住宅地造成が続いており土地価

格が上昇傾向である 。 住宅が増加し、土地価格が上昇

することは、工場立地には全く反対の要素となってし

まう 。 今後、企業から敬遠されることのないよう、住

宅地と工業用地の住み分けが必要とされる。 旧重信 ・

旧川内の工業団地は既に満杯状態で、特に旧川内の工

業団地はすぐ|努まで、住宅地が造成されている 。 土地

価格と住宅数からであろうか、 最近は、川内ウェアハ

ウス団地や母恵夢の新工場に代表されるように、新た

な立地は川内ICより奥が多い。

消費地松山を間近に控えた東jR市に、分野にこだわ

らないあらゆる産業が立地できるということは、現在

進出している企業をみても明らかである。 東iE市が

持っている地の利をこれからどう生かすか、行政の方

向性が関われている 。 (加藤 伸弥)

注及び参考文献

1 )パナソ ニ ック四国で製造されている血糖値セン

サーは囲内では65%強のシェアを占め、世界でも第

3 位の18%のシェアを占める。 市場全体でも今後の

伸びが期待される分野である 。

2) パナソニツク四国の現在の拠点については、愛媛

県の 3拠点以外は、徳島県の脇町においてバイオ診

断の測定器を製造しており、香川県の拠点について

は整理された。 また、横浜市では、画像診断機器や

補聴器等を製造している。 その他海外拠点は、前述

のシンガポールやインドネシアジャワ島において、

HD用流体11!lb受モーターの開発・製造・営業をお こ

なっている 。 また、平成10年にインドネシア ・ パタ

ム島にも進出し、デジタルビデオカメラや大型テレ

ビの電源などを製造している 。
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3) Factory Automation の略。 工場の生産機構を自

動化・ 機械化すること 。

0松下寿電子工業株式会社25周年社史編纂委員会

(平成7)・松下寿電子工業25年のあゆみ

o 川内町(昭和43) 川内町誌

0愛媛経済 レポート (平成19) : 2008年版会社年鑑

出先年鑑

松山東高校加藤伸弥

川之江高校園田誠司

松山工業高校三好哲司

東温市渡部文也
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W 商 業

東温市の商業活動の現況

東温市の中心商店街は、伊予鉄道横河原線の終点横

河原駅を中心に集積する横河原商店街と牛i刻団地駅周

辺に集積する牛i刻団地商店街の 2 つの商店街であり、

いずれも駅前立地型の商店街としての性格を有してい

る 。

東温市は、従来から松山市への商業依存度が高 く、

松山市への顧客流失が顕著であっ た。 平成 6 年 (1994)

11月の松山自動車道川内ICの完成や周辺道路網の整

備は、市内幹線道路を通行する車客を飛躍的に増大さ

せることとなり、市内において大型店やロードサイド

店の出店 ・ 増床を活発化させた。 その結果、地元商店

街での買い物の機会が減少し、ますます消費者離れが

進行している。

平成19年における東温市の卸・小売業の概要をみる

と、商店数は335店、うち卸売業57店(17.0 %) 、小売

業278店 (83.0 %) となっている 。 年間商品販売額は

781.5億円で、その内訳は却売業475.6億円 (60.9 %) 、

小売業305.9億円 (39.1 %) とな っ て い る (表 1 ) 。 卸

売業のなかでは、飲食料品の割合が高いが、商品販売

額に占める卸売業のウエイトは、 愛媛県内市部の平均

値61.5% と比較する と同様の状況にある。 小売業で、は

飲食料品店が83店あ り、小売商店数の29.9% 、 小売商

品販売額の22.5 % を占め、多くの市町村と同様に最 も

多い業種である (表 2 ) 。

東温市の商業規模を県全体に占める構成比でみる

と 、 商店数は1.7%、従業員数は2.0 %、商品販売額は

2.2 % とな っ ている 。 愛媛県全体に占める東温市の人

口の構成比は2.4 % ( 11市中最少) で、商店数・従業

員数は人口規模にほぼ比例しているが、商品販売額で

表 1 愛媛県11市の商業概要(平成19年)

人口 商店数 人口千人 l 店舗i当 年間商品販売額

人口数 構成比 卸売業 小売業合 計 当たり商
従業者数

たり従業 卸売業 小売業合計

(人) (%) (店 ) (店) (店) 店数(店) (人) 者数(人) (億円) (億円) (~意円 )

県計 1,467.815 100.。 4.119 15.454 19.573 13.3 119.530 6.1 21.336.9 13.588.9 34.925.8 

市計 1.320,310 89.9 3,874 13,617 17.491 13.2 110,367 6.3 20,298.0 12.728.2 33,026.2 
郡吉1- 147,505 10.1 245 1.837 2.082 14.1 9.163 4.4 1.038.9 860.7 1.899.6 

松山市 514.937 35.1 1.530 4.241 5.771 11.2 46.123 8.0 9.195.0 5.450.5 14.645.4 

今治市 173,983 11.9 586 2.052 2.638 15.2 14.982 5.7 3.178.9 1.599.0 4.777.8 

新居浜市 123.952 8.4 337 1.200 1.537 12.4 10.303 6.7 1.693.3 1.249.3 2.942.6 

西条市 113.371 7.8 226 1.138 1.364 12.0 7.516 5.5 662.8 945.5 1.608.3 

四国中央市 92.854 6.3 266 1.025 1.291 13.9 7.501 5.8 1.772.9 870.9 2.643.8 

字和島市 89.444 6.1 337 1.299 1.636 18.3 8,382 5.1 2.008.0 847.0 2.854.9 

大洲市 50.786 3.5 159 742 901 17.7 4.310 4.8 345.4 511.1 856.5 

西予市 44.948 3.1 103 614 717 16.0 2.929 4.1 170.6 338.0 508.6 

八幡浜市 41.264 2.8 177 620 797 19.3 3.450 4.3 344.3 345.2 689.5 

伊予市 39.493 2.7 96 408 504 12.8 2.527 5.0 451.3 265.9 717.2 

東温市 35,278 2.4 57 278 335 9.5 2,344 7.0 475.6 305.9 781.5 

注 1 ) 商業統計の中には飲食店は含まれていな し、。
注 2 ) í統計からみた市町村のすがた (平成20年) J より 山本清文作成
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表2 東温市の産業分類別商店数 ・ 従業者数 ・

年間商品販売額(平成19年)

平成19年
産業分類

商店数 従業者数

数
335 2,344 

000%) 000%) 

卸売業計
57 581 

07.0) (24.8) 

各種商品
1 8 

(1.2) (1.4) 

在日 繊維・衣料等
(1.2) (0.2) 

冗?1: 飲食料品
21 269 

(36.8) (46.3) 

建築材料、鉱物・ 9 29 
業 金属材料等 (15.8) (5.0) 

機械器具
11 47 

(19.3) (8.1) 

その他
14 227 

(24.6) (39.1) 

小売業計
278 1.763 

(83.0) <75.2) 

各種商品
3 219 

(1.1) (12.4) 

織物 ・ 衣服 ・ 52 204 
身のまわり品 (18.7) (11.6) 

売 飲食料品
83 601 

(29.9) (34.1) 

自動車 ・ 自転車
23 90 

業 (8.3) (5.1) 

家具 ・じ ゅう器 17 67 
家庭用機械器具 (6.1) (3.8) 

その他
100 582 

(36.0) (33.0) 

注 1 )飲食店を除く 。
注 2) { } 内は卸・小売業の割合 (96)

( ) 内はそれぞれ卸 ・ 小売業の内訳 (96)
X は非公開を示す。

商品販売額
(百万円)

78.149 
000%) 

47.561 
<60.9) 

X 

X 

27.907 
(58.7) 

X 

X 

13.349 
(28.1) 

30.589 
(39.1) 

6,605 
(21.6) 

2,630 
(8.6) 

6.896 
(22.5) 

X 

X 

12.574 
(41.1) 

注 3) I愛媛県統計年鑑 (平成20年) J より山本清文作成

は東温市より人口の多い伊予市、八幡浜市、西予市を

上回っている。 また、人口千人当たり商店数は9.5店

と県平均13.3店を大きく下回り、松山市の第一次商圏

内 (時間距離で30分圏内 ) に組み込まれていること

が影響していると考えられる 。 しかし一方で、 1 店舗

当たり従業員数は7.0人で、松山市の8.0人に次いで多く、

相次ぐ大型店の出店によると推測できる(表 1 ・ 2) 。

東 j且市の商業規模を昭和63年(1988) と比較して

みると、商店数は卸売業が67.6%増加したのに対し、

小売業は平成14年 (2002) の343店をピークとして

16.0%減少 し、 全体では30店、 8.2%の減少となってい

る(表 3 ) 。 卸売業が大幅に増加した背景には、各業

種の物流拠点として、 トラ ック ・ タ ー ミナルの立地が

すすんだことが挙げられる。 商店を規模別にみると、

従業者 l 人-2 人零細経営の店舗が昭和63年当時230

店と 全商店の63.0% を占めていたが、平成19年には

40.3% に漸減する一方、従業者20人以上の中規模商店

は 8 店舗から 20店舗に漸増している 。 商店の規模拡大

の状況は、小売業の l 店舗当たりの従業者数の増加や

売場面積の拡大にも明瞭に示されている 。 また、東iE

市の小売業の l 店舗当たりの従業者数と売場面積の推

移を県平均と比較してみると、平成 6 年の資料で県平

均を上回っ てから、その状態で現在に至っている(表

3 ) 。

表 3 東温市における店舗数等の推移

S63年 H3 年 H6 年 H9年 H14年 H191r: 
商 卸売業 34 36 37 50 52 57 

店数 小売業 331 333 327 310 343 278 
計 365 369 364 360 395 335 

模規
1-2 230 221 190 176 154 135 
3-4 69 79 71 67 80 71 

商~Ij 5-6 42 43 65 67 91 73 
10-19 16 16 22 34 45 36 

店数 20-49 8 9 12 10 18 15 
50以上 。 4 6 7 5 

l 店当た 県平均 3.6 3.7 4.1 4.4 5.1 5.6 
りの従業

東温市 3.3 3.4 4.8 5.0 6.1 6.3 者数

l 店当た 県平均 57.5 65.6 77.4 88.9 100.7 130.3 
りの売場

東温市 47.2 58.9 219.0 而積 82.6 95.1 154.5 

注 1 ) 飲食店を除く 。 1 店舗あた りの従業者数・売り場面積は
小売業を対象としたものである 。
平成 14年以前については、旧重信町と 旧川内町の統計 か
ら$'):出 している 。

注 2) I統計からみた市町村のすがた(平成 1 . 5 . 8 ・ 11 ・ 16 ・ 20

年) J より山本清文作成

これらの統計から東温市の商業活動をまとめてみる

と、松山市に隣接し、その商圏内にありながら、県全

体では人口規模以上の商業機能を果たしているといえ

る 。 (山本 清文)

2 商店街の推移

( 1 ) 横河原地区

横河原は、元来、重信川の渡津集落であったとされ
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る 。 金刀比羅宮への参拝客や石鎚への登山客が、 川上

(旧川内町)で宿泊する予定のところ、重信川の川止

めで宿泊を余儀なくされた場合の簡易宿泊地であった

ようだ。 明治23年 (1890) 頃までは14戸の寒村であっ

たと、 『愛媛県史』 に記載されている。

明治32年になると、伊予鉄道の路線が平井河原駅(明

治35年から平井駅) から延伸されて、終着駅として横

河原駅が開業した。 この駅の開通によ っ て、新たに集

落拠点が生まれ、国鉄(現在のJR) 予讃本線が関通

するまでは、 川上 ・ 三内地区(後の川内町の一部) や

東予地域への窓口にもなっていたようだ。 鉄道の影響

力は相当なもので、貨物積み込みの引き込み支線が引

かれ、駅前には運送店もあったという 。 人・物の流通

が変化して、それに伴い、明治後半になって周辺環境

が整備されていったといえる 。

『横河原区誌j によると、昭和 5 年(1930) に、横

河原協議組合長から北吉井村長あてに報告した商業別

調では、「女髪結 1 ・ 理髪 3 ・洗濯業 1 ・自転車商 2 ・

銭湯 1 ・ m.草魚、売 1 . 売薬商 1 ・ 飲食10 ・ 表具師 2 . 時

計修理業 2 . 人力車 2 . 商業25 ・新聞 1 . 材木商 2 ・

牛馬商 1 ・ 鶏商 1 ・ 牛肉簡 2 ・裁縫師 1 . 苗木商 2 ・

散宿所 1 J の記載がある(商業に関係があると考えら

れるもののみ抜粋) 。 数字を合計しただけでも 62件の

商店が存在しており、大規模商店街といえる。 更に、

駅前の旭館では、地方巡業の芝居や映画なども上演さ

れていたようだ。 娯楽施設を伴う、中心商店街の様相

がみてとれる。

その後、伊予鉄道横河原駅の利用者は、順調に推移

したが、戦後の高度経済成長期に入ると、モータリゼー

ションの進展に伴って影をひそめることとなる。事実、

横河原駅の利用も昭和50年代前半を:tJ%に減少する 。 伊

予鉄道機河原駅の 1 日あたりの乗降客数は昭和47年が

1 .243人であったのが、昭和51年には1.879人に増加す

るが、昭和60年では1.299人となっている。 物流の拠

点として栄えた横河原の変貌に沿うように、商店街の

活気は徐々に失われていったと考えられる 。

今から約30年前の昭和52年の商店街の様子を住宅地

図をもとに再現すると、図 l のようになる。 ちょうど

横河原駅利用の過渡期にあたる 。

駅前を中心に、北側の東西に延びる 2 本の道路沿い

に多数の商店が確認できた。 生鮮食料品や日用品など

の他にも、 一通りの品物が揃い、商店街を行き来する

- 生鮮食料品 。 米、 i菌、たばこ
0 その他の食料品 ① 飲食店、 旅館 ・ホテル
食 よ ろず屋、コ ン ピ二 女 娯楽・レ ジャ ー
ロ ヨE ・化粧品 ・ クリーニング x 理美容
o 衣類 ・服飾・ 朝t ・ 金物 ・ 日用雑貨
ム 電気 ・カメラ・時計 ・眼鏡 25 家具・寝具
... 1:'..<絡・文具 ・音楽 干 郵便局 B 銀行

P 駐車場 H 病院、 銭灸院

図その他 (塾 自転車など) ※ 業種不明

図 1 昭和52年の横河原商店街の状況

1主)当 11寺の住宅地図をもとに iJl溢豊作成

図 2 平成20年の横河原商店街の状況

注 1 ) 伎宅地図と現地調査をもとに渡溢盆 - 河本lll!l也作成
注 2 ) 凡例は図 1 と同じ

ことにより、十分な生活ができたようである 。

比較して、現在の横河原駅付近の商店街の様子を図

2 で示す。 理美容室が比較的密集している特徴を持つ
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が、駐車場となった所が駅以南に自立つ。 理美容店の

増加は、美容店の増加によるもので、カット以外の様々

なケアを担当することで、若年層の顧客を取り込んだ

ためだと考えられる 。 昭和52年 (1977) の地図でも開

業している店舗が現在まで存続 (一部改築 ・ 名称変更

なども含む)しているのは、病院や農協などを除き、

十数店舗にとどまる。 時代の大きな流れの中で、商店

街も大きく変貌を遂げている ようである 。 老舗の経営

論に学ぶことも必要になってくるのではないか。

昭和59年に刊行された 『重信町商工業の将来を求め

て(重信町商工会)J では、商業の諜題として、「商店

街の再開発を促進し、商業地域としての環境整備が緊

要の諜題」と記され、いかに松山に流れる消費J!1It貿力

を取り戻すかが議論されている 。 アンケート結果より、

この頃には既に、旧重信町全体の 6 割弱が松山での購

買となっている ことを踏まえ、商店街の再開発につい

ても、「共同店舗化J や「中小企業の共同 ・ 協同化J 、

「店舗の近代化J を求めている 。

また、平成 5 年度には、旧重信町内に建設 ・ 開業が

決まった、大規模商業施設であるフジグラン重信に対

して、横河原商店街の活性化基本政策がまとめられた。

本当に手厳しい現状分析に、商店街の危機感がにじみ

出ている 。 振興策として、平成 6 年 (1994) に開通し

た川内ICと国道11号バイパスの有効活用や、横河原

駅をシンボルとしたリニューアル(再構築)の必要を

求めている 。 さらに、緑をテーマとした景観整備を基

盤とし、商店街全般の雰囲気の一体化を提案している 。

平成11年度・ 13年度と先進地視察、整備計画案や現状

分析を繰り返し、商店街活性化の問題点は地元や行政・

商工会などの意識として極めて高いといえる。 これら

の商店街振興策は、いつの時代も東温市の大きな詰~題

のひとつに挙げられ、平成18年度の東温市総合計画の

中にも「宿店街の環境 ・ 景観整備」として盛り込まれ

た。 しかし、現在、任意団体が振興活動で精力的に努

力するも、地元と行政が一体となった、予算があまり

かからず即効性を持った(魔法のような)整備ー案は見

いだされていない。 他商店街で実施 しているスタンプ

カードや商店街クーポンのようなものも、過去に取り

組み、十分な成果を得なかったようだ。

横河原商店街で買い物客に話を聞くと、「車の交通

が激しく、落ち着いて貰い物ができないJ r簡単な貰

い物を子どもに頗もうとしても、危険だから頼めないJ

「駐車場がないので、車では買い物に行けないJ r品揃

えが悪いJ という意見が多い。 これは、同地区の活性

化を検討する資料には必ず掲載されている周知の問題

点と重複する 。 しかし、商店街の中に買い物客用の駐

車場を確保するのは難しく、主要道路となっているこ

れらの道路の交通規制も難しいと感じた。 横河原商店

街が、久しく主催してきた夏の観月祭についても、現

在では、市民一丸となった夏祭りを行うという趣旨か

ら東視市や横河原商店街などが作る実行委員会が主体

となって開催しており、ここにも (別の見方をすれば)

商店街の体力の脆弱性が露呈しているといえる 。 ある

店主は、「ここ十年間で、物販店は十件以上が閉店し

た。 このままだと商店街とはいえなくなるj と指摘し

た。 隣接する大型駐車場を備えた大規模店舗で買い物

をすませる市民の割合も高くなり、地元商業者は苦し

い経営を迫られているのも事実である。

そんな中で、独自に努力 している店もある 。 通称「か

どみせj で有名な門田商店は、レトロアイスで人気を

博している (写真 1 )。地元のマスコミに取り上げられ、

客足が途切れない居住況ぶりだ。 また、野間商店のとら

巻きは、昔ながらの素朴な味わいが絶品の和菓子であ

る 。 フジグラン重信で数量限定で販売された、地元の

名品を集めた商品も好評であった。

大量生産では真似できない素朴さに惹かれている人

は、案外多いのではないか。 もちろん、近年において

マスメディアとのコラボレー ションは欠くことができ

ない。 テレビで取り上げられたら、 一度は足を運びた

いと思う 。 笑際、調査中に買い物に来た人からは「有

名でしょう J r人気だから J といった意見があった。
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写真 1 横河原駅前通り (左手前が門田商店)

注)平成20年 8 月 i度逃盗織影



しかし、それが、 リピー ターになるか否かは、その商

品次第である 。 安くて目当てにできるものがあるのな

ら、人は遠方からでも通ってくる。 「一商店一品の絶

品j をみつけ、うまく消費者にアピールできれば面白

い。 「そこに行けば何でもある」商店街から、「そこに

絶品を求めに行く」商店街へと活路を見いだすことも

求められるのではなかろうか。

商店街の品揃えについては、ある高齢者が「私はこ

のくらいの品揃えで、いい。 あまり多いと、何を見てい

いのか分からない。 若い人は多くの中からお気に入り

を選ぶだろうが、私はこの中で、一番好きなのを選ぶ。

結果的には、そう変わらない。」 と話した。 大規模店

舗の品揃えを多すぎると感じ、きさくに店主と会話を

楽しみながら店内の商品を選ぶことを楽しみにしてい

る人がいることも現実である 。 それよりもむしろ、「客

が来ても誰も出て来ないのよね」と話した人の言葉-の

方が気になる 。

また、レトロと汚いは異なる。 やはり、看板がサピ

ついているような商店へは、常連客でない限り、敬遠

したい。 商店街全体の景観を、あるテーマに沿って統

一すれば、 美 しさも栄えるだろうが、多大な経費を伴

う 。 難しいテーマだとは思うが、統一性を示して成功

した熊本の黒川温泉街などの例をとっても、検討する

に十分値する 。

さらに、月並みではあるが、空き店舗などをコミュ

ニテイスペースとして開放し、お茶コーナー・休憩所

として活用してはどうだろうか。 「一商店一品の絶品J

の紹介や販売、高校生のアンテナショップなど、校外

体験学習の場としても利用できるものと考える。 商店

街のシンボルキャラクタ ーを作成することも意外に効

果は大きい。 「商店街経営者のためのIT講座」ゃ「市

民向けIT講座」、「マ ーケテイングに関する講座j な

どを開催することにより、商店街自体のスキルアップ

や意欲あるまちづくりの担い手の育成が図られる。 手

軽に賑わいが創出できるようなアイデイアは、案外地

道な努力と結びついているのかも知れない。

(2) 川内支所周辺地区

旧川内町は平成 6 年 (1994) の松山自動車道川内IC

や国道11号バイパスの開通によって、松山平野の東の

入り 口となった。 国道11号沿いに位置する 2 つの大型

スーパーが地元商業の中心となっているが、松山市内
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やフジグラン重信などに流れる購買層も多く、商業密

度は低い。

天キ111商店街は、旧川内町で最も規模の大きな商店街

で、現在では、川内支所や川上ネ111社などを持つ旧街道

沿いに全長数百m以上 lこ商店が速なる 。 この道路は、

金見羅街道と石鎚参拝道の宿場町として栄えたもの

で、交通の要所として存在した歴史を持つ。『愛媛県史』

によると、明治初期には川上大宮五柱大明利1 (現在の

川上布11社)を中心にして、 500mの街道沿いに宿泊施

設や商店が建ち並んでいた。 現在でも、昔ながらの街

道沿いに商店が並ぶ景色は、風情やj設かさ、落ち着い

た統一感がある。 しかし、道路幅も 5m もなく狭い状

況で、歩道や専用の駐車場の確保が難しい。 商店街の

中には一般民家も数多く存在している。 )1 1 内支所など

地域の行政の中心があるにしては、閑散としている印

象を受けた。

図 3 は、昭和52年(1977) の天神商店街の状況であ

る 。 当時から、一般民家と共存し、最寄りの店が集ま っ

て商店街を形成していることが分かる。 これは、図 4

にある現在の商店街の状況と比較しでも、理美容店の

増加が目立つ程度で、大きく変化しない。

南側に位置する国道11号が基幹道路となっているた

め、自動車の往来は少ないが、調査中に買い物客に出

会う ことは稀であった。 旧街道や川上神社古墳などの

歴史的な遺産を持っている商店街だけに、趣のある街

づくりを期待したい。 のんびりと散策できる状況が演

出できれば、更なる発展につながるのではないだろう

か。 なお、特筆すべきは、真新しい飲食店が商店街の

中にオープンしていたことである。 外観からは、裏通

りにあたる前十かさや落ち着きを活かしたものとなって

いた。 川内IUT商工会が発行する資料には、飲食業界に

ついて「小規模であり、充実がのぞまれている」と記

されていて、飲食店舗数の少なさは、以前か刻印 1 1 内

町の問題点のひとつであった。

(3) その他の地区

同 伊予鉄道横河原線の駅周辺

牛測地区は、牛測駅(昭和42年までは田窪駅と称し

た)や昭和45年に新設された牛測団地前駅周辺域が中

心となる 。

図 5 は、牛ì~Jj駅前の商店の変遷を示している 。 平日

の昼間ということもあってか、人通りは少なく、駅前
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図 3 昭和52 ( 1977 ) 年の天神商店街の状況

注) 住宅地図から波迩農作成

N
A
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斗
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図 4 平成20 (2008) 年の天神商店街の状況

注 1 ) 住宅地図と現地調査をもとに波逃盛・河本淵也作成
注 2 ) 凡例は図 3 と同じ

にかつてあった商店は影をひそめている 。 商店でも店

先に清涼飲料水の自動販売機が並び、全体に重い影が

かかった感 じである (写真 2 ) 。 平成20年 (2008) か

ら導入された、タバコの自動販売機での成人識別導入

によ って、痛手を受けた所も多いと聞く 。 地域の人は、

「かつては、通勤や通学で朝と夕方は賑わっていた。 」

と話した。 現在でも、朝夕は通学する高校生などが通

行するが、「駅前に商店がある良さは何も感じないの

ではないか。 むしろ、袋小路のような感じがして、悪

いともいえる 。」のだそうだ。 また、ある店員は、「今

でも、この地で商売ができているのは、すべて、常連

客のおかげ。 彼らは、この店を目当てに来てくれる。
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[凡例1
0 米、酒、たばこ

O その他の食料品
① 飲食店
. クリーニング
ム電器
食よろず屋、
コンビニ

く〉 衣類 Jlll飾
→ ×店舗がなくな

る

図 5 牛測駅前の変化(昭和52年から平成20年)

注) 住宅地図と現地調査をもとに渡溢豊作成

写真2 古いたたずまいを残す牛測駅前の酒店

注)平成20年 8 月 ilíi.治虫jJlH杉

常連客がもし来てくれなくなったら商売として成り立

たない。」と話し、「見てご覧なさい。 外に人はいます

か。 こんな状況で、どうして飛び込みの客が来てくれ

るでしょうか。 J とまとめた。 この店舗は、いかに常

連客に魅力ある店舗にするかが、生き残りのカギであ

ると教えてくれた。

この傾向は、回窪駅前や田窪交差点付近、見奈良駅

周辺域にもみえる現象である 。 見奈良の商店街は、東

温高校の生徒の通学路にもなっているため、活性化が

期待されるものの、現実にはなかなか厳しいようであ

る 。商店街からはやや外れるが、古くから見奈良でスー

パー を営む店主は、「以前は十分スーパーの売り上げ

で過ごせたが、自動車の普及と大型スーパーマーケッ

トの進出が本格化した20 -30年ほど前から、徐々に

経営が苦しくなった。 現在では、(他の施設などへの)

[凡例]
・ 生鮮食料品
。 米、たばこ

O その他食料品
安 娯楽
① 飲食店

・ クリ ーニング
x 型美容
ム カメラ ・ l時計
B 銀行
H 病院
P 駐車場
図 その他

図 6 牛i刻団地前駅周辺の現状 (平成20年)

注) 住宅地図と現地調査をもとに波退去t作成

納品による収入の割合が高くなり、スーパーだけでは

生計がたたない。 J と話した。 生鮮食料品や加工品な

どの食品を中心に、店内には商品が所狭 しと ひしめい

ている 。 気さくな人柄から、彼女と会話を楽 しみに来

る人も多く、地元の中では存在の大きい店舗になって

いる 。

反対に、牛測団地前の駅前は、松山市との境界に位

置し、牛測団地を抱えていることからも、他とは状況

が奥なる 。 最寄り品を中心に取り扱う通常の商店街で

はなく、居酒屋などの飲食店を中心に、 2 つの銀行が

ある 。 駅の乗降客数も多く、団地と駅とが結びついて

発達している様子がうかがえる。 通行客の話によって

も、利便性は高いとのことである 。 松山に近いという

地理的条件を備え、今後の発展も見込める地区となっ

ている 。 近くに、複数の大型スーパーマーケットが存

在しているため、食料品や日用品はこれらの施設に任

せて、ある程度、特化した形での展開といえる (図 6 ) 。

(渡溢 豊)

付) 愛大病院前地区

愛媛大学医学部および同附属病院などの設置によっ

て、旧重信町の都市化の牽引力となった地域である。

伊予鉄道も、昭和56年に愛大医学部南口駅を新設して

営業を開始している 。 この地域では、通常の日常生活

に加えて、ビジネスホテルや進物店などの入退院に関

わる施設が目につき、明らかに通院・入院などの患者

や付き添い人を対象とした商店も多い。 店の軒先で生

花を販売している店舗も見られた。

また、すくい近くには大型ス ーパーも出店 しており、

愛大病院の利用者にとって、十分に必要な物が購入で
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o 占OOm 愛媛大学医学部 ・ 附属病院

図ア 愛媛大学医学部前の現状(平成20年)

注 1 ) 住宅地図と現地調査をもとに河本潤也作成
注 2 ) 凡例は図 6 と同じ

きるような4犬況になっている 。 このスーパーは、近隣

の横河原を含んだ地域の多くを商圏としており、地元

の人々にとっても利便性の高いものとなっている。 店

舗も多く、空きスペースはあまり見あたらない。 愛大

病院などからの収益を考えての出店となるであろう

が、小規模店舗は生き残りに必死の状態となっている

(図 7 ) 0 (河本潤也)

(4) コンビニエンスストアの展開

東温市内に出店するコンビニエンスストア(以下コ

ンビニと略す) は、平成20年 (2008) で、タウンペー

ジなどから 10店舗を確認することができる (図 8 ) 。

ほとんどが、 全国展開をしている大手のチェーン店で

ある 。 その内訳として、 3 社が市内に 2 店舗を、 4 社

が l 店舗を構えている (同じ親会社で店街lì名の迷う店

を展開している大手もあるが、今回は店舗名ごとに区

図 8 東混市のコンビニエンスストアの分布

注) 一部は平成20年 8 月に現場調査を笑施し、それ以外は タウ
ンペー ジなどにて位置を擁認して波逃豊作成。
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分した ) 。 東温市は約35，000人の人口を有しているこ

とから、コンビニ l 店当たりの人口は約3，500人とな

る 。 これは、通常、大手コンビニチェーンが出店する

目安である「人口3.000人につき 1 店舗」 よりやや少

ない数字である 。 しかし、平成18年度では12店舗あ っ

たようで、利用者滅などによ っ て減少傾向にある。

出店位置については、大部分が旧重信町に位置し、

国道11号バイパス沿いなどの幹線道路に面した出店が

多い。 これらの店舗のほとんどが、 トラック等の大型

車用駐車場を有している 。 ドライパーの獲得を狙うと

いう、郊外型コンピニの代表的例であると考えられる。

また、フジグラン重信や四国がんセンターに近く、 需

要が見込める地域に新たに出店した店もある 。 浮沈の

激しい業界だけに、より厳しい生き残り競争がみられ

る 。 あるコンビニの店員 に話を聞くと、出店場所は、

本部が人口や交通量などから試算して決めるが、好立

地とみなされた場所には複数のチェーンが出店するた

めにコンビニが集中するのだそうだ。 いわゆるコンビ

ニ同士の足の引っ張り合いが起き、新規のコンビニが

周辺域に出店した後では、売り上げが l 割近くも減少

することもあるという 。

かつては、愛大病院付近にも 3 店舗が集中してい

た。 ターゲットは、地域住人もさることながら、病院

関係者や患者の家族などを見越した出店であったであ

ろう 。 県内外からの需要が見込める場所に出店するこ

とによって、より多くの利益を獲得できるとした結果

である 。 しかし、大型スーパーなどの進出によ っ て、

それぞれの店舗を維持することは難しかったようであ

る 。

このようなコンビニの展開が増加すればするだけ、

中心商店街の意義は薄れていくというジレンマに陥

る 。 東j昆市でも愛大病院付近へのコンビニ出店の影響

が、徒歩・自転車圏内の横河原商店街にも現れていた

という 。 ある店主は「コンビニばかりが原因とはいえ

ないが、売上高は数年前の半分程度である。 未来への

期待もなく 、 単なる金儲けだけなら、とうに店をたた

んでいるJ と話す。 一時期は、若者を地域へ呼び込む

ことができ、地元の活性化に十分活用できる戦力だと

コンビニの出店を歓迎した時もあ っ たが、そこに行け

ば生活に必要なものが何でもあるという小型店舗の集

合は、地元商店街の各商店 (特に食品関連業) にとっ

て脅威となっている 。 (渡溢 豊)



3 大規模小売店舗の展開

(1) 東温市の商業環境について

前述のとおり、東温市内には既存の商店街がある

が、モータリ ーゼーションの進展や区画整理事業など

により、地元以外の大型店舗が進出し、図 9 及び表 4

にみられるように大型店の進出が顕著になった。大型

店とは、大規模小売店舗法に基づく大型店(店舗面積

が1.000rrl を超える店舗)をさす。 出店する大型店の

規模は、年々大きくなっている傾向にある。表4 の大

型店の売場面積総数は48，084ばにもなり、小売業全体

における大型店占有率は、平成14年 (2002) 時点で約

84% にものぼっている(表 5 ) 。 これは、 全国にあっ

ても例をみないほどの出店状況となっている。

東温市は立地上、従来から松山市への商業依存度が

高い地域であったが、松山自動車道川内ICの完成や、

それに伴う周辺道路網などのインフラ整備により、こ

れらの店舗の出店や増床を活発化させる結果 とな っ

た。 平成 5 年に出店したフジグラン重信などは、区画

整理事業にl呼応して出店した例である。出店の理由と

しては、周辺環境への規制が通常出店に比較して緩和

図 9 東i昆市における大型店の進出状況

注)住宅地図と現地調査より兵頭俊二作成

される点や、周辺域での競争他店舗が少なく、新たな

顧客を獲得しやすい点などが考えられる。 事業の推進

母体は、地方公共団体であり、公共性の高い事業によっ

て商業の郊外化を促進していく結果となった。 商店街

の衰退は、周知のとおりである。

大型店舗の進出に伴う東温市の環境としては、表 6

より地元購買率は119.7 % で流入傾向にあり、流入の

大きさは平成14年度データによると、松山市に次いで

県下 2 番目の大きさにあることが分かる。その結果、

小規模小売店は年々売り上げを落としており、商店街

表4 東jEL市における大型店の店舗一覧

店舗名 出店年・増床年 売場面積 市iii 考

① セブンスター
平成 4年増床

1,260rrl 
(昭和58年出店)

平成 5 年 6 月出店
平成14年フジショッピングスクエア重信店から、

② フジグラン重信 平成 7 年 6 月増床 19,648rrl 
平成14年 3 月増床

フ ジグラン重信に名称変更

② ダイキEX重信 平成12年12月増床 10.000ぱ 出店時の店~ili名はデイツク EX重信

③ しまむら 平成11年 6 月出店 998ぱ

レスパスシァ イ ーはパルァィフ ジ見奈良ショ ッピ
④ レスパスシティー 平成12年10月出店 16,l78rrl ングセンタ一、メデイコ、デイツ夕、アウトレッ

トモールの合計となる

注 1 )東温市商工会議所資料より~*上浩作成

表 5 小売業統計データの推移 (重信町 )

平成 3 年 平成 6 年 平成 9 年 平成11年 平成14年

商店数 199店 202店 198店 202店 205店

従業員数 681人 1 ，065人 1 ，082人 1，199人 ﾗ 

年間商品販売額 10,469 17,332 20,334 21 ,021 28,683 
売り場面積 12,366rrl 18,638rrl 23 ，789ぱ 21 ,284rrl 57,004rrl 

注 1 )東温市商工会議所資料より井上浩作成
注 2) 年間商品販売の単位は百万円、×は非公開を示す
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表6 近隣市町村-の地元購買率の推移
(単位 %) 

昭和63年 平成 3 年 平成 6 年 平成14年

重信町 45.5 51.0 78.9 119.7 

川内町 63.0 69目O 68.3 54.9 
久万町 72.9 72.6 73.9 67.7 

砥部町 71.9 76.3 96.6 89.2 
松山市 134.6 132.4 125.4 120.2 

注)東温市商工会議所資料より井上治作成

での買い物の機会が減少し、ますます消費者の商店街

離れが進んで、いる 。 これらは、国道 ・ 県道の主要幹線

道路が整備されており、伊予鉄道横河原線の乗降客数

は減少傾向にあること、県平均と比較すると第 3 次産

業の就業人口が高くて核家族化が進行していることな

どが要因として挙げられる 。

大型店舗の進出に伴う更なる問題点は、地元の卸売

業者との取引である 。 生鮮食品については地元業者の

営業努力によって取引が発生する可能性があるかもし

れない。 しかし、運搬や流通に関しては、 全国の大手

が配送を担当しており、地元業者の参入する余地は少

ない。 消耗品等や備品については全国展開している店

舗の子会社などが納品しているケースが多く、地元企

業のプラスになるこ とは少ない。 松山などにメーカ ー

の営業所がある場合には、地元に泣元されることも期

待できるが、地域の活性化は難しい。 特に、平成20年

(2008) に始まった世界的な金融危機に端を発した不

況の中で、個人消費の急速な冷え込みなどで、大型店

はこれまでの規模拡大から効率化重視に視点を変える

方向となるであろう 。

写真3 レスパスシティ ー

注)平成20年 8 月 兵頭俊二倣彩

このような中で平成19年に改正された都市計画法が

全面施行され、中心市街地活性化法などと合わせたま

ちづくり 三法が改正された。 10，000rrl を超える大型商

業施設の郊外立地が雄しくなって、大型店の出店に歯

止めがかかる内容である。 そうなれば、大型店舗は、

既存の施設を利用して、いかに魅力ある空間を演出す

るのかが浮沈のカギとなるであろう 。 新鮮野菜や魚な

どの朝市のような形で地元生産者と交流している店舗

は多いが、 今まであまり協力関係になかった、地元商

店街とのコラボレーションも今後は選択肢のひとつに

入るものと考えている。 (井上 浩)

(2) フジグラン重信

フジグラン重信は平成 5 年 6 月、当時の重信町大字

北野田に第40号店として閉店した。 当初の名称は「フ

ジショッピングスクェア重信店」で、その後同 7 年に

増床、さらに12年に 、 隣接する附NTT西日本の総合

グラウンドであった敷地をダイキ附と共に借地するこ

とになり、 13年 6 月には愛媛県に大規模小売店舗立地

法に基づく変更事項を届け出た。そして翌14年 3 月に

「フジグラン重信」と してリニューアルオー プン した

(写真 4) 。

写真4 フジグラン重信(商品搬入口より)

注)平成20年 8 月 兵頭俊二機影

フジグラン重信の開設は、重信町が進めていた土地

区画整理事業との関わりが深い。同町は平成元年10月

から、「鎮守の森の緑ゆたかな まちづくり」をテー

マに掲げて、野田地区の土地区画整理事業に着手して

いた。
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野田地区は同町の最西端に位置する平野部で、松山

市に隣接し、国道11号や県道森松 ・ 重信線などの主要

道路と、伊予鉄道横河原線が通っている。 重信町西部

は松山市への至近な通勤閣のため、横河原線沿線には

県営牛測団地などの新興住宅団地が開発されるなど、

農村的な景観からの変貌が著しい地域であった。

この土地区画整理事業は松山広域都市計画事業の一

環として策定されたもので、区画内には都市計画道路

や区画道路を整備し、商業施設や公園などを配備して

良好な住環境を創設するものであった。 フジグラン重

信の開店は、こうした野田地区土地区画整理事業に参

画したものであった(図10) 。

出店当初の概要は表 7 のとおりで、投資総額は45億

円、年商品億円を見込んでおり、従業者は100人であっ

fこ 。

平成 7 年 (1995) 6 月に行われた増床により延床面

積が17，270ぱに増加し、店舗面積も 8.l94rrlになった。

このときの投資資金は1.5億円で、これにより従業者

数が 8 時間換算で140人となり、駐車台数も1.000台に

増加した。 また、年商は74億円を見込んで、いた。

仁ゴ 商業地 区画道路

・・E 住宅地 一一一施行区
ーー都市計画道路

図10 野回土地区画整理事業における土地利用計画

注) r土地区画整理事業による野田地区のまちづくり事業完成記
念誌J をもとに門田邦彦作成

表ア フジグラン重信の概要

平成 5 年 平成14年

敷地面積 26,382rrl 64.l95rrl 
延床面積 16.992rrl 31.175rrl 
店舗面積 6.000ぱ 19.648rrl 
直営店 4，000ぱ 13.668rrl 
テナント 2,OOOrrl 5.980rrl 

駐車台数 800台 1.600台

注) í rショッピングスクェア重信店j オープンのお知らせ」等
により門田邦彦作成

平成13年に着手したリニューアルは、東隣のNTT

西日本の敷地のうち約25，000ぱを借地して実施したも

ので、そこには食料品や家庭用品等を扱うグランヴエ

スタ重信店と各種専門店が入居するグランモール並び

に別棟の専門店棟を平成14年 3 月 1 日に新設した。 ま

た、従来の店舗は 2 月末に一時閉店して改装し、 3 月

下旬に衣料品等を扱うグランフジ重信店としてオープ

ンした。

このフ ジグラン重信は、平成元年12月に松山市宮西

に開店したフジグラン松山、平成20年 4 月に松前町に

開店したエミフル松前とともに、松山エリアの 3 大拠

点として位置づけられている。 隣接地には平成12年に

「デイ ツク EX重信(現「ダイ キEX重信J)J が閉店 し、

松山平野東部における総合商業施設を構成している 。

(門田邦彦)

4 周辺地域での商業活動

(1) 聞き取り調査を実施した 2商店

河之内の音田に位置する高須賀商店(写真 5) の前

には松尾山金毘羅寺と惣河内ネIjI社が隣接している 。 お

ばあちゃんが一人で切り盛りしているよろず屋で、か

つては、服と鮮魚を取り扱わないだけで、たいていの

ものは置いていたという 。 また、店前にあった金毘

羅前のバス停は、松山方面の始発にあたり、「いつも

大勢の人がパスを待っていて、ここで満員になった。 」

と懐かしく話をしていただいた。

写真 5 高須賀商店

注)平成20年 8 月 田口昭彦撮影

-,/ I 
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「金毘羅さん」として親しまれている松尾山金見羅

寺は長寛年間(1163 - 1165) の創立で称明寺と称さ

れていたが、慶長年間 (1596 -1615) 、 加藤嘉明公に

よって 「金毘羅寺J と改められた。 寺の本堂の前には

嘉明公の手植えといわれる 4 本の杉がそびえ、現在、

市指定の天然記念物となっている。 かつて金毘羅寺の

春祭りは大変賑わっており、高須賀商店では食事をと

ることもできないくらいお客さんへの応対に追われて

いたそうである 。

河之内には黒森峠へと通じる道が通っている 。 黒森

峠はかつて面河と通じる重要な街道の一つであった。

そのため、河之内周辺には問屋が多数あり、面河の産

物が一日に馬20頭ほどによ っ て運ばれてきていた。

しかし、昭和42年(1967) に三坂峠が開通すると状

況は大きく変化する。 交通量の激減にあわせ、周辺の

問屋や商店は衰退し、今では音田周辺には高須賀商店

を残すのみになっている。 「周りが寂しくなって心細

いときもあるが、地元の皆さんがよく来てくれるから、

それが生きがいになって続けられる 。 いつ終わりにな

るか分からないが、店をすることは楽しみ。 J と笑顔

をみせてくれた。 地域の中で、 重要な役割を担ってい

る 。

また、白猪ノ滝の入り口には白猪屋がある (写真 6) 。

食品から衣類まで扱う地域のよろず屋である 。 中心商

店街まで遠いこの地域の人々にとっては欠かすことの

できないお店であると問時に、白猪ノ滝を訪れる観光

客を対象としたみやげ物店としての性格も持つ。 「白

写真6 白猪屋

注 1 )平成20年 8 月 田口昭彦被影
注 2 ) 店f;ifi 1ìÎJのマキは、こんにゃく作りに使用する。
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猪ノ滝がなければ、ここで店はできない。」と女主人

は話され、観光に線づいた店舗であることを強調され

た。 客も休日や祝祭日が多いという 。 そのため、日頃

から観光資源である白猪ノ滝には強い関心を示し、観

光客に少しでも良い雰囲気でいて欲しいと、店主は白

猪ノ滝の駐車場周辺のアジサイの管理を自主的にして

おり、愛媛新聞にもその取り組みが紹介されていた(平

成20年 6 月 20 日付け) 。

白猪屋の主力商品は、地元でとれるはちみつや手作

りこんにゃくなどである。 毎年11 月 3 日に開催され、

紅葉を楽しむ大勢の人々で賑わう 「白猪ノ滝まつり J

の時期には、店先でこんにゃく作りを実演するため、

店頭には大量の薪が山積みされていた。地元の人は「地

域にとってはなくてはならない存在」と評価している。

白猪ノ滝は皿ヶ嶺連峰県立自然公園の中にある高さ

96mの滝である 。 重信川の上流、表川白猪越の渓にか

かり、その洛下する姿は四季それぞれに美しい景色を

見せる 。 秋の紅葉も華やかであるが、特に冬の風景は

幻想的である。 厳しい寒さが数日続くと、滝の水が

凍りついて滝全体がまるで氷の彫刻のような姿を見せ

る 。 周辺域の観光資源を取り込んだ店舗として、 重要

な役割を:tß.っている 。 (田口 namニ)

(2) 周辺域を支える商業

(ア) 生活協同組合の共同購入

周辺地域の住民の一つの購買行動は生協の共同購入
ませかわ とりの

を利用する場合である 。 東温市では、奥松瀬川、鳥ノ
ニ タめがわかみはやし おおυ ら

子、滑川、上林、河之内、大平の 6 地区で生活協同

組合コープえひめの共同購入を利用している (図11) 。
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図11 東温市周辺地域におけるコープえひめの配送先

注) 聞 き取り前iJ 31tに より門 EB邦彦作成



コ ープえひめの共同購入事業は、複数の組合員で構

成する「班J を単位として、組合員が注文した商品を

週に一度配達するもので、決められた曜日・時間にコー

プのトラックで届けられる。 組合員は商品のカタログ

を見て 1 週間前に注文し、配達時に翌週の商品の注文

書を提出するという仕組みになっている。

東温市におけるコープえひめの組合員は、平成20年

(2008) 3 月末現在4.704人で、世帯数に占める比率は

35.3% である 。 この比率は松山市の34.6 %、伊予市の

30.3% とほぼ類似しているが、周辺部における利用者

は表 8 のとおりきわめて少数で、ある 。

このうち滑川は 1 グループと 1 人で構成されてい

る 。 コ ープえひめでは平成 8年度より個人への配達を

組合員に委託する制度を始めたが、平成11年度からは

コ ープのトラックによる個人別宅配事業を導入した。

近年の暮らしの多様化に伴って消費者のライフスタイ

ルやニーズが変化し、従来の「班」によらない利用者

が増加しているという 。

東温市や松山市東部への商品の配達はコープえひめ

松山東支所が担当しており、松山市騰子町の県道松山

表8 東iR市周辺地域における共同購入者数

地域名 利用者数 配達曜日

奥松瀬川 24人 水

鳥ノ子 ・ 滑川 11人 金

上林 23人 月

河之内 23人 木

大平 32人 金

注 1 ) コープえひめ松山東支所での聞き取り調査により門田邦
彦作成

注 2 ) 鳥ノ子と滑川は奥なる地域であるが同一のトラックが配
達している 。

写真ア コープえひめ松山東支所配送センター

注) 平成20年 8 月 門田邦彦撮影

川内線沿いに配送センタ ーがある(写真 7) 。

図 11はこれらの地域の位置を示したものであるが、

これらの地域はいずれも人口減少の著 しい過疎地域

で、人口の高齢化も進んでいる 。 コ ープえひめの共同

購入や個別宅配事業は、こう した周辺地域の高齢化 し

た市民にとり貴重な購買の機会となっている 。

(門田邦彦)

(イ) 行商車での行商活動

聞き取りによると、東温市では周辺地域に行商活動

を実施している例が、現在も存在している。 東温市の

商業を支えているのは、フジグラン重信などの大規模

店舗と地元商店街が中心である。 しかし、過去に行商

など地域に根ざした地道な取組について取りあげた例

が少ないことから、今回は、できるだけ行商活動の笑

態を調査することとした。

東温市は、それぞれの谷筋に小規模集落が相当数形

成されている 。 そのうち、目減î . 狩場 ・ 海上 ・ 九騎・

藤之内などの地区で聞き取り調査を実施した。 その結

果、東温市には、数件の行商例があり、その大部分は

軽四 ト ラックで定期的(一部不定期)に行商活動を行っ

ているものであった。 商品は、例えば、もんペ、域鯖

など単体の主力商品を持ち、それ以外の日用品を車に

積める限り持つ場合が多い。 利用者は、ほとんどが高

齢者であり、車やバイクの免許を持っていない女性が

中心である 。 利用者の話では、行商活動がなくなれば

生活がままならない場合が多く、特に路線パスなどの

公共の交通手段から迷い地区では切実であるようだっ

た。 海上地区での聞き取り調査では、路線パスは運行

されているが、休日など学校が休みの時は運休となる

ため、集落に孤立するとのことである 。 「車がないと

どこにも行けない。」と話をされる方が意外に多く存

在 した。 また、どことなく行商車を楽しみに待ってい

る様子がうかがえ、変化の乏しい日々の生活の中で、

行商業者との会話を楽 しみ、それを生きがいのひとつ

に している人も多いと感じた。

聞き取り調査の中で、どこの集落でも名前が出てく

る行商業者がいた。 彼は、 2 t 寧で月曜日から土曜日

まで毎日、定期的に東温市のほぼすべての周辺集落に

出向いている 。 月・木|曜日には上林地区を中心にまわ

り、火曜日は山之内と井内、水 ・ 土曜日は河之内、金

曜日は滑川 を巡回している(図12) 。 巡回 コ ースは、

地区の主要道路のほとんどすべてを通り 、 お得意さん
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図12 行商業者の巡回地域と曜日

j主) 行 i商業者や地域住人の開き取り捌査より渡益主主t作成

の家の前や、車が止まるスペースがある所に停車して、

マイクで来訪を告げる 。 時間もほぼ正確で、それぞれ

の場所の来訪時間は利用者には周知されており、やき

もきしながら待つこともない。 必要な住人が、出向い

て、商品を購入することになる。 周囲に、個人商店な

どの小売販売店がある周囲では停車しない。 取り扱っ

ている商品は、多 11皮にわたり、衣類を置いていない程

度で、パン ・ 菓子 ・ 肉 ・ 味噌・インスタント食品・日

用品 ・ 線香 ・ 塩漬け魚 ・ タオル・雑誌類などほとんど

の食料品や日用雑貨が所狭しとひしめいていた(写真

9 ・ 10) 。 値段はやや高めのようで、購入者の大部分

は1.000円以下の貿い物をしていた。 私が話をうかがっ

た時には、 4 人の人が出てきて、 3 人の人が購入した。

パン ・ ゴム紐 ・ ロ ー ソク ・ 缶詰などを購入していたよ

うである 。

行商業者に話を開くと、行商を開始したのは昭和60

年頃で、その頃は、いわゆる行商のライバルが沢山い

たそうである。 それが、現在、これだけの品揃えを持

つ業者は少なくなった という 。 「毎日 、朝 4 時30分に

起き、松山市中央卸売市場で仕入れて、昼頃から各集

落を巡回する。 J と話す姿からは、誇りのような もの

を感じた。 「 これだけ車が多くなると、利益はほとん

どない。 人が減ってきているのは、年々、肌で感じる 。 」
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写真8 田園地域を駆け巡る行商車 ( 日浦地区)

注) 平成20年 8 月 ìl主治虫織最長

写真 9 商品を満載した行商車

注)平成20年 8 月 波逃立綴彩

写真10 商品を満載した行商車

j主) 平成20年 8 月 波溢~撮影
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0東温市(平成18年) :東温市総合計画あなたが創る
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「私が一人で車に乗って行商活動をしている。 現在は

60歳だが、あと 10年できるかどうか。 後継者は必要な

い。 私が行商をできなくなったら、この商売は終わり

になるだろう 。 J íこれだけ車が普及したら、行商事な

どは必要ないという気持ちになる時もある。 J í定期的

に集落を巡回しているから、私をあてにしてくれてい

る人がいる 。 あてにされたら、行かない訳にはいかな

い。 しんどいのに無理してまわった時もある。J と忙

しい時間を割いて話してくれた。 各集落のお得意さん

には、連絡先の入った名刺を渡しておき、普段は持ち

運ばない物でも、事前に電話連絡を受けたら仕入れて

おいて、定期の行商活動で配達するとのこと 。 「今の

ままでは、衰退は免れないので、少しでも長く生きら

れるようにアイデイアを出さなければならない。」と

まとめた。

業者は、地元旧川内町の出身だそうだが、日 々、卸

売市場で仕入れる必要から居を松山に移して久しくな

るという 。 いつしか、一部では“松山の人" といわれ

るようにもなったが、もともとは地元出身者が地元に

恩を返そうとして活動されているのかも知れない。 今

回の調査で、華やかなデパートやスーパーとは別の商

業体系が存在していることを痛感した。

また、前述の白猪屋は、十数年前までは、近くの日

浦地区、面河の笠方地区、三恵ホーム(老人ホーム)

の三方向に行商車を出していたとのことである。 しか

し、利用者の大幅な減から商売と して成り 立たなく

なったり、こ、主人を病気で、失ったことを契機に中止し、

現在は、他の方にお願いして面河の笠方地区へは週 I

回の行商を行っているとのことである 。

行商活動は、高齢者を中心に支えられ、根付いてお

り、私たちの予想をはるかに超える活気があった。 し

かし、行商業者の高齢化と後継者の不足(商売として

成り立たないという考えのもとで、後継者を養成しよ

うという意識のない現実)など、今後の課題も多い。

地域集落を陰から支える活動について、私たちはその

重要性を認識し直す必要があるのではないか。

(波溢 豊)
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V 人 口

1 概要

東温市は、昭和31年 (1956) に町制を施行した重信

町と川内町の岡町が合併して、平成16年 9 月 21 日に誕

生した。 東温市は愛媛県のほぼ中央に位置するととも

に県都松山市に隣接し、東西が23.1 km、南北が25.5km

からなり、合併によって市域は21 1.45凶と大幅に拡大

した。

人口規模を県内の他市部と比較すると (表 1 )、東

温市は県内11市の中で最小である。 昭和60年と平成17

年 (2005) の人口動態を指数でみると、県内のほとん

どの市が減少を示しているのに対し、東11TL市は松山市

とともに増加を示している 。

東温市の人口動態を概観すると(表 2 )、昭和45年

から平成 5 年にかけては、昭和50年を除いて人口増加

が続いている。 また、平成 8 年以降、自然減少が頻繁

にみられるようになってからも、社会増加に支えられ、

平成14年を除いて、人口の増加傾向は続いている 。 特

に同 7 年には、昭和54年以降最大の635人の社会増加

を記録している 。 これは平成元年に事業計画認可がお

りた野田土地区画整理事業 (27.3ha ) の換地処分が 8

4三から始まり、 5 年間で80%の宅地化率を達成し多く

の企業が進出したほか、平成13年に組合設立許可のお

りた田窪土地区画整理事業 (5.0ha) の換地処分が同

16年から始ま り、 4 年間で70 %の宅地化率を達成し、

多くの団地などが建設されたことも一因である。また、

大型ホームセ ンタ ーデイ ツク EX重信のオー プン、南

方には平成 7 年の四国乳業の本社の移転やパナソニ ッ

ク四国エレクトロニクス株式会社の本社移転などもみ

られ、多くの雇用確保がなされたことも社会増加の一

因である 。 *ù'ü't市の世帯数は昭和40年5，370 世衛で、あっ

たが、同59年には9.000世帯を、平成 4年には10，000世

帯の大台を超え、世帯数はその後も毎年増加を続け、

同 19年には過去最高の13，391 世;箭(昭和40年を 100 と

表 1 愛媛県内11市の人口概要 (平成17年)

市 名 総人口(人) 人口動態 (人) 指数

四国中央市 92,854 ム4.150 95.7 

新居浜市 123.952 ム8.596 93.5 

西条市 113.371 ム2，613 97.7 

今治市 173,983 ム23.792 88.0 

松山市 514.937 48.596 110.4 

東温市 35 ,278 3,973 112.7 

伊予市 39.493 ム2.814 93.3 

大洲市 50,786 ム6，476 88.7 

八幡浜市 41,264 ム12，359 77.0 

西予市 44.948 ム9.856 82.0 

宇和島市 89,444 ム20.748 81.2 

注 1 ) 人口動態は l昭和60年と平成17年の櫓減
注 2 ) 指数は昭和60年を 100とした平成17年の指数
注 3) ム印はマイナスを示す
注 4) 国勢調査より 二村I弘明作成

した指数は249.4) となっている。 1 世帯当たりの構

成人数は昭和40年4.5人から平成19年2.6人と減少し、

核家族化の進行が顕著である 。

2 昼間人口比率

松山市に隣接した東温市の昼間人口比率(表 3) は

昭和40年以降増加傾向にあり、平成17年には最高の

101.6 % を示し、製紙業の盛んな四国中央市に並んで

いる 。 東温市の昼間人口比率の上昇は、それまでの松

山市のベッドタウンとしての機能に加えて松山自動車

道の整備や伊予鉄道横河原線などの交通アクセスの便

利さ、土地区画整理事業による工業団地の形成や郊外

型の大規模な駐車場を完備 した大型ショッピングセン

タ ーの進出、 住宅団地の建設などが一因といえる。 さ

らに近年は、北野田に隣接する松山市の南梅本に四国

がんセンタ ーが松山市堀之内から移転するなど、さら

なる発展が期待されるところである 。

次に東温市の通勤・通学状況をみると(表 4) 、 他

市町からの通勤 ・通学者数では、昭和40年(1965) 1,015 

Fb
 



表2 東温市の人口動態
(単位人)

調査年 lit帯数 人口 旧重信町 旧川内町 出生数 死亡数 自然増減 転入者数 転出者数 社会増減 人口増減

昭和40 5.370 24.109 14,041 10.068 /三///三/ / 正ど4/こ/ここ/ ---------------- -------41 5,392 24.199 13,880 10,319 

/ニェ//コ/ア/ フ/ /二二二///二77 / / 戸
ム 152

42 5.439 24,047 13.941 10.106 ム 56

43 5,506 23.991 13,972 10.019 ~ ム 83

44 5.649 23.908 14,088 9,820 ~ ム 539

45 5,727 23.369 14,056 9.313 ~ 261 

46 5,914 23,630 14.128 9,502 正//こ///二/ ご/二/と7/ こ ~ 968 

47 6.293 24.598 15.068 9,530 
/////  / 

736 

48 6,589 25.334 15.932 9,402 412 

49 6,799 25.746 16.300 9,446 

/ニニ///コア/ ア/ ミデニニァア
883 

50 6.987 26.629 17.624 9.005 ム 310

51 7.187 26,319 16.923 9.396 501 

52 7.445 26,820 17,464 9.356 ~ 317 

53 7,613 27.137 17,787 9,350 ~ ~ ~ ~ ~ ~ 219 

54 7,907 27,356 17,968 9,388 363 194 169 2.120 1.816 304 473 

55 8,284 29.274 20,070 9,204 353 199 154 1.814 1.727 87 241 

56 8,341 28,273 18,888 9,385 356 200 156 2.�42 1,676 366 522 

57 8,588 28,644 19.143 9,501 340 188 152 2.280 1.850 430 582 

58 8,882 29,317 19,526 9,791 431 191 240 2.076 1.803 273 513 

59 9.066 29.674 19.722 9.952 389 210 179 1.363 1.201 162 341 

60 9.248 31,306 21.380 9,926 402 227 175 2.071 1.850 221 396 

61 9,415 30,373 20,331 10.�42 373 217 156 1.753 1.881 ム 128 28 

62 9,478 30.527 20.416 10.111 329 210 119 1.898 1.759 139 258 

63 9,564 30,582 20.465 10.117 342 233 109 1,951 1,863 88 197 

平成フE年 9,685 30,587 20.574 10.283 281 216 65 1,950 1,797 153 218 

2 9,779 31.712 21.514 10.198 295 252 43 1,868 1.777 91 134 

3 9,953 31.186 20.765 10.421 277 256 21 1.867 1.836 31 52 

4 10,051 31.245 20,812 10,433 272 211 61 1,811 1,805 6 67 

5 10.237 31.459 20.909 10,550 261 222 39 1.959 1.712 247 286 

6 10.427 31.749 21.130 10.619 263 237 26 2.104 2.160 ム 56 ム 30

7 10,801 33,058 22.517 10.541 294 228 66 2.209 1.574 635 701 

8 11.049 32,856 22,066 10,790 289 291 企込 2 2,087 1,672 415 413 

9 11.376 33.284 22,361 10,923 308 274 34 2.�43 1,732 311 345 

10 11,579 33,511 22,523 10,988 247 238 9 1,713 1.647 66 75 

11 11.769 33,691 22,565 11.126 276 279 ム 3 1.877 1.712 165 162 

12 11.921 34.693 23,658 11,035 277 265 12 1.864 1.600 264 276 

13 12.189 34,073 22.793 11.280 260 287 ム 27 1.811 1.659 152 125 

14 12,345 34.104 22.816 11.288 229 288 ム 59 1.736 1.704 32 ム 27

15 12.541 34.105 22.770 11.355 272 274 ム 2 1.860 1.730 130 128 

16 12,708 34,280 22,970 11,310 259 122 137 1,734 1,615 119 256 

17 12,861 35.196 

--------------
254 293 ム 39 1.682 1.487 195 156 

18 13.153 34,464 23.136 11.328 259 306 ム 47 1.810 1.677 133 86 

19 13.391 34.641 23.290 11,351 282 324 ム 42 1.703 1.642 61 19 

注 1 )ム印はマイナスを示す。 昭和53年以前は世帯数、人口のみを示している。
注 2) 国勢調査(10月 1 日現在)、住民基本台帳(各年の 4 月 l 日現在) より 二神弘明作成
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表3 愛媛県内11市の昼間人口率の推移[上段 ・ 常住人口、中段.昼間人口、下段 昼間人口率(%) ] 

市 名 H百和40if二 118 手[145年 昭和50年

96.886 93.622 93.966 

四国中央市 95.720 92.447 93.525 

98.8 98.7 99.5 

125.155 126.033 131.712 

新居浜市 128.628 129.720 134.529 

102.8 102.9 102.1 

112.034 120.897 110.545 

西条市 108.357 91.523 106.998 

96.7 75.7 96.8 

188.814 189.918 196.817 

今治市 189.981 191.791 199.382 

100.6 101.0 101.3 

332.343 362.998 407.237 

松山市 344.048 378.308 424.711 

103.5 104.2 104.3 

24,109 23,369 26,629 
東温市 21 ,645 20,623 23,198 

89.8 88.2 87.1 

45.526 42.612 41.537 

w予市 41.440 37.548 36.545 

91.0 88.1 88.0 

65.390 58.755 56.996 

大洲市 64.933 58.184 56.615 

99.3 99.0 99.3 

62.715 58.545 56.964 

八幡浜市 63.608 59.636 58.127 

101.4 101.9 102.0 

69.278 61.009 57.528 

西予市 68,337 60.098 56.556 

98.6 98.5 98.3 

113.399 105.180 109.479 

字和島市 114.663 106.202 110.896 

101.1 101.0 101.3 

注 1 )昼間人口比率 (昼i尚人口ー夜間人仁J x 100) 
注 2 ) 各市は合併前の市町村を組み替えて合算処理している。

注 3 ) 国勢調査報告より 高山利典作成

l昭和55年 昭和60年 平成 2 年

95.561 97.361 97.475 

95.699 97.913 99.306 

100.1 100.6 101.9 

132.283 132.183 129.145 

134.079 132.537 129.881 

101.4 100.3 100.6 

112.946 115.980 115.194 

110.102 114.355 112.789 

97.5 98.6 97.9 

197.809 197.774 191.504 

199.704 200.719 194.016 

101.0 101.5 101.3 

442.037 466.352 480.137 

460.699 481.626 496.057 

104.2 103.3 103.3 

29,274 31 ,306 31 ,712 
26,692 29,663 29,811 
91.2 94.8 94.0 

42.839 42.306 41.513 

37.634 37.768 37.036 

87.8 89.3 89.2 

57.011 57,262 55.764 

56.931 57.340 55.951 

99.9 100.1 100.3 

55.745 53.622 50.267 

57.004 54.862 51.494 

102.3 102.3 102.4 

56.175 54.804 51.893 

55.114 53.472 50.265 

98.1 97.6 96.9 

110.898 110.191 104.946 

112.599 1ll.704 106.547 

101.5 101.4 101.5 

表4 東温市の通勤・通学状況

昭和40年 昭和45年 昭和50年 昭和55年 昭和60年 平成 2 年

旧町名
{言町内町 信町内町 信町内町 信町内町 信町内町 信町内町

常住人口
24.109 23.369 26.629 29.274 31.306 31.712 

14.041110.0 14.0561 9.313 17.6241 叩05 20.0701 9.204 21.3801 9.926 21.514110.918 

従業地・通学地人 21.645 20.623 23.198 26.692 29.963 29.811 
口 (昼間人口) 1 2.凶L 8.79~ 12.1361 8.487 15,4041 7.794 18.6331 8.059 20.1381 旦525 20,2281 9.583 

他市町からの通勤・ 1,015 1.676 2.405 3.886 5.447 6.246 
通学者数 (流入) 1.6ω1 7ω 2.9911 895 3.7281 1,719 4.3131 1.933 

通勤者数のみ / 1/ /1/  1,141 1 6ω 1.9961 8総 2.4241 1.594 2鮒 1 1.868 

他市町への通勤 ・ 3.479 4φ422 5.836 6.468 7.090 8.147 
通学者数 (流出) 2.0051 1.474 2.8741 1.548 3.9191 1.917 4.4281 2.040 4.9701 2.120 5.5991 2.548 

通勤者数のみ / レ/ /レ/ 3.7731 1.564 

注)国勢調査より高山利典作成
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平成 7 年 平成12年 平成17年

95.977 94.600 92.797 

97.209 95.792 94.297 

101.3 101.3 101.6 

127.917 125.507 123.621 

128.328 125.747 124.982 

100.3 100.2 101.1 

114.694 114.419 113.358 

112.802 113.032 111.221 

98.4 98.8 98.1 

185.428 180.625 173.970 

187.510 181.970 175.237 

101.1 100.7 100.7 

497.171 508.066 514.688 

511.622 519.667 525.208 

102.9 102.3 102.0 

33,058 34,693 35,196 
32,196 34,243 35,758 
97.4 98.7 101.6 

41.064 40.491 39.493 

36.940 36.923 35.810 

90.0 91.2 90.7 

53.850 52白757 50.728 

54.321 54.225 51.665 

100.9 102.8 101.8 

47.410 44.188 41.263 

48.414 44.701 42.110 

102.1 101.2 102.1 

49.022 47.206 44.948 

47.188 45.475 43.277 

96.3 96.3 96.3 

100.776 95.641 89.444 

102.758 97.234 90.797 

102.0 101.7 101.5 

(単位人)

平成 7 年 平成12年 平成17年

信町内町 信町内町 信町内町

33.058 34.693 35.196 

22.517110.541 23.658111.035 /レ/
32.196 34.243 35.758 

21.501110.695 23.∞7 1 1 1.236 /レ/
7.910 9.101 8.343 

5川 1 2.792 5.9201 3.181 /レ/
3.8491 2.697 4.8391 3.095 7.345 

8.862 9.627 7.845 

6.2361 2.626 陥1 1 2.976 /レ/
6.749 



人 (4.2 %)から同60年5.447人 (17.4 %)へ、平成17

年 (2005) 8，343人 (23.7% ) と大幅に増加している。

また、他市町への通勤・通学者数では、昭和40年3，479

人 (14.4%)から増加を続け平成12年9，627人 (27 .7%)

とピー クを迎えたあとは、平成17年7，845人 (22.3%)

に減少傾向を示している。 (二神 弘明)

3 人口構成

東温市の年齢別・性別人口構成を昭和40年と平成17

年で比較すると、 15歳未満の年少人口の割合は27.0%

から 13.5% に半減するほど減少が著しい。 15歳-64歳

の生産年齢人口の割合は64.3% から 64.8% とほとんど

差はないが、 35歳未満の若年労働者と 35歳以上の中高

年労働者を比較すると、前者は30.3% から24.9% と減

少し、後者は34.0%から 39.8% と増加している。 65歳

以上の老年人口の割合は8.7%から21.7%へと大幅に増

加している。 老年人口比率が県平均 (21.4%) よりは

下回ってはいるものの、年少人口の減少や、生産年齢

人口の中での若年労働者の減少、老年人口の増加によ

り、東温市においても少子高齢化が進行していること

がわかる。

産業別人口構成の推移をみると(図 2)、第 l 次産

業人口は昭和40年の54.4%から平成17年には1 1.2% と

大幅に減少し、第 2 次産業人口は同年間に12.5%から

(男)

亡コ平成17年 (2005年) 35，278人
・・昭和40年 (1965年) 24.109人

(女)

765432 1 001 234567  

図 1 東温市の年齢別・性別人口構成

注) 国勢調査資料より 山本篤志作成

20.7% に、第 3 次産業人口は30.5% から68.0% に増加

し、産業構造の高度化が進んで、いることがわかる 。

第 1 次産業人口では農業従事者の割合が、昭和40年

の56.0% から平成17年の1 1.0% に大幅に減少している

ものの、その割合はやや高い。 これは旧川内 Il可を中心

に農山村地域が存在しているためと考えられる。 昭和

40年から同50年の聞に農業においては、 15歳以上の就

業者が6，538人から3，991人となり、 2，547人減少してい

る 。 その後も 10年間ごとに約300-500人ずつ減少を続

けている 。 また林業従事者は130人から20人へ減少し

た。

第 2 次産業人口の昭和40年から平成17年の変化をみ

ると、鉱業就業者が58人から 11人へ減少、建設業が

75人から1.379人へ増加、製造業が617人から1.899人に

増加した。 第 2 次産業全体では昭和40年 (1965) の

12.5% から平成17年 (2005) の20.7 %へ8.2ポイン トの

増加をしている 。

第 3 次産業人口では医療 ・ 福祉従事者の割合が平成

7 年で15.0% と高い数値を示しているが、これは東温

市に愛媛大学医学部及び同附属病院、国立病院機構愛

媛病院が存在していることが影響していると考えら

れる。そのほか、卸売業は1，136人から2，479人に増加、

運輸・通信業が486人から1，147人に増加するなど、こ

れらが第 3 次産業人口の比率を高める要因となってい

る。

0% 20% 40% 60% 80% 100% 就業者数

1 1.467人

13，044人

14.412人

15.817人

16.187人

15.970人

. 第一次産業人口 口第二次産業人口 口第三次産業人口

66 一

図 2 東温市の産業別人口構成の推移

注) 国勢調査資料より山本篤志作成



以上のように、東温市の人口構成は年少人口が減少

し、老年人口が増加する少子高齢化が進行しており、

少子化対策と老人福祉という人口構成における両面か

らの行政の対応が必要となっている 。 また、産業別人

口構成のうえからは、特に第 3 次産業の比率が年々高

まってきており、産業構造の高度化が進んでいるとい

える 。 (山本篤志)

4 人口動態

(1) 転出と転入

平成19年度の東温市の人口の社会的増減をみてみる

と、 ilii 出が1 .642人、転入は1 ，703人で、 61人の社会増

加となっている。 これを県内外別にみると、県内へ

の転出が1，002人 (6 1.0% ) 、県内からの転入が1 ，210人

(71.1 %) であり、県外への転出は640人 (39.0 %) 、県

外からの転入が493人 (28.9% ) となっている。 県外

への転出をみると (図 3 ) 、東京都71人 ( 1 1.1 %) 、香

川県の58人 (9.1 % ) 、大阪府54人 (8.4 %) が多くな っ

ている 。 その他にも上位に広島県45人 (7 .0%)、福岡

県45人 (7.0% ) が続くように、地方の中核となる都

府県で多くなっている 。 また、香川県の58人 (9.1 % ) 、

徳島県の36人 (5.6% ) 、高知県の27人 (4.2 %) と四国

内への転出が121人(18.9 %) と多いことも特徴的で

ある 。

県内への転出をみると (図 4 ) 、県都松山市の681人

(68.0 %) が圧倒的に多く、次いで・西条市の47人 (4.7 %) 、

今治市の45人 (4 .5% ) と松前町の45人 (4.5 %) が多

くな っ ている 。 県外からの転入をみると (図 3 ) 、広

島県の58人 ( 1 1.8%) 、香川県の50人(10.1 % )、高知

県の46人 (9.3% ) といった近隣県が多 くな っ ている 。

県内からの転入では(図 4) 、転出と同様に松山市の

769人 (63.6% ) が圧倒的に多く、その後に続いて多

い西条市の70人 (5.8% ) 、今治市の58人である 。 また、

南予地方 ( 内子町以南) は宇和島市の44人 (3.6 %)

を筆頭に大洲市、八幡浜市、酋予市などがそれぞれ20

人を超え、合計で151人 (12.5%) を数えるほどである 。

このように、転出、転入ともに松山市との関係が非常

に強いことがわかる 。
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(2) 地域別人口の推移

昭和]50年以後に経済安定成長期に入るとともに、松

山市の人口が県全体の28% を占めるようにな っ た。 そ

の頃から、松山市の南部から東部にかけて及び旧重信

町で人口増加が著しく、昭和60年代には砥部町ととも

に旧川内町の増加率が松山市のベ ッ ドタウンとして転

入が著 しく、県下最高となった。 東j昆市の人口動態 (表

2 ) を見ると、昭和45年まで前年度比マイナスを続け

ていたが、昭和46年度以降にプラスに転じる 。 特に、

旧川内町の人口が昭和56年度より前年度比マイナスが

止まり、その後プラスに転じていった。 そこで、地域

別の人口敏移について、昭和52年度を基準として平成

19年度に至る人口増加率を見てみる 。 この30年間で、

東温市全体で29.3%、旧重信町で33.1 %、旧川内町で

22.0%の人口増加率を示す。 表 5 や図 5 に、 東温市各

地区別の人口増減率を示した。

同 人口減少地区

表 5 や図 5 をみると、 30 % を超える大幅な人口減

少をしている地区に、滑川 ( -70.6 % ) 、土谷 ( -

54.1 %)、山之内 ( - 48.0%) 、井内 ( -32.7% ) がある 。

いずれも山間地に位置しており、就業場所が近隣にな

いことや国道11号や県道23号 ・ 同 193号から離れ、伊

予鉄道横河原線からも遠く、松山市のベ ッ ドタウンと

して人口増加を見せる他の地区に比べて、松山市への

通勤 ・ 通学に不便なため、新築住居数も少ない。 昭和

30年代以降の全国的傾向による過疎現象と同様である

と考えられる 。

(イ) 人口増加地区

表 5 や図 5 をみると、 40% を超える大幅な人口増加

をしている地区に、野田・北野田 (155.7% ) 、松瀬川

(154.0 %) 、南方東 (97.6% ) 、志津川 (88.1 %) 、則之

内西 (57.8 %) 、田窪 (40.3% ) がある 。

志津川は、北部を国道11号が東西に走る 。 昭和51年

(1976) に開設された愛媛大学医学部、東温高校、 重

信中学校、北吉井小学校などの文教地区を形成、旧重

信町役場もあ っ て住宅化が著しい。 力石団地30戸、志

津川団地145戸などが昭和45年から同48年にかけて着

工した。 その後も、昭和53年から同56年には15Hi干の

新築数を最高 として、 5 年単位でみたとき 100i肝を優

に超える住宅が新しく造られてきている 。

田窪は、横河原線が東西に走り、その南を県道193
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注 1) ( ) 内は県内総数に対する割合(%)。
注 2 ) 東j鼠市役所資料より松本賢太郎作成

号が並行する。 昭和42年 (1967) に新設された田窪駅
とぷん

北部には田窪外分団地130戸、 富士団地29戸、富屋団

地34戸、重信ファミリータウン30戸な どが昭和45年か

ら同48年にかけて着工した。 その後も、昭和53年から

同56年には194粁の新築数を最高 として、 5 年単位で

みたとき 100軒を優に超える住宅が新しく造られてき

ている 。

野田 ・ 北野田は、昭和45年前後の北野台団地50戸の

建設に始まり、その後の土地区画整理事業により、平

69 

成 4 年 (1992) から同 8年にかけて野田 1 -3 丁目で

は218軒、さらに平成 9 年から同 13年にかけても 104軒

もの新築が見られ、 30年間の人口増加は155.7% と東

温市内で最高で、ある 。

旧川内町役場や官公庁の出先機関が集中していた南

方は、昭和30年代後半から国道11号が整備され宅地化

が進んだ。 また、松瀬川地区に365戸分の住宅団地「グ

リー ンタウン」を昭和55年より分譲をスタートした。

昭和48年ころから徐々に、 川内ニュー タウン68戸、第



表5 東温市地区別人口 ・ 人口増加率の推移
(単位人、 %)

昭和52年度 昭和57年度 昭和62年度 平成 4年度 平成 9 年度 平成14年度 平成19年度

人口
人口

人口
人口

人口
人口

人口
増減率 増減率 増減率

山 之 内 490 436 -11 369 一 15 357 

樋 ロ 1.109 1.109 01 1,381 25 1,472 

横 1可 原 1.818 1.900 5 1.837 -3 1,812 

志 i掌 JlI 1.762 2.493 42 2,887 16 3.106 

西 岡 1.123 1.130 I 1.138 l 1.128 

見 奈 良 1.452 1,683 16 1.763 51 1.698 
問 瀅 2,677 2,965 11 3.239 91 3,492 

牛 調l 2,561 3,010 18 3,307 10 3,230 

ffi 野 EEI 669 633 -5 690 9 700 

野田 ・ 北野田 914 950 4 943 1 965 

上 林 973 947 一 3 919 一 3 884 

F 林 1.401 1,348 -4 1.396 41 1.428 
上 キナ 515 539 5 548 2 540 

言 | 17,464 19.143 10 20,416 71 20,812 

河 之 件l 727 679 一 7 637 -6 581 

則之内東 895 917 3 910 l 907 

則之内西 680 779 15 865 11 894 

井 内 416 392 -6 367 一 6 345 

滑 )11 337 266 -21 222 -17 192 

土 谷 296 276 一 7 256 一 7 213 

奥松瀬川 406 337 -17 310 -8 282 

前松瀬川 465 641 38 840 31 1,092 

北 方 東 808 828 3 807 -3 764 

北 方 西 619 619 。 629 2 624 

町 東 933 966 4 1.029 71 1,039 
|町 西 968 1.013 5 1.148 13 1,133 

商 方 東 1.112 1.119 l 1.370 22 1.616 
商 方 西 694 669 -4 721 8 751 

言十 9.356 9,501 21 10,1ll 61 10,433 
合 言十 26.820 28,644 71 30.527 71 31.245 

注)東i昆市役所資料より松本賢太郎作成

2 フジ、ハイツ 50戸、山田団地42戸などの開発が行われ

てきた。

これらの住宅の新築数の増加にあわせて、各地区を

通学区域とする各小学校で児童数も増加した。 昭和40

年代までは減少していたが田窪 ・ 牛i開l ・ 野田などの南

吉井小学校は昭和56年 (1981) まで増加に転じた。 昭

和40年代までは減少していたが志津川・横河原などの

北吉井小学校は平成 6 年 (1994) まで増加し続けた。

西岡・見奈良は北吉井及び南吉井小学校にまたがる 。

それによって昭和52年まで減少していたが松瀬川・ 北

方・南方が通学区域の川上小学校は平成 3年まで増加

し続けた。

松山市とつながる道路 ・ 鉄道網と土地区画整理事業

人口
人口

人口
人口

人口
人口

人口 30年
増減率 増減率 増減率 増減率 増減率

一 3 332 一 7 298 一 10 255 -14 -48 

71 1.495 2 1.286 一 14 1.306 2 18 

l 1,802 l 2,292 27 2,356 3 30 

81 3,412 10 3,316 一 3 3,314 。 88 

-1 1.211 7 1.263 4 1.175 ー 7 5 

-4 1.539 -9 1.533 。 1.638 7 13 

81 3,497 01 3.466 一 I 3.755 8 40 

一 2 3.138 一 3 3,272 41 3,378 3 32 

639 -9 615 一 4 631 3 -6 

21 2,239 132 2,260 2,337 3 156 

-4 1.000 13 927 一 7 916 -6 

2 1,516 61 1.567 3 1.499 -4 7 

一 2 541 。 539 。 531 -2 3 

21 22,361 71 22,816 21 23,252 2 33 

-9 528 -9 493 一 7 703 43 -3 

。 995 10 984 一 l 694 一 30 一 23

3 907 2 1,024 13 1.073 5 58 

-6 324 -6 311 -4 280 -10 ー 33

一 14 164 一 15 142 -13 99 -30 一 71

ー 17 171 一 20 156 -9 136 -13 一 54

-9 334 18 347 4 337 一 3 一 17

30 1,160 6 1,198 3 1.181 154 

-5 778 2 762 一 2 742 -3 -8 

694 11 697 。 785 13 27 

1.087 5 1.061 一 2 1,112 5 19 

1.127 一 l 1.173 4 1.241 6 28 

18 1.862 15 2.146 15 2.197 2 98 

4 792 6 794 。 835 5 20 

3110,923 51 11.288 31 11,415 l 22 

21 33.284 71 34.104 31 34,667 2 29 

による新たな住宅地の拡大の影響が大きい。 広大な田

畑が宅地に変わり、また、松山市に接する志津川 ・田

窪 ・ 野田では、昭和50年代以降年平均20戸を上回る新

築が見られて人口増加率も高い。 特に、志津川 ・ 田窪 ・

野田ではマンションなどの集合住宅も相次いで‘建設さ

れてきたのも人口を増加させた理由である 。

今後も増加していくと予想される人口に対応すべく

東温市は志津川・南方 ・ 北方 ・ 田窪西 ・ 下林・見奈良

駅東西地区等において、土地区画整理事業や地区計画

等を進めて住居系市街地を提供していく計画である。

また、市が保有する 14住宅61棟284戸 (平成20年 4 月

現在)に対しでも、改築 ・ 改善を進めて公的住環境も

安定して提供していく計画もある。(松本賢太郎)
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人口増減率 (昭和52~平成 19年度)
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図 5 東ifL市地区別人口増減率
注) 束浪市役所資料より松本賢太郎作成
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VI 集落・都市

1 概要 2 東温市の都市計画

東温市は県都松山市の東隣に位置し、国道11号等の

道路や伊予鉄道横河原線で松山中心部まで約10km、 20

-30分程度で結ぼれているため、松山市の衛星都市的

な要素が強い。

東温市のうち川上の集落などは、かつて松山城下と

東予地域-讃l岐を結ぶ金見羅街道の交通の要衝として

発達していたが、他のほとんどは農山村地域であった。

戦後、松山市の都市化の進展とともに、郊外の住宅

地域-近郊農業地域として発達したが、公共施設や大

型の商業施設、 事業所の誘致に よ り独自の生活圏を有

する都市として発展しつつある。

地形図(図 1 -1 、 1 -2) で戦後の都市化の様子

を概観してみる。 昭和28年 (1953) 当時の集落は、国

道11号(現松山川内線)に沿った川上ゃ志副?の街村
r，の〈ぼ うしぷち

以外は見奈良や田窪、牛測などの塊村(農業集落)が

点在している程度で、水田や桑畑、樹林が広く分布し

ていた。

しかし53年後の平成18年 (2006) の地図を見ると、

牛測から田窪、免奈良、横河原に至る地域の宅地化が
顕著で、ある 。 このあたりには愛媛大学医学部をはじめ

とする学校施設や住宅団地が多く立地した。 国道11号

が整備され、松山自動車道も開通し、 東西の交通網が

整ってきている。一方、南北の交通も上村大橋等の建

設や道路整備により、格段によくなっている。 また、

伊予鉄道横河原線の駅も、牛測団地前、田窪(旧田窪

駅は現在の牛i刻駅にあたる)、愛大医学部南口が新設

され、利便性が増している 。 さらに、南野田や田窪、

見奈良、茶堂の重信川沿岸には工場が多く 立地してい

る 。

戦後、 50年余りの間の都市化により、東温市は大き

く変貌したのである 。 (立石 淳)

( 1 ) 重信町・川内町の形成と発達

(ア) 重信町の成立

明治11年 (1878) 7 月に郡区町村編成法が施行され、

その結果県内の各郡が再編成された。 それに伴い、の

ちに重信110. を構成することになる 12カ村のうち、 山之
ひの〈ち

内 ・ 志津川・樋口・西岡の 4村は久米郡のままであっ

たが、残りの主t!AJ. 平i京.主符・見奈良 ・田窪 ・ 牛
湖 南野田・北野田の 8村を擁する詩夫郡は明治13年
に下浮穴郡に改称された。 また、明治22年12月に施行

された町村制によって翌年から、久米郡の 4村は併せ

て北吉井村に、下浮穴郡 8村のうち上林・下林・上村

は拝志村に、下浮穴郡残り 5村は南吉井村となった。

さらに明治30年に郡制施行による郡の廃置分合が行

われ、久米郡 ・ 下浮穴郡とも温泉郡に編入された。 す

なわち北吉井村・南吉井村・拝志村とも温泉郡となり、

この 3 村は、昭和28年 (1953) 町村合併促進法の公布

をうけて、昭和31年 9 月 1 日合併し、重信町となった。

(イ) 川内町の成立

久米郡川上村の町並みは川上駅と称され、讃岐街道

の要衝として、桜三里を抜ける旅の際になくてはなら

ない宿場として発展した。 川上村は明治30年、上浮穴

郡三内村とともに温泉郡に編入され、昭和28年町村合

併促進法の施行をうけて、昭和30年 4 月に両村は合併
かわうち

し温泉郡川内村となった。 温泉郡川内村は昭和31年 8
なめがわ

月周桑郡中川村滑川地区を編入し、さらに翌 9 月には

温泉郡川内町と なった。 同月末、周桑郡丹原町(旧中
しおがだけ

川村) より大字明河字塩綴を川内町に編入し、その

後平成の大合併を迎えるまで、町域は変化していなし、。

当初川内町は、松山市中心部から東にお よ そ15kmの

距離があり、松山平野のなかでは開発が遅れたが、住

宅ブームに伴って地価の安さが注目され、昭和40年代
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図 1 ー 1 昭和28年

注) 国土地理院発行 5 万分の 1 地形図「松山南部J 11百和28年応急修正 (縮小) より

図 1-2 平成18年

注) 国土地理院発行 5 万分の l 地形図「松山南部」 平成18年姿部修正 (縮小) より
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後半から開発が始まり、昭和55年 (1980) から大規模

な新興住宅地の開発が展開された。

この時期の川内町では、その長期総合計画のなか

で「住みよい回国住宅J . í秀麗な景観」 ・ 「高速道路お

よび国道11号の整備」・「都市型近郊農業」・「流通サー

ビス団地J . í福祉および医療行政J . í隣人愛と教育文

化J など今日の行政方針に直結する構想があげられて

おり、現在のベッドタウン的役割としての萌芽がうか

がえる 。

(効 伊予鉄道横河原線の影響

伊予鉄道機河原線の終点となっている横河原駅周辺

は、かつては重信川の金毘羅街道における小規模な渡
しん

津集落であった。 しかし、明治32年 (1899) に伊予鉄

道平井河原駅(現平井駅)から横河原駅までおよそ13.2

kmの延長がなされると、人の往来の終着駅と して、ま

た物資の集散地として急速な発展を遂げた。 この鉄道

延長は、それまでの終若駅であった平井駅前の集落や

川上宿場町 (川上駅)から、宿泊客や物産流通拠点と

しての機能が横河原駅前集落に移される契機となっ

た。 その後、横河原駅周辺は、駅以東の旧川内町方面

や旧周桑郡への玄関口としての役割を果たすこととな

る。

伊予鉄道横河原線は昭和42年に全線電化を果たし、

さらにその沿線を団地として大規模に開発することで

乗降客の増加を図った。 特に牛測・田窪両駅周辺は伊

予鉄不動産の積極的な開発によって大規模な住宅地と

なり、終着駅横河原、公共施設群が立地する見奈良と

ともに沿線の発展を象徴している。

昭和48年には愛媛大学医学部とその附属病院が建設

され、さらに昭和56年高浜線と直結されて運行間隔も

短くなると、松山市に対するベッドタウン化がますま

す顕著となった。 現在でも沿線には、愛大医学部と附

属病院、愛媛病院(旧国立病院・療養所)および国立

病院機構である四国がんセンター(松山市)など、大

規模な基幹病院や中小の医療機関が立地し、それらは

大規模団地をはじめ広範な住宅地域と合わせて、今日

の東温市の特色をよく物語っている。

(2) 東温市にみる都市計画の変遷

聞東温市の誕生と市域の拡大

温泉郡重信町と温泉郡川内町は、いわゆる平成の大

合併のなかで平成16年 (2004) 9 月 21 日に合併し、東

温市となった。 これによって松山平野東部地域を中心

として、北は今治市、東は西条市、南は上浮穴郡久

万高原町、そして酋は松山市に隣接する都市近郊型

田園都市が誕生した。 その新市域は南北約25.5畑、東

西約23.l kmにわたり、総面積は県下11市では 9 番目の

21 1.45knlとなっている 。

伊予鉄道横河原線や国道11号、松山自動車道などの

整備・発達にともなって、ベッドタウンとしての役割

に加えて、交通の結節点としての機能も増し、中予 ・

東予を繋ぐ役割を担うだけでなく、県都松山市と四国

他県とを結ぶ拠点としても位置づけられている。

州 市街地の分布と特徴

現在の東温市は、重信町 ・川内町の合併により誕生

したため、その市街地も単一地域に面的な広がりをも

つものではなく、概ね 3 つに分かれている。 それらが

伊予鉄道横河原線および国道11号など基幹交通路線に

よって、線的に結び付けられていることに東温市の市

街地の特徴があり、東温市では次のように位置づけて

いる 。

• A-西部市街地:松山への通勤に便利な近郊市街地

(松山市街地の延長)

• B 一中央市街地松山への通勤が可能な郊外核市街
地(東温市の中心市街地)

. c 一東部市街地:松山への通勤者も住む遠郊市街地
(東温市の副中心市街地)

A は牛i刻団地前駅周辺から南西に国道11号までであ

り、住宅地も多く、松山市へも近く、アクセスも容易

である。

B は横河原駅から愛大医学部南口釈を経て見奈良

駅、田窪駅付近までの横河原線沿線で、北端は国道11

号、南端は東jJTL市役所付近までである。 東は重信川ま

でであるが、県道松山川内線の横河原橋を経て左岸地

域も含まれる 。 中央市街地は、住宅地の多さもさるこ

とながら、愛大医学部および附属病院 ・ 愛媛病院・県

立東温高校・県立みなら特別支援学校 ・ 県立しげのぶ

特別支援学校・東温市立重信中学校・松山刑務所など

大規模公的施設が多数立地し、パルテイフジやクール

スモール、利楽(温泉施設)・坊っちゃん劇場など大

型のショッピング・レクリエーション施設も見られ、

現在の中心市街地らしい町並みとなっている。

C は、旧川内町役場を中心とする街村形態の町並み

を中心とし、県道松山川内線を挟む南北の地域で、川
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上小学校前交差点を西端としている。

実質的な都市地域を定義する指標となるDID i) につ

いては、先述の中央市街地に概ね一致するかたちでみ

られ(ただし、重信川左岸はほとんど含まれない)、

その面積は昭和55年 (1980) から現在に至るまで、微

増にとどまるが、 DID人口は約1.5倍になっている(図

2) 。 県都に対するベッドタウンとして成長してきた

東温市の中でも、特に成長著しい市域が中央市街地で

あることがうかがえる。

(百人)
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図2 東i昆市の人口と DID面積の推移

注 1 ) I昭和50年以前の国勢調査ではDIDは存在しない。
注 2 ) 東温市統計書より平田剛啓作成

これら 3 つの市街地は、指定されている市街化区域

に概ね一致するので、現在のDID と合わせて後述の用

途地域区分 (図 3 ) を参照されたい。

り) 東温市の市街化区域と用途地域

昭和46年12月、松山広域都市計画区域が指定され、

昭和48年12月に松山広域用途地域が決定、そのなかで

当時の重信町 ・川内町にそれぞれ市街区域の線引きが

行われた(表 1 )。

当初、重信町区域では横河原線田窪駅から横河原駅

までの沿線が指定されている。 ただし愛大医学部 ・ 附

属病院とその以北は含まれていなかった。 川内町区域

では、 118 役場を中心とする街村地区を中心に、県道松

山川内線を挟む南北の地区となっている 。 ともに県道

沿線こそ商業系地域がみられるが、主に住居系用途地

域がほとんどを占め、すでにベッドタウンとしての機

能が重視されていることがうかがえる 。

第 l 回の変更は昭和55年になされ、愛大医学部 ・ 附

属病院から北吉井小学校までの地区が重信町市街化区

域に加わった。 川内町区域では横河原橋の重信川左

岸、松下寿電子工業や川内町工業団地を含む地区が加

わり、特に工業地域 ・ 準工業地域など工業系地域の多

さが目を 5 1 く 。

牛i刻団地前駅から南西、国道11号までの地区が平成

匹目第一種低層住居専用地域 歴盟第一種中高層住居専用地域 [2J近隣商業地域 Eヨ準工業地域

・園第一種住居地域 -第二種住居地j或 -商業地域 盟国工業地域

図 3 松山広域都市計画区域における東温市の用途地域区分 (平成18年)

注) Î松山広域都市計画(東温市)総括図」より平田剛啓作成
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記その変遷からもある程度読み取ることができるが、

県内の東温市以外の10市と 2 町(松山市にベッドタウ

ン的に隣接する松前町・砥部町)の用途地域の面積割

合とを比較すると、なお一層顕著である(図 4) 。

東温市はじめ11市 2 町の特色を検証すると、東温市

はベッドタウン的な色合いが突出して濃いといえる。

東iR市の住居系用途地域の面積割合は、同じくベッ

ドタウン機能を有する松前町 ・砥部町と比較しでも、

82.9% と、ずば抜けた高率となっており、松山市近郊

の住宅田園都市としての生き方が鮮明な結果となって

いる 。 必然的に、東温市の商業系 (8.0 %) ・工業系 (9.1%) 

の用途地域の割合は相対的にかなり低い。 これらのこ

とが、医療 ・ 福祉・自然との調和をはじめとする住環

境に重きを置いた街づくりを理念としている要因のー

っとなっている 。 (平田 剛啓)

元年 (1989) の第 2 回変更で重信町区域に追加される 。

松山市により近く、住居系地域が主体となって構成さ

れている地域である 。 この後、平成 8年に用途地域の

種別区分について小変更を受けている 。

さらに平成12年に若干の追加地区があり、 川内町区

域に重信町川左岸国道11号の南手地区 (準工業地域)

が、重信町区域には国道11号沿線、松山市との市町境

の一部(商業系 ・ 住居系)が追加された。 平成15年に

も用途地域種別区分について小変更を受け、まとまっ

た面積の商業地域が初めて設定された。 現在、それぞ

れ大型のショ ッピングセンタ ー ・家電量販店 ・ホー ム

センターなどが立地している 。

その後平成16年に両町は東温市となり、市街化区域

も重信町・ 川内町のものを合わせた形で今日に至って

いる (図 3) 。

市街化区域や用途地域からみる東jEi市の特徴は、上

(単位 ha) 

用途種別名 昭和48(1973) 昭和55(1980) 平成冗 (1989) 平成 8 ( 1996) 平成12(2000) 平成15(2003) 

第一種低層住居専用地域 76.0 76.0 76.0 76.0 76.0 76.0 

第一種中高層住居専用地域 27.9 27.9 27.9 27.9 
第一種住居地域 122.0 178.1 197.8 163.5 163.8 163.8 

第一種住居地域 31.9 31.9 24.1 
近隣商業地域 12.0 15.5 17.4 19.8 20.4 20.4 
商業地域 7.8 
準工業地域 3.4 8.9 8.9 12.2 12.2 
工業地域 20.0 20.0 20.0 20.0 

市街化区域計 210.0 273.0 348.0 348.0 352.2 352.2 

東温市市街化区域における用途地域別面積の推移表 1

.未指定
工 口工業専用地域
業系 図工業地域

臼準工業地域

商業系
.商業地域

白近隣商業地域

口準住居地域

. 第二種住居地域

自第一種住居地域
イ主 .第二種中高層住居専用地域
居系 図第一種中高層住居専用地域

- 第二種低層住居専用地域

日第一種低層住居専用地域

注)東温市の都市計画iに関する基本的な方針より平田剛啓作成
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県下11市 2 町における市街化区域の用途地域別面積の割合

注) rえひめの都市計画07 (資料編)J より平田側啓作成
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3 都市構造の変化

(1) 事業所、公共施設の進出

川内町では、昭和43年 (1968) に松下寿電子工業(現

パナソニ ック四国)が生産を開始し、昭和56年に愛媛

十全医療学院が開校した。 さらに昭和50年代後半から

IlfJの工場誘致により、 川内町工業団地に次々と企業が

進出してきた。

重信町では、昭和40年に県立第一養護学校(現しげ

のぶ特別支援学校)、昭和47年に松山刑務所、県立第

二養護学校(現しげのぶ特別支援学校)、昭和48年に

第三養護学校(現みなら特別支援学校)、昭和49年愛

媛大学医学部、昭和51年附属病院がそれぞれ開設され、

交通面でも昭和42年に伊予鉄道横河原線が全線電化、

昭和57年に国道11号バイパス (志津川ト松山、現在の

国道11号) が完成するなど、より便利になった。 これ

に伴い、平成 5 年 (1993 ) 重信工業団地とフジ (後に

フジグラン重信)、平成12年レスパスシティーとダイ

キEX重信が進出した。

最近30年間の事業所等の進出状況を見ると(図 5 ) 、

重信地域では国道11号沿線、川内地域では県道松山川

内線(旧国道11号)沿線に多く分布している 。 モータ

リゼー ションの進展で道路に依存する商業施設や自動

車関係の事業所の進出が目立っている。 さらに伊予鉄

道の田窪駅から見奈良駅周辺にも多く分布している。

ここは市役所などの公共施設や、病院など周囲の住宅

地の住民対象の事業所が多く見られる。 また、南野田

の重信工業団地、南方の川内工業団地に多くの工場が

進出している 。

これまでは、 交通の便の良い重信地区に大型事業所

等の進出が目立ったが、平成 6年に松山自動車道川内

ICが完成し、同 9 年には川内から松山ICを経て、伊

予ICまで開通したことから、今後は川内IC周辺地域

が物流の拠点として発展していくことが予想され、都

市化のひとつの中心核になってくるものと考えられ

る。(立石 淳)
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(2) 戸建て住宅とアパートの建築動向

昭和53年 (1978) から平成19年 (2007) まで30年間

の戸建て住宅の地区別新築 ・ 増築数を 10年毎に示 した

のが図 6 である 。 総数を 10年毎に比較すると、昭和53

年から同62年までが2.460棟、昭和63年から平成 9 年

までが3.132棟、平成10年から同19年までが1.911棟と

増加傾向にあった新築 ・ 増築数も最近10年は減少傾向

北野凹

悶窪

o 1 2 3k田
匡ニ司ニニ土ニ-ゴ

見奈良

にある 。 地区別の総数で比較すると、西部市街地(野

田地区)と中央市街地(横河原・見奈良地区)の問に

位置し比較的住宅用地を取得しやすい田窪地区 (917

棟) ・ 志津川地区 (760棟)が 1 ・ 3 位、東部市街地の

南方地区 (896棟)が 2 位である 。 また、いずれの地

区も最近10年間の戸建て住宅の新築 ・ 増築数は減少 し

ており、今後も増加数の逓減傾向は続くと予想される 。

昭和53年から平成19年までの30年間のアパートの地

南方

仁二コ 昭和53-62年
( 1978-1987年)

区Z]:昭和63-平成 9 年
(1988-1997年)

・・圃平成10- 19年
(1998-2007年)

則之内

図 6 地区(旧大字) 別新築 ・ 増築数の推移 (昭和53年~平成19年)

注 1 ) 数字は新築. f国築数を示すが、デー タ上、新築 ・ 増築は区別できない。 建築後取り壊され家屋課税データにない物件は集計されな
い。 取り壊された家屋のデー タも一部含まれている。 必ずしも全家屋が現存しているとは|廻らない。

注 2 ) 束温市総務部税務諜資料より波漣洋人作成
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区別建築数を 10年毎に示したのが図 7 である 。 総数を

比較すると昭和53年 ( 1978) から同62年までが83棟、

昭和63年から平成 9 年(1997) までが109棟、 平成10

年から同 19年までが121棟である 。 戸建て住宅の新築 ・

増築数と違い、アパート の建築数は増加傾向にある。

地区別の総数で比較すると、 40棟以上あるのは志津川

地区 (60棟) ・北野団地区 (52棟) ・ 田窪地区 (46f束) ・

横河原地区 (41棟)・南方地区 (40棟)である 。 これ

田窪
=と λA
'"ノ、

らの地区は東温市の 3 つの市街地 (西部 ・ 中央 ・ 東部

市街地)及び西部市街地と中央市街地の聞に位置 し 、

通勤・通学の利便性の高い地区である。 また、地区別

の10年毎の変化をみると 、 3 期関連続して増加したの

は 3 つの市街地に隣接する牛測地区 ・ 田窪地区 ・ 北方

地区の 3 地区のみである 。 特に田窪地区の平成10年か

ら同 19年に建築された26棟は建築数では市内 1 位であ

る 。 また、中央市街地の見奈良 ・ 横河原地区とこれに

o 1 2 3km 
南方

乞ニ=司===:1ーー.... 

仁二コ。昭和53-62年
(1978-1987年)

lZZl 昭和63-平成 9 年
(1988-1997年)

圃圃 :平成10- 19年
( 1998-2007年 )

図ア 地区(旧大字)別アパート建築数の推移(昭和53年~平成19年)

注 1 )数字は建築株数を示す。
注 2) 東温市総務部税務諜資料より i度透洋人作成
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隣接する志津川地区では減少した建築数が最近10年で

は増加するなど、中央市街地の空閑地の利用も進んで

るといえる。 アパートの建築数は、今後も 3 つの市街

地(北野田、見奈良・横河原、南方地区)とその聞の

地区 (牛測、田窪、志津川、北方地区)を中心に、緩

やかに増加していくと考えられる。

(3) 農地転用状況

農地転用面積は平成13年 (2001) から同17年までの

5 年間は比較的一定しており、年乎均約58.700ばであ

る 。 また、件数は年平均88件、年平均住宅件数は46件

と年度による大きな変化はみられない(図 8)。今後

も安定した転用が継続すると予想される 。

(a) )
 

ル
Tf
 

(
 669 

←一喝 商税

・一一一 ・ 件数
置圃 住宅件数 643 650 

600 106 

100 

550 

78 

73 

50 

平成13 14 16 17 (年)15 

図 8 農地転用状況

注) I東温市統計書」より波漫洋人作成

(4) 建築物の中・高層化

平成20年 8 月現在、東温市には都市計画法に規定さ

れている 3 階から 5 階の中層建築物が228棟、 6 階以

上の高層建築物が41棟ある(表 2) 0 6 階以上の共同

住宅(マンション ・ アパート等)は27棟あり、高層建

築物の約66%が共同住宅であることが分かる。

6 階以上の高層マンション(共同住宅)の分布を示

したのが図 9 である 。 平成17年までは愛媛大学医学部

周辺(写真 1 ・ 2 、図 9) に 10棟、川内支所西側に l

棟の合計11棟であった。 その後、平成20年までの 3 年

間で伊予鉄道横河原線牛測団地前駅の周辺(写真 3 、

図 9) に 6 棟、愛媛大学医学部 ・横河原駅の周辺に 6 棟、

国道11号「新横河原橋」東側の北方地区に 4棟、松山

表2 階数別建築物数
(2008年 8 月現在)

l 
3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 ぷ計ロ益、

2 i皆 階 |渚 [1皆 |暗 |稽 階 l情 階 |渚 l密
階

将数L 
716 144 55 m 17 984 
(1ω) (52) (泊) (24) (11) (4) (7) (1) (2) (1) (0) (1) (倒的

注 1 )一戸建ては除く 。 ( )内数字は共同住居(マンション、
アパー ト等)の株数を示す。

注 2) 消防署資料より波透洋人作成

写真 1 中 ・ 高層化が進む愛大医学部近隣

注)平成20年 8 月 渡益主洋人搬彩

写真2 都市化が進展する愛大医学部周辺

注)平成20年 8 月 波溢洋人搬影

自動車道川内IC北側の南方地区に 2 棟、合計18棟が

建築された。 この 3 年間に 6 階以上の高層マンション

は2.6倍増加したことになり、東温市では 3 つの市街

地を中心に建築物の中高層化が進展している。 ちなみ

に、市内最高層マンションは平成20年に完成した牛測
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。

x : -2005年
・ 2006-2008年

2km 

図 9 東温市市街地における高層マンションの分布 (6 階以上)

注 1 ) 数字は |渚数、→は写真のtlit影方向を示す。
注 2 ) セイコ一社「住宅地図2006年版」、消防署資料、現地調査により渡益基洋人作成

写真3 高層建築物が増加する牛測団地前駅周辺

注)平成20年 8 月 i度溢洋人搬彩

団地前駅前の 14階建てである(写真 4 ・ 図 9 ) 。 また、

この地域は第 l 種中高層住居専用地域に指定されてお

り、今後も人口増加とともに中高層建築物が増加する

と考えられる 。 (ì，度溢洋人)

-81-

写真4 牛測団地前駅前近くの市内最高層建築物(マ
ンション、 13階)

注)平成20年 8 月 渡溢i羊人保)R~



4 都市化の進展

(1) 松山市の影響が大きい都市化

平成の大合併前の松山都市圏各市町住民の通勤 ・

通学先をみると(図10) 、 重信町や砥部町、松前町が

40%以上の高い数値を示し、松山市との結びつきが強

いことを示している。 これに対し北条市、伊予市、川

内町は30%前後の数値となっている 。 これは松山市中

心部との位置関係 (距離)が影響 していると考えられ

る 。 昭和45年 (1970) の国勢調査では重信町30.0% 、

川 内町20.l %であったから、この30年間で約10%ずつ

松山市への通勤 ・ 通学者が増加しており、両町とも松

山市との結びつきはますます強くなっていることが分

かる 。 ただ平成12年度と、合併後の同17年度とを比較

すると、松山市の占める割合は36.7% ( 旧重信・川内

町合計)から37.5%へやや増加しているものの、東温

市内での通勤・通学者が48.7%から 56.8%へとかなり増

えている 。 これは松山市のベッドタウン的な機能を有

しつつも、地域完結型の独自の生活閣が形成されつつ

あることを示している 。

松山都市圏各市町の人口推移をみると(図11) 、昭

和40年代後半から同50年代にかけて人口が急増してい

る市町が多い。 重信町でも昭和45年から同60年にかけ

て人口が急増した。 この背景には、松山市の人口ドー

ナツ化現象の影響があげられる 。 松山市における人口

ドーナツ化現象は、昭和30年代に阜くも見られ始め、

中心部の番町地区や八坂地区で人口が減少し、周辺部

の桑原、生石、石井地区などの人口が増えた。 周辺部

の人口増加が最も著しかったのは昭和40年代で、この

10年間に松山市の東端で東温市と接する小野地区の人

口は1.6倍、久米地区の人口は約 2 倍に増加した。 こ

の都市化の波は重信町にも波及し、昭和45年から同50

年までの 5 年聞に人口が最も増加している。 この時期

重信町では、県営の牛測団地や民間による播磨台、志

津川、田窪外分団地など100戸を超える大規模な住宅

団地が次々と建設された。 重信町が松山市に隣接し、

伊予鉄道が通り交通の便が良いため、松山市の都市化

の影響を強く受けて宅地化が進んだのに対し、 川内町

は松山市まで距離が遠く、鉄道も通っていないため都

市化はなかなか進展しなかった。 人口も昭和50年まで
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減少が続き、それ以降も微増しているだけである。

(立石 淳)

(2) 行政区別人口増減

東iE市の人口は戦後の復興期に一時的に増加する

が、昭和20年代半ばより高度経済成長末期の昭和46



年 (1971) まで減少傾向にあった。 しかし、愛媛県の

人口が昭和60年をピークに減少する中、東温市の人

口は昭和47年以降一貫して増加することになる 。 (た

だし旧重信町・旧川内町として個別にみれば人口が

減少した年もある。)昭和46年の人口は23，630人、 平

成20年 (2008) には34，667人とこの37年間で1 1，037人

増加した。 この間の年平均人口増加率は1.26% であ

る 。 これを旧町別にみると旧重信町の人口増加数は

9，124人、年平均人口増加率は1.75%。 一方、旧川内町

は1 ，913人・ 0.54%で松山市に隣接する旧重信町の人口

増加数・年平均人口増加率ともに旧川内町を大きく上

回っている 。 特に、旧重信町の人口増加率は昭和47年

に6.65% 、 48年には5.73% と戦後高い増加率を示した。

(昭和47年以降3.00%以上の高い人口増加率を示した

のは旧重信町では昭和52年の3.20% ・同55年の3.22%

の 2 回、旧川内町では昭和58年の3.05% の 1 回のみで

ある 。)この要因と して昭和48年 9 月に愛媛大学に医

学部が開設されたこと、同42年に横河原線が全線電化

され、同45年に新設された牛測団地前駅の周辺に県営

牛測団地 ・播磨台団地などが開発されたことがあげら

れる 。 また、昭和42年に新設された田窪駅の北側に志
と ぷん

津川団地・田窪外分団地など昭和45年から同48年にか

けて開発されるなど、大規模な住宅団地の開発が大き

いものと考えられる 。 一方、旧川内町は旧重信町より

松山市から遠距離で、パス路線しか持たなかったため

住宅団地の開発が遅れた。 昭和48年頃から川内ニュー

タウン・第 2 富士ハイツの開発が始まり、昭和55年に

は川内グリーンタウンが開発された。 こうした大規模

な住宅開発があった年に一時的に人口は急増するもの

の、旧重信町に比べて人口増加数は少ない。

東温市は都市計画マスタ ープランで将来目標人口

を、松山広域都市計画区域マスタープランとの整合性

をとるため平成27年に37，100人、同37年には38，700人

と設定している 。 (松山広域都市計画区域マスタープ

ランでは、平成27年に38，718人、同37年には39，539人

が目標人口に設定されている。)これをもとに年平均

人口増加率を推計すると、今後 7 年間は1.00%、さら

にその後の10年間は0.43% と漸減することになる 。 昭

和47年以降一貫して人口は増加してきたが、この37年

間の年平均人口増加率1.26% を大きく下回ることにな

り、今後の人口増加数は逓減していくことが予想され

る 。 また、都市計画マスタープランでは現在の市街地

を次の 3 つに捉えている 。 野団地区周辺の西部市街地

は松山への通勤が便利な近郊市街地 (松山市街地の延

長) 。 横河原・見奈良地区周辺の中央市街地は松山へ

の通勤が可能な郊外核市街地 (東温市の中心市街地) 。

南方地区周辺の東部市街地は松山への通勤者も住む遠

郊市街地(東温市の副中心市街地)。 この 3 つの市街

地が分散・独立して立地しているのが東温市の特徴で

ある 。

_+10%ｭ
_ 5-10 

匝図 0-5 

底辺 -5 -0 
Eヨ 10 --5

仁コ ~ー 10
山之内

o 1 2 3km -
図12 地区別人口増減率 (平成12年~平成17年)

注)東j鼠市統計書より渡溢洋人作成

東温市の現在の行政区(図12) は明治21年(1888)

の市町村制以前の村とほぼ一致している 。 平成12年か

ら同 17年までの 5 年間で人口増加率が6.3% (昭和46

年~平成20年までの年平均人口増加率1.26% x 5 年間

=6.3%) を上回ったのは 3 地区のみで、第 I 位が中

央市街地の見奈良地区 (12.l %、 279人) 、次いで北方

地区 (10.9% 、 244人)・牛測地区 (7.5% 、 226人)と

なる(図12 . 表 3 ) 。 また、平成14年から同19年まで

の 5 年間では人口増加率が6.3% を上回ったのは 2 地

区のみで、第 l 位が田窪地区 (8.3 % 、 289人)、次い

で中央市街地の見奈良地区 (6.8% 、 105人)である(表

4) 。 東温市の近年の人口増加の中心は横河原線沿線

地区であり、人口増加率は逓減傾向にある。

旧重信町の昭和52年から 5 年毎の人口増減を示した

のが表 4 である 。 この30年間で人口が増加したのは13

勺
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D
 



表3 地区別人口と人口増減率
(単位 ・人、 %)

地区名 平成12 平成17 5 年間のi普減率

山之内 282 248 ム 12.1

樋 口 1.475 1.524 3.3 
横河原 2.009 2.016 0.3 
志津 川 3.930 3.995 1.7 
西 岡 1.262 1.258 ム 0.3

見奈良 2.312 2.591 12.1 

IE 窪 3.373 3.367 ム 0.2

牛 測 3.006 3.232 7.5 
南野田 582 589 1.2 
北野田 2.485 2.507 0.9 
上 林 923 873 ム 5.4

下 林 1.509 1.426 ム 5.5

上 キj 510 506 ム 0.8

旧重信町 23.658 24.132 2.0 

~t 方 2.233 2.477 10.9 

吉 久 437 434 ム 0.7

南 方 3.631 3.613 ム 0.5

松瀬川 1.673 1.624 ム 2.9

則之内 2.039 2.068 1.4 
井 内 250 251 0.4 

i可之内 648 579 ム 10.6

溺- )11 98 72 ム 26.5

明 河 34 28 ム 17.6

旧川内|町 11,043 11.146 0.9 

|総計 11 34.701 1 35.278 11 1.7 
注 1 )ム印はマイナスを示す。 人口は 10 月 1 日現在の数。 増減

率は 5 年前の人口と比較した数値。
注 2) I東温市統計書」より波溢洋人作成

地区中 9 地区で人口増加率 ・ 人口増加数ともに最大

は牛測団地前駅周辺を含む西部市街地の北野田地区

(173.3% 、 1.584人)である。以下、志津川地区 (88.1 %、

1.552人) ・牛測地区 (43.7 % 、 1 ， 119人) ・ 回窪地区 (40.4% 、

1 ，078人)・横河原地区 (29.6% 、 538人)と、横河原線

沿線地区と愛媛大学医学部周辺地区が顕著である(図

9) 。 これらの地区は隣接する松山市に近く、鉄道・

パスなどの交通の使や商業施設にも恵まれた地区であ

る。一方、人口が減少 したのは 山之内地区 (48.0 % 、

235人)・西岡地区 (22.3% 、 250人)・上林地区 (5.9% 、

57人)・南野団地区 (5.7% 、 38人)の 4 地区で、山間

部を含む交通の不便な周辺地区である 。

5 年毎の人口増加率が最も高い伸びを示したのは

平成 4 年から同 9 年の北野岡地区 (132.0 %、1.274

人)、次いで昭和52年から同57年の志津川地区 (41.5%

、 731人)である(表 4) 。 これらの要因として北野

団地区はこの時期、土地区画整理事業による基盤整備

が進み戸建て住宅の新築が進んだこと(図 6) 、また、

アパートの建築数も地区別にみて最大であったこと

(図 7)、志津川地区は、昭和48年 9 月に愛媛大学に医

学部が増設、 51年 5 月に医学部附属病院が開院 したこ

となどが考えられる 。

平成13年から同19年までの 6 年間の地区別人口推移

と人目指数を示したのが表 5 である 。 旧重信町では昭

表 4 I日重信町の地区別人口と人口増減率
(単位 入、 %)

地区名
昭和52 昭和57 J1ll和62 平成 4 平成 9 平成14 平成19 昭和52-平成19

人口 人口 増減率 人口 増減E事 人口 増減率 人口 増減率 人口 増減率 人口

山之内 490 436 ム1 1.0 369 ム15.4 357 ム3.3 332 ム7.0 298 ム10.2 255 
樋口 1.109 1.109 0.0 1.381 24.5 1.472 6.6 1.495 1.6 1.286 ム14.0 1.306 
横河原 1.818 1.900 4.5 1.837 ム3.3 1.812 ム1.4 1.802 ム0.6 2.292 27.2 2.356 

志津川 1.762 2.493 41.5 2,887 15.8 3.106 7.6 3.412 9.9 3.316 ム2.8 3,314 
西岡 1.123 1.130 0.6 1.138 0.7 1.128 ム0.9 1.211 7.4 929 ム23.3 873 

見奈良 1.452 1.683 15.9 1.763 4.8 1.698 ム3.7 1.539 ム9.4 1.533 ム0.4 1,638 
田窪 2.677 2,965 10.8 3.239 9.2 3.492 7.8 3,497 0.1 3.466 ム0.9 3.755 
牛 i則 2,561 3.010 17.5 3.307 9.9 3.230 ム2.3 3.138 ム2.8 3,609 15.0 3,680 
南野田 669 633 ム5.4 690 9.0 700 1.4 639 ム8.7 615 ム3.8 631 

北野田 914 950 3.9 943 ム0.7 965 2.3 2,239 132.0 2,439 8.9 2,498 
上林 973 947 ム2.7 919 ム3.0 884 ム3.8 1.000 13.1 927 ム7.3 916 
下林 1.401 1.348 ム3.8 1.396 3.6 1.428 2.3 1.516 6.2 1.567 3.4 1.499 
上村 515 539 4.7 548 1.7 540 ム1.5 541 0.2 539 ム0.4 531 
ぷ仁、1 きロt

17,464 19.143 9.6 20.416 6.6 20.812 1.9 22,361 7.4 22,816 2.0 23,252 UIlí減率)

注 1 ) 田窪田地は回復、牛湖j団地・播磨台団地・上樋は牛湖、北野団地 ・ 新村は北野田へ合鈴している 。
注 2) ム印はマイナスを示す。 人口は 4 月 1 日現在の数。 増減率は 5 年前の人口と比較した数値を示している。
注 3) I東温市統計笹」、「市民諜資料」より波溢洋人作成
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増減率 30年間の増減率

ム14.4 ム48.0

1.6 17.8 

2.8 29.6 

ム0.1 88.1 

ム6.0 ム22.3

6.8 12.8 

8.3 40.3 
2.0 43.7 

2.6 ム5.7

2.4 173.3 
ム1.2 ム5.9

ム4.3 7.0 
ム1.5 3.1 

33.1 



表5 地区別人口推移と人目指数

行政区 平成13 平成14 平成15 平成16 平成17

( 自治区) 人口 人口 指数 人口 指数 人口 指数 人口

山之内 298 298 100 293 98 281 94 277 

事国 口 1.267 1.286 101 1.297 102 1.326 105 1.306 

横河原 2.308 2.292 99 2.307 100 2.369 103 2.369 

志津川 3.334 3.316 99 3.340 100 3.366 101 3.415 

西 岡 907 929 102 925 102 903 100 937 

見奈良 1.542 1.533 99 1.549 100 1.539 100 1.583 

回 E主 2.869 2.876 100 2.841 99 2.872 100 2.899 

由主主団地 594 590 99 582 98 585 98 576 

牛 i測 1.465 1.457 99 1.455 99 1.508 103 1.563 
|日
牛測団地 1.227 1.375 112 1.352 110 1.311 107 1.328 重

11fT 
播磨台団地 335 337 101 339 101 337 101 319 

上 品目 446 440 99 427 96 437 98 416 

南聖子回 603 615 102 620 103 620 103 624 

北野田 1.822 1.800 99 1.782 98 1.780 98 1.814 

北野台団地 182 179 98 175 96 168 92 166 

新 キj 535 460 86 453 85 493 92 501 

上 林 942 927 98 921 98 916 97 915 

下 林 1.569 1.567 100 1.568 100 1.551 99 1.518 

上 村 548 539 98 544 99 554 101 544 

小 言|ー 22.793 22.816 100 22.770 100 22.970 101 23.070 

河之内 499 493 99 487 98 492 99 749 

則之内東 997 984 99 961 96 965 97 666 

則之内西 1.016 1.024 101 1.055 104 1.061 104 1.064 

井 内 312 311 100 307 98 303 97 300 

滑 Jfl 148 142 96 134 91 129 87 126 

土 谷 161 156 97 160 99 153 95 146 

奥松1瀬川 349 347 99 335 96 333 95 334 
|日
前松瀬川 416 419 101 423 102 412 99 400 j内11 
横灘団地 777 779 100 765 98 779 100 788 

11町
北方東 780 762 98 761 98 752 96 756 

北方西 711 697 98 711 100 720 101 748 

町 東 1.069 1.061 99 1.065 100 1.076 101 1.044 

町 西 1.155 1.173 102 1.202 104 1.184 103 1.208 

南方東 2.105 2.146 102 2.161 103 2.159 103 2.184 

南方西 785 794 101 808 103 792 101 793 

小 言| 11.280 11.288 100 11.335 100 11.310 100 11.306 
ぷ口〉、 言 l' 34.073 34.104 100 34.105 100 34.280 101 34.376 

注 1 ) 人口は 4 月 1 日現在、指数は平成13年度を基準にしている。

注 2 ) 町東は南方に含まれ、町西は北方 ・南方に分かれる。 (吉久は南方商に含まれる )
注 3 ) 東j昆市市民課資料より渡竣洋人作成
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和47年以降、人口増加率・人口増加数ともに 1 ・ 2 位

であった北野田地区 ・ 志津川地区は平成13年以降大き

な伸びはみられない。 平成15年以降は西部市街地と中

央市街地の中間に位置する牛測地区 ・ 田窪地区、また

中央市街地の見奈良地区の人口の伸びが大きい(図

13) 。 一方、 l日川内町では中央市街地の見奈良地区近

隣の北方西地区 ・ |町西地区の伸びが顕著である (表 5 ・

図 14) 0 (渡透洋人)

(3) 旧重信町の都市化

東温市のうち、都市化が急速に進んだ旧重信町につ

いて考察する 。

!日重信町の地区別人口の推移を見ると (図15) 、 田

窪や見奈良では昭和35年 (1960) 、 牛測は同40年から

人口が増加し始めているが、多くの地区で同45年から

の人口増が著しい。 特に牛i刻、志津川、見奈良地区の

人口は、昭和45年から同55年までの10年間で約 2 倍に

増加した。 牛測では県営牛沸j団地 (昭和44 -46年お

よび同53 -56年に582戸)、志津川 では伊予鉄不動産

の志津川団地(昭和45 -48年に145区画) が建設され

たほか、志津川に愛媛大学医学部(昭和49年度)、見

奈良に松山刑務所 (昭和47年度) が建設され、それに

付随した官舎等に多く の転入者があった。

昭和55年以降重信町の人口増加は鈍化傾向にある

が、愛媛大学医学部のある志津川地区では人口増加が

続いた。 医学部周辺に民間のアパー トやマン シ ョン

(人)
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志津川

3,500 I / ノ 回E主
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図15 旧重信町の地区別人口推移
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法) 東i昆市役所資料より立石淳作成
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が多く建設され、転入者が多いためである 。 平成 2

年(1990 ) からは北野田地区で人口が急増した。 これ

は、 重信町により平成 3 年度から土地区画整理事業が

進み、 431区画の宅地が造成されたことによる。 ここ

には個人住宅のほか集合住宅も多く建設され、平成

2 年から同12年までの10年間で人口は約2.5倍になり、

平成に入ってから重信町で一番人口が増加した地区と

なった。 こうした地域に対し、主要国道や鉄道から離

れ、 多くを山間部が占めている山之内、上村、上林、

下林地区は人口が減少もしくは停滞している。 また、

平野部に位置する南野団地区も市街化区域になってい

ないため、人口は停滞している。

昭和35年からト ー タルで人口増減を見ると(図16) 、

見奈良、志津川 、 北野田地区の人口がそれぞれ 3 倍以

上に増加している。 中心部と南北周辺部との差が顕著

であり、特に山之内地区の人口は 4 分の l 近くにまで

減少している。 また、人口集中地区である横河原地

区の人口も開発する余地が少ないためか、減少してい

る。(立石 淳)

_300以上

盤麹 200-299

匡雪 100- 199

Eヨ 99以下

o 2km 
Lーーー』ーー」

図 16 旧重信町の地区別人口増i成{昭和35年~平成17年)

注 1 ) 昭和35年の人口を100とした場合の平成17年の人口数値を
示 している 。

注 2 ) 東温市役所資料より立石淳作成
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(4) 都市化が著しい志津川

(ア} 志津川と八反地

重信川の扇状地に位置している志津川 は、近世にお

いては松山落領の村であった。 明治22年 (1889) の町

村制施行以降、久米郡北吉井村の大字となり、昭和31

年 (1956) からは重信町の大字となる 。
'"ぎ志津川は北部の中心集落および西部の字八反地の二

地域に区分することができる 。 志津川の中心集落は集

村形態で、県道松山川内線沿いには商店も多い。 その

中には、明治28年創業の島田酒造の酒蔵も存在する。

一方、八反地は青年政時代の新田集落であり、 浮穴郡田

窪村-の枝郷であったが、天保10年 ( 1839 ) より久米郡

志津川村になった地域である 。 集落形態は散村に近い

状態であった。

志津川の北部と南部には、それぞれ旧街道が通過

しており、古くから人々の往来が盛んであったと考え

られる 。 なお、前者は松山からの金毘羅街道であり、

後者は南予方面から通じる金毘羅街道である。

(イ) 志津川の都市化

昭和32年 (1957) 10月に伊予鉄道が横河原まで開通

し、志津川の東に隣接する横河原が急速に発展する(図

17) 。 そして、志津川が大きく発展する契機となった

のが、昭和49年の愛媛大学医学部設置である。 昭和48

年に松山市内に開設された愛媛大学医学部は、 翌年に

志津川の前川池を埋め立てて新築移転し、さらに昭和

51年には附属病院が開院した。 その後、同56年には愛

大医学部南口駅が設置され、松山市のベッドタウンと

図17 旧重信町志津川地区

注) 5 万分の l 地形図「松山南部」昭和44年編集



図18 東海市志津川地区

注) 5 万分の l 地形図 「松山南部」平成18年要部修正
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図19 志津川の人口推移

注) 東i星市役所資料より西丸和仁作成

しでも発展している (図18) 。

' 

16 (年)

医学部設置以降、人口は順調に増加 している (図

19) 。 愛媛大学の学生が多く居住するため、平均年齢

は東温市全体に比べて低く、 20歳代前半の人口に占め

る割合が突出している (図20) 。

人口増加に伴い、農地の転用による都市化地域が広

がっている (図21 ) 。 志津川の用途地域は、中心集落

を含む北部が第一種中高層住居専用地域、 重信中学校

付近の南西部が第一種低層住居専用地域に指定されて

おり、用途地域によって明確に集合住宅の分布特性が

見られる 。 すなわち、北部では 6 階建て以上の高層マ

ンションが多く、病院関係者や医学部の学生の居住が

多い。 医学部敷地内に官舎も設置されている。 また、

南西部では 2 階建ての コーポタイプの集合住宅が多く
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図20 志津川およ び、東温市の人口構成比(平成17年)

注)東i昆市役所資料より閤丸和仁作成

2 髭遡間帯1471ëの都市(1';土地利用

T 亡コ平成2011'の例制

図21 志津川の都市化の進展

注) 現地調査 ・ 新 |日住宅地図・空中写真より 西丸和仁作成

見られる(図22) 。

なお、市街化区域外である西部では市営八反地団地

を除いて集合住宅は見られない。 国道11号(重信道路)

沿いについても、市街化区域外ということもあり、交

通量が多いにも拘らず、商業的な土地利用はそれほど

行われていなし、。 また、医学部附属病院前には 3 粁の

調剤薬局が立地している(写真 5) 。 いずれも近年の

医薬分業化の流れの中での開業であるが、病院の規模

の割には薬局の数は少ない。 これは、愛大病院の医療

圏が県下全域に広がっており、患者の地元で処方を受

けることなどが理由であると考えられる 。

ゆ) 今後の課題

志津川では、 11汀内会組織を中心として、地域に根ざ

した祭礼などの行事が盛んに行われている(写真 6) 。
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図22 志津川の集合住宅

注) 現地調査・住宅地図より西丸和仁作成

写真5 愛媛大学医学部周辺の調剤薬局

1主)平成20年 8 月惣谷m.m彩

写真6 夏祭り(八反地宵祭)

1:1:)平成20年 8 月 商tfli浩司 jj抗告
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測にかけての地域、田窪から志津川、 見奈良、横河原

にかけての地域に多く分布 している 。 いずれも伊予鉄

道沿線に位置しており、特に昭和40年代に建設された

住宅団地で・その傾向が強かった。 自家用車がまだ一般

的でないこの時代、地域住民の足は伊予鉄道であった。

旧川内町では、昭和40年代後半から50年代初頭にかけ

て山麓の丘陵地を造成して大型の住宅団地が建設され

た。 特に松瀬川の丘陵地を造成して伊予鉄不動産と熊

谷組が建設した検灘団地(JII 内グリ ー ンタウン)は、

367区画 (当時) もあった(写真7) 。

公営住宅の建設は、旧重信-川内両町とも昭和30年

代後半から始まる 。 重信町では、昭和36年度に見奈良

(18戸)、同39年度に宮裏 (10戸)と田窪第一 (10戸)

が建設されたが、木造の小規模なもので都市化の核と

はならなかった。 これらの住宅は耐周年数が経過して

おり、見奈良団地については昭和62年 (1987) に建て

替えられた。 比 il変的規模の大きい公営住宅に建設は、

古くからの住民の中に新住民がとけ込み、町内会の運

営が円滑に行われているが、一部では伝統的な行事の

運営が難しくなりつつあるという 。

景観的にも、都市的要素と旧来の村落的要素が混在

しつつ発展している 。 医学部の西側では、虫食い状に

市街地が広がるスプロール現象が一部で発生してお

り、狭い道路が入り組んだ住宅地も形成されている。

今後、この地域は愛大医学部南口駅を起点として市街

化区域に編入され、土地区画整理事業の実施が計画さ

れている(図22) 。 その結果、安全性 ・ 利便性 ・ 快適

性が向上し、生活環境が改善されることが待ち望まれ

る 。 (西丸和仁 ・ 惣谷 清)

住宅団地の分布と宅地化の進展

先述したように東温市の都市化の核となったのは、

県や町、民間等による大型の住宅団地の建設である。

その分布を見ると(図23) 、旧重信町では野田から牛
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写真7 横灘団地(1 11 内グリーンタウン)

注)平成20年 8 月 立石i字搬影

写真 8 市営天神団地

注) 平成20年 8 月 立石淳搬彩

昭和50年代になってからで、樋口団地(昭和57 -58 

年建設、 54戸)は鉄筋コンクリ ー ト 4 階 .5 階の住宅

である 。 川内 11可では、昭和37年から同38年にかけて下

沖団地 (32戸)、茶堂 (8 戸)が建設されるが、最大

のものは、昭和47年から同51年にかけて建設された天

神団地 (54戸)である(写真 8) 。 重信町.の町営住宅

は横河原線の駅に近いところに作られたが、 川 内IlQ で

駅に比較的近いのは、横河原に近いところに建設され

た茶堂および茶堂南団地である。 茶堂の集落と横河原

は重信川 を挟んだ渡津集落であった。

県営住宅の建設は、昭和40年代半ばから牛測団地

(582戸)、天ネI jI 団地 (30戸)が建設された。 牛 i~IJ 団

地 (写真 9 、 10) は県下最大の公営住宅団地であり、

重信町の都市化の大きな中心核となった。 昭和45年
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写真9 県営牛測団地

注) 平成20年 8 月 立石i字搬彩

写真10 Il!:H045年当時の牛測団地

注) Iグラフえひめ NQ45J (1 970年) より

( 1970 ) に は伊予鉄道牛測団地前駅が新設され、平成

元年 ( 1 989 ) から重信町により野田 1 丁目、 2 丁目の

造成 (431区画)が行われ、 フジグラン重信(平成 5

年出店、平成 7 年と 14年に増床)、デイック EX重信(平

成12年出店) をはじめとする複合商業施設の発達を促

した。 また、旧重信町には愛媛大学医学部・附属病院、

県立しげのぶ特別支援学校、県立みなら特別支援学

校や松山刑務所など学校や公共施設も多く立地してお

り、その職員の住む官舎も多い。

図24で昭和53年から平成18年までの約30年間に建設

された住宅をみると、住宅団地の分布と一致している

部分が多いことが分かる 。 重信では北野田から牛測に

かけての地区や、回復、志津川地区、川内では横灘や

保免のあたりが該当する 。

しかし愛媛大学医学部周辺や、南方の森あたりや川

内中学校周辺の宅地化も目立っている。 特に愛媛大学

医学部周辺は民間のアパー トやマンションなどの集合

住宅が多く建設された(写真11) 0 20戸前後のものが

多いが、中には40戸を超えるものも見られる 。



写真11 愛媛大学医学部とその周辺の住宅

注) 平成20if 8 月 立石i判制官

(6) 都市化のまとめと展望

*温市の都市化は、松山市の影響を大きく受け、昭

和40年代は伊予鉄道沿線に建設された住宅団地を核に

進んでいった。 モー タリゼーションが進展してくる

と、国道11号ほかの幹線道路沿いに住宅団地や大型事

N 

則
之
内

業所が建設され、都市化の核となっていく 。 東温市の

中でも特に旧重信町は、鉄道交通、道路交通とも使が

よく、松山市にも近いため、都市化は平野部で面的に

進んだが、旧川内町は住宅団地だけの烏状の都市化に

とどま った。 しかし川内町でも国道の整備や松山自動

車道川 内ICの開設に伴い、今後は物流の拠点として

の都市化が進むものと考えられる。

東温市は、今後も松山市の衛星都市としての性格を

持ちつつ、市内に多くの事業所が進出してきたことに

より、市内完結型生活圏の性格がより強まると考えら

れ、東j且市独自の都市構想 ・ 都市計画の重要性が増し

てくるであろう 。

松山市の衛星都市として進んだスプロール現象によ

る無秩序な都市化は、東温市の者[1市としての中心部が

欠落する結果をもたらした。 田窪から見奈良、志津川 、

横河原、にかけての市街地を東温市の中心として求心力

を高めるためには、街路網の整備や駅周辺の再開発の
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必要があろう 。 また、分散している市街地を結びつけ

る道路や、幹線道路と鉄道の連絡道路の整備が東温市

の都市としてのまとまりを形成するためには重要で、あ

ろう 。 (立石 淳)

5 まちづくりに向けた現状と課題

東j昆市の市街地は特徴あるシンボル的な市街地はな

く、 3 つの市街地が分散・独立して立地している 。特に、

牛測団地前駅を中心とした西部市街地は大規模な商業

施設や団地が立地し、戸建て住宅やアパー トの建設も

増加するなど、松山市街地と連接したコナーべーシヨ

ン的様相を呈している 。 中央市街地は、道路網が未整

備で、病院等の大規模公共施設により市街地としての

一体性や中心性が確保できず、都市中心の形成はあま

り進んでいない。 また、道路網等の都市基盤施設が未

整備な まま駅を中心にスプロール化が進行したり、 有

効な道路がないため利用が進まない空閑地・未利用地

を残した地区もみられる。

まちづくりに向けた課題は都市としての一体性と独

立性の確保にある 。 都市計画マスタープランには西部

市街地と中央市街地の連携・ 一体化の促進と中央市街

地の求心性の向上。 特徴ある商業機能の中心として横

河原地区の再生 ・ 整備。 見奈良地区における公共施設

等の集積と空閑地の存在を生か した将来の都市の顔と

なる拠点地区の形成。 横河原地区と見奈良地区の機能

分担と連携 ・ 連動、道路・交通網整備と併せた市街地

の整序による中央市街地の機能性と集積の強化・ 向上。

西部市街地と中央市街地の結びつきを強める拠点的な

開発の導入や面的援備の推進。 などが掲げられている 。

具体的な都市開発の方針では次の(ア)-(ウ)地区が重点

整備地区と して、また(エ)地区も今後市街化区域へ編入

される予定である。

同 志津川地区 (23.0ha)

愛媛大学医学部に隣接する市街化調整区域におい

て、増加する人口を受け入れるため、土地区画整理事

業による都市基盤のまを備により市街化区域への編入を

進める 。

(イ) 南方地区 (16.1ha)

川 内ICに隣接する市街化調整区域において、流通業

務施設や関連企業立地を推進するための拠点として、

土地区画整理事業による都市基盤の獲備により市街化

区域への編入を進める。

(ウ) 見奈良駅西地区 (16.1 ha)

見奈良駅周辺の市街化調整区域において、公共的機

能の集積と中核的イメージ形成のため、土地区画整理

事業による都市基盤の整備により市街化区域への編入

を進める 。

(エ) 見奈良駅東地区 (2.3ha)

見奈良駅東の市街化区域内の空間地において、都市

的土地利用を促進するため、土地区画整理事業、地区

計聞等の面的整備による都市基盤の整備された市街地

の形成を進める 。

東温市ではこれ ら 4 地区や伊予鉄道横河原線沿線地

区を中心に今後も緩やかに都市化が進展していくと予

想される。

財政状況を人口規模が同程度の八幡浜市・西予市、

また松山近郊に位置する伊予市 ・ 松前町 ・ 砥部町と比

較すると 、 実質公債比率引や将来負担比率引が低く財

政状況はより健全である 。 さらに財政力指数4)がやや

高く経常収支比率5) も低い(表 6) 。 よ って、 他の市

町に比べより大胆な市独自の政策がとれると考えられ

る 。

表 6 主要財政指標
(単位 %) 

実質公fi'!PI 将来負担 財政カ 経常収支 起債制限
比 率 比 E事 指 数 .l.t 率 比 率

東温 市 13.7 105.8 0.550 87.2 10.1 

伊予市 14.5 109.2 0.415 87.8 9.5 

八幡浜市 15.7 148.5 0.355 89.8 5.9 

西予市 14.0 120.6 0.282 90.4 9.6 

松前 l町 13.8 129.6 0.648 84.1 10.5 

砥部 l町 13.3 32.6 0.483 88.6 12.4 

県内市町平均 16.4 128.3 0.440 88.7 10.7 

愛媛県 16.2 206.9 0.372 89.8 13.8 

注 1 ) 実質公償資比率・将来負担比率は平成19年度。 その他は
平成18年度。

注 2) 総務省・愛媛県のホームページ記載資料より波没洋人作成

しかし、愛媛県内では比較的財政状況に恵まれてい

る東温市も、進行中の公共下水道工事は平成19年度か

ら工事完了を 10年先に繰り延べる計画に変更を余儀な

くされたり、市役所西側に建設予定の保健福祉セン

タ ー も駐車場のままである 。 こうした状況下のまちづ

くりには、安定的な財政運営とマスタープランに基づ



いたより的確な都市基盤整備事業の推進が求められ

る 。 また、東温市は県都松山市に隣接し、最近 5 年間

の人口増加率は県内市町で最も 高い。 (人口が増加し

ているのは東温市と松山市のみである。)この特徴を

生かし、民間とタイアップした子育て世代向けの都市

型住宅を供給し、定住人口の増加を図ることもできる。

さらに歴史的な町並みの整備、将来の都市の顔となる

べき中心市街地「見奈良地区」を、施設が集まり市民

が集える「コンパクトシティ ー」の中心として開発で

きれば、「小さいながらもキラリと光る東温市」の魅

力をさらに高めることができるだろう 。

(波溢洋人)

注および参考文献

1) DIDとは、原則として、人口密度の高い国勢調査

調査区(人口密度 1 凶当たり 4，000人以上の調査区)

が市町村内で互いに隣接して、人口5，000人以上を

構成する地区をいう 。
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2) 実質公債比率とは、普通会計における元利償還金

などの標準財政規模に対する割合。早期健全化基準

は25%、財政再生基準は35%である 。

3 )将来負担比率とは、普通会計が将来にわたり負担

すべき実質的な負債の標準財政規模に対する割合。
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5) 経常収支比率とは、人件費や公償資など毎年経常

的に支出される経費に充てる一般財源が、 毎年経常

的に入ってくる地方税や地方交付税などの一般財源

に占める割合。 数値が高いほど一般財源に余裕がな

く、自治体独自の事業に使える費用が少ないことを

示す。
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VII 交通 ・ 生活圏

道路交通

(1) 東温市の旧街道

高純半島の基部で松山平野と道前平野を結ぶルート

は中山越と呼ばれていた。 近世になると、松山務が道

前平野の物資の輸送路として重視するとともに、民間

においては金見羅さんや石鎚山への参詣道としてにぎ

わった。 東温地区を東西に横断する街道はこうした経

緯から、金見羅街道と呼ばれた。 篠原重則は、現存す

る道標や常夜灯の位置と、古老からの聴取調査により、

次の 3 本の金見羅街道が存在することを指摘した。

① 旧国道11号に近似し、平井 ・ 西岡 ・ 横河原を通り

川上に至る「讃岐街道」とも呼ばれる街道。
たの〈ぽ

② 重信川の右岸を通り、田窪 ・ 見奈良を経て横河原

に至る街道 (現在の東温高校を東西にJ横断する) 。

① 重信川の左岸、現在の県道伊予川内線に近いコー

スをたどり、「宇和鳥大洲道J とも呼ばれる街道。

これら 3 本の街道が合流する川上は、交通の結節点
はたと てんまや

として、旅能や商店はもちろん伝馬屋(街道の往来に

必要な馬や労力を提供する)も置かれ、東温地区の中

写真 1 旧街道と道標 (川上地区)

注) 平成20年 8 月 橋本質登録影
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心地として繁栄した (写真 1 ) 。
ませかわ ひわど

松瀬川から落合にかけて、檎皮峠を越える街道には、

江戸時代に多くの桜が植樹され、通称「桜三塁」と l呼
っち

ばれるようになった。 |峠を越えた旧街道に位置する土
や たたず

谷の集落は、宿場の件まいをわずかに残している(写

真 2 ) 。

写真 2 旧街道 (土谷付近)

i主)平成20年 8 月 橋本賞受撮影

明治に入っても金見離街道の重要'性は変わる ことな

く、幹線道路としての役割を果たしたが、明治32年

(1899) に伊予鉄道が平井河原から横河原まで延伸さ

れると、横河原が東温地区の物資の集散地として発達

し、川上に代わる中心集落となった。 さらに昭和 2 年

( 1927) 、国鉄予讃線が松山まで延伸されると、街道そ

のものの重要性が相対的に低下することとなった。

(2) 交通網及び交通量

東温市内の交通網を表したのが図 1 である 。 グラフ

は 『道路交通センサスj の昭和60年 ( 1985) から平成

17年 (2005) のデータより、市内のおもな地点におけ

る 24 11寺間交通量(通行台数)の経年変化を図化したも

のである 。 また、表 1 は近代における東j昆市の交通の

歩みをまとめたものである 。 主要路線の概要を以下に

まとめた。
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① 国道 1 1 号志津川

/ 

⑤ 県道寺尾重信銀
山之内

2内i ・圃圃・.
v お 88 90 94 99 05 

図 1 東jR市の交通網および交通量

注) r道路交通センサスJ 1985年から2005年のデータより橋本質登作成

96 一

o 2km 

ゴ

旧街道



同 国道11 号

江戸時代まで讃岐街道と呼ばれていた幹線路で、昭

和27年 ( 1952 ) に一級国道11号に指定された。

かつて槍皮峠を越えるルート はカ ーブが多く、大型

車同士では離合しにくい難所であった。 このため昭和
ねびき

29年から、板引峠を経由する新ルート に変更すべく、

大規模な改修工事が始まった。 昭和37年には河之内隠

道が完成 し、大幅な時間距離の短縮がなされた(写真

3) 。

さらに交通量の増加に対応して、昭和]46年に松山市

勝山町から国道11号バイパスの工事が始まった。 平成
す のうち

14年 (2002) には、 |日川内町則之内までの 4車線での

供用が完了した。 東iR市内では、野田から新井内川橋

まで、の約9.3kmの区間が、 l隔員約25m、片側 2 車線に

整備されている (写真 4) 。

交通量は松山市に近づく程多くなる傾向が見られ、

志津川 では、 24時間の通行台数が約28，000台と、松山

写真3 国道11号河之内隊道

注) 平成20年 8 月 橋本賞受撚彩

写真4 国道11号(樋口付近)

注) 平成21年 1 月 橋本質登撮影
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市以外では県内屈指の通行台数である 。 しかし、則之

内では約18，000台で、高速道路が開通した平成 6 年を

ピー クに漸減傾向にある 。

(イ) 国道494号

市内i可之内で国道11号から分かれ、黒森11序 (写真 5 ) 
かさがた おおみかわ

を越えて久万高原町の笠方を経由し、大味川に至る山

間路である 。 道路の建設に l際し、地元河之内出身の県

議会議員近藤金四郎は、私財を投じて貢献した。 交通

量は少ないが、面河 ・美川地区にとっては非常時のルー

トとして重要である 。

(ウ) 主要地方道県道23号伊予川内線

市内南方竹ノ鼻で国道11号から分かれ、重信川の左
じっちょう

岸に沿って砥部町拾 |町で国道33号と交差し、伊予市

下吾川で国道56号に合流する幹線道路である 。 前述の

ように金見羅街道(宇和島大洲道)として、松山城下

を経由せず南予と東予を結ぶバイパス路であった。

交通量は国道11号の志津川に比べると約半分である

が、年々増加してきている 。 また、大型車の混入率が

高く、南予方面の物流の動脈として機能していること

がわかる 。

(司 県道193号森松重信線

市内横河原で国道11号から分かれ、 重信川の右岸を
よし い うけな

通り松山市森松に至る 。 北吉井 ・ 南吉井・浮穴の 3 ヵ

村が道路組合を設立して大正11年 (1922) に改修に着

工、同15年に完成した。

沿線は重信川に近い低地で洪水の被筈を受けやす

かったため、水田が多かった。 しかし、 平成12年には

重信 111]役場 (現東jE市役所)が竣工し、沿線の宅地造

成が進展するなど、その趣を変えつつある 。

写真5 国道494号黒森峠

注) 平成20年 8 月 橋本質登撮影



交通量は平成 6 年 (1994) をピークに一旦横ばいと

なったが、同17年には再び増加に転じ、県道伊予川内

線とほぼ同じ通行台数となっている 。

(オ) 県道334号松山川内線

旧国道11号が、バイパスの完成にともなって県に移

管された路線である。松山市内の沿線では、宅地化が

進展した久米地区、平井地区の生活道路となっており、

日中は恒常的に混雑気味である 。

(カ) 県道152号寺尾重信線

市内横河原で国道11号から分かれ、山之内に至る。

山之内から西条市関屋までは未舗装路が続き、 車両の

通行が難しく、実際には山之内地区の生活路として整

備されてきた。 また、沿線で採石業がさかんで、あるた

め、大型ダンプカ ーの通行が多く、 『道路交通センサ

スJ によると 、 大型車の混入率がきわめて高くなって

いる(国道11号の県内30計測地点の平均が19.6% であ

るのに対し、寺尾重信線の山之内では53.6%) 。

(キ) 県道209号美川松山線

松山市平井で県道334号から分かれ、牛測を経て重
しもはやし かみはやし

信川 を渡り、下林、上林を経て上林トンネルを越え、

久万高原町下畑野川に至る 。 おもに上林地区の生活路

として機能している 。 山間部道路の改良が進み通行が
かぎあな

容易になったこともあり、夏場は皿ヶ嶺や風穴への観

光客が増えている。

(ク) その他の県道

県道210号美川川内線は、井内峠を越えて久万高原

町美川地区に至る。井内地区の生活路である。県道
なめがわ

302号皿ヶ嶺公園滑川線は滑川沿いの山間路で、夏場

は滑川渓谷への観光客が訪れる。県道327号湯谷口川

内線は、松瀬川三軒屋から梅ヶ峠を経て、西条市湯谷

口に至る狭小な山関路である。

(3) 重信川の架橋

重信川は松山平野最大の河川であり、この地域にお

いて、長年陸上交通の障害となってきた。 重信川 にま

だ橋がなかった頃、金毘羅街道の渡河点は「横河原の

渡しJ と呼ばれた。 通常は徒歩で、渡ったが、水量が増

えると人夫が人や荷物を背負って渡り、さらに大雨で
がる

増水すると川止めとなっていた。 このほか下林伽藍の
うえむら

渡しには川舟があり、上村では上村大橋ができるまで

堰堤上を通行していた。

東温地区で最初に重信川に橋が架かるのは「横河原

表 1 東温市の交通の歩み

冗号 西暦 出 当E 事

明治18 (1885) 讃l妓街道(金毘羅街道)が31号国道に指定さ
れる 。

明治26 (1893) 伊予鉄道平井河原線 (松山一平井河原問)が
開通する 。

明治32 (1899) 平井河原線が横河原まで延長される。

大正 6 (1917) 川上村の越智誉六が川上 横河原問の乗合自
動車を営業開始。

東予自動車株式会社が西条ー横河原問の釆合
大正 8 (1919) 自動車を営業開始。

横河原の渡しに木橋が架設される。

大正 9 (1920) 国道31号が内務省告不により国道24号と改称
される 。

大正10 (1921) 原町川上級が県道に認定される。

大正15 (1926) 森松横河原線が開通。

昭和 2 (1927) 周桑自動車株式会社が西条 横河原問の乗合
自動車路線を継承し、松山まで延長。

昭和 3 (1928) 北吉井三芳停車場線(山之内)が県道に認定
される 。

昭和 19 (1944) 戦争激化にともなう事業整備統合により、伊
予鉄道が乗合自動車路線を継承。

昭和25 (1950) 伊予鉄ノミス符志線(原iI汀ー上林間)が営業開始。

昭和27 (1952) 国道24号が国道11号と改称され、幅員拡猿お
よび舗装工事が行われる 。

昭和29 (1954) 横河原線の坊っちゃん列車がデイ ーゼル機関
Ijfに更新される。

伊予鉄パス吉井線 (森松一横河原問)が営業
昭和30 (1955) 開始。

現在の横河原橋が完成する。

IIH和32 (1957) 伊予鉄パス山之内線(横河原一山之内問)が
営業開始。

日目和34 (1959) 
fjt予鉄タクシー横河原駅営業所が営業開始 ( 1町
内初のタクシー) 。

IIH和34 (1959) 上重信橋が重信町営により完成する。

昭和35 (1960) 伊予鉄パス川内営業所が営業開始。

昭和37 (1962) 
国道11号河之内陸道 (375m) が開通する。
国道11号落手隊道 (107.5m ) が開通する 。

昭和40 (1965) 拝志大橋治宝完成する 。

昭和42 (1967) 横河原線の電化が完成する。

昭和46 (1971) 国道11号バイパスの工事開始。

H百平日57 (1982) 見奈良大橋が完成する 。

H百平日62 (1987) 新上重信橋が完成する 。

平成 2 (1990) 上村大橋が完成する 。

平成 4 (1992) 国道11号バイパスの新横河原橋が完成する。

3 月 国道11号バイパス(松山東道路)の 4

平成 6 (1994) 車線供用開始。
11月 松山自動車道のいよ西条IC一川内IC問

が関述。

平成 9 (1997) 松山自動車道の川内IC-伊予IC問が開通。

平成14 (2002) 国道11号バイパス(重信道路) の 4 車線供用
開始。

平成15 (2003) 松山自動車道のいよ小松IC一川内IC関で 4 車
線供用開始。

平成16 (2004) 松山 自動車道の川内IC -松山IC聞で 4車線供
用開始。

注) r重信町誌J . r JII 内新町誌J . 国土交通省松山河川国道事務
所 『道路概要図j より橋本質釜作成
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の渡し」で、大正 8 年 (1919) に木造橋が梨設された。(万台)

昭和 5 年(1930) にコンクリ ー ト橋に改修されたもの

の、豪雨で流され、現在の横河原橋がUH和30年に架設

されている 。

その後、 IIH和31年に重信・ 川内両 111] が誕生すると、

町内交通の改善のため相次いで橋が建設された。現在、
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松山IC
ロ ， ロ

ロ ， 口 '

ロ ー ロ
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東jR市内に架かる主な橋梁としては、下流から上村大 300 

橋(写真 6)、拝志大橋、上重信橋、見奈良大僑、横

河原橋、新横河原橋などがある。

写真6 上村大橋

11) 平成20年 8 月 橋本賞受織彩

(4) 高速道路

松山自動車道のいよ西条一 川内聞が平成 6 年 ( 1 994 )

に暫定 2 車線で開通し、東温市南方(当時は川内町)

に川内ICが開設された (写真7) 。 平成 9 年 2 月には

伊予まで、同12年には大洲まで延伸した。 さらに、同

15年にはいよ西条一 川内問、同 16年には川内一松山間

写真ア川内IC

注)平成21年 1 月 橋本賞受tli~彩
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図2 中予地区の各ICにおける出入交通量の変化

注) NEXCO西 日 本四国支社松山管理事務所提供データより橋本
i'{登作成

の 4 車線化が完成した。 なお、高速パスのバス停は川

内ICの外に設置されている。

川 内ICの開通にともない、周辺には交通立地型の

企業進出が見られたが、四国乳業本社工場はその典型

である 。

川内ICの出入交通量を見ると (図 2)、平成19年度

は、ピー クの平成 8年度に比べ約 6 割にとどまってい

る 。 これは、中予の高速道路利用者が川内に集中して

いたのが、平成 9 年の松山、伊予両IC開設により、利

用者が最寄りのICへ分散したことが原因である 。 しか

し、最も落ち込んだ平成10年度以降は、 ji析増傾向であ

る 。 また、伊予IC と比較すると、常に出入台数で上回っ

ている 。 松山ICのある国道33号や松山市内は混雑し

ているため、松山東部を中心に一定数の高速道路利用

者が川内ICへ流れていることがうかがえる 。

(5) 運送業

東温市は幹線道路である国道11号が通り、川内IC

があることや、県道伊予川内線が南予方面へ接続する

など、交通の結節点として運送業にとって優れた立地

条件を備えている 。 ただし、個人経営の中小運送業者

については、その実態が把握しにくいため、ここでは、

大手運送会社への開き取り調査を行い考察した。

県道伊予川内線沿いは、混雑が少なく、松山市街へ



写真8 四圏西濃運輸松山支店 (東j毘市上村)

注)平成20年 8 月柄本J.~登扱jj\;

のアクセスもよいことから、大手運送会社の営業所が

多く設置されている 。 これらのうち最も東寄り、東温

市上村-に位置するのが、四国西濃運輸松山支店である

(写真 8 ) 。

西淡運輸は平成15年 (2003) 8 月に現在地に移転し

た。 以前は松山市三津にあったが、敷地が手狭になっ

てきたこと、周辺の宅地化が進み騒音の苦情が増えて

きたことにより、移転計画が持ち上がった。 たまたま

三津地区に出店を希望するスーパーがあったため、敷

地を売却し、東温市に新用地を取得した。 新支店の敷

地面積は23，420ぱで、 33m x 110m のプラ ッ トホーム

を備える 。 200名の従業員と 160台の自動車を擁 し、同

社の中予地区の集配タ ー ミナルとしての機能を果たし

ている 。 集配地域は松山市内、北条地区、伊予郡、伊

予市、上浮穴郡、東温市の全域である 。

東温市で、営業する利点として西濃運輸では、イン

タ ーチェンジが近いため、県外への輸送が使利になっ

たこと、松山市の東部、南部への配達や集荷がしやす

くなったこと、東予地方や南予地方へのアクセスも、

混雑する松山市の中心部を通過する必要がないことな

とεを挙げている 。 一方、課題点として、移転により北

条地区が遠くなったため、 三津時代に比ベサービスが

低下しないよう配慮しているとの事であった。

東温市にはまだ広大な土地があり 、 運送業が新たに

進出する余地はあるものの、市当局は自然と調和した

田閏都市と しての発展を目指 しており、工業団地等を

除き、原則として農業地域への大規模誘致は していな

い。 しかし、松山平野東部が集配地域であっ たり、東

温市内の企業との取引関係が強い運送会社にとって

は、魅力的な立地環境であると言えよう 。

(橋本質登)

2 パス交通

(1) パス交通の歩み

表 2 は東温市域におけるパス交通の歩みを示したも

のである。 明治32年 (1899) 、伊予鉄道平井河原、線が

横河原駅まで開通し、貨車を利用した農林産物の輸送

が次第に増加した。 明治から大正前期にかけて、周辺

から横河原駅までの貨物は、大八車や牛車 ・ 荷馬車、

猫車、荷車などであり、旅客は人力車や客馬車による

輸送が盛んで、あった。 ここで、大正 6 年 (1917) 頃 (1

川 内町新誌」では大正 9年としている)に川上村天神

町の越智誉六が川上~横河原簡で、また大正 8 年に東

予自動車株式会社が西条~横河原間で乗合自動車事業

を開始したのが当地域におけるパス交通の始まりであ

る 。 しかし、 来合自動車は客馬車や人力車と競合して

おり、運賃も高かった。

H自利 2 :fj:: (1927) 4 月、国鉄予讃線が松山駅まで開

通すると、松山 と西条方面をつなぐ桜三里の入り口に

ある川上村は、 |峠の麓に位置する宿泊駅としての地位

が低下した。 当地域のパス路線を買収した周桑自動車

株式会社は、西条~横河原線を松山まで延長し、運行

回数を増便し、 翌年には松山~小松 ・ 壬生川線の運行

も始めて利用客を増加させた。 昭和 13年には、横河原

バス停留所からは上り松山行・下り周桑行とも 1 日 11

本が運行されていた。

太平洋戦争の激化に伴うガソ リ ンなどの消費規制や

政府の合理化政策により、県下のパス事業は東予(瀬

戸内運輸)・中予(三共自動車→伊予鉄道) ・ 南予(宇

和島自動車道)の三地区に整理統合され、当地域のパ

ス路線も昭和17年に東予の瀬戸内運輸株式会社の営業

となった。 しかし昭和19年、中予の三共自動車を合併

して初めてパス事業を経営することになった伊予鉄道

株式会社に譲渡された。 伊予鉄道は運休路線の再開と

延長、新路線の拡張に努め、 昭和20年代から30年代に

かけて当地域におけるパス路線網がほぼ形成された。

平成 2 年からは松山発着の都市間高速パスの運行が始

まったが、川内ICの停留所には無料駐車場が設置さ

れ 「パーク・アンド・パスライド」の環境が整備された。
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表2 東祖市域におけるパス交通の歩み

明治32年 1899 10月 l 伊予鉄道平升河原級が級河原駅まで開通

大正 6 年頃 191 7 川上村の越智誉六、 川上~横河原間で来合自動車事業開始 (í重信町誌J)

大正 8 年 19 19 東予自動車、西条~徽河原!問で乗合自動車の営業開始

大正 9 年 1920 5 月 |天神町の越智誉六が川上自動車を創業

河之内~横河原問で釆合自動車事業開始 (í川内町新誌J )

昭和 2 年 1927 4 月 |匡l欽予讃線が絞山まで開通

応l桑自動車が路線を民収し、西条~横河原紙lを松山まで延長し増便

昭和 3 年 1928 I 周桑自動車、松111-小松 Ilfj、松山~壬生川 11I!の迎行開始

昭和 13年 1938 I 横河原から上り松山行11 回 ・ 下り周桑行11 医l

昭和 17年 1942 I (旧川内町域の路線) 事業整理統合により瀬戸内運輸の営業となる

i昭和 19年 1944 I 瀬戸内運輸、湯谷口~松山間と i可之内線・*'内線を伊予鉄道に譲渡

( 1日重信町域の路線)事業監理統合により伊予鉄道の営業となる

昭和25~1~ 1950 3 月 |拝志級(原町麻生~ 仁村~下林~上林 6 往復) 開通

4J'J 1 ~I 内線 (横河原~川 |人J -井内) 開通

12月 | 新居浜線開通

昭和26年 1951 9 月 |河之内・白絡線開通

昭和27年 1952 11月 | 海上滑川線開通

昭和30年 1955 4 月 |吉井線 (森松~野EH-牛i別~田窪~見奈良~横河原 2 往復) 開通

昭和32年 1957 9 月|山之内線 (検河原~荒木谷 2 往復) 開通

昭和35年 1960 4 月|山之内線延長 (横河原~荒木谷~藤之内)

7 月 | 川内営業所営業開始

昭和37年 1962 9 月 |急行間河線開通

昭和38年 1963 4 月|松瀬I11線 (横河原- Jl I Iλ') -松瀬 JI I ) 開通

昭和39年 1964 1 0月| 北方海上線(徴河原~川内~務出~海上 5 往復) 開通

川内松山総 29往復、新居浜線 22往復、壬生川線 2 往復

湯谷口線 2 往復、海上滑川線 4 往復、松瀬川線 3 往復

急行而j可線 5 往復、 i可之内白猪線 12往復

11 月 |井内線延長 (横河原~川内~井内~北Ill! : 8 往復)

昭和40年 1965 3 月 | 四国急行高松行(松 111 -高松 : 10往復) 開通

昭和44年度 1969 伊予鉄道パス事業の輸送実績4.41 1.6万人 ( ピーク )

昭和45:11~ 1970 8 月 |瀬戸内パスと合同で松lLi -、，新居浜間特急便迎行開始

昭和47年頃 1972 拝芯線: 10.5往復、古書l 線。 5 往復、山之内線。 5 往復

昭和60年 1985 上林 (旧符志)線 6 往復、藤之内 (山之内) 線 4往復

平成 2 年

平成 6 年

平成12年

1990 

1994 

2000 

松 lll- 川内問普通使・ 50往復

松山~新居浜rm特急使:伊予欽15往復・瀬戸内 11往復

都市 1M!高速パス (大阪 ・ 東京行)運行1m始

都市開高速パス (岡 I.Li・ 高松行) 運行開始

都市間高速パス (徳島行) 逆行開始

平成12年度 2000 I 伊予鉄道パス事業の輸送実績598.7万人 ( ピーク l時の 14% )

平成 13 - 15年度 1 íサービス向上宣言」 を実施、輸送実績が地加l傾向に転じる

平成13年 2001 4 月 | 定期券の電車・パス共通利用開始、シルバ一定期券導入

10月 1 \'I1 IfI ・パス巡貨を50阿刻みに値下げ

12月 | 都市 IH!高速ハス (高知行)逆行開始

平成14年 2002 者11市間高速パス (京都神戸行) 逆行開始

平成16 -20年度 「いきいき交通まちづくり 宣言」 として、行政と述:jj~ した交通施策を実施

平成19年度 2007 伊予鉄道パス事業の輸送実紛885.8万人 ( ピーク時の20% )

平成20年度 2008 6 月 | 都市開高速ノ〈ス (縞l刊行) 運行開始

平成21年度 2009 1 月|都市開高速パス (名古屋行) 運行開始

注) í重信町誌J í J1 1 内町新誌」 及び伊予鉄道資料より 一柳保彦作成
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(2) パス交通の現状と課題

東温市域におけるパス交通は伊予鉄道が担っている

が、松山~新居浜問の特急便では瀬戸内パスと合同で

運行している 。 市域が松山平野東部、重信川水系の中・

上流に位置することもあり、市内のパス路線は西方の

松山市駅 ・ ]R松山駅方面から川内営業所や横河原を

分岐点として川内グリーンタウン・湯谷口・木地 ・ 松

瀬川・ 井内北関 ・ 海上 ・ 白猪滝口など各終点に至るよ

うになっている 。 この他には森松方面から東jEL市役所

前を経て横河原に至る路線や前述の松山~新居浜特急

便がある(表 3 ) 。

パス路線網は基本的に松山市を中心とするものであ

り、運行使数についても、平日 30使前後運行される川

内線 (松山~川内) と 平日 13便運行の新居浜特急線以

外は非常に少なく、休日は更に減少するため、市内の

移動や山間部での移動は自家用車に依存せざるを得な

い。 東温市によるアンケート調査でも市民及び市内に

用事のある人のうち、主な交通手段としてパスを利用

するのはわずか 5%にとどまり、自動車の46%、自転

車 ・ バイクの23%との差は大きいl)

]R との競合路線となる松山自動車道川内ICを利用

する都市開高速パス路線としては平成20年 (2008) 6 

月運行開始の福岡使を含めて 6 路線が遂行されてい

る 。 インタ ーチェンジにアクセスできれば、東京(l

往復)、名古屋(l 往復)、京都 (2 往復)、大阪 (8

往復)、神戸 (8 往復)、岡山 (6 往復) 、福岡(l往復)、

高松(15往復)、徳島 ( 7 往復)、高知 (5 往復)方面

に行くことができる。

伊予鉄道パス事業の輸送実績は高度成長期の昭和44

年度に4.41 1.6万人のピークを迎えたが、 自家用車が普

及するモータリゼーションの進展とともに客離れが続

き、平成12年度には598.7万人とピーク時の14%にまで

務ち込んだ。 伊予鉄道は平成13年度から「サー ビス向

上宣言 J として電車とパスの共通利用定期券 ・ シルバ一

定期券導入・運賃の値下げなどの改革を進め、平成16

年度からは「いきいき交通まちづくり宣言」と して行

政と連携した交通施策への取組を始めている。 平成19

年度の輸送実績は885.8万人とピー ク時の20%程度に回

復している 。

しかし、パス交通は通勤 ・ 通学のみではなく、子ど

もや高齢者など多くの人々の日常の足となる公共交通

機関であるという特性を持つ。 核家族化は高齢者のみ

の世術を増加させることとなり、高齢化は自家用車を

運転しない(できない)人口の増加を伴い、自家用車

なしでは生活できない地域からは人口が流出すること

も考えられる 。 その中で公共交通、特にパス路線網の

整備は重要な課題である。東温市は都市計画の中で「車

に依存するまちから歩いて暮らせるまちへJ I身近で、

利用しやすい交通手段(コミュニティ ・パス)の確保」

「鉄道の延伸またはDMV (デュアル・モード・ピーク

ル)導入の検討」を基本方針としている 。 また、各集

落と公共施設(市役所・支所 ・ 公民館・体育館など)・

病院(四国がんセンター・愛大附属・愛媛病院など)、

表3 東温市域における伊予鉄パス運行系統

迎行系統

川内線(松山市駅-JII 内)

川内グリーンタウン線(JII 内~川内グリーンタウン口)

湯谷口線(川内~落出~湯谷口)

清水橋線(川内~清水橋)

新居浜特急線 üR松山駅~松山市釈~新居浜駅前)

森松横河原線(森松~横河原~藤之内~木地)

松瀬川線(横河原~川内~松瀬川)

井内線 (横河原~川内~井内~井内北関)

海上線(横河原- JII 内~落出~海上)

自4古 i屯線(横河原~川内-Ìl"i水橋~白猪沌仁1 )

梅本ループ線(梅本~フジグラン重信SC)

※清水橋~川内~松山直通使
注)上り 各終点→)11 内→横河原・森松・松山方面行

伊予鉄ノfス l時刻表より 一柳保彦作成

平日

下り 上り

32使 29使

4使 5 使

l 使 l 使

l 使 1 使

13使 13使

6 使 6使

2使 2 使

4使 4使

4使 5使

3{史 4 使

31使 31使
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土曜 日 ßlil キ兄日

下り 上り 下り 上り

29f更 27使 25便 24使

4 使 5 使 4使 5使

11更 l 使 なし なし

l 使 1 使 1 使 l 使

13使 1 3fì史 12使 12使

2使 2 使 2使 2 使

なし なし なし なし

4使 4使 なし なし

3 使 4使 なし なし

3fì史 4 使 ※ 1 使 ※ 1 使

28使 28使 27使 27使



商業施設 (フジグラン ・ セブンスタ ーなど) 、鉄道駅 (横

河原・見奈良など)、保養施設(レスパスシティ ・ さ

くらの湯など)、 川 内IC (都市間高速パスへの釆り継

ぎ)などを結ぶコミュ ニテイループパスがNPO地域

における生涯学習プロ グラムを考える会から提案され

ているU 近年は公共交通機関が不便なために都市郊外

から都心のマンションなどに転居する高齢者もあり、

生涯に渡って多くの人が安心して生活できる まちづく

りはパス路線網の充実なくしては不可能で、はないかと

考える 。 松山中心部へ行くにしても、都市間高速パス

利用にしても、「パーク ・ アンド ・ パスライド(自家

用車+パス )J から「パス ・ アンド・パスライド (パ

ス+パス )J への転換をする必要がある。 そのために

は行政と企業の連携に加え、利用者としての市民の主

体的参加も必要であり、数年後から十数年後の間には

実現が求められる課題であるといえる。(一柳 保彦)

3 鉄道交通

(1) 鉄道交通の展開

東温市における鉄道交通は、明治32年 (1899) に伊

予鉄道平井河原線が延長されたことに始まる。 明治21

年より営業を開始した伊予鉄道は、東温 ・ 久米の住民
とがわ

らの強い要望により 、明治26年に外側 (現松山市駅)

平井河原(現平井駅)問7.l km に路線を引き、営業

を行っていた。 しかし、終点が平井河原駅であったた

めに、平井河原線は営業成績の不振が続いた。 そのた

め、愛媛県東部と松山 ・ 三津の中間に位置し、人 ・ 物

の移動の中継地点であった横河原まで路線を延長すれ

写真9 横河原駅

注) 平成20年 8 月 本田めぐみ~IiH必
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ば営業成績をよくすることができると考えられ、明治

32年 3 月に延長工事が着工し、同年10月に平井河原駅

一回窪駅(現牛測駅) 一横河原駅(写真 9 ) の5.7回

が開通した。

大正元年(1912) 8 月、平井 一 回窪間(現在の牛測
はりまづか

団地前駅の位置)に貨物駅として播磨塚停留所が設け

られた。 これは当時播磨塚駅付近(現自衛隊付近)に

あった梨園の資材や果樹の積み出しのためであった。

昭和13年 (1938) には、見奈良に本格的なゴルフ場が

建設され、ゴルフ客誘致のため横河原一回窪聞に無人

の見奈良駅(写真10) が新設された。 昭和29年 2 月に

は「坊っちゃん列車」の名で親しまれた蒸気機関車の

老朽化に伴い、森松線とともに横河原線はディーゼル

化された。

その後自動車の普及によって乗客が減少し、営業不

写真10 見奈良駅

注)平成20年 8 月 本回めぐみ披彩

振が続いた伊予鉄道は、昭和40年の森松線の廃止に続

いて横河原線も廃止・パス路線化する計画を進めてい

た。 しかし、沿線周辺の住民の強い要望と、沿線を中

心にした開発を重信町が決定したため、廃線は中止と

なり、全線が電化されることとなった。 昭和42年 6 月

の松山 一平井 Illl に続いて、同年10月に平井一横河原聞

の電化が完成 した。

電化後、沿線には住宅 ・ 団地 ・ 各種施設が相次いで

進出し、通勤 ・ 通学のための利用が増加した。 田窪団

地の造成に対応するため、昭和41年田窪駅(写真11 )

が新設され、旧田窪駅は牛i自l駅 (写真12) と改称され

た。 さらに、牛i刈県営住宅団地や播磨台団地の誘致・

造成に対応して昭和]45年牛湖団地駅 (写真13) が新設

された。 重信 111]"志津川に昭和48年から同51年にかけて



写真11 田窪駅

注)平成20年 8 月 本凹めぐみj/ilJ:~

写真12 牛測駅

注) 平成20年 8 月 本田めぐみ搬影

愛媛大学医学部が創設されたことに伴って、伊予鉄道

は愛大医学部南口駅(写真14) を開設した。 以上のよ

うに、東j毘市における鉄道交通は、旧重信・ 川内両町

の宅地化・ 商業化・ 娯楽施設建設 ・ 大学進出などとと

もに進展してきたのである 。

(2) 鉄道交通の現状と課題

(アj 乗客数

被河原線全体の利用者数は、平成 6 年 (1994) より

ゆるやかな減少傾向にあったが、同13年以降はやや

増加傾向にある (図 3) 。 平成19年度における乗降客

数は、牛測団地前駅337，990人、牛i刻駅89，060人、田窪

駅280，320人、見奈良駅326，310人、愛大医学部南口駅

448，950人、横河原駅443，840人で、ある(図 4-図 9) 。

利用者の内訳をみると、多くの駅で定期の利用が半数

以上であり、松山市への通勤 ・ 通学に利用されている

写真13 牛測団地前駅

1主) 平成20年 8 月 本閉めぐみt1ìHt~

写真14 愛大医学部南口駅

注) 平成20年 8 月 本固めぐみ撮影
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図 3 伊予鉄道横河原線の乗客数

注) r松山市統計書」より本回めぐみ作成

割合が高いと考えられる 。 特に定期の割合が高い見奈

良駅 ・ 愛大医学部南口駅は、愛媛大学医学部や東温高

校への通勤・通学に、横河原駅は旧川内町の住民が通

勤・通学にそれぞれ利用されているためであると考え

られる 。
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図 4 牛i刻団地前駅の乗客数

注1)平成 8 (，. lõ- 9 年、 11年-14年の内訳は不IY:J
注 2 ) 東i14市・旧重信町・伊予鉄道運輸謀資料により 本旺|めぐみ作成
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図 6 田窪駅の乗客数

注 1 )平成 8 年-9 年、 11年-14年の内訳は不I!fJ
注 2 ) 東温rlï ' 旧 工Kfi言町・伊予鉄道運輸事~資料により本閉めぐみ作成
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図 8 愛大医学部南口駅の乗客数

注 1 )平成 8 年-9 年、 1 1年-14年の内訳は不明
注 2 ) 東海市 - 旧重信町 ・伊予鉄道運輸談資料により本田めぐみ作成
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図 5 牛i刻駅の乗客数

注 1 )平成 8~1'.- 9 年、 11年-14年の内訳は不明
注 2) 束j且rIï .1 1:1重信町・伊予鉄道運輸~~i資料により本閉めぐみ作成
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図ア 見奈良駅の乗客数

注 1 )平成 8 年-9 年、 11年-14年の内訳は不明
注 2) 東温市 ・ I EI重信町・伊予鉄道運輸諜資料により本閉めぐみ作成
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図 9 横河原駅の来客数

注 1 )平成 8 年-9 年、 11年-14年の内訳は不明
注 2) 東温市・旧重信町・伊予鉄道運輸諜資料により本田めぐみ作成



付) 今後の課題

平成16年 (2004) に東温市が誕生する以前より、こ

の地域ではクールスモール、天然温泉利楽、坊っちゃ

ん劇場を有するレスパスシティを中心として開発 ・ 整

備されてきた。 その他にもアクロス重信をはじめとす

る魅力ある施設が挙げられるが、これらの施設や市役

所 ・ 市立図書館などの公共施設はいずれも駅から離れ

て市内各所に点在しており、また、高齢化により、公

共交通機関の重要性はこれからより一層高まると考え

られる 。 今後は駅と市内各所を結ぶパス路線の接続を

整備し、より一層利便性を高め、活気あるまちづくり

を目指してほしい。 (本固めぐみ)

4 生活圏

松山平野南東部に位置する東温市は、県者11松山市と

隣接し、古くから東予地方との交通上の結節点である 。

近年、伊予鉄道横河原線や国道11号などによって、松

山市との交通の利便性が高まり、松山市の都市近郊型

田園都市としての性格が強まってきている。 また、 基

幹的な総合病院や教育施設の立地、大型店舗や観光・

レクリエーション施設の進出などによって、大きく変

貌している地域である。

このような東温市の姿を生活圏を通して調査 してみ

ることにする 。 東温市の市民が日常生活を営む上で密

接な関係を持っているのはどのような地域なのかを、

通勤・通学、受療行動、購買行動、余暇活動、通婚等

を指標とし、それぞれの圏域を揃き重ね合わせること

によって考えてみた。 主たるデー タを得るため、平成

20年10月、東競市内居住の東iEL高校生の保護者に「東

温市の生活圏に関する調査J (以後アンケート調査と

いう、項目は項末を参照)を行い、 123人から回答を

得た。 回答者の属性は、 30歳代 3 人、 40歳代86人、 50

歳代30人、 60歳代 2 人、不明 2 人である 。

(1) 転入人口と通婚圏

同転入人口の居住特性

現住所地への居住年代は、昭和60年代以降が87.0%

であり、その前住所地は、市外からの新しい居住者が

60%以上を占めている 。 特に、松山市からの転入者が

半数近くに達するのに対して、 東iR市内での住み替え

は 3 分の l 程度に とどまっている (図10) 。 また、 東

温市への転勤による転入者は 1 割に満たなく、 Uタ ー

ン・ J タ ー ンの回答はなかった。

その他の
県内市町村
10.2% 

松山Tlí
44.1 % 

図10 前住所地

注) アンケート調査より高津富男作成

(イ)通婚圏

東混市
36.4% 

保護者の出身市町では、県内出身者が90%以上に上

り、そのうち東温市が36.8%、ついで松山市が23.4%

などある 。 旧重信町では、 東温市出身よりも松山市出

身の母親の方が多かった。

東iß't'F1lを中心とする通婚関係をまとめると図11のよ

うになる。 松山市と東温市の組み合わせが23組 (23.9% )

と 最も多く、ついで東温市内同士が15組 ( 12.8 %) で

ある 。 松山市に近接する伊予市 (平成13年度調査地域)

と比べると、婚姻関係の地域が非常に多岐にわたって

いるのが特徴である 。

以上のことから、 40歳前後の働き盛りの世帯は、近

年に松山市や県内市"可などから転入してきた、東温市

以外の出身者が半数以上を占めていると言える 。 それ

上記以外には、県内他市町同士が 20、県内他市町と県外が7 、

県外同士が 5 である 。

図 11 通婚圏

注) アンケート調査より高津富男作成

106-



は、宅地開発の盛んな東温市の近年の状況を反映して

いる 。 また、東温市で]般住近接を増加させるために、

今後、都会へ流出した頭脳流出をどれだけ還流させる

ことができるか、すなわち還流人口が求める雇用機会

の増大と居住環境の整備が東温市にとって大きな課題

になっていると考えられる。

(2) 通勤・通学園

開 通勤圏

アンケー ト調査結果から東視市民の通勤圏を考察 し

てみた(図12) 。 保護者の通勤地は、東温市が54.3%

(108人)、松山市が32.7% (65人)などとな っている 。

しかしながら、父親と母親では大きく異なる。 父親で

は松山市が41.3%、東温市が37.5%であるのに対して、

母親では東温市が72.6%、松山市が23.2% となってい

る 。 また旧重信町は、旧川内 11汀よりも松山市への通勤

その他
4.5% 

西条市
2.5% 

砥部11町

づ ナ 東温市6.0% 
54.3% 

松山市

32.7% 

図12 通勤圏

注) アンケー ト調査より高津富男作成

2∞ 

留初胡 盟初45 国初旬 昭和55

割合が高くなっている。

(イ) 通学園

東j毘市に流入する通学者の動向について、東jR高校

に通学する生徒の通学園の広がり とその変化を調査し

てみた。 東j毘高校は愛媛県立東温高等学校定時制課程

農業科として、昭和23年(1948) に設立された。 昭和

24年に定時制諜程普通科設置、同25年に家庭技芸コー

スを併設、同31年に全日制課程に移管された。 その後、

昭和40年に農業科が廃止され、同43年に商業科、同47

年に衛生看護科が設置されたが、平成15年度で衛生看

護科は閉科された。 現在は普通科 6 クラス、商業科 2

クラスである。

昭和29年度以降の地区別通学者は、途中一時期不明

であるが、図13のようになる。 昭和40年代に東温市内

の生徒数は減少し、同60年代をピー クとして漸減して

いる 。 松山市からの生徒数は、昭和40年代以降増加し、

同60年代にピー クを迎えたが、その全県的な生徒数の

減少を反映して、急激に減少している 。 昭和45年を境

として東温市と松山市の生徒数が逆転し、同54年には

東温市内の生徒の割合が30% を割り込み、同56年には

松 111市からの生徒が60%台に達し、それ以降この傾向

は変わっていない。 平成16年度以降には、伊予市・伊

予君11などからの生徒数は10%未満になった。

(3) 医療園

間 医療施設の立地

「重信町誌J (昭和50年、同63年)、「川内 |町誌J (昭

和43年)、「川内町新誌J (平成 4 年)によると、旧重

昭和60 平民1 平躍5 平鹿 10 平成15 平底20

図 13 東jR高校の地区別生徒数の推移

注) 昭和46-50年は資料不明。 アンケート調査より高津富男作成。
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信l可では昭和48年 ( 1973) には病院が 1 、一般診療所

が 6 、歯科診療所が 2 、合計 9 の医療施設が立地して

いたようである。 旧川内町では昭和39年には国保診療

所が l 、一般診療所が 3 、歯科診療所が 2 、合計 6 の

医療施設が立地していたようである。 それらは旧重信

町では主な集落に分散しているが、旧川内町ではすべ

て中心集落の川上に集中しており、その分布は異なっ

ていた。

職業別電話帳を基に、現在立地する東温市の医療

施設の開設時期を示したのが図14である 。 平成20年

(2008) 現在では東温市全体で病院が 3 、一般診療所

が23、歯科診療所が13、合計39の医療施設が立地して

いる 。 旧重信町では著しく増加しており、眼科、皮膚

泌尿科、産婦人科、小児科などの専門科目の医療施設

も立地している 。 近年は交通利便性のよい幹線道路沿

いや新興住宅地区に立地する傾向がみられる。 特に、

野団地区にはメデイカルピレッジ東温松山のような、

多種の診療科目の医療施設が集積立地すると ころも出

現した。 また旧川内町では、歯科診療所が倍増したの

に対して、一般診療所は滅少している。

このような東温市における医療施設の増加は、松山

市に隣接する伊予市、松前町ではみられないことであ

る 。 その要因としては、松山市との交通利便性の高ま

りとそれに伴う新興住宅地域の拡大、昭和51年の愛媛

大学附属病院の開設、また最近年に隣接する松山市梅

本地区に立地した国立がんセンタ ーの開設などが考え

られる 。 それは住民意識にも表れており、アンケート

調査でも医療施設への利便性が「とても便利J í どち

らかといえば便利」をあわせると、 4分の 3 に達して

いる (図15) 。

(イ) 受療行動

アンケート調査結果から、東温市市民の受療行動に

ついて示したのが表 4 である。 市内の医療施設への受

療行動は、すべての診療科目で80% を超えている。特

に、眼科や耳鼻咽喉科などの専門的な分野で高く、松

山市への診療流出の高かった伊予市とは対照的であ

る 。 このように、東温市は市内の山間地域を除いて、

非常に恵まれた医療環境にあると言える 。

, , 
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一般病院診療所

・昭和何年以前に立地

。昭和信年以降に立地

@平成年代に立地

歯科診療所

企昭事145年以前に立地

企昭和45年以降に立地

A平成年代に立地
、

、

、

、

、

01 2km 

図14 東温市の医療施設の分布

注)職業別タウンページより高津富男作成
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とても便利
28.2% 

( 4 ) 購買圏

聞 大型店舗の進出

近年旧重信町においては、 主要幹線道路沿いに大型

店の進出、 増床が多くみられる 。 セブンスタ ー (昭和

58年出店、平成 4 年増床)、 フ ジグラン(当初はフジ、

平成 5 年出店、 平成 7 年増床、平成14年増床)、 ダイ

キEX (平成12年出店、平成14年増床)、 しま むら(平

成11年出店)、 レスパスシテ ィ ー (平成 12年出店、フジ ・

メデイ コ・ ダイキ・アウ ト レット モール) などであり、

ふつう

21.4% 

どちらかと
いえば便利
46.2% 

図15 医療施設への利便性

注)アンケー ト 調査より高津富男作成

表4 東j昆市民の受療行動

束 1昆 市 松 山 i'1� 
その他 回答数

個人病院 愛大病院 愛媛病院 計 個人病院 総合病院 言十

内 科 80.0 5.0 4.2 89.2 7.5 3.3 10.8 。。 120 

クト 科 73.9 9.9 4.5 88.3 9.0 0.9 9.9 1.8 III 

l恨 手十 82.8 3.4 。。 86.2 12.1 0.9 12.9 0.9 116 

皮!脅泌尿器科 75.0 6.3 0.0 81.3 17.9 0.9 18.8 。。 112 

耳鼻咽喉科 81.4 1.8 。 。 83.2 14.2 2.7 16.8 。。 113 

歯 科 85.8 。。 。。 85.8 13.3 。。 13.3 0.8 120 

高度な医療 。 。 70.1 12.4 82.5 。 。 15.5 15.5 2.1 97 

注)ゴシックは第 1 指向地。 アンケート調査結果より高津富男作成
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いずれも既存商店街とは離れた交通の便利な場所に立

地し、広い駐車場を備えている。 特に、フジグラン、

ダイキEX、レスパスシティーには、多くのテナント、

映函館、温泉などが集積しており、大規模なショッピ

ングセンターを形成している 。 このような状況は、既

存商店街に大きな影響を及ぼしているだけでなく、大

型店同士の競争も激化していると思われる(図16) 。

(イ) 消費者の購買動向の変化

近年多くの大型店舗の立地がみられる東温市の消費

者の購買動向を、平成 4 年(1992) の買物調査と今回

のアンケート調査結果などから考察する (表 5 . 表 6) 。

調査対象者と項目が異なる面があるものの、ある程度

の傾向は把握できる 。

松山市への消費流出を平成 4 年と平成20年で比較す

ると、食料品などの最寄品、理容 ・ 美容などのサービ

スでは変化していないが、衣料品、文化品で激減して

いる。市外への消費流出に歯止めがかかり、市内での

消費が増加したと言え、市内での買い物に対する満足

度も非常に高くなっている(図17) 。 また、市内での

消費場所が大きく変化しており、既存商店街での消費

のほとんどが、市内に立地した新規の大型店舗へ向か

うだけでなく、松山市への消費流出も取り込むととも

に、松山市からの消費流入もみられる。 その傾向は市

内での寅物理由にもあらわれ、「駐車場が広いJ í商品

が豊富である J í交通の使がよいJ などの割合が高く

なっている(図18) 。

確かに東温市の地元購買率は表 7 に示すように、松

山市近隣市町の中ではかなり高い92.8%であるが、そ

のほとんどは大型店舗へのものと考えられ、大型店舗

の立地場所が、もう少し既存商店街と共存できるよう

な場所での進出であったらと思われる 。

表 5 旧重信町民の購買動向(平成 4 年)

l:?と:
重 町 松 山 司7

横 地獄 セ j協災 生 行 そ 大街道 そ フダ そ 県内

河需富 元商店街 l外可原以 ブ の 、一・ ジイ の」

そン A 協 商 f也 言i つ のエ イ也 計
ス コ ~J{ 量 1 の

タ 天 越 l店仮 他
。コ プ f訂

l 生鮮食品 34.8 7.8 48.4 0.4 5.7 0.4 97.5 0.8 0.4 1.2 1.2 

2 保存食品 30.9 9.3 41.5 0.8 12.7 0.8 96.0 2.1 0.8 2.9 1.2 

3 菓子・パン 32.4 10.9 45.8 5.9 2.1 97.1 1.3 0.8 2.1 0.8 

4 日用雑貨 44目8 5.6 15.9 1.7 2.9 3.9 74.8 0.9 0.4 9.9 12.1 23.3 2.2 

5 医薬品・化粧品 33.5 7.3 10.3 5.2 0.9 7.7 64.9 6.9 4.3 2.1 16.3 29.6 5.6 

6 下着・洋品雑貨 19.6 2.6 3.0 3.8 29.0 11.9 14.5 38.3 2.1 66.8 4.3 

7 紳士服 4.3 0.9 1.7 6.9 20.0 38.3 19.1 12.2 89.6 3.5 

8 婦人服 7.8 1.3 1.3 10.4 22.4 34.9 24.1 3.9 85.3 4.3 

9 呉服 ・ 反物 7.5 1.0 0.5 0.5 3.5 13.0 36.8 21.9 4.0 14.4 77.1 10.0 

10 ベピー・子供J1a 8.4 1.0 2.6 12.0 18.8 25.7 34.6 5.2 84.3 3.7 

11 寝具 12.8 1.4 0.5 4.1 0.9 4.1 23.8 18.7 10.0 21.5 19.2 69.4 6.8 

12 靴-はきもの 12.7 1.3 2.5 0.4 0.4 1.3 18.6 24.2 19.5 13.6 20.3 77.6 3.8 

13 カノ〈ン・ノf ッグ 0.9 0.4 1.3 1.3 3.9 31.3 37.9 13.8 9.4 92.4 3.6 

14 服飾アクセサリー 1.4 2.3 3.7 33.8 36.6 11.3 11.3 93.0 3.3 

15 l時計めがね 13.2 0.4 3.0 16.6 41.3 11.1 5.5 24.7 82.6 0.9 

16 スポーツ用品 1.9 19.7 8.2 29.8 26.9 8.2 17.3 15.4 67.8 2.4 

17 書籍 ・文具 35.0 6.8 1.7 0.4 0.4 3.4 47.7 19.0 3.8 7.2 21.5 51.5 0.8 

18 家具・インテリア 3.2 1.9 0.5 2.8 8.4 19.9 7.9 9.3 48.1 85.2 6.5 

19 家庭電気持具 34.1 4.4 0.4 0.4 5.7 45.0 4.8 3.9 10.0 33.2 51.9 3.1 

20 外食喫茶 3.3 7.2 8.6 19.1 15.8 7.7 1.4 46.9 71.8 9.1 

21 理容・美容 43.6 17 14.5 75.1 5.4 0.4 14.9 20.7 4.1 

注)ゴシックは第 l 指向地。 「横河原商店街活性化基本音 I'j面(重信町商工会 平成 5 年 3 月」より
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表6 東温市民の購買動向J (平成20年)

ぶ:
東 I昆 市 松

信通i7仮E 

県内 数答回フ E ダ フ メ し セ そ LLJ 
:.〆 X イ ン ア ま フ 。コ 市 そ
グ キ 見奈良

イ む ン 他 計 の
ラ

重 コ ら ス {出
ン

行商イ重言 f言 タ

l 野菜 ・ 果物 14.7 14.7 44.8 22.4 96.6 1.7 1.7 116 
2 精肉 18.0 13.9 45.9 16.4 94.3 4.1 0.8 0.8 122 

3 鮮魚、 15.1 15.1 47.1 16.0 93.3 5.0 0.8 0.8 119 
4 その他の食料品 23.9 25.6 31.6 14.5 95.7 3.4 0.9 117 
5 紳士IJR. 洋品 58.4 5.3 9.7 3.5 77.0 23.0 113 
6 婦人~R . 洋品 51.7 7.8 12.1 5.2 76.7 21.6 0.9 0.9 116 

7 子供服洋品 52.7 5.4 14.3 4.5 76.8 20.5 2.7 112 

8 呉服 27.6 2.6 1.3 6.6 38.2 55.3 2.6 3.9 76 

9 I IJIL着・下着 48.8 15.7 18.2 0.8 4.1 87.6 5.0 7.4 121 

10 化粧品 13.1 1.9 1.9 44.9 0.9 11.2 73.8 11.2 15.0 107 

11 医薬品 6.1 0.9 78.1 0.9 0.9 7.9 94.7 5.3 114 
12 書籍 ・文具 51.8 7.1 8.9 1.8 8.9 78.6 20.5 0.9 112 

13 家具 インアリ ア 26.7 21.8 1.0 1.0 5.0 55.4 38.6 4.0 2.0 101 

14 家庭電器製品 44.9 4.2 8.5 57.6 39.8 2.5 118 

15 台所用品 ・ 日用雑貨 40.0 34.8 10.4 2.6 4.3 4.3 96.5 3.5 115 

16 スポーツ用品 35.5 0.9 15.5 51.8 46.4 0.9 0.9 110 

17 l時計宝石 ・ メガネ 37.8 19.8 57.7 39.6 1.8 0.9 III 

18 n首答品 41.6 2.7 0.9 11.5 56.6 36.3 7.1 113 

19 外食・喫茶 16.2 1.0 41.9 59.0 39.0 1.9 105 

20 クリ一一ング 24.8 11.5 21.2 38.1 95.6 4.4 113 
21 理容・美容 8.5 70.8 79.2 20.8 106 

注)ゴシックは第 l 指向地。 アンケート調査結果より高津富男作成

不満 0% とても満足 その他
7.6% 

どちらかと /
いえば不満 商品の

5.9% 質がよい

9.7% 

ふつう
31.9% とちらかと

いえば満足

54.3% 

高級専門店が
駐車場が広い 23.0% /----.ーと孟己矛そご二二二一一多い 0.4% 

図17 市内での買い物に対する満足度

注) アンケート調査より高津富男作成

図18 市内で買い物をする理由

注) アンケー ト調査より高津富男作成

表7 近隣市IIIJの地元購買率の推移

H百和63年 平成 3 年 平成 6 年 平成14年 平成19年

重信町 45.5 51.0 
川内町 63.3 69.0 

久万高原町 72.9 72.6 

砥部町 7l.9 76.3 

松山市 134.6 132.4 

当該地域の住民 l 人当たりの小売業年間商品販売額
注 1 )地元購買率 =

県民 1 人当たりの小売業年間商品販売額

78.9 119.7 

68.3 54.9 

73.9 67.7 

96.6 89.2 

125.4 120.2 

注 2 ) 平成14年までは「重信町の商業績境について J (重信町商工会 平成16年 7 月 ) 、平成19年は愛媛県資料より 。

92.8 

55.8 

78.4 

113.5 



(5) 余暇活動圏

東温市民の余暇活動がどのような地域に及んでいる

のかを、ショッピング、スポーツ、マリンレジャー、

ウインタースポーツ、ボーリング、スケート、映画、

演劇・コンサート、美術・博物館の鑑賞、テーマパー

クなどの余暇活動についてのアンケート調査結果をも

とにして考えてみた(表 8) 。

東温市は総合公園やスポーツ施設が充実しており、

なかでもアクロス重信はスノーボード施設として有名

である 。 また、合併以前からの天然温泉利楽、さくら

の湯の 2 つの温泉施設がある。さらに、坊っちゃん劇

場や映画館が商業施設と併設され、相乗効果をねらっ

た立地が展開されている 。

余暇活動に利用する交通機関に関するアンケート調

査では、高速道路や高速パスの利用は、四国各県へは

74.8%、中園地方へは80.3%、関西地方へは61.0% に

及んでいる(図19) 。 高速交通への優位な利便性を生

かして、宿泊を伴う余暇活動範囲だけでなく、日帰り

の余暇活動範囲も広域に及んでいる。

以上のように、東温市の生活圏は松山市都市圏の中

に位置しており、その結びつきは通勤・通学園で最も

強くなっている。 それは、東温市が松山市の都市近郊

型田園都市であることを示しており、県内外の新しい

住民が流入して、新興住宅地域を形成している。 購買

圏では松山市の圏域にあるものの、近年立地 ・ 増床 し

た大型店舗を中心とする 2 次的圏域を有しており、隣

接する松山市東部地域からの消費流入もみられる。 医

療闘では、愛媛大学医学部附属病院の立地以降多くの

表8 東iE市民の余暇活動

東 :且 jf� 

アクロス 塩ケ車ふる 王黙量皐 さ くらの 輯っちゃん 岳 山市 今治市 西 条 市 軒居眠市 大岡市 八幡岳市 宇和島市 車内その他 県再 回答量
茸合公園

重信 さと世田 利来 :品 劇場
市川富谷 その 抱 小 lt

スポーツ 37.1 5.0 1.4 3.6 5.0 7.9 ω。 25.7 2.1 2.1 1.4 0.7 0.7 0.7 6.4 140 

公悶散策 24.4 17.9 4.1 1.6 9.8 13.8 71.5 16.3 3.3 1.6 4.1 0.8 1.6 0.8 123 

マリ ン レ ジャー 1.5 3.0 4.5 9.1 28.8 16.7 4.5 4.5 4.5 6.1 3.0 16.7 6.1 66 

キャ ンプ ，ハイキング 1.3 9.2 10.5 14.5 35.5 13.2 ι6 3.9 1.3 3.9 5.3 3.9 11.8 14.5 76 

ウ イ ンタースポーツ 23.1 2.6 2.6 12.8 41.0 28.2 2.6 20.5 7.7 39 

ボウ リ ン グ 8.8 8.81 85.3 1.5 1.5 1.5 1.5 68 

ショ ッ ピング 27.1 27.1 52.4 4.7 3.5 5.9 0.6 0.6 0.6 2.4 2.4 170 

映画・ i閣制 ・コンサート 0.7 18.4 44.7 63.8 30.3 1.3 4.6 152 

遊園地テーマパー ク 2.2 9.8 12.0 20.7 1.1 5.4 60.9 92 

葉荷臨・博鞠瞳 .n科館 ・動物園 4.1 4.11 45.5 1.6 0.8 13.8 34.1 iお

:量 泉 33.5 40.2 4.9 78.7 14.6 0.6 0.6 5.5 164 

注) ゴシ ッ クは第 1 指向地 (市内その他、県内その他、県外を除く)。 アンケー ト調査より高津富男作成

四国各県への交通手段 中国地方への交通手段 関西地方への交通手段

高速パス
3.5% 

国道のみ、

25.2% 

高速道路経由
71.3% 

]R 
2.8% 

しまなみ海道
49.5% 

図19 各地への交通手段

注)アンケート調査より高津富男作成

航空機
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医療施設の開設がみられ、 充実した基礎的医療圏が形

成されている 。 また、道路交通の利便性が高く、余暇

活動の圏域は広くなっている。

このような状況に よ って、 既存中心集落のもつ都市

機能は著 し く低下 しており 、このままでは東温市の核

となる地域がますます不明瞭になっていく 。 それは、

東温市の独自性がより一層失われていくことになり、

実質的に松山市域の一部に過ぎなくなっていく 。 そう

ならないために、古くからの集落のもつ機能をいかに

活性化していくか、 東温市の最大の課題である 。

(高津富男)
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東温高校保護者各位 平成 2 0 年 9 月 7 日

愛媛県高等学校教育研究会地理歴史 ・ 公民部会

地理部門長米海俊二(伊予高校)

本調査担当者高津 富男 (松山東 高校)

東温市の生活聞に関する調査についてのお願い

(通勤圏 ・ 購買圏 ・ 医療圏・余暇活動圏 ・ など)

私たちの研究会では、東温市当局の御協力のもとに、よりよい郷土づくりのための地理的研究を進め

ています。つきましては、御多忙のところ恐れ入りますが、下記の調査に御協力を賜りますようお願い

申し上げます。なお、この調査は統計的に処理 し、 学術調査の目的以外には使用いたしませんので、念

のため申し添えておきます。

記

<1  回答者の属性 >
1 この調査にお答えくださる方の属性についておたずねします。次の (1)~ (2) について、 ( 

内の該当するものにそれぞれO をつけてください。

( 1 )性別(男 ・ 女)

( 2) 年齢 (20代 ・ 30代 ・ 40代 ・ 50代 ・ 60代以上)

< 11 居住地>
1 現住所は次のどの小学校区ですか。該当するものに 1 つ O をつけてください。

( 1 )北吉井小学校区 (2 )南吉井小学校区 ( 3 )拝志小学校区 ( 4 )上林小学校区

( 5 )川上小学校区 ( 6 )東谷小学校区 ( 7 )西谷小学校区

2 現住所地に居住したのはいつごろからですか。該当するものに 1 つ O をつけてください。

( 1 )戦前から ( 2) 昭和 20 ・ 30年代 ( 3) 昭和 40 ・ 50年代 (4 )昭和例年 ・ 平成年代

3 上記 2 で (2) ~ (4) に O をつけた方は、現住所地の前の住所地を 1 つ選んでください。

( 1 )東温市 ( 2) 松山市 ( 3 )松前町 (4 )伊予市 ( 5) 砥部町

(6 )その他の県内( )市町村 ( 7 )県外( )都道府県

4 上記 3 で (2 ) ~ (6) に O をつけた方におたずねします 。 現住所地に住居を移した理由を 1 つ

選んでください。

( 1 )松山市に居住していたが東温市内に新築または転居した

( 2 )県内他の市町村に居住していたが東温市内に新築または転居した

( 3 )他県から U ターンした

(4 )他県から J ター ンした

( 5 )県内の他市町村から東温市へ転勤になり東温市へ転居した

( 6 )県内の他市町村から松山市へ転勤になり東温市へ転居 した

(7)県外から東温市へ転勤になり東温市へ転居した

( 8) 県外から松山市へ転勤になり東温市へ転居した

( 9 )その他(

5 生徒のお父さんの出身市町村についておたずねします。 該当するものに 1 つ O をつけてください。

その他の県内や県外の場合は、県名、市町村名を記入してください。

( 1 )東温市 ( 2 )松山市 ( 3) 松前町 (4 )伊予市 ( 5 )砥部町 (6 )西条市

( 7) その他の県内( )市町村 (8 )県外( )都道府県

6 生徒のお母さんの出身市町村についておたずねします。該当するものに 1 つ O をつけてください。

その他の県内や県外の場合は、県名、市町村名を記入してください。

( 1 )東温市 ( 2) 松山市 ( 3) 松前町 (4 )伊予市 ( 5 )砥都町 ( 6 )西条市

( 7) その他の県内( )市町村 ( 8) 県外( )都道府県
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<111 購買圏>
1 次の表の 1 から 20の品物を主にどこで購入されますか。 1~ 20の品物それぞれの購入先に

1 つずつ O をつけてください。なお、その他の場合には県名や市町村名を記入してください。

東 t且 市 松山市 通 f丁- その他

購入先 フ ダ レスパス し セ 横 牛 ノ〈 天 松 そ ヤ J そ 郊 中 中 {言 商 (県名

γ イ シティー ま ブ 河 演l イ 神 山 」、，・
て" A の 外 ，心 ，心 販 市町村名

グ キ フ メ ア む ン 原 団 ノf 商 生 フ サ てF 他 大 部 部 売 を書いて

フ 重 ジ ア ウ ら ス 商 地 ス 店 協 -マ ン 型 商 大 下さい)

ン イ言 イ ト タ 店 商 沿 街 }II l セ ケ 店 店 型

品 物 重 E ニヨ レ l 街 店 し、 上 トン ツ 街 店

{言 X ツ 重 街 の てF }II タ ト

店 ト {言 商 l 内 l

モ 店 店 ケ 店 }II 

ツ 内

ノレ ト 店

l 野菜・果物

2 精肉

3 鮮魚

4 その他の食料品

5 紳士服・洋品

6 婦人服 ・ 洋品

7 子供服 ・ 洋品

8 呉服

9 肌着・下着

10 化粧品

11 医薬品

12 書籍 ・ 文具

13 家具・ インテリ 7

14 家庭電器製品

15 告商用品・間接貿

16 スポーツ用品

17 時計・宝石・メカ・ 4

18 贈答品

19 外食・喫茶

20 クリーニング

21 理容・美容

2 市内での貿物に利用する主な交通手段に 1 つ O をつけてください。

( 1 )徒歩 ( 2 ) 自転車 ( 3 )バイク (4 )自家用車 ( 5 )タクシー ( 6 )パス ( 7 )電車

3 市内での買物に対する満足度に 1 つ O をつけてください。

( 1 )とても満足 (2 )どちらかといえば満足 ( 3 )ふつう

(4 )どちらかといえば不満 ( 5) とても不満

4 市内で貿物をする理由は何ですか。該当するものすべてに O をつけてください。

( 1 )商品が盛衝である ( 2) 商品の質がよい ( 3) 値段が安い ( 4 )サ}ピスがよい

( 5 )高級専門店が多い ( 6 )駐車場が広い ( 7 )交通の便がよい ( 8 )明るく開放的

( 9) レ内ー・娯楽施設がある ( 10) 普からのなじみ ( 11) その他(

5 松山市へ買物に行く場合の主な交通手段に 1 つ O をつけてください。

( 1 )徒歩 ( 2 )自転車 ( 3 )パイク (4 )自家用車 ( 5 )タクシー ( 6 )パス( 7 )電車

6 市外で買物をされる理由は何ですか。該当するものすべてに O をつけてください。

( 1 )商品が豊富である ( 2 )商品の質がよい ( 3 )値段が安い ( 4 )サ}ピスがよい

( 5 )高級専門店が多い (6 )駐車場が広い ( 7 )交通の使がよい ( 8 )明るく開放的

( 9) レジャー ・ 娯楽施設がある (10) 普からのなじみ ( 11) 通勤や仕事などの都合から

( 12) レ ジャーを兼ねることができるから ( 13) その他( ) 裏に続く



< IV 余暇活動閤 >
1 下の 1 ~ 11の余暇活動(レジャー)について、過去 5 年間でどの地域へよく行かれましたか。そ

れぞれの項目について主ヰヰエO をつけてください。その他については記入してください。

東 温市

地 域 東 ア 塩 天 さ 東 高 坊 滑 市 内 松 メ寸ミ 商 新 大 )¥ 字 西 県内の 県 外

温 ク ケ 然 く 温 畠 つ )11 その 他

市 ロ 森 混 ら 市 華 ち 渓 山 治 条 居 洲 幡 車日 予 その他

総 ス ふ 泉 の 歴 宵 や 谷
ぷ口弘、 重 る 手リ 湯 史 大 ん 市 市 市 浜 市 浜 島 市

公 {言 さ 楽 民 正 雌l

園 と 俗 ロ 場 市 市 市

公 資 司有F

余暇活動 闘 料 ン

館 館

1 スポーツ

2 公園散策

3 "リンレジャー

4 キャンプ・ハイ

キング等

5 ウインタースポ

ーツ

5 ボウ リ ング

6 ショッピング

7 映画 ・ 演劇 ・ コ

ンサ)ト

8 遊園地 ・ テーマ

パーク

9 美術館 ・ 博物館

水族館 ・ 動物関等

10 温泉

2 次の (1) ~ (3) の余暇活動について、過去 5 年間で最も遠くへ行かれた場所をお答えください。

( 1 ) 日帰りの余暇活動場所

( ) 都道府県( )区市町村

( 2) 1 泊の余暇活動場所

( )都道府県( )区市町村

( 3) 2 泊以上の余限活動場所

( )都道府県( )区市町村

<v 通勤圏 >
1 生徒のお父さんの勤務地についておたずねします。 該当するものに 1 つ O をつけてください。そ

の 他 の県内や県外の場合は、県名、市町村名を記入してください。

( 1 )東温市 ( 2 )松山市 ( 3 )松前町 (4 )伊予市 ( 5 )砥部町 ( 6 )西条市

( 7) その他の県内( ) 市町村 ( 8 )県外( )都道府県

2 生徒のお母さんの勤務地についておたずねします。該当するものに 1 つ O をつけてくださ い。そ

の他の県内や県外の場合は、県名、市町村名を記入してください。

( 1 )東温市 ( 2 )松山市 ( 3 )松前町 (4 )伊予市 ( 5 )砥部町 (6 )西条市

( 7) その 他 の県内 ( )市町村 (8 )県外 ( )都道府県



<VI 医療 圏 >
1 あなたや家族の方が医療施設を利用される場合、下の表の疾病の時、次のどの地域の医療施設を

よく利用されますか。 1 ~ 7 の疾病について、それぞれの該当欄に 1 つずつ O をつけてください 。

その他については、県内は市町村名を、県外は県名を記入してください
‘' 

疾、\病の種輔審?時\騒
東温市 松山市 砥部町 西条市 その他

個人愛大愛媛 個人総合 個人総合 個人総合 個人総合

医院病院病院 医院病院 医院病院 医院病院 医院病院

1 内 科

2 外 科

3 DIl! 科

4 皮膚館、尿緩科

5 耳鼻咽喉科

6 歯 科

7 高度な医療

2 上記 1 で答えた病院 ・ 医院を選んだ理由は次のどれですか。 2 つ選んでください。

( 1 )交通の便がよい ( 2) 専門性 ( 3 )近い (4 )評判 ( 5 )信頼

( 6 )規模が大きい ( 7 )普から受診している (8 )その他(

3 お宅にとって医療施設への利便性はどうですか 。 該当するものに 1 つ O をつけてください 。

( 1 )とても便利 ( 2 )どちらかといえば便利 ( 3) ふつう

(4 )どちらかといえば不便 ( 5 )とても不便

<VII その他 >
1 四国各県へはどの交通手段をよく利用しますか。該当するものに 1 つ O をつけてください。

( 1) J R ( 2) 高速パス ( 3 )高速道路経由 (4 )国道( 11 ・ 33 ・ 56号など)のみ

2 九州方面へは次のどのル}トをよく利用しますか。該当するものに 1 つ O をつけてください 。

( 1 ) 三 崎一佐賀関航路 (2 )八幡浜 ・ 三崎}別府航路 ( 3 )八幡浜}臼杵航路

(4 )宿毛ー佐伯航路 ( 5 )松山ー別府 ・ 大分航路 ( 6 )航空機

3 中園地方へはどの交通手段をよく利用しますか 。 該当するものに 1 つ O をつけてください。

( 1 )自動車 ・ しまなみ海道経由高速道路 ( 2 )自動車 ・ 瀬戸中央自動車道経由高速道路

( 3) J R ( 4) 旅客船 ・ フェリー ( 5 )高速パス

4 関西地方へはどの交通手段をよく利用しますか。該当するものに 1 つ O をつけてください。

( 1 )自動車 ・ しまなみ海道経由高速道路 ( 2) 自動車 ・ 瀬戸中央自動車道経由高速道路

( 3 )自動車 ・ 徳島自動車道経由高速道路 (4) ] R ( 5) 旅客船 ・ フェ リ 」

( 6 )高速パス ( 7 )航空機

5 中部地方以遠へはどの交通手段をよく利用しますか。 該当するものに 1 つ O をつけてください 。

( 1 )自動車 ・ 高速道路 ( 2) J R (3) 高速パス (4 )航空機

6 西予市まで高速道路が開通しましたが、南予地方へは次のどの交通手段をよく利用しますか。該

当するものに 1 つ O をつけてください 。

(l)]R (2) 自動車 ・ 国道 ( 3 )自動車 ・ 高速道路 (4 )パス

一一お忙しいところ御協力ありがとうございました。 一一
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VJ[ 観

はじめに

観光は、旅行業、宿泊業、輸送業、飲食業、土産品

業等極めて裾野の広い産業であり 、 その経済効果は極

めて大きいとされている。 観光庁の資料では平成18年

度において、二次的な経済波及効果を含む生産効果は

国内生産額945~包円の5.6 % の52.9兆円、 雇用効果は総

雇用6，405万人の7.4% の442万人と推計されている。 こ

のように、観光はわが国の経済、人々の雇用、地域の

活性化に大きな影響を及ぼすものであり 、 21世紀の

リーデイング産業と考えられている。

そうした中で、平成19年 (2007) 1 月には観光立国

推進基本法が施行され、その後政府が一体と なって「住

んでよし、訪れてよしの国づくり J に取り組むことを

発信している。 そして、地方公共団体 ・ 民間の観光地

づ くりの取組を強力に支援する ことが必要である と

し、平成20年10月 1 日に国土交通省に観光庁が設置さ

れた。

さて、愛媛県においても 、 行政や観光事業者、 地域

住民が一体となって地域固有の歴史や文化をテーマ に

して、観光資源化しようとする新 しい取組が始ま っ て

いる 。 それは、従来の「施設づくり型J に対して「ま

ちづくり型」と呼ばれるものに移行していることが指

摘されているU

図 1 の愛媛県の観光客数の推移をみると、しまなみ

(万人)

~~~ I1 1 1 1 1 1 1 山 1 1 1 I_I 1 1 1 250 
;o~ I ... L I_I_I-.h.l.1 1町+什-rl - 了叶戸î l
~~~ II - ïl - I ー 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
~o~ I1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
~~ I1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
。 |1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
平成4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 

(年度)

図 1 愛媛県の観光客数の推移

注) 愛媛県経済労働部観光物産諜資料より繁桝義一作成

光

海道が開通 した平成11年には一時的に264.6万人を記

録したが、その翌年は落ち込んだことが分かる。 し

かし、本四架橋や四国内の高速道路が整備された効果

は、一定の底一l二げの効果をもたらしており、その後平

成15年に向けて徐々に観光客が増加に転じている。 こ

れは、平成15年の 4 月から 10月にかけて「えひめ町並

み博2004J が開催されたことなどが影響していると考

えられる 。 この iU町並博J は、地元住民 ・ 団体が参加

するまちづくり型の博覧会として、古い町並みが残る

内子町、大洲市、宇和町(現西予市)の 3 つを拠点と

しながら、広範図の地域を展覧会場と見立てて行事が

展開された。 こ のような、 テーマを設定 したイ ベン ト

なども含めて、観光客を増やすためには「行ってみた

いj と思わせるきっかけが必要である。 「なぜそこを

志向するのか」という観光行動の要因として、その地

域独自の魅力をいかに高めていくかが問われている 。

図 2 は平成19年度の愛媛県経済労働部観光物産課が

報告 した 「観光の目 的別」の資料である。

これをみると、 買物が22.12 % を占め、次いで文化・

産業観光
8.01% 

温泉 (48)
16.21% 

行事祭事(128)
3.45% 

図2 観光の目的

買物 (84)
22.12% 

注 1 ) 1 人の観光客が複数の観光地を訪れる場合は各々の分野
でカウン 卜し ている 。 ただし、行事祭事、イベン トは、
開催会場の分野でカウン トされていることがある。

注 2 ) ( ) は調査か所数。
注 3 ) 愛媛県経済労働部観光物産謀「観光の目的別J (平成19)

より繁桝義一作成



歴史19.28%、温泉16.21 %、スポー ツレクリエー ショ

ン 15.81 %の!@!であるが、その前年との変化をみると、

文化 ・ 歴史は +4.29% と他の項目に比べて増加してい

ることが指摘されている 。

次に、何を参考にして目的地を決定しているかにつ

いて図 3 に示した。

(複数回答)

4月 l 二主 (%)| 一・ー家の長話 友人
;: ミγつ〉1 やガ ヲ
30 v ‘ パノブレ ッ ト

25 一一一--._---~ 十川寸、ッ 卜
20 
15 ニシJ ー謙一旅行専門桂誌

10~------------------------~ ・一 新広告聞 雑千誌ラのン

5 
。 一←旅行業者

平成13 14 15 16 17 (年度)

図 3 宿泊観光旅行の目的地を決定する際に参考とす
るものの変化

注)日本観光協会 「観光の実態と志向J (平成18) より繁桝義一作成

これによると、やはり身近な情報源、である家族や友

人からの話、ガイドブック、パンフレットが上位を占

めていることが分かる。 しかし、その比重は平成16

年度から 17年度にかけて下降しており、その代わり

にインタ ー ネッ ト による情報が飛躍的に伸びている。

平成13年度には15.4%であったものが平成17年度には

33.2% となり、旅行専門雑誌を上回ったことが情報メ

ディアの現状をよく表している。 このような動向を踏

まえながら東温市の観光を概観してみる 。

2 概観

(1) スポーツ・温泉・文化の 3本柱

観光振興戦略の進め方として、観光資源や観光施設

の特性、地域の歴史・文化・ 産業などを総合的に検討

したコンセプトの設定とイメ ージの形成が大切である

と言われている3

特に観光イメ ー ジについては、観光地が送り出す

様々な情報をはじめ、観光客の経験談、 マスコミの意

見、世間の評判などによって徐々につくられていくの

で、東温市という地域を一つのブランドとしてイメ ー

ジを創出していきたいものである。

このような視点より観光資源を考えたときに、 ス

ポーツ・温泉・文化の 3 本柱というバランスの良い施

設設備を持っていることが特色である。

スポー ツ ・レ クレー ション施設として「アクロス重

信」がある 。 ここが全国的に注目されるようになった

のは、平成21年 (2009) 1 月 23 日に開催されたスノー

ボード世界選手権大会の男子ハーフパイプで松山城南

高校 3 年生の青野令選手が優勝したことによる。 彼は

小学校 4 年生から この「アクロス重信」で練習を始め、

平成16年には]OCジ、ユニアオリンピックで優勝、翌17

年には連覇を達成 し た。 平成18年には 15歳にしてシ

ニアの大会であるFISキスマークカ ップスノ ーボード

ジャパンに出場 して優勝を果たした。 その後は日本代

表と して世界を舞台に戦い、 12006-07スノーボード・

ワ ールドカップ」ではハー フパイプ競技で富良野大会、

カルガリ 一大会で優勝を果たし見事総合優勝を果たし

た。 次の目標は平成22年に開催されるパンク ーパ一五

輪で、日本人初のスノ ーボードでのメダル獲得である。

是非この機会にスノーボードを楽しむ人々を増やし、

日本最大級の本格ハー フパイプの施設の存在を強く発

信したいものである。

ìll\t泉では、見奈良天然温泉「平IJ楽」と「さくらの湯」

(東温市ふるさ と交流館)がある 。 しかし「アクロス

重信」のゲレンデでスノーボードやスキーを楽しんだ

後、車で約20分走り道後温泉に行くケースが多い。ぜ

ひ東温市内の温泉と道後温泉との違いをアピールしな

がら、「アクロス重信」と東温市の温泉をリンクさせ

るために、交通アクセスを割安にしてネットワークを

つくりたい。

文化では「坊っちゃん劇場」がある 。 西日本初の地

域文化発信の常設劇場で、 夏目激石の小説 『坊っちゃ

んJ が発表されてから 100年目の平成18年 4 月にオー

プンした。 この劇場の特徴は音声ガイドのシステムが

導入され韓国語 ・ 中国語 ・ 英語で聞くことが出来るこ

とと、音響効果が高く、役者の息づかいや臨場感を鮮

明に伝える「イーサーサウン ドシステム」が取り入れ

られていることである 。

「ミュ ー ジカル役者」の誕生する町づくりと、愛媛

の歴史的 ・ 文化的伝統を舞台芸術で表現する劇場を目

指して設立された。 文化発信の常設劇場 ・ 愛媛の文化

円
同J



特使としての活躍も期待されている。

以上のような 3 本柱は、それらを組み合わせること

による可能性を秘めている。 歴史文化の「旅」を様々

な形で提案できる要素を持っている。

(2) ホームページ「観光ナビ」

ホテル、旅館にとって予約は命綱であると言われる。

予約はエー ジ、エン ト、予約電話、広告、営業マンなど

ホームページ以外からでも入れる。 しかし、 今後イン

タ ーネットを通じた旅行売り上げが現在の15% (全旅

行売り上げに対して)から30%に達すると予想されて

おり、このホームペー ジの情報発信の内容と方法は今

後ますます重要となってくると思われる。

旅行会社の人の話によると「ホームペー ジは宿泊施

設の顔であり、玄関であり ます。 順番から言うと、先

にお客様が出会うのは、実際の建物でなく、施設を紹

介 したホームページです。 最近の傾向として宿泊施設

選びの最後の決め手はホームペー ジになってい ます」

と 言われている。 確かに、旅行、出張、宿泊選びなど

のとき、必ず観光関係や、自治体が開設しているホー

ムページなどを見ることが多くなっている 。

‘司F

@ 

〈見家良大総{前 10令官))を議ります.

‘' 

、... 
>1. 

図4 東温市ホームペー ジ「観光ナピJ

注)東温市ホームペー ジより

そこで、東温市のホームペー ジを検証してみると、

非常に見やすく、分かりやすい。 特に以下の 3 点につ

いて優れていると思われる。

① サイトに訪れた人の欲しい情報が入っている。

② 全体のバランスと配色がよ い。

③ 画像が明るい。

特に①について、特筆すべきは、車で走ることを想

定しながら、視覚的にドライバーの見る標識を写真の

中で記して、左右に曲がるなどを解説している点であ

る (図 4) 。 また、地図も分かりやすく、また観光スポ ッ

ト をエリアに分けたり、春夏秋冬に分類したりして旅

情を誘っている。 道}II買など旅行者の身になった具体的

な情報を分かりやすく している工夫が、人にやさしい

東温市観光をアピール しているといえる。

(繁桝義一)

3 観光資源

( 1 ) 分布と変遷

図 5 に東温市のおもな観光資源を、表 l に近年の観

光関連年表を、図 6 に東温市誕生後の入込客数の推移

を示している 。

表 1 東温市の観光関連年表

昭和57年 (1982) 国道11号バイ パス開通

平成元年 (1989) ハタダお菓子館閉店

2 年 (1990) 高畠華宵大正ロマ ン館会館

6 年(1994) 伊予西条~川内インタ ーチェンジ開通

10年(1998) さくらの湯開園

11年(1999) 足立の庄開園

アクロス重信開設

12年 (2000) 見奈良天然温泉利楽関図

13年 (2001 ) 足立の庄閉園

14年 (2002) 愛媛わんわん村開園

16年 (2004) 重信町と川内町が合併して東温市が誕生

18年 (2006) 坊っちゃん劇場開園

愛媛わんわん村閉園

19年 (2007) えひめ酒だる村閉図

注) I東温市市役所資料」 より 川井博樹作成
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東i昆市観光マップ

①阿歌古渓谷
②i原太桜
③アクロス重信
④松山コ・ルフクラブ
⑤さくらの湯
⑥横河原観月祭・いもたき
どてかぼちゃカ ーニバル

⑦ツインドーム重信
③愛媛県緑化センタ ー
③ハタダお菓子館
⑬~手薬師(香積寺)
⑪坊っちゃん劇場
見奈良天然源泉利楽

⑫塩ヶ ;森ふるさと公園
⑬滑川渓谷
⑬高島華宵大正ロマン館
⑬白猪ノ滝
⑬松山国際ゴルフ倶楽部
⑫唐山F ノ滝
⑬白糸ノ滝
⑬上林水の元そうめん流し
⑫風穴ー上林森林公園
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図 5 東温市観光マップ

注) I東7:Lナピゲー ション」 より 川井博樹作成
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図 6 東温市の入込客数の推移

注)東温市役所資料より )1 1井博樹作成
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(2) 坊っち ゃん劇場

「坊っちゃん劇場j は、西日 本では初めて地域文

化発信の常設劇場として旧重信町見奈良に平成18年

(2006) 4 月にオープンした。 愛媛県のピージョイグ

ループと秋田県のわらび座が共同出資をして設立され

た。 レスパスシティへの集客の目玉と して、日本有数

の劇団として知られる「わらび座」を中心に年間300

回の公演をめざしている。 客席数450~~で観客 との一

体感を大事にした本格的なミュージカル上演劇場で、

囲内ではめずら しい「デジタルサウンドシステム」を

導入している 。 愛媛県、四国、瀬戸内の歴史的 ・ 文化

的伝統を舞台芸術で表現している 。 初公演ではミュー

ジカル「坊っちゃん! J (平成18年 4 月 -19年 3 月)、

第 2 弾はミュージカルコメデイ「吾が輩は犯である j

(平成19年 4 月 -20年 3 月 )、第 3 弾ではミュー ジカル

「龍馬J (平成20年 3 月 -21年 3 月)が上演された。 第

4 弾として、しまなみ海道10周年記念作品「鶴姫伝説」

(平成21年 4 月 -22年 3 月 ) が上演中である。 オープ

ンからの来観者を平均した図 7 から、学校関係が30%

と多数を占めていることがわかる。 総合学習の一貫と

して多くの小 ・ 中学校が利用しており、県内の利用学

校数が98校、約18，000人(高校は19校、約6，000人)の

児童 ・ 生徒が訪れている(平成20年度) 。 また、図 8

の旅行会社手配の来観者のエリアをみてみると、四団

地区が57%、中国地区が37%であり、高速道路を活用

した 1 日観光としての役割は十分に果た していると考

えられる 。 今後は、松山市内の観光地や宿泊施設との

接続をどう取り組むかが課題となる。 また、コンセプ

トの 1 つと している、ミュー ジカル役者の誕生する「ま

学校関係
30% 

直手配団体
17% 

旅行会社
23% 

図 ア 坊っちゃん劇場来観者種別割合

法) 坊っ ちゃん劇場の資料より JII井博樹作成
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ちづくり 」 をめざす劇場と して、県内高校出身者が 2

名活躍しており 、 今後ますます地域貢献と地域の活性

化が期待できる 。

中国地区

37% 

写真 1 坊っちゃん劇場

注)平成20年 9 月 川 井t'.Jì:樹撮影

写真 2 わらび座劇団員との交流

注) 平成20年 9 月 川井博樹被彩

図 8 旅行会社手配の来観者のエ リア

注) 坊っち ゃん劇場の資料より川井博樹作成

四国地区

57% 



(3) 見奈良天然温泉利楽

旧重信町見奈良に平成12年 (2000) 7 月にオープン

した。 坊っちゃん劇場に隣接し、レスパスシティ内に

ある 。 西日本最大級の野天風目と深さ1.500m より湧

水する源泉は、泉温49t と高温。泉質はナトリ ウム塩

化物 ・炭酸水素塩温泉で、神経痛や筋肉痛などの治療

に効果がある 。 24時間利用できる家族風呂や宿泊施設、

レストラ ン・宴会場も充実しており 、幅広く利用でき

るよう工夫されている 。 図 9 から、 年間約25万人が利

用しており、東温市の集客の目玉のーっとなっている 。

(4) さくらの湯(東温市ふるさと交流館)

旧川内町北方に平成10年 4 月にオープン した。 図 9

から年間約35万人の利用者があり 、東温市で最も高い

集客施設であることがわかる。 地域住民の生活に根付

いており、 日常の交流の場となっている。また、泉質

が良いことから、旅行雑誌の「じゃらん」で人気投票

l 位を獲得したことがある 。 大浴場のほか、家族風呂

を 5 室備え、 トレーニ ングルーム・ 温水プールも入館

料で利用できる。農産物直売所「さくら市場」を併設

している 。

亡コ県外'各人数

50 100 150 200 250 300 350 400 
千人

図 9 主要観光施設 ・イ ベント入込客数(平成19年)

注)東温市役所資料より 川井博樹作成

(5) 高畠華宵大正ロマン館

旧重信町下林に平成 2 年10月にオープン した年間約

7 千人の来館者 (平成16 -18年)があったが平成19

年は 4 千人台と落ち込んだ。 大正時代の挿絵画家高畠

華宵(宇和島市出身)の美術館で、(荷カドヤが母体と
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なり華宵の子孫が理事長として運営している。 華宵の

作品をはじめ、大正ロマンの画家の作品時代資料を収

蔵 し、年 4 回のテーマ展と年 2 回の特別展を開催して

いる 。 ミュージアムショップにはポストカード・便せ

ん ・しお りなどオ リ ジナル華宵グッズが販売されてお

り、 また、 美術館の一角の喫茶コーナでヨーロ ッパの

名陶で大正ロマ ンの雰囲気を味わう ことができる。 平

成21年 1 月から一時休館となっている。

写真3 さくらの湯

注)平成20年 9 月 川井博樹撮影

表2 高島華宵大正ロマン館テーマ展一覧

〈常設テーマ展} (平成17年~平成21 年)

第42回松山一上海直行使就航 I 周年記念「上海モードと華宵j

第43回華宵の絵本展

第44回「華宵の少年画J -{チャレンジ展示。華宵萌え} 付きー

第45回 大正ロマン・永遠(とわ)に若 し

第46回「 し ゃぼん玉とんだJ -大正の l唄と行情画~

第47回 第一回遠藤コレクション寄贈記念展覧会「女優展」

第48閲「初公IJ目 撃 l!í・新館蔵品展J

第49回「華宵没後40周年~法円寺のパパやママによ ろしく -J

第50回「秋歴史風俗絵巻展」

第51回「華宵とすごろくパラダイス」

第52回「華宵の子供絵展~ファンタジ一世界のこどもたちへ-J

第53回華宵生誕120年「恋の時代展J

〈特別企画展} (平成17年~平成21 年)

第22回愛と幻想の行・情画家「シャガール版画展」

第23回「金沢湯涌温泉の恋J -竹久夢二展~

第24回「江戸の総絵展」

第25回「花園少女展J -かいち ・フ オ ーゲラー・ 華宵~

第26回高畠華宵生誕120年特別展幻の原画新発見 1

華宵・ Jぶこ と 『少女の園j のさしえ薗家たち

注) í高畠華宵大正ロマン館ホームペー ジ」より 川井博樹作成



写真4 高畠華宵大正ロマン館

注)平成20年 9 月 川井博樹擬彩

写真5 美術館内 「カフェ・カショー」

注) 平成20年 9 月 川井博樹撮影

(6) 隻手薬師(香積寺)

旧重信町田窪に位置し、地元はもとよりたくさんの

人々から厚い信仰を受けている高野山真言宗のお寺

で、隻手薬師の名で親しまれている。 毎日 12 日が縁日

で、特に初薬師、節分、 4 月 、 終薬師は大いに賑う 。

伊予十三例霊場第七番でもある(写真 6 ) 。

(7) 白猪ノ滝

旧川内町i可之内の問屋に白猪ノ滝がある 。 皿ヶ嶺峰

県立自然公園の中にある高さ96mの滝で重信川上流、

表川白猪越の渓にかかり、その落下する姿はまさに自

然の偉大さを感じさせられる 。 四季それぞれ美しい景

色であるが、特に冬の景色は幻想的。 厳しい寒さが続
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写真6 隻手薬師

注)平成20年 9 月 川井抑樹娘最長

写真ア 白猪ノ 滝

注)束温ナピゲー ションより

くと、滝の水が凍りついて滝全体がまるで氷の彫刻の

ような姿を見せる (写真 7 ) 。 また、毎年11月 3 日は

白猪ノ滝まつりが開催され錦に染まった紅葉を楽しむ

大勢の人々で賑わう 。

かざあな

(8) 皿ヶ峰と風穴(上林森林公園)

皿ヶ峰は、 旧重信町上林に位置 し、皿ヶ峰連峰県立

自然公園に指定されている 。 山頂付近の竜神平には泉

があり、夏はキャンプ場になる。 松山近郊のハイキン

グコースとして登山者が多く、頂上からの眺めは壮観

である 。

上林森林公園には、水の森・光の森 ・風の森の 3 つ

のエリアがあり、特に風の森にある風穴(写真 8 ) は、



写真8 風穴

注 1 ) 柵のむこう似11の岩穴より夏は冷気が吹き出している。
注 2 ) 平成21年 9 月 川井博樹搬影

岩穴から四季を通じでほぼ一定の風が吹き出し、夏に

なると外気との温度差により神秘的な霧が発生する こ

とから、涼を求める大勢の人々で賑わう 。 特に上林「水

の元」そうめん流しの営業日には多くなる。

(9) 源太桜

!日川内町河之内の国道11号の桜並木で知られる桜三

里に残る最も古い桜を「源太桜」と呼んでいる。 松山

藩士、矢野五郎右衛門源太が藩の囚人を使役し、中山

川沿いに桜を植えた際に、苛酷な労役にたえかねた囚

人が 「桜三里は源太が仕置き、花は!咲くとも実はなる

な」と怨嵯の声を残したという故事にちなんだもので

ある 。 樹齢は約300年で、現在は 2 本の桜が残ってい

るだけとなっている

4 レジャー施設・スポーツ施設

(1) アクロス重信

旧重信町西岡に平成11年 (1999) 11月にオープンし

た(写真 9) 。 久万スキー ランドや高原ゴルフ倶楽部

を手がける久万総合開発グループが、競技力の向上に

重点を置いて設立 した。 園内最大級の屋内ゲレンデで

全長90m、幅45mのスケールを誇り、一年中スキー・

スノ ーボードを楽しむことができる (写真10) 。 最大

の特徴は、 SAJ公認のハー フパイプで、全長が100m あ

り、国内はもとよりアジア各国から合宿に訪れる 。 オ ー
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写真9 アクロス重信

i主)平成20年 9 月 川井博樹~i~J~;

写真10 ゲレンデ風景

注) アクロス重信提供

プンした際には日本ナショナルチームのメンバーがこ

けら落としをした。 初年度は10万人が利用したが、こ

こ数年は 6万人程度となっている。

図 10より、本来のスキー・ スノーボードシーズン

前の 8 月 -11月に来場者のピー クがあることがわか

る 。 これは、 平成20年までは夏休み中にジュニアオリ

ンピ ッ クの会場となっていたことや各国ナショナル

チームの合宿が行われているからである 。 また、本格

シーズン前の練習として多くの人々が全国から訪れて

いる 。 その理由として、積雪には手をかけ、常時70cm

をキープしていて、良質のパウダースノーを降らせ

る高技術システムを採用 していることがあげられる 。

また、ゲレンデには 2WAYワンメイクジャンプ台や

レール ・ ボックス等のJIBコースがあり、遊べるアイ



7月

4月

l月

→ー平成18年度
4・平成19年度
-~ 平成20年度

図 10 アクロス重信の月別利用者数

注)アクロス重信の資料より 川井博樹作成

テムが満載である。道具類はすべてレンタルできるほ

か、初心者対象ボー ドスクールも開講される等、初心

者から上級者まで楽しめるゲレンデとなっている。

(2) 松山ゴルフ倶楽部と松山国際ゴルフ倶楽部

松山ゴルフ倶楽部は昭和33年 (1958) 11月、県内で

待望の本格的なゴルフ場と して旧川内町松瀬川に開場

した。 当初は現在のアウトの 9 ホールのみだった。 最

初のメンバーは300人足らず。当時は松山ゴルフ倶楽

部川内コースと言われていた。今のような恵まれた施

設もなく、ゴルファ ーは弁当持参で、悪路の“酷道"

と言われた国道11号を往復したという。開場の頃はゴ

ルフ人口も少なく、入場者は 1 日平均約30人。 メンバー

は新居浜の住友関係者が目立っていた。 昭和39年11月

には 9 ホールを増設し、倶楽部ハウスを新築竣工した。

平成10年 (1998) 開場記念40周年をむかえた。 西日本

最高峰の石鎚連山を望み、眼下に広がる道後平野を眺

めながらプレーが楽しめる。 コースは10万本の松が立

ち並ぶ林間コースで、変化に富んだコースレイアウト

に加え、手入れの行き届いたベントグ リー ンが伝統的

コースならではの風格をたたえている。

松山国際ゴルフ倶楽部は昭和45年 7 月に旧重信町上

林にオープンした。 現在、パシフィックゴルフグルー

プインタ ーナショナルホールデイングス株式会社(平

成20年 12月現在、全国128ゴ、ルフ場体制)の傘下にある 。

コ ースは、荘厳な皿ヶ嶺遠山を見渡せる素晴らしい景

色をバックに、戦略性じ富み、チャレンジ ・ リベンジ

を駆り立てられる コースが堪能できる。

(3) 東温市運動公園・ツインドーム重信

旧重信町西岡に位置し、テニス コー トの他、野球・

サッカ ー・ 陸上競技に利用できる多目的グラウンドに

は観客席もある。高台にあり市内を一望できる 。

ツインドーム重信はドーム型の体育館で、バスケッ

ト コ ー ト で 2 面・バレーボールコート で 3 面の利用が

できる 。 観覧席248席、更衣室 ・ シャワ 一室 ・ ジョギ

ングコースなどの設備が利用できる。 また、アスレチッ

クジムには、空気圧式筋力トレーニングマシン 7 台 ・

エアロピクス機器10台 ・ フリ ー ウェイト器具などがあ

り、楽しみながら体力づくりができるよう個人別 ト

レーニ ングメ ニ ュー も作成してくれる。 図11にあるよ

うに、年間延べ10万人以上の利用者がある(写真11 ) 。

(人)
140,000 

. 会議室

. テニスコト

ロ 多目的広場
圏 多目的ルーム
ロトレーニングルーム

ロ卓球地
ロ アリーナ

。平成 13年 14年

-126-

図11 ツインドーム重信 ・ 総合公園年間

延べ利用者数の推移

注)東温市役所資料より 川井博樹作成

写真11 ツインドーム重信

注)平成20年 9 月 川井博樹撮影



5 イベント

(1) 観月祭

旧重信町横河原橋付近で、 8 月下旬に行われるイベ

ントで、約3，500発の花火大会は県下でも人気があり、

図 9 にあるように、約 5万人が訪れる 。 沿道には夜店

が立ち並び、会場は月見踊りゃいもたきで賑わう (写

真12) 。

写真12 観月祭

注)平成20年 8 月 川井博樹:tJii彩

(2) どてかぼちゃカーニパル

旧重信町見奈良のレスパスシティにおいて、 9 月上

旬に開催される 。 出品された巨大な飼料用かぼちゃの

写真13 どてかぼちゃカ ーニパル

注)東温市役所提供
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大きさ、色つや、形などを競う コ ンテストである 。 市

内外から数百点のかぼちゃが大集合 し 、 200kgを超え

るかぼちゃが出品される こ ともある 。 会場ではバザー

やミニイベン ト も行われる(写真13) 0 (川井 博樹)

6 まとめ

松山 自動車道の川 内ICに近く、中心都市松山近郊

の観光地という地理的条件の中で、集客力のある独創

的で魅力ある文化施設、スポーツ施設、温泉など観光

産業の育成が図られている。「点」としての開発につ

いては、各施設とも充実 した観光拠点として認知度に

おいて一定の成果を挙げている 。 しか し今後、観光の

圏域を広げるためには、[点」から「線」への開発が

必要となるであろう 。 交通のアクセスや周遊コースの

設定などネットワークとしてつなぎ、そして「とうお

んしJ という面的な観光ブラン ドとして、っくりあげ

ることも可能であろう 。 (繁桝 義一)

注及び参考文献

1 )株式会社いよぎん地域経済研究センター 主席研

究員 黒田明良(平成15年) I愛媛県内各地の新た

な観光戦略と今後の課題 一 地域の歴史や文化を活か

したまちづくりで個性を磨く! -J 

2 ) 長谷政弘編(平成15年 ) r新 しい観光振興j 発想

と戦略 同文館出版

o 日本観光協会『数字でみる観光2007-2008年度版j

o 山村順次(平成 7 年) : r新観光地理学j 大明堂

0東温市(平成18年) 東温市市勢要覧

0東jR市(平成18年) : 東温市統計書
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宇和島南中等教育学校繁桝義一
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政一 1 伊予鉄道横河原線沿線の景観と地域変貌

ら松山、 三津に至る貨客の経過地J 6) で重信川の渡河

はじめに 点である横河原までの再延長を明治29年決定した。 明

純粋の民間鉄道として阪堺鉄道(現南海鉄道)に次

ぐ歴史の伊予鉄道会社 (現伊予鉄道)により建設され
ょこ がわら

た横河原線の開通は、沿線の集落に大きな影響を与え

た。 さらに、モー タリゼー ションの進展に伴い道路網

も整備され、県者[1松山市の衛星都市としての都市化も

進み、沿線の景観は劇的に変化している。

ここでは、横河原線の開通や道路整備などによる横

河原線沿線の景観の変貌について考察していく 。

2 横河原線の開通

(1) 平井河原線開通と横河原延長

明治21年(1888) 営業運転を開始した日本初の軽便

鉄道となる松山 (現松山市)-三津間の良好な営業

成績から、同24年 1 月の総会で、三津~高浜問と A811)
~久米間の路線延長が決議された。 さらに、外側~久

米聞は同年 5 月平井i協(現平井) 2) までの延長に変
更され、 8 月から工事が始まった。 石手川鉄橋や立花

駅付近の用地買収において、県内初となる公用土地買

上規則(土地収用法)を適用した土地強制売買3) 等に

よる中断もあったが、明治26年 5 月 7 日に平井河原線

(7.l km ) の運転が開始され、 6 月からは 2 時間毎の運

転となった。

日尾八幡神社の鳥居前町で金見羅(讃岐)街道の宿

場町でもあった久米ではなく、当時商家が 8 粁ほど

の淋しい所4) といわれた平井河原に終点を変更したの

は、東予方面への中継地としての機能をより意識した

ものと考えられるが、高浜線が í 1 日 1 マイルの収入

が 9 円に対し、第二区(平井河原線)は開業時j農繁期

でもあったためか、その半分の 5 円J 5) と不振であっ

たため、機能強化のため「浮穴、久米両郡東部地方か

治32:f1:: 1O月 4 日に横河原線 (13.2km) が全線開通し、

1 日 17往復、所要50分の 1 時間毎の運転となった。

平井河原~横河原間 (5.87km) で横河原駅以外の新
たの〈ぼ うしぷち . 

設駅は田窪(現牛i刻) 7) のみであったが、これは蒸気

機関車は駅間距離が短いと出足が悪くスピードが出な

いため輸送効率が低下する8) ことが影響 したためと恩

われる(表 1 、図 1 )。

なお、終点駅を金見羅街道の宿場町として栄えてい

た川上でなく横河原としたのは、伊予鉄道が郡中方面

へ路線を計画した際に重信川の架橋工事が困難なため

中止したことや、横河原再延長を決定した年に松山~

郡中間 (10品m) で開通 した南予鉄道が重信川の鉄橋

工事で難航したことなど、架橋工事の困難さがあった

と考えられるが、横河原が終点駅となったことで横河

原と川上の盛衰に大きな影響を与えることになった。

(2) 戦前の横河原線の状況

大正元年 (1912) 8 月 10 日平井~田窪間に貨物駅の
はりまづか

播磨塚駅(現牛i開l団地前駅付近)が設置され梨を出荷

していたが、昭和 6 年 ( 193 1) 3 月 3 日廃止された。

昭和 2 年国鉄予讃殺が松山まで延び東予方面からの

貨客の流れが変化すると、対抗措置として昭和 6 年に

高浜線を電化して軌間も 2 フィート 6 インチ (0.762m)

から 3 フィ ート 6 インチ(1.067m) に拡張され、横

河原線も貨物直送化のため同年初L問を拡張した。
うめのもと

昭和10年には締本駅が、同13年には見奈良駅がそれ

ぞれ無人駅として新設された。 見奈良駅はゴルフ客や

皿ケ嶺登山客なども利用した?

(3) 電化と新駅の設置

国鉄との競争から早くから電化された高浜線や郡中

線(昭和25年電化)に対し、横河原線と森松線10) は

蒸気機関車のままであったが、沿線住民の増加に対応
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表 1 伊予鉄道横河原線駅一覧

松山市 駅の設置 i時期

駅 名
からの 平井河原線 営業開始日 f肪 考営業Rê: 開通

横河原延長
昭和 10年代

昭和40年代

離 (km) (明治26年)
(明治32年) 以降

石手川公園 0.8 。 昭和47年 6 月 14 日

いよ立花 1.4 。 明治26年 5 月 7 日
駅名を立花から伊予立花(現いよ立
花)へ変更 (11百和 2 年)

福音寺 2.9 。 昭和43年 1 月 1 日

北久米 3.9 。 昭和42年 1 月 l 日

久 米 4.5 。 明治26年 5 月 7 日 現在地に移転(昭和56年)

勝ノ子 5.6 。 昭和42年10月 l 日 現在地に移転(昭和53年)

平 井 6.9 。 明治26年 5 月 7 日 駅名を平井河原から変更(明治35年)

梅 本 8.2 。 昭和10年 5 月 1 日 現在地に移転 (昭和56年)

牛測団地前 9.0 。 昭和45年 5 月 1 日

牛 測 10.0 。 明治32年10月 4 日 駅名を田窪から変更(昭和41年)

回 窪 10.9 。 昭和42年 1 月 1 日

見奈良 11.6 。 昭和13年 9 月 1 日

愛大医学
12.4 。 昭和56年 8 月 10 日

部南口

横河原 13.2 。 明治32年10月 4 日

注) r伊予鉄道百年史j 及び伊予鉄道ホームページにより窪田賢治作成

ノ

図 1 伊予鉄道横河原線沿線図

注)窪田賢治作成

円
，b



表2 伊予鉄道横河原線関係年表

年(西暦) 月日 専E 項

明治20年(1887) 9/14 伊予鉄道会社(現伊予鉄道)設立
21年(1888) 10/28 松山~三津口~三津i部で鉄道運輸業開始
22~F (1889) 7/20 松山駅を外仰l駅に改称

24"1' (1891) 1/17 定時総会で三津~高浜|切と外側~久米関の路線延長を決議
4/1 高浜線、久米線の路線延長に仮免許
5/17 臨時総会で久米延長を平井河原延長に変更決議

8/10 外仰1)-平井河原聞の鉄道建設工事に着工

25年 ( 1892) 3/17 平井河原線用地買収に鉄道用地協議会設置を申請
7/6 平井河原線用地買収に県土地収用審議委員会が決裁

26年 ( 1893) 5/7 平井河原線 {新設駅立花・久米・平井河原) の巡転開始
6/3 平井河原線 2 時間毎の運転開始

29年(1896) 4/20 臨時総会で横河原延長案決議不成立
5/2 横河原延長案の仮設決
5/27 臨時総会で 5 月 2 日の仮決議を議決

31年(1898) 9/8 横河原延長の仮免許
12/20 平井河原~械河原問の運輸免許

32"1' (1899) 3/31 平井河原~横河原附lの線路延長工事に着手
10/4 横河原延長線 (新設駅:田主主(現牛測)・紘一河原〉の述転開始

35年 (1902) 6/1 外側駅を松山駅、平井河原駅を平井駅に改称
41年 ( 1908) 10/11 伊予鉄道唱歌(作詞:大和田建樹、作!日1 : 田村虎蔵)発表

大正元年 ( 1912) 8/10 平井~田窪1mに機騒塚駅(貨物駅)新設
昭和 2 年(1927) 3/1 松山駅を松山市駅、 立花駅を伊予立花駅(現いよ立花)に改称

6"1, (1931) 3/3 f市磨塚!lfili~止
10/6 横河原線の軌間拡幅工事竣工

10年(1935) 5/1 梅本駅新設
13年(1938) 9/1 見書長良駅新設
20年(1945) 7/26 松山大空襲のため鉄道軌道線路・車両等に甚大な被答

7/27 高浜、郡中、横河原、 森松各線の一部を除き運転再1m
25"1' (1950) 5/1 松山市駅新築竣工 ( 5 月 10日移転)
29~F (1954) 2/1 横河原線、森松線でディ ーゼル機関車の運転開始 (坊っちゃん列車姿消す)
38年 ( 1963) 10/5 久米のチ| ファミリ ー温泉(日尾開発側と共同)開業
39年 ( 1964) 11/ 1 伊予鉄ポーリングセンター (凹国最大規模)開業
41年 (1966) 11/1 旧注釈を牛1目l駅に改称

12/1 1Jt予欽スポーツセンタ ー竣工

42年(1967) 1/1 北久米駅 . EÐ ~Jl駅新設
6/10 t[化第一期 (松山市~平井|司)運行開始
10/1 t[化第二期 (平井~横河原!渇)完了、全線電化。 30分初;迎転開始。 騰ノ子駅新設。
10/16 伊予立花~横河原I聞で朝ラッシュ l時の増便を笑施

43"1'( 1968) 1/1 初音寺伊予鉄スポー ツセンター前駅(現福音寺駅)新設
7/1 北久米駅に列車行き違い設備竣工
9/30 横河原線、郡中線用電車を西武鉄道より 4両購入

45年 ( 1 970) 5/1 牛測団地前駅新設
46年 (1971 ) 7/1 20分毎巡行開始
4N(1972) 6/14 石手川公悶駅新設

9/1 松山市~平井IllJ で車nラァシュ時の臨時列車増発開始
49年 ( 1 974 ) 9/3 沿線住宅の急増により 、朝ラ ッシュ時に増使

11/20 愛媛大学医学部移転
51"1' (1976) 5/28 横河原駅、 !I二測駅に駐輪場設盤

10/2 愛媛大学医学部附属病院開院
10/28 北久米駅に駐輪場設置

52年(1977) 1/25 横河原線の全区間重軌条化完了
53年(1978) 3/14 鷹ノ子駅移転。 牛捌団地前駅及び横河原駅のホーム延長工事竣工

5/8 平井駅新築竣工
5/12 橘音寺駅ホーム延長工事竣工
5/31 伊予立花、福音寺、牛泊j各駅の新築竣工。 f~t予立花駅ほか 5 駅ホーム延長工事竣工。
6/25 北久米駅及び久米駅の仮延長工事竣工

54年 ( 1979) 3/20 北久米駅改良工事竣工
55年 ( 1980) 2/2 川内グリー ンタウン分譲開始
56年 ( 1 981) 4/22 久米駅移転

5/11 梅本駅移転

7/11 松山市!IR総内高浜横河原線直結工事竣工
7/20 見奈良駅新築竣工
8/10 愛大医学部r~ï口駅新設。高I兵~横河原聞の直通迎転開始(15分毎週~忌) 。

57"1'(1982) 4/16 稲音寺駅ホームの改良工事竣工
5/30 回袋駅ホームの改良工事竣工

平成10年 ( 1 998) 2/1 プ リ ベイド式「い~カー ドj が郊外線での使用開始
17年 (2∞5) 8/23 日本初電車・パス ・ タクシー共通ICカ ー ドシステム IICい~カ ー ドJ 使用開始
18年 (2006) 4/1 梅本駅の駅舎改修、駅名表示を 「梅本駅 四聞がんセンター îìíJ J に変更

�) r愛媛県史 地誌 D (中予)J r伊予鉄道百年史J r伊予鉄が走る街今昔j により窪田賢治作成
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した輸送力増強の必要性からデイ ーゼル化が計画され

た。 昭和29年 ( 1954) 2 月 1 日からデイ ーゼル機関車

による運転が45分間隔で開始されたことで蒸気機関車

(坊っちゃん列車)は姿を消したil )

昭和30年代に入ると自動車の利用が増え、パス部門

に力を入れていた伊予鉄道は平井~横河原聞のパス路

線化を決定した。 駅周辺住民は存続運動を展開し、そ

れを受け、昭和42年北久米と田窪(旧田窪駅は前年牛

i剃釈と改称)が新設され、昭和42年 6 月 10 日には第一

期区間(松山市~平井間)が電化され(写真 1 )、 10

月 1 日の第二期区間(平井~横河原間)の電化完了に

より、 30分毎の電車による直通運転を開始した。

写真 1 松山市行き電車と横河原行きディ ーゼル機関

車の乗り換え(平井駅)

注) 昭和42年(1967) 8 月 窪閏重治撮影

さらに、鷹ノ子駅や福音寺スポー ツ セ ンタ ー前駅 (現

福音寺駅)のほか、県営牛測住宅団地や播磨台団地の

開発に よ る住民の増加に対応 した牛測団地前駅や、全

国でも珍しい鉄橋の上にある石手川公園駅も開設され

た。

その後、輸送量増強のため鷹ノ子駅を現在地に移転

し、昭和53年から四両編成に よ る運転を開始した。 さ

らに、 15分毎運行と高浜線との直通化のため久米 ・ 梅

本・見奈良の各駅の現在地への移転を進め、昭和56年

には愛大医学部南口駅を新設し、高j兵~横河原間の直

通運転を開始 した。 また、通勤・通学者用の駐輪場の

整備や、久米駅や梅本駅を起点とするループパスを運

行するなど、横河原線の利便性は現在も向上している

(表 2) 0 (窪田賢治)

3 横河原線開通による集落の変貌

(1) 川上宿場町の盛衰

しぶとに

渋谷川扇状地の扇端に立地する川上は金毘羅街道の

宿場町として繁栄 し 、 町内には里程標や道標、 金 ・ 石

常夜灯が多く残っている (写真 2- 5 ) 。

川上宿は「讃岐金毘羅宮や石鎚大権現等の議参りが

出入りした。 (中略)駄馬・商家・宿屋が建ち並び屋

号をもった商家が拾数粁もあり、典型的な宿場町が形

成されていた。 領主代官の御定宿があり、笠方役所か

ら駄馬の搬出する材木の中間問屋があった他各種商売

が繁嫌J 1 2) していた(図 2 ) 。 川上には「米田屋とい

う宿屋があって石鎚山の祭礼の期間はそこに沢山のお

山登りの行列が宿泊したり、休憩 して昼食をとったり 」

していたP
うえのもよっ '"かのちょう しものちょう

上之町は分署坂で中之町・ 下之町と繋がり、伝馬屋

があった (写真 6-9 ) 。伝馬屋は近世宿駅の問屋場で、

宿場の公用人馬の継立をつかさとなっ た宿場の長にあた

り、道中奉行の支配で駅業務を管轄 した。 上之町の佐

伯屋は明治の頃「鍵屋金持ち佐伯屋地持ち」といわれ

た地方|泡ーの商家で?数人の番頭に女中 ま で使用す
ゐおた&

る大店であったP 明治40年 ( 1907) には芝居小屋名

越座が奥行を始め、戦後も しばらく続いていた。 川上

神社(大宮大明神)の参道石段奉献世話人には、天保

2 年 (1831 ) 申卯歳 8 月鍵屋仁兵衛 ・ 伝馬屋覚四郎 ・

戎屋国右衛門・熊野屋半次郎・島屋嘉蔵 ・ 三原屋和平・

米国屋政蔵らの豪商名が刻 まれている 。

しかし、明治32年に横河原線が開通する と貨客は横

河原に流れ、 川上宿は交通集落 と しての機能を横河原

に奪われ衰退 して しまった。 さらに、明治35年の国道

改修で、中之町の分署坂下から右折して市場 ・ 天神 ・
ふねのやま

滝ノ下 ・ 船野山山麓を経由し土谷に至る新道が開通す
おもて ませ

ると、渋谷川 と表川の合流する市場 ・ 天神町が松瀬
かわ

川 ・井内・河之内の渓口集落として新街村を形成した

(写真10) 。

(2) 横河原駅開通前の渡津集落横川(横河原)

よニがわ

重信川扇状地の扇央に立地する横川 (横河原) の集

落は標高130m、金見殺街道と大洲 ・ 宇和島街道の交

点にあり、重信川 を渡る渡津集落で自然堤防上にあり、
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図2 明治以前の川上駅と屋号

1主) r川内町誌J ( 1961) より 11日程

!I< 

写真3 川上宿・上之町の道標

注) r友讃州こんぴら、右 名こへこんぴらへ壱皇(河之内道) J 
の分岐点
平成元年 ( 1989) 5 月 窪田重治jl&影
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... ~ -- "..，._・

金見羅道の道標(川上宿・中之町米田屋前)

注)嘉永 3 年 (1850) 建立(再建) 。
平成元年(1989) 5 月 窪田重治撮影

写真2



写真4 北方茶堂の金 ・ 石常夜灯と

「金毘羅へ廿七里J の里程標

注) 皐程標は根元で折f員。 建立松木覚右衛門。
平成元年(1989) 4 月 窪田重治保影

写真5 金 ・ 石常夜灯(東温市機灘・金毘羅街道沿い)

注) 平成 3 年 ( 199 1) 4 月 窪田重治撮影

写真6 川上宿の名残をとどめる中之町

注)米田屋の屡号が残る。 検河原線開通までは繁盛した。
昭和59年 (1984) 5 月 窪田重治省11彩

対岸の茶堂とは対向集落である(写真11) 。 茶堂には

川渡し人足の人足溜りがあり、江戸末期まで出水期に
かつぎ

は水量によって「背負いJ I肩車J I四人担の乗せ台j

によって渡河していたP

重信川は 「近来年々砂石の堆積多く、殊に横河原停

車場付近は非常なる堆積にて河床は近傍の地盤より高
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l- I! しぱ

く甚しきは堤防よりも尚高き所あり屡々水害を受く。
せきせん

この川は常時水なき石磯不毛の積川なれとも、時あり

て水量常に大なることあり J 17) といわれ、横)1 1の集落

は飲料水の確保に苦労し、飲料水は井戸水に頼ってい

た。 最初の井戸は明治20年以前に山内愛次郎が酸造目

的に掘った通称「愛さん井戸J で、付近 8 戸が利用し



写真7 川上宿 ・ 中之町

注) 戎屋、米国屋、鍵屋など屋号をもった豪商が軒を並べた。
平成元年 (1989) 5 月 窪田重治縄影

写真9 寂れてしま った川上宿・上之町

注)平成元年 (1989) 5 月 窪田重治織影

写真8 川上宿・中之町 (米国屋前)

注) 分署坂(金毘維道 ・左)と明治35年の国道改修による新道 (右)
の分岐点。
平成元年 (1989) 5 月 窪田重治撮影

写真10 天神町の新街村

注)松瀬川・ 井内 ・河之内の渓口集落として渋谷川扇状地の扇
端に立地。
平成 3 年 (1991 ) 4 月 窪田重治搬彩

写真11 重信川と渡津集落

注)横河原橋から下流方向を望む。 左岸茶堂と右岸検河原の対向集落。
平成元年(1989) 4 月 窪田霊治倣影
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明治42年
(1909) 

樋之口 ・ 横川 45 
志津川・ 横川 44 

計 89

表 3 横河原の戸数変化

注 1 ) 横河原は昭和35年「横河原区J として樋之口・志津川の小字から分縦し独立区となる 。
注 2) r重信町誌J I重信町勢要覧J I東i昆市統計書 平成18年度版」などにより窪田重治作成

前
)11 
池

ゼ (現愛大医学部
池 附属病院)

凡例

・ 商店
@ 理髪店
o 割烹旅館・飲食店

@ 精米所 ι 

@ 鍛治屋石屋

@ 共同井戸

区~ 住宅

図 3 横河原駅前集落(昭和 15年頃)

I主) 窪田重治作成

50 100m 

~. -c".. . --~虫魚ぺ

写真12 横河原駅前通りの辻井戸(共向井戸)の残象

注)木桶の釣瓶がシュ ロ縦で滑車に吊され、近隣の人々が水汲
みに集った。 寄棟の雨被いがあったが、上水道施設の完備
で不要になり、コンクリ ー トで覆われている 。

写真13 横河原に \1佐一残る辻井戸(共同井戸)

注) 上水道の普及で壊廃が進んだ。
平成 3 年(1991) 7 月 窪田重治織影

昭和57年 (1982) 8 月 窪田重治侃彩
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た。その後、街道筋に中井戸 ・ 下井戸の辻井戸(共向

井戸)が掘られ、深さは 7 問 (12.6m) の深井戸で、あっ

た。明治10年代わずか数戸の波津集落であったが、横

河原線開通で松林が拓かれ、駅前通りを中心に民家が

急増した(表 3) 。 明治40年頃には駅前通り端に新た

な辻井戸が掘られ、大正 6 年(1917) には二本松・本

町・水天宮と合計 7 ヵ所掘られた (写真12 ・ 13) 。

大正 6 年森松~横河原聞の里道改修(新郡道)、大

正 9 年からは金見羅街道の道I~lli を 4mから7.5mへの

拡幅と屈曲を直す改修を行い、新道が昭和 2 年 (1927)

に完成した。 新道の開通を機に旧道(金毘羅街道) ・

新道(旧国道11号) ・駅前通り (郡道) ・福見観音道(山

之内街道)を軸にした井型の集落が形成され、横河原

駅から横河原橋まで新街村の駅前集落が発達した(図

3) 。

集落の形成とともに飲料水の水不足が深刻化し、昭

和 4年土居藤太は八木菊次らと簡易上水道施設の建設

に取り組み、昭和 5 年有志22名と日掛 5銭の出資を担

保に農業会から資金を借入れ、菅原の醸造井戸を水源

とした。 株主72戸その他20戸計92戸、横河原全世帯の

38%がこの簡易水道の，恩恵に浴した?横河原集落発

展の草創期に、飲料水確保の労苦を重ねた先覚者土居

藤太、簡易上水道組合長八木菊次、世話人として協力

した中奥文吾 ・ 富久宇太郎・松末磨多ーの努力は特筆

に値する 。

(3) 横河原駅前集落の成立と発展

横川(横河原) は、金毘総参りや石鎚登山客が重信

川の出水による川止めになっ た時に宿泊する程度の渡

津集落で、明治23年頃までは14戸の一寒村であった。

明治32年 (1899) に平井河原線が横河原駅まで延長さ

れ、横河原駅は横河原の代名詞でありシンボル的存在

であった通称「二本松J の巨松のたもとに開設された

(写真14 ・ 15 ) 。
ひの〈ち しっかわ

地籍は温泉郡北吉井村大字樋口字横川と大字志津川

字横川・ 桟敷に属し、地籍ーから駅名を横川駅にしよう

としたが、山陽本線に横川駅 (広島県)がある こと

から横河原駅になったという 19) (写真16) 。 それ以来、

駅名が地名として定着し、昭和35年樋口・志津川の小

字から分離して「横河原区J となった。

終点の横河原駅は、新居 ・ 周桑郡及び東温地方を背

景とする貨客輸送の拠点になり、農林産物の集散地と

写真14 横河原の代名詞「二本松」の巨松

注)志津川の天満神社の御旅所で、若宮さんが;]氾つである 。 松
くい虫の被害で枯れ、昭和57年伐採された。
昭和53年 (1978) 12月 窪田重治機影

写真15 r二本松」と金見羅街道

注)道路が樋口と志津川 (f二本松J 側)の境界。 道路沿いの水
路が継続用水路の南井手。
昭和53年 (1978) 12月 窪田重治撮影

して昭和 2 年予讃線の松山延長まで、東予方面と松山

を結ぶ陸上最短ルートの中継地になった。 なお、開通

当時の機河原~松山聞の乗車賃は 3 等11銭であ った

(表 4) 。
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表4 横河原駅からの乗車賃の変化 (3 等料金)
(単位 : 銭)

Zト\空 田窪 平井河原
久米

立花 外 側
古町 三 津 高浜

(現牛測) (現平井) (現いよ立花) (現松山市)

明治32年 ( 1899) 3 6 7 10 11 13 17 19 
34年 ( 1901 ) 4 7 9 13 14 17 21 24 
45年 ( 19 12) 4 8 11 15 15 17 24 26 

大正 7 年 (1918) 5 9 12 17 19 21 27 31 
9 年(1920) 7 13 17 24 27 30 39 46 

昭和 2 年(1927) 7 13 17 24 27 30 39 46 
11年(1936) 7 13 17 24 27 30 39 46 

注 1 ) r値段史年表j 朝日新聞社 (1988) によると、 全国平均の日雇賃金の 1 日平均は明治33年37銭、 44年56銭、大正 7 年96銭、 昭和 2
年 l 円98銭、昭和12年 1 円43銭であった。

注 2) r五十年史j 伊予鉄道電気株式会社(1836) に より 緩悶重治作成

写真16 終点駅の横河原駅

注) I横河原J の駅名が地名となっ た。
平成16年 (2004) 10月 窪田重治撮影

鉄道開通に よ り、駅周辺には樋口や志津川 をはじめ
みっち

隣村の川上・ 三内、さらに周桑郡・越智郡など東予地

方からの移住者が店を構え、客馬車 ・ 人力車夫を生業

とする人々も居住 し、民家商家が建ち並んだ。 石工屋・

自転車屋 ・ 精米所 ・ 散髪屋 ・ 肉屋 ・ 鮮魚屋・日用雑貨

の高屋のほか、荷馬車運送業者も多くいたので蹄鉄鍛

冶屋もあった。 表通りの専業商店は大正 6 年 (1917)

24軒、昭和13年 ( 1938) 76軒、昭和37年90軒、昭和47

年76軒で、昭和57年には66軒あった(表 5 、写真17 ・

1 8) 。

集落の発展に よ り、村の中枢機関が志津川から移転

した。 明治42年北吉井小学校が志津川上市から志津川

131へ東移 し、大正 4 年11月には街!大典事業 と し て北

吉井村役場の新築移転が計画され、翌年 6 月落成した。

県に提出 した「村役場変更許可申請書Jには「新位置 (北

吉井村大字樋口) ハ、横河原駅ノ西端ニ属シ、横河原
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表5 横河原商店街の店舗構成
(単位軒)

種 類 軒数 車重 類 軒数

医院 めがね ・ 時計店
旅館 3 薬局
自転車屋 3 カメラ店
ポンプ ・ 水道店 2 菓子屋
書店 1 パン屋
肉屋 2 電気製品・サー ビス店
飲食・喫茶 6 苗木商
運送店 製材 ・ 家具

理髪店 3 とうふ屋
美容院 2 てんぷら屋
化粧品店 2 酒造業
衣料品店 3 寝具屋
銀行 2 履物屋
郵便局 クリ ーニ ング店

酒販売店 3 洋服仕立屋
料理 ・ 仕出 し屋 3 精米 ・ 製麹業

石材業 l 歯科医
雑貨品店 3 米穀店
マージャン店 l 止口岳、 計

注) 1113*057年 9 月 5 日窪田重治調査

写真17 横河原駅前通りの商店街 (昭和32年)

注) 昭和32年(1957) 7 月 窪自重治撮影
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2 

3 
1 
2 
I 
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I 
l 
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写真18 横河原駅前通りの商店街(平成元年)

注)平成元年(1989) 8 月 窪田重治撮影

ハ大字志津川及ピ樋口ノ二部落ヨリ成リ、戸数137人

口682人ニシテ東西一丁南北一丁余ニシテ人家調密将

来商業発展ノ地ナレパ適当ナル位置ナリ(中略)松山

ニ通ズル国道ニ面シ横河原停車場付近ニシテ交通モ ッ

トモ便利ナリ J 20) とある 。 また、横河原郵便局が大正

11年 (1922) 7 月 17 日開局し、昭和 3 年 (1928) に新

道(旧国道11号)沿いに新築し、昭和 9 年 2 月 11 日か

ら集配達業務を行った。

横河原の変貌ぶりを 『北吉井村誌』 は「横河原線が

開通したとき、民家僅か 2-3軒あるのみにして、小

松原の荒廃地にすぎず、婦女子の通行も昼間さえ危険

視されるところであったと古老はいう 。 然るに今日人
し っぴ

家200余軒を算し、商家櫛比の現状であり、一行政区

が設けられ、本村の大玄関口たるの発展をみたるは一

重に伊予鉄道の恩恵である。 本村以東の貨物の集散地

であり交通の要衝として、将来益々発展するであろ

う J 21) と記している 。

(4) 貨客の集散と商業の発展

高浜虚子は横河原駅について「讃岐街道に沿ひ東予

地方を往復する関門である。 此駅から重信川を渡って

18丁 (1.96km) 行くと川上である。 川上はこの街道の

大きな宿駅で商家が沢山ある J 22) と解説し、大和田建

樹作詞の伊予鉄道唱歌11節では「終点駅の横河原/お
しらいからかい

りて進めば讃岐道/夏白糸を繰出だす/白猪唐岬滝近

し」とうたっている。また、新緑・紅葉の頃には滝見

物の行楽客や小中学生の遠足で松山方面からの乗降客

で賑わい、駅前には降客を待つ入力車・客馬車がたむ
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表6 人力車・客馬車・荷馬車の分布(大正10年)
(単位:台)

旧町村名 人力車 客馬車 荷馬車 l

久米(松山市) 2 l 

小野(松山市)
北吉井(旧重信町) 6 12 

川上(旧川内町) 7 4 

ニ内(旧川内町) 3 22 
l口込 計 15 4 39 

注) r温泉郡勢J (大正12年) により窪田重治作成

ろしていた(表 6) 。

人力車は川上・三内方面の人が多く利用し、時には

桜三里を越えて周桑郡まで、客を送った。 明治末期には

駅に待機する客馬車は10台を下らなかったといい、横
ゆや

河原と東予地方を結ぶ重要交通機関で、横河原~湯谷
〈・ち

口(県道)聞の料金は42銭であった。

大正初期に乗合馬車が出現し、大正 8-9 年頃には
ひわ だ

5-6 人乗りの乗合馬車が、川上 1 台 ・ 桧皮峠 3 台・

横河原 2 台・湯谷口に 3 台あった。峠越えが 1 日 1 往

復あり、湯谷口で乗り継いでいた。運賃は横河原から

桧皮峠まで15銭、湯谷口まで30銭、横河原駅から湯谷

口方面と河之内金毘羅前まで走ったという ?

大正 6年川上村天神の越智誉六が川上~横河原聞に

6 人乗り小型パスによる乗合自動車営業を始め、大正

9 年 5 月には河之内~横河原聞を運賃50銭で営業運転

を開始した伊 大正 8 年に東予自動車が西条~横河原

間の乗合自動車営業を開始し、人力車 ・ 客馬車業者に

致命的打撃を与えた。 昭和 2 年の予讃線松山駅開通後

は、周桑自動車が営業を引き継ぎ、松山~湯谷口(県

道)-小松を直結した。

材木を主とする農林産物は、山之内 ・川上村・ 三内

村から荷馬車・トラックで横河原駅に搬送され、駅周

辺は材木 ・ 薪炭 ・ 竹 ・ 杉皮などの集積場になった。 駅

構内には貨物専用の引込線が敷かれ、松山・三津 ・ 高

浜方面との貨物の流通に対応した(図 4、写真19) 。

松山方面からは、生活必需品・雑貨類・肥料農薬 ・

農機具類が駅止で送られ、これらの集配達は駅前の八

木運送店が取り仕切り、専属業者が牛馬車で配送した。

横河原には、昭和20年代荷馬車運送業者がまだ10余軒

あった。

大正 4 年設立の川上信用購買組合(現JA) は横河

原駅に土蔵造りの穀物倉庫を建設 し、専用ホームを構

え、北吉井信用購買組合(現JA) も駅西側に事務所・



岡
本

至森松

貯木場

横河原駅

.u_ ~ι 

川上信用組合穀物
倉庫

図 4 横河原駅付近 (昭和 10年代)

注) 記憶をもとに窪田重治作成

写真19 横河原駅前広場

注)駅前広場に貨物用引込線が敷かれ、林産物の集積場となっていた。
昭和59年(1984) 5 月 窪田重治撮影

写真20 旧川上信用購買組合の米麦穀物倉庫

注)昭和57年(1982) 8 月 窪田重治搬影

-139-



写真21 旧北吉井信用購買組合の穀物倉庫

注)平成 2 年 (1990) 1 月 窪田重治撮影

倉庫を建設した(写真20 ・ 21 ) 。大正 9 -10年の横河

原線の営業実績をみると、乗降客数は松山市駅・伊予

立花駅に次ぎ、貨物では松山市駅に次ぐ取扱量で、東

温地方の貨客流通の一大拠点であった (表7) 。

表ア 横河原線の駅別貨客数

liト
乗降者 貨物輸送量

(大正 9-10年) (大正 8 年)

乗車(人)降車(人) 発送( t )到着( t ) 

松 山 1.164,210 1.121.570 12,908 32,611 

伊予立花 298,735 281.191 2.267 3.783 

久 米 96,917 98,645 2,686 2,874 

平 井 104,095 105,765 4.172 2,996 

播磨塚 16 39 

田 窪 80.882 80.848 3,263 1.992 

横河原 142,253 162,689 8,676 4.546 

注) r温泉郡勢J (大正12年)により窪田重治作成

横河原延長により、松山の通勤・通学園が拡大し、

昭和初期の学生は、「横河原駅までほとんど歩いての

通学で、自転車は 2-3 人であった。 靴の消耗するの

を惜しんで\横河原駅前の知人宅に靴を預けておき履

きかえて、家庭までの往復は下駄で通学した。 朝 7 時

発の汽車に乗車するので、冬など 6 時頃に家を出た。
きたカeたかい しょ

河之内の女学生は勿論のこと、北方海上などの女学生

は提灯をつけJ お) 途中まで、送ってもらっていた。

定期券利用者の居住地の概況をみると(図 5)、横

河原駅には奥松瀬川 (三軒屋)・河之内・井内・山之
あらきだに

内の荒木谷からの通学生がいた。

昭和 6 年 (1931 ) 5 月 1 日に高浜線が電化し軌間を

拡幅したため貨物輸送に支障が生じ、横河原線も軌間

を統ーして高浜線との直通輸送に対応、 した。

交通路の変化は産業立地にも変化をもた らした。 交

通の難所であった「横河原渡しjに大正 8 年全長130m 、

高さ 3 mの木製の橋が完成した。 茶堂側の南柱には、

「札ノ辻より 三里半」 と刻まれていた。 昭和 5 年10月

にはコンクリート橋の横河原橋 (263.3m ) が完成した。

大正 6 年 (1917) 森松~横河原間に新郡道が貫通し、

新道(旧国道11号) も昭和 2 年には完成して、横河原

は鉄道・道路交通の要衝となった。

この状況のもと、松末磨多ーは大正 2 年、焼玉エン

ジンを動力源、に駅前で製材業を興した。 電力利用は大

正10年10月からで、駅構内に専用引込線を敷設して松
おおちょう

山・ 三津方面と直結した。 広島県大長村(大崎下島)

からみかん箱の注文もあった。 大正13年川上村出身の

佐伯運三も、新道沿いで製材業を始め、 富久字太郎も

吉井製材所を創業して横河原の主力産業となった。 大

正14年樋口の和田伍郎が新道端で酒造業を創業し、地

酒「男花」を醸造している 。 精米所も 3 軒-あったが、

成瀬は火災で廃業し加藤と富久の 2軒が戦後も営業し

ていた。富久は戦前、盆前になると素麺をつくってい

た。

商業も繁盛し、中奥・日乃出屋の割烹旅館が駅前通

りで営業していた。 中奥旅館は昭和20年 2 月から飛行

場設営隊の宿泊所になった。 旧道筋の大西商店 (なん

でも屋)・駅前通りの和田重郎商店 (和国店) は、志、
かどみせ

津川出身で横河原の老舗である 。 門田商店 (門店)は、

昭和11年横河原で最初にアイスキャンデーを作り始め

た。新道縁の半鐙元は樋口出身で、横河原の大店であっ

たが閉店し跡地は新郵便局になっている。屋号のj原に

なった半鐘櫓は横河原橋のたもとに移転している。

駅前の銭湯仙波湯も廃業したが、戦時中は松山

二十二連隊の兵隊も西岡の演習場から夕刻入浴に来て

いた。 他に タンス屋・下駄屋 ・ 仕立屋・葬儀屋・揚げ

屋 ・こんにゃく屋・まんじゅう屋・米屋 ・ 薬屋あらゆ

る業種が集中する商業集落に発展した(図 6) 。 戦前

の横河原には開業医は無く、川上か田窪から往診して

もらっていた。

横河原の堤防の空き地では人形芝居や大相撲巡業も

催され、 不定期の牛市もたった。 大正12年の新道開通

で、金毘羅街道j協 (和田葬儀店横) にあった「右松山
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図 5 昭和年代の汽車通勤 ・ 通学生の定期券利用者の居住範囲概況図 (昭和20年代まで)

注)窪田重治作成

. i商店

。欽食店
② パチノコ店
@理盤袋容院

~ マ J ション

@ ホテル
@ 共向井戸

F 駐車場

+ 病院

露~

図 6 横河原駅前集落 と 商店の分布

注) 昭和56年 ( 198 1 ) 現地調査によ り 経団重治作成
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写真22 横河原の相原薬店前にあった

「右松山御城下道」の道標

注)平成 3 年 ( 199 1) 5 月 径回霊治搬彩

御城下道 ・ 左大洲街道 ・ 世話人志津川中野菜J の道標

を、約50m北の新道(旧国道11号)と郡道の分岐点・

相原薬店前に移した。 この道標に自動車が衝突して傾

いていたが、昭和47年頃夜の聞に盗難にあった。 現在

松山市歩行 11可の料亭の玄関に立っている(写真22) 。

横河原水天宮は、水難鎮護の願を込め久留米の水天

宮を勧請したものである。終点になっ て急速に人家が

増え大集落が形成されると、集落守護のため社殿を造

営し、大正12年に樋口三島神社境内社から分離還御が

行われ列格が認められた?

昭和13年(1938) 8 月に傷痕軍人愛媛療養所の設置

が決定し、翌年 7 月 5 日松山陸軍病院から第 l 回入院

患者20名が伊予鉄道の特別列車で横河原駅に到着 し

た。 以後、普通寺陸軍病院 ・ 佐世保海軍病院から入所

し、関所時100人を超す患者を迎え、 11月 30 日開所式

を挙行した(写真23 -25) 。 療養所の官舎が建ち、医

師職員で人口も急増 し、商店街は活気にあふれた。

(5) 横河原線の電化と都市化

昭和29年 2 月 1 日、開通以来走り続けた四輪連結水
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写真23 国立療養所愛媛病院

(現国立病院機構愛媛病院)

注)クヌギ林の平地林に傷痕軍人愛媛療養所として問所した。
平成 2 年 (1990) 1 月 窪田重治掠影

写真24 傷疲箪人愛媛療養所時代の古い木造病棟と
見奈良原の黒松の残象

注) 平成 4 年 (1992) 2 月 窪田重治搬影

槽付蒸気機関車(坊っちゃん列車)が廃止され、ディー

ゼル機関車に変わり、客車も改造ボギー車両になった

(写真26) 。 所要39分 (22往復)となり、松山との密着

度は一層高まった。

ところが、昭和30年代後半からの高度経済成長は都

市的産業の就業機会を増大し、農山村地域の過疎化を

促した。 さらに、エネルギー革命により薪炭材需要が

無くなり、外材輸入の影響で林業が不振に陥り木材の

流通が途絶えた。 さらに、テレビの普及に伴い駅前の

旭館も廃館して伊予銀行横河原支店となり、昭和28年

吉井製材所跡にオープンしたユニオン劇場も昭和39年

閉館した。 引き継いだ桑原晴敏は横河原の映画の灯火

を絶やすまいと頑張ったが、昭和42年廃業して桑原衣

料品店になった。



写真25 愛媛病院内に残るクヌギ林の平地林の残象

注)平成 4 年 (1992) 2 月 窪田重治撮影

写真27 旧川上信用購買組合の米麦穀物倉庫跡

j上) 駅西駐車場として利用されている 。
平成 3 年 (1991 ) 7 月 窪田重治撒影

国道の整備により道路交通が活性化し、貨物はト

ラックに、乗客はパス ・ マイカ ーへと鉄道から離れ、

横河原駅の川上農協の倉庫跡も伊予鉄駅西駐車場に

なった。 北吉井農協も移転し、引込線も撤去され、駅

周辺は昼間でも閑散と している (写真27 ・ 28) 。

戦後、積極的にパス部門の営業に取り組んだ伊予鉄

道の営業収入は、パス路線の拡充と相まって鉄道部門

収入を圧倒し、鉄道は苦境に陥った。 国道11号バイパ

スの整備とともに、昭和35年 7 月 23 日伊予鉄パス川内

営業所を開設、営業を開始して路線の新設・拡充 ・ 延

伸をはかり、便数を増やした結果横河原駅の利用客は

激減した。 物流の変革によって伊予鉄道は貨物輸送の

取り扱いを中止し、貨客ともに鉄道の利用が減少した。

しかし大量輸送機関の機能をフルに発揮するため
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写真26 横河原駅の仮設ホームに停車中のデイーゼル
機関車とボギー型改良客車

注) 横河原駅の電化工事中。
昭和42年 ( 1967) 8 月 窪田重治撮影

写真28 横河原駅周辺

i主) 貨物専用引込線は撤去され、建物も移転 ・ 撤去され空き地
化している 。
平成16年 (2004) 10月 窪田重治撮影

の鉄道の近代化には消極的で、昭和40年 1 月 30 日森松

線を廃止した伊予鉄道は、赤字を理由に平井~横河原

間も廃止してパス路線化を決定した。 この決定を死活

問題と駅周辺の住民を中心に存続運動が盛り上がり、

昭和41年 5 月「横河原線電化期成同盟会」を結成 し、

9 月 26 日には伊予鉄道本社前に重信町民千数百名が集

まって |町民大会を開き廃止反対運動を展開した。 住民

の運動とともに、鉄道沿線の開発計画・公共機関 ・ 県

営住宅団地の誘致など官民一体となった鉄道利用客の

増加対策が功を奏し、昭和42年10月 1 日全線電化が完

成し(写真29) 、 20分毎の運転となった。 さらに、昭

和56年 8 月 10 日から高浜線との直通運転により 、 松山

市駅まで所要26分、 15分間隔での運転で松山市のベッ

ドタウン化が一層進み、沿線の都市化に対応して新駅



を開設した(表 8) 。

しか し、時間的距離の短縮による移動の利便性が向

上すると、横河原の商閣はスト ロー効果で松山に吸引

され、商業活動は沈滞化した。 こうした沈滞ムードを

活性化したのが、愛媛大学医学部の誘致と附属病院の

開院である。昭和47年 5 月志津川の前f!?池幻) と周辺
の水田 6 万坪 (19万4，255kni) を買収し、総工費200億

円を投入して昭和48 -51年にかけて建設された。 伊

予鉄道も昭和56年愛大医学部南口の新駅を関設し、利

用者の使をはかっている(写真30 -42) 。

横河原駅周辺には国土交通省四園地方整備局四国山

地砂防工事事務所重信川出張所 ・ 東iRL市消防ー署 ・ 銀行

支店や郵便局が立地し、アパート・マン ションの建設

も盛んで、、北吉井小学校周辺の都市化変貌は著しく、

松山の都市化外縁地帯を形成している 。

4 扇端地域の開発と駅前集落の立地

扇央の横河原から見奈良 ・ 田窪にかけての見奈良原 ・

大野原 ・ 田窪原は砂磯層に覆われた乏水性の平地林で、
<Bl、 lまぎ

クヌギ林が広がり昼間でも追剥が出没したという 。 愛

大医学部南口駅付近には、戦前、北吉井村の避病舎が

建っていた(図 7) 。

大正 6 年 (1917) 浮穴村の資産家豊島直行が、見奈

良原に40haの桑闘を開いて養蚕業の振興をはかった

が、土撲が桑園に不適で成果をあげないまま、昭和13

年傷撲軍人愛媛療養所の建設用地に買収された。

昭和12年(1937) には松山財界人の結成する松山ゴ

ルフ倶楽部(松山打球会)が見奈良原に本格的ゴルフ

場を造成し、伊予鉄道は昭和13年無人の見奈良駅を開

表8 東温市内の横河原線各駅の乗降客数
(単位 100人)

昭和27年 昭和37年 昭和47年 昭和51年 昭和56年 昭和63年 平成 5 年 平成10年 平成17年

横河原 7,179 2,716 4,536 6,858 5,932 4.219 3,741 3,591 4,291 
愛大医学部南口 850 5,735 5.341 5,045 4,289 

見奈良 2,552 2,490 7,599 8,992 10,400 4,457 3,686 2,957 2,862 
回窪 2,334 3,197 3,355 3,618 3,497 2,532 2,217 
牛測(旧田窪) 4,725 3.910 2,988 2,682 2,219 1.534 Ll99 1.065 1.072 

牛調l団地別 4,392 6,678 6,313 5,125 4,623 3,655 3,579 
止口h 計 14.456 9,116 21.849 28.407 29,069 24,688 22,087 18,845 18,310 

注) r重信町誌改訂版J I東温市統計平成18年度版j により窪田重治作成

写真29 終点駅・横河原駅のホームとボギー電車

j主)昭和57年(1982) 8 月 窪田重治搬彩
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写真30 扇央部の農業用皿池 「前川池」

注) 池畔を金毘羅街道、旧国道11号が通り、池の手前にある北
吉井小学校の周辺には水田が広がっていた。 東i昆市樋口か
ら。

昭和27年 ( 1952) 1 2月 窪田重治撮影



写真31 前川池の潰廃と愛大医学部の用地造域(附属病院建設予定地)の景観(志津川 )

注) 昭和47年 ( 1972) 9 月 窪田重治線影

写真32 愛媛大学医学部関連施設用地の造成(志津川)

j主)用地内の松の木は素捻神社の社撲で、神社は天満神社の境内社に逃座され、中上叢の松はキャンパス内に残された。 民家の直前を金箆
経街道が東西に通る 。 金毘羅街道は往環道とも呼ばれ、街道沿いの田を往逃端の回と言った。
昭和47年 (1972 ) 9 月 窪閏重治撮影

ι-----

--〆-------------

写真33 研究棟、から建設が進む愛媛大学医学部(志津川 )

1主)昭和48年(1973) 5 月 窪田重治娠影
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写真34 愛媛大学医学部と附属病院

注)素朴な回閣のなかにそびえる白亜の殿堂。
l昭和49年 (1974) 11 月 窪田重治織彩

写真36 北吉井小学校前の旧国道11号沿線の景観

(松山方面)

注)都市化が進んでいる 。
平成19年 (2007) 11月 窪田重治機影

写真38 北吉井小学校周辺の長観(昭和47年)

注)都市化の初象。
昭和47年 ( 1972) 11月 窪田重治線影

写真35 北吉井小学校前の旧国道11号沿線の景観

(昭和48年)

注)昭和48年 (1973) 11 月 窪田重治線影

写真37 北吉井小学校前の旧国道11号沿線の景観

(東予方面)

注)平成19年 (2007) 11 月 窪悶重治縄彩
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写真39 北吉井小学校周辺の景観 (昭和57年)

注)者11市化の顕象。
昭和57年(1982) 12月 窪田重治織彩



写真40 北吉井小学校周辺の景観(平成 3 年)

注)写真中央は建設中の国道11号。
平成 3 年(1991 ) 3 月 径四重治搬1ft3

写真42 愛媛大学医学部南口駅

注) クヌギ林の4llE人地帯にアパー ト・マ ンションの建設が進む。
平成19年 (2007) 11 月 窪田重治tlì[影

写真41 愛媛大学医学部と 附属病院

注)都市化の顕象。
平成元年 ( 1989) 4 月 窪田重治搬彩

写真43 見奈良釈

注)無人駅として開設。 電化改良工事で、離合駅として現在地
に移転。 H召和56年にモダンなが「駅舎となった。
平成19年 (2007) 3 月 窪田重治線影
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写真44 見奈良ゴルフ場跡地の住宅地

注)昭和20年には陸軍飛行場として利用された。
平成19年 (2007) 4 月 鐙 l到重治混彩



図7 重信川扇状地の扇央部に敷設された横河原線

注)明治36年 (1903) 大日本帝国陸地iJlIJ iii官官iJIIJ図

①北吉井小学校 ②愛媛大学医学部l附属病院 ③束i昆高校
④重信中学校 ⑤しげのぶ特別支援学校 ⑤みなら特別支援学校
⑦東温消防者 ③愛媛病院 ①東温市役所 ⑮中央公民館

図 8 横河原扇状地と公共 ・ 文教施設の分布

注) 地理!詰，~査所(1928) 地形図 「松山南剖u
昭和 3 年 ( 1928) 資料修正により作成

設した(写真43 ・ 44) 。 見奈良駅は、川向こうの川上
よしひき はたかわ はいし かみlíやし しも 1Iやし

村吉久 ・ 畑川・ 拝志村の上林 ・ 下林や北吉井村志津

川の一部通勤 ・ 通学者が利用した (図 5 参照) 。

昭和18年、戦況の悪化によりゴルフ場はグライダー

の滑空訓練場になり、松山から中等学校生徒が訓練に

通った。 昭和120年には本土決戦に備え、突貫工事で秘

匿の陸軍飛行場 (松山東飛行場) ・ 簡易滑走路全長約

900m 、 IPM約65mが急進された。 誘導路が樋口の菖 11持

まで達し、田窪駅付近には木造の格納庫が 2棟建って

いた。

戦後、沿線のクヌギ林(写真45) や飛行場跡地が開

放され、引揚者の住宅地 ・ 県立東温高校・重信中学校

や東温市役所 ・ 商工会館などの公共・文教施設が集中

立地 し、愛大医学部などとともに学園医療地区を形成

し、イ メ ー ジを変えている (図 8 、写真46 -48) 。
と ぷん

田窪外分団地も開発され、昭和42年田窪駅を新設し、

駅周辺の宅地開発が進んでいる(写真49 -51 ) 。 なお、

旧田窪駅は前年11月牛 ì~1j駅と改称した。

明治32年 (1899 ) 平井~横河原問の南吉井村大字牛

測字堀池に、旧田窪駅(現牛沸l駅)が設置された。 地
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写真45 田窪原(田窪外分)のクヌギ林の平地林

注)平成19年 (2007) 3 月 窪田重治機影

写真47 東温市役所(見奈良)

J主)平成 19年 (2007) 3 月 窪田重治織彩

写真46 見奈良原のクヌギ林の平地林に開校した県立東jRL高校

注)昭和47年(1972) 5 月 窪旺1m治線影

写真48 見奈良駅周辺に集中立地する市立の公共 ・ 文教施設

注) 東温市の中核地1ft;を形成。
平成 4 年(1992) 1 J'J 窪田重治搬影
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写真49 田窪外分団地の新興住宅

注) クヌギ林の平地林が宅地化された。
平成19年 (2ω7) 3 月 窪田重治嫌影

写真50 新設の田窪駅

注) 昭和42年開設。 旧四五URは前年に牛i朔駅と改称。
平成19年 (2007) 4 月 窪田重治搬影

写真51 田窪駅周辺の宅地開発

注) 平成19年 (2007) 4 月 窪田重治撮影

写真52 牛測駅前商業集落

注)旧聞窪駅として開設され、昭和41年に牛測駅と改称。
平成 3 年 (1991 ) 3 月 窪田重治被影

写真53 牛測ミュー ジアム

注) 駅前の旧南吉井農協の倉庫・組合事務所を改修して利用。 平成15年末に閉鎖。
平成 3 年(1991 ) 3 月 窪田重治搬影



写真54 旧南吉井農協の穀物倉庫と組合事務所

注) 牛i目l駅にあった貨物専用引込線は撤去された。
平成 3 年(1991) 3 月 窪田重治tli~彩

籍は牛1開lで、あるが駅名は田窪駅と いった。 駅が設置さ

れると駅前に信用組合(現JA) の倉庫・ 事務所が建

ち、貨物用引込線が敷設され、 村内産品の物流拠点と

なった。 松田 ・ 高須賀の両製材所が駅を中心に立地し、

酒販店 ・ 米穀店・鮮魚仕出し屋 ・ 衣料品店・石材業 ・

田窪座もあり、駅前商業集落を形成した(写真52-

55) 。

旧田窪駅の利用者は広範囲で、牛 ì~IJ .田窪を中心に

北吉井村西岡 ・ 八反地、小野村(現松山市)の太尺寺、
う え l1' ら

川向こ うの拝志村下林 ・ 上村 ・ 宮之段あたりから通勤・

通学に利用された(図 5 参照) 。 拝志村出身で高野山

大僧上を勤めた井上龍雄は、 「宮之段あたりの人は、

町へ行くのには田窪(現牛測駅)まで歩いて汽車に

乗った。(中略) 田窪から松山までの汽車貨は20銭ほ

と。だったが、 1 ヶ月定期で買うと 2 円73銭ほどであっ

た。 田窪まで・歩いて35分位かかったように思う 。 (中 |略)

家 と駅の聞には重信川があ り、 川原の大きな石を拾っ

て細い道をつけていたが、永久橋は森松か横河原まで

行かねばならないので、丸木橋を川の中に四ヶ所ほど

架けていた。 これは少し多く出水すると流失するのを

恐れて取りはずすので、徒歩でi度らねばならないJ ~) 

「川は広いし、道が悪いので川原を通るのが一番困難

で、時聞がかかった。 石ころ道なので皮の靴も 2 年とも

たなかった。 (中略) 靴の破損もひどいので、女学生

の中には、お宮(浮嶋神社)のやぶろ(ì.並木の茂み)

の中に履物を置き、履き替えJ 29) たと苦労を述懐して

いる 。

写真55 牛測駅構内の貨物専用引込線跡と

駅周辺の宅地化

注) 平成19年 (2007) 3 月 窪田重治搬彩

写真56 徳威三嶋宮

注) 促~J!成原の開発で上津社・中i孝社を廃し、下i本社に合犯した。
平成19年 (2007) 4 月 窪田重治撮影

5 牛測団地住宅の建設と駅前集落の形成

しもはら 〈まのはた と〈

内川 の右岸、 J話磨塚洪積台地南縁の下原 ・ 熊畑 ・ 徳

威原にかけて舌状に扇状地の微高地が広がっている。

徳威原は播磨塚洪積台地を起点に小野 ・ 久米 ・ 浮穴方

面に広がる広大な地域であり、 『伊予国風土記』 によ
< めべのおどて

ると、台地の一部に播磨国司来日音日小橋の纂など13基

の古墳があったことから播磨塚といった。

徳威原の開発は、蒲生息知が寛永 6 年 (1629) に思

い立ち、「社寺奉行伊勢兵庫 ・ 郡奉行三雲主馬 ・ 郡代

官浮ìlMJ三郎右衛門 ・ 岡山形兵左衛門等に命じ、徳j或中

津社 ・ 上津社を取除き下津社(野田三島干11J社)に合犯

し奉り、松柏の大樹を伐り除き水田438町歩を開拓j 却)

した。 その範囲は橋磨塚の南西部を中心に西岡 ・ 4二

Fh
d
 



みどろ

i刻 ・ 梅本 ・ 水泥 ・ 野田・ 窪田・ 高井にわたり、野田の

徳威三島宮 ・ 西光寺はこの時に移されたという 31 ) (写

真56) 。

しかし、扇状地特有の砂磯層に覆われた乏水'性の地

形で、水の便の悪い微高地は開発から取り残され、務

政時代にはぜ畑が聞かれ、明治以降は小規模なぶどう ・
しんむら

桃 ・ 柿 (愛宕柿)やみかん畑が聞かれたが、新村あた

りまで平地林が残っていた(写真57 ・ 58) 。

明治33年 (1900) 旧松山藩士内田実は、播磨塚 (現

自衛隊)に拓いた10haの内田深耕図で梨の栽培を始

めた。 明治45年、牛i刻団地前駅付近に l即時貨物駅の播

磨塚停車場を特設して出荷した。 大正 4-5 年頃まで

経営を続けたが、井上要に譲渡して上京した。 播磨塚

停車場は昭和 6 年廃止された。

昭和42年に横河原線が電化されると、沿線に住宅団

写真57 牛測団地周辺のはぜ畑(昭和34年)

注) 東温市牛湖 北野田と松山市南梅本町の境界地域。
昭和34年(1959) 7 月 窪田重治撮影

写真59 牛測団地前駅周辺で開発が進む住宅団地

設)昭和47年 (1972) 5 月 窪田重治被彩
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地の誘致や開発が進んだ。 人里離れた熊畑 ・ 徳威原に

は、昭和42年伊予欽不動産による矯磨台団地119戸や

県営牛i刻団地548戸、電気ピルの北野台団地50戸、大

栄住宅66戸、信栄牛測団地35戸など一大住宅団地の

ニュ ー タウンが建設され、松山市のベッドタウンと

なった(写真59 -67) 。 伊予鉄道は昭和45年牛測団地

前駅を新設して住民のニーズに対応した。 新駅の設置

により、駅前を中心に銀行・スーパー・理髪店・軽食

喫茶店・居酒屋・アパート・マンションや病院などが

建ち、新興駅前商業集落が形成された。

隣接する松山市南梅本町には四国がんセンターが平

成18年 4 月 1 日開院し、梅本駅を起点に四国がんセン

ター ・ フジグラン重信scを結ぶ梅本ループパスが運

行され、駅周辺の整備も進むなど、横河原線沿線の景

観は、現在も日々新たな変貌を遂げつつある。

写真58 徳威原(北野田) の平地林

注)平成19年 (2007) 4 月 窪田重治搬彩

写真60 伊予鉄不動産による矯磨台団地

i注) 昭和47年 (1972) 5 月 窪田重治撮影



写真61 県営牛淵住宅団地

i主) 昭和55年(1980) 9 月 注目1重治折Hi3

写真62 牛測団地前駅周辺の都市化 (昭和田年)

注) スプロール化による虫食い状の都市化が進む。
l昭和55年(1980) 9 月 窪田重治搬彩

写真63 牛測団地前駅周辺の都市化と県営牛淵団地(昭和55年)

注) 昭和l55年 ( 1980 ) 9 月 窪 i到重治線影
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写真64 牛測団地前釈の駅前新興商店街の誕生

J主) 昭和55年 ( 1980) 9 月 窪田重治線影

写真66 県営住宅 ・ 牛測団地の高層アパー ト

注)横河原級の利用客増加対策に誘致。
平成19ijõ (2007) 10月 窪田重治線影

6 おわりに

交通の発達と変革は、集落の立地形成と蟻衰を大き

く左右する 。 明治末期に伊予鉄道が開設した横河原線

は、松山平野の東奥音11の貨客集散の拠点として、沿線

の地域産業発展の大動脈としての役割を果たし、 沿線

集落の発展に大きな影響を与えた。 また、鉄道の電化

やモー タリゼーションの進展にともなう道路網整備な

どにより、現在も地域構造の変革に大きな役割を果た

していることを論証してむすびとする 。

(窪田重治)

注および参考文献

1 ) 明治22年 (1889) 7 月 20日に駅名を松山から外
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写真65 牛測団地前駅の通勤 ・ 通学用駐輪場

注) 平成17年 (2005) 10月 窪田重治搬彩

写真67 徳威原の平地林の名残

注)催、成三嶋宮の社叢と平地林を開発し宅地化した住宅団地。
平成19年 (2007) 4 月 窪田重治搬彩

側へ変更したが、明治35年 6 月 1 日再び駅名を松山

に改称した。 昭和 2 年 (1927) の国鉄予讃線松山延

伸により松山駅の名称を国鉄に譲り、同年 3 月 1 日

松山市駅と改称した。

2) 明治35年 6 月 1 日駅名を平井河原から平井に改称

した。

3) 伊予鉄道株式会社 (昭和62年) 伊予鉄道百年史

40頁

4) 小野村史編纂委員会(昭和35年) :小野村史216頁

5 ) 前掲書 3) 40頁

6 ) 前掲書 3) 42頁

7) 昭和41年 (1966) 11月 1 日駅名を牛測に変更し、

現田窪駅は昭和42年 1 月 1 日に設置された。

8 ) 窪田重治(平成16年) :伊予鉄道横河原線の駅前

集落の形成と変貌「重信史談」第23号 84頁



9) 前掲書 8) 84頁

10) 明治29年 (1896 ) 1 月 26 日 立花~森松間 (4.46km )

で開業、昭和40年11月 30 日廃止された。

11 ) 機関車は鉄道記念物に指定され、機関車と客車は

愛媛県指定有形文化財として梅津寺パークに展示。

平成13年10月 12 日から、道後温泉~松山市と道後温

泉-JR松山~古町聞の路面電車 2系統で、ディー

ゼルを動力とした「坊っちゃん列車J の運行が開始

された。

12) 川内町(昭和31年) : 川内町誌 133頁

13) 北川淳一郎(平成 5 年) :四国山岳夜話 ・ 上 4 頁

14 ) 川内"汀(昭和43年) :統川内町誌 311頁

15 ) 川内町老人クラブ連合会(昭和59年)・ふるさと

の記録 ・ くらしの思い出 23頁

16) 前掲15) 28頁

17) 愛媛県教育協会温泉郡部会(明治42年) 愛媛県

温泉郡誌 101頁

18) 宮内龍蔵(昭和26年 ) :横河原水道史「伊予史談」

130号 28-31頁

19) 武智成彬(昭和64年)・愛病周辺の昔とその変遷

『五十周年記念誌 国立療養所愛媛病院j 143頁

20) 重信町(昭和50年) :重信町誌 191頁

21)前掲20) 617-618頁

22) 松山市立子規記念博物館友の会(昭和59年) :松

山道後案内 復刻付伊予鉄道の莱(原著 ・高浜虚

子、明治37年) 88頁

23) 川内町教育委員会(昭和50年) :わた く し遥の川

内町 60頁

24) 川内町(平成 4 年) :川内 IITJ新誌 934頁

25) 前掲15) 48頁

26) 武智成彬(昭和57年) :ネ1"仏判然令夜話「重信史談」

第 1 号 36 -43頁

27) 志津川に築いた 4haの濯~用溜池。 地籍から前

川池という 。 砂磯層の皿池で床繰りしても漏水が多

く、通称は「かご池J。 戦時中北吉井国民学校児童

の水泳場にもなった。

28) 井上龍雄(平成 3 年) 目 ふるさと回顧(5) ["重信史談」

第10号 78頁

29) 井上龍雄(平成 6 年) :ふるさと回顧「重信史談」

第12号 56 -66頁

30) 前掲書 4) 94頁

31)武智成彬(昭和64年) :ひかぶら談話蒲生 ・松平氏「重
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信史談J 第 8 号 33 -35頁

0愛媛県 (昭和59年) :愛媛県史地誌 E 中予

0愛媛県立東温高等学校地域研究部 (昭和63年) 東

温地区の旧街道

0愛媛県高等学校教育研究会地理歴史 ・ 公民部会(平

成14年) :伊予市の風土と人び、とのくらし

0愛媛県東温市横河原区(平成18年) :横河原区誌

0大野鍛 ・ 速水純 (平成18年 ) :伊予鉄が走る街今昔

o 窪田重治(昭和62年) :伊予鉄道横河原沿線の駅前

集落 その立地と変貌 [" f社会科 』 学研究J 13号

0 窪田重治(平成 4 年) :伊予鉄道 ・ 横河原沿線の駅

前集落 ー その立地と変容 『城下町松山と近郊の変貌J

O 窪田重治(平成 7 年) :松山市の郊外鉄道の開通と

沿線の変貌「伊予史談J 第298号

0 窪田重治 (平成11年) :横河原扇状地の開発と集落

の立地と発展「重信史談」第11号

0 窪田重治(平成12年) :伊予鉄道横河原開通百年

横河原駅前集落の立地と変容「伊予史談」第316号

0窪田重治(平成16年) :伊予鉄道横河原線の駅前集

落の形成と変貌「重信史談」第23号

0 窪凹重治(平成19年) :扇状地農村の用水開発と都

市化に伴う農村景観の変貌「東温史談」第 2 号

o栗田繁光(平成元年) :愛媛の国鉄回想

0篠原重則 (昭和64年) :愛媛県東温地区の旧街道の

人々の生活「愛媛県立東温高等学校研究紀要J 第 3集

。坂東梅生(昭和59年) 重信学園地区の歴史地理学

的研究「愛媛県立東温高等学校研究紀要」第 1 集

0藤本雅之(平成 9 年) :愛媛県における鉄道の変遷「愛

媛県総合科学博物館研究報告J No 2 

0村上節太郎(昭和34年) :愛媛県新誌

0村上節太郎(昭和35年) : :果樹栽培地域の研究

0村上節太郎(昭和59年) :伊予路の金毘羅街道「愛

媛の文化」第23号

松山市窪田重治

松山中央高校窪田賢治



区 -2 東温市の水利史-菖蒲堰を中心として一

奈良立石付近は桑畑と雑木林の記号が占めている。 横

はじめに 河原の共同井戸も乏水地帯の象徴であり、愛媛大学医

当地方の先行研究としては西原正周氏の「重信町菖

務堰とその史的変遷について一特に水論を中心とし

て ー」伊予史談181号、「農業用水の歴史と慣行と水論

について一温泉郡重信町北吉井地区を中心にして ー 」

愛媛県高等学校社会科研究会 『会報J 14号の詳細な論

考が知られている。『重信町誌J (昭和50年)、 『愛媛の

土地改良史J (昭和61年) にもその成果がいかされて

いる 。 筆者も「伊予における水論についてJ r愛媛の

歴史地理研究J (平成16年)、 『愛媛の水をめぐる歴史j

愛媛文化双書(平成18年) に菖若者堰をとりあげて論述

したことがある 。

2 東温地区の用水源

一級河川重信川の上流部に位置する 。 源流は東三
.，か ご

方ヶ森(1232.l m ) である 。 流れは阿歌古渓谷を下り、

谷口の山之内大畑で横河原(見奈良)扇状地を形成し

ている 。 支川の表川は本谷川・ 井内川 ・ 宝泉川・ 渋谷

川 を合わせて、 吉久で合流する 。 さらに拝志川 ・ 佐川

川を受けて西の松山市に注ぐ。 一方支川の内川は日吉

谷を下り菖蒲堰の余水を合わせ松山市へ流れる。

重信川は古来荒廃河川 (荒れ)1 1 ) として知られ幾た

びかの洪水に見舞われてきた。 また山麓には多数の溜

池が築造され水凹の用水を布li給してきた。

扇状地の扇央に当たる地帯は地表水は少なく伏流水

となり、土質は砂磯層からなっている。 そのために水

田は宿命的な水不足に悩まされてきた地域である。 扇

端部にはお吉泉 ・ 柳原泉 ・ 三 ヶ村泉・龍沢泉 ・ 玉淵泉

などのi勇水がみられ、用水源として重要な役割を果た

してきた。

明治38年 (1905 ) の 2 万分の l 地形図でみると川上

村北方は皆回となっているが、北吉井村の八反地、見

学部のところにあった前川池(俗にカゴ池)も洩れ水

が激しかったという 。 東温高校の一|偶にはクヌギ林が

あり、金見羅街道の碑が建てられている。 重信川 は

表流水がなく澗れ川で両岸に鎌出しの水制が下流に向

かつて逆L字型に列をなしている。

また、血ヶ嶺連峰の山IJ夏には見事な棚田が営々と造

られている 。 上林 ・ 井内 ・ 河之内地区には渓流、ある

いは溜池による用水開発が江戸時代からみられた。

統計的には明治 5 年 ( 1872) の「村-高溜池水源堤堰

泉樋橋取調l阪J (愛媛県立図書館蔵)の旧久米郡で知

ることができる 。 躍で西岡 8 、志津川 4 、樋口 3 、山

之内 3 、北方28、松瀬川67とある 。 また泉は西岡 2 、

志津川 2 、樋口 1 、 北方 3 である 。 残念ながら旧浮穴

郡分はない(表 1 ) 。

村名

西岡

志津川

樋口

川之内

北方

松瀬川

表 1 旧久米郡村高及び濯i取水利施設
(明治 5 年・ 1872)

高
t誕 如何 iflli也 箆 j盟樋 泉 門事由 橋梁 備考(石)

時3.369 8 3 7 2 2 2 2 4 水門 l 
985.280 4 4 4 3 2 4 7 泉井手 l

390.461 3 3 I I 2 10 
310.飴O 3 3 16 
1.219.190 28 61 23 l 3 61 35 
幻'6.644 67 18 13 9 28 

f主)愛媛県立図書館行政文む蔵によ り門田恭一郎作成

全国的なものでは、用水源別比率の明治42年(1909)

がある 。 これによると温泉郡は河川49.0 % 、 i留池

26.2%、井戸0.6 %、泉13.0%、その他8.0%で河川から

の湛蹴が半分を占めていたことがわかる。溜池は北宇

和君!~、越智郡、東宇和郡、伊予郡、温泉郡の順番であ

る(表 2) 。

昭和28年 (1953) ごろの調査では、井堰掛りに次ぎ

i勇水掛りが多くなっ ている 。 また同資料で井堰及び自

然取入の滋紙面積、取水量ーなどを知ることができる 。



表2 愛媛県の用水源別比率(明治42年 9 月 )

用水源畿別 河)1 1 溜池 井戸 湖沼 泉 その他 言↑ 聞の而有[

愛媛県 51.2% 26.2% 1.6% 0.1% 14.8% 6.1% lα)，0% 47.72lha 

温泉郡 49.0 30.7 0.6 0.0 13.0 6.7 100.0 10.230 
字摩郡 52.5 22.5 7.2 9.8 8.0 100.0 2.894 
新居郡 42.8 6.6 4.3 33.8 12.5 100.0 4.197 
周桑郡 52.4 16.3 2.1 282 1.0 100.0 4.070 
越智郡 45.6 38.0 1.9 10.1 4.4 100.0 6.298 
伊涼郡 47.7 30.8 1.3 。。 19.6 0.6 lα).0 3.839 
上浮穴郡 31.6 3.5 ω9 lα).0 1.601 
喜多郡 64.8 15.1 0.2 1.5 15.9 2.5 100.0 3.3ω 
西宇和君11 70.8 5.9 2.0 21.2 0.1 100.0 1.349 
東宇和郡 54.0 33.5 0.5 12.0 100.0 3.789 
北宇和郡 55.0 42.8 0.1 1.7 0.4 l∞o 4.984 
南宇和郡 75.8 12.9 10.9 0.4 l∞o 1.157 

注) r田ノ瀧蹴排水ニ|刻スル状況調査J (浪商務省政務局) より
門田恭一郎作成

重信川の62% を菖蒲上堰(北方)、 38%菖蒲下堰(樋口 ・

志津川・西岡)で水利権及び慣行が明示されている(表

3 ・ 4) 。

慣行水利権は明治29年(1896) の河川法でも認めら

れており、旧記が重んじられ、上流優先 ・ 古田優先が

原則であるために水論 ・ 裁判では旧記 ・ 古い史料や慣

行が証拠として常に提示されることになる。

菖滞堰は「そだ堰」 と呼ばれるもので、業付き松木

や笹ーが堰の材料として使用され、「一文字堰」といっ

て川 を横一直線で堰切る方法であった。

J / 〉一一、

表 3 東温市の濯lPÆ別水源

村名 井根掛 i留池掛 i勇水掛 余水掛 計(町歩)

ニ l勾 26.8 26.8 
川 上 267.9 129.0 16.1 413.4 
北吉升 131.8 71.2 203.0 
南吉井 265.3 174.0 439.3 
拝志 21.1 150.5 150.8 

言 | 691.8 150.5 391.0 1.233.3 
(65.1%) (12.2%) (31.7%) (100%) 

注) r道前道後平野農業水利改良事業計画韮r-J 農林省岡山良地事
務局 昭和128年(1953) に より門田恭一郎作成

表 4 東j昆市の井堰及び自然取入(昭和28年 ・ 1953 )

名称 所在地 河川名 構造 l花紙面積 水利権及慣行

三島嵯 保免字三島 井内川 自然取入 26.8ha 

菖浦上峰 山之内字大畑 重信川 自l石練石毛1 130.0 重信川の62%を上j握

一 之Jjj! 南方字天事11 表 川 " 20.0 
二 之極 雨方字高木 " 野面練石積 20.0 

三之 11li 全上 。 野面空石積 7.0 
焔 川 Jjj! 吉久字吉久 4 6.0 

菖百II下堰 山之内字大畑 重信川 割石斜i石積 131.8 重信川の38%を下堰

三ヶ村j橿 見奈良 " 集水暗渠空石積 120.0 

回窪牛測根 見奈良字問ノ窪 " 告 116.0 
見奈良根 吉久字吉久 " " 27.3 

架ノ井n量 下梓字栗/井手 林川 野面空石fì't (95.0) 

助到L 堰 下林字助兼 " " (10.0) 

五反地糠 下林字五反地 " " (6.0) 

注) r道前進後平野ltA業水利改良事業計画主::J 農林省間山 J~地司会
務局 昭和28年(1953) により門凹恭一郎作成
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図 1 久米郡菖蒲堰区l

注)愛媛県行政資料「水論書類j により門田恭一郎作成
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表5 東温市の水利年表

年 代 事 項

嘉吉元年 1441 和田式音11少輸通愛が、菖蒲堰の水利権を大興寺に寄進。
(ただし、原本は明治 6年大輿寺消失のため焼亡という )

慶長 5 年 1600 このころ伊予)1 1 (重信川)の改修をした。
寛永19年 1642 段の下(菖蒲井堰)の分水規定がつくられた。
寛文 6 年 1666 浮穴郡13か村による雨乞い祭りを、築島宇111社で、行った。
覚文 7 年 1667 上野上池(牛淵)築造。
天和 2 年 1682 田窪・牛淵村で地ならし。 牛淵村はこの年から村移りをはじめ天保 8 年 (1837) に終わる 。
貞享 5 年 1688 黒穂池(松瀬川)を、築造す。
享保17年 1732 享保大飢鑓で年貢全額免除。 この年、浮向島村I社と徳威三嶋宮聞で「御面渡御祭Jはじまる 。
元文 4 年 1739 菖蒲堰の分水をめぐって、樋口外 4 か村と北方村と水論あったが、分水率は明確に決

まらなかった。
宝暦 4 年 1754 滝の下泉(下林)の分水規定が、採定された。
安永元年 1772 重信川堤防や回窪 ・ 見奈良原・西岡・志津川・山之内に櫨が植え付けられた。
天明 5 年 1785 菖蒲堰の分水で、北方村と樋口外 4 か村で水論おこる 。
天明 8 年 1788 菖蒲堰の分水で北方村と樋口外4 か村で水論おこる。
覚政 2 年 1790 三ヶ村泉(北綾田・南濃回 ・ 牛淵)を完成。 見奈良の埋樋を郡普請で施行。
寛政年間 1789-1801 菖蒲堰の自然流水減少につき田窪 ・ 牛淵の両村が水利権を放棄するとの口碑がある。
文化 4 年 1807 彦八池(上村)築造。
天保 3 年 1832 通り谷池築造。
天保 5 年 1834 牛淵村、水木泉(志津川村内)を掘削する 。
天保 7 年 1836 田窪村、玉淵泉 (志津川村字八段池)を掘削する 。
天保10年 1839 三ヶ村(柳原)掘貫水門ができる。
弘化元年 1844 原上池(松瀬川)の洩留及外腹付工事を行う 。
弘化 2 年 1845 佐古谷池、郡普請で築造。
嘉永 6 年 1853 大早魁。
安政 2 年 1855 黒穂池(松瀬)1 1 )増築完成す。
安政 5 年 1858 苔谷池(北方)を、起工す。 同 7 年 (1860) 4 月完成す。
万延元年 1860 吹上池、北野田・南!1~・田・南高井の 3 か村-で増築。
明治元年 1868 谷口池(吉久)を、見奈良地区が改修、現在は畑川が利用。
明治 3 年 1870 笠坪池(北方)を、起工す。
明治 5 年 1872 若宮池(松瀬川)、増築修理。
明治 9 年 1876 菖務堰の大落水で、北方村と樋口・志津川 ・ 西岡の 3 か村と水論があり、双方に負傷

者がでる 。 愛媛県の仲裁を仰ぐ。
明治10年 1877 吹上池を、引水不便のため南方にゆずる 。
明治28年 1895 山戸池 (松瀬)11 )嵩上げ工事。
明治29年 1896 河川法(慣行水利権を認める) 。
明治32年 1899 西岡・志津川で裏回堰分水で水論。
明治33年 1900 裏田堰紛騒で、西岡が志津川を提訴した。
明治34年 1901 裏目堰問題で、志津川は大審院に控訴。
明治39年 1906 田植えの正条植が普及した。
明治45年 1912 重信川北堤防決潰し、龍沢泉が埋没する 。
大正 2 年 1913 重信川の62% を上堰(北方村)、 38% を下堰(五か村) 。 北方村下堰を廃止する。
大正 7 年 1918 豊島直行が見奈良原40町の開墾をはじめる。

7 月笠坪池(北方)、大雨のとき土手が切れる 。
大正12年 1923 大西良実らによって、重信川治水研究会発足。
大正13年 1924 この年、早害と降電。
昭和 7 年 1932 山之内ノ除ケ堰堤工事、県直営事業で10月 完成す。
昭和 9 年 1934 大皐魅。 見奈良と畑リ 1 1 、樋口と志津川・西岡、北野田と高井で水論。
昭和16年 1941 宝泉池(北方)を、着工。 同18年(1943) 完成。
昭和18年 1943 7 月重信川南堤防決潰して、拝志村未曾有の大水害を蒙る。
昭和21年 1946 南海大地震により道後温泉の出湯とまる。
昭和25年 1950 幽谷池 (北方)を、 着工す。
昭和27年 1952 拝志村の水害地が復旧する 。
昭和33年 1958 菖蒲堰(頭首工)着工、同38年 ( 1963) 完成す。
昭和40年 1965 国営道前道後平野農業水利事業完成す。
平成13年 2001 |徐ケ堰堤 (山之内)が国の登録有形文化財となる 。

注) r重信町誌J (1975年) ・ f川内町誌J ( 1961年)・「水論書類J (愛媛県行政資料) などにより門間恭一郎作成
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3 水利の史的考察

東温市関係の水利年表を作成してみた(表 5) 。 こ

れで考察してみると、菖蒲堰関係の水論が特に多く、

突出 していることである 。 i留池築造では北野田 ・ 南野

田 ・ 南高井の 3 か村が 8kmも遠くはなれた松瀬川村の

吹上池を増築していることは驚異的である。 しかし水

掛りの不便から明治10年 (1877 ) に南方村へ譲っ てい

る 。

さて、 菖蒲堰関係の水論は、昭和38年 (1963) の近

代的な頭首工(合口)の完成で、終止符が打たれた。

これまでの史料が北吉井土地改良区に大切に保存され

ている 。 特に 「野村亙手記」なる 「菖蒲堰書類」は貴

重なものである 。愛媛県行政資料の明治 9 年 (1876) 1水

論書類J (愛媛県立図書館蔵)と照合 してみると、水

論の度に旧記写が提出され、藩庁・郡役所 ・ !慕庁で検

証されていることである。

嘉吉元年(1441 ) の和田式部少輔通愛からの書状が

常に明示されている。原本は既に焼失したようである

が、写しは関係部署で保管されている。『川内町誌H重

信町誌』 をはじめ西原正周氏の論考にもかならず掲載

されている 。

史キヰ{1) 

為光井出之事

任先例堰切二申付、御条於向後相違有閑敷之状、如

件

嘉吉元年六月十日 和田式部少申ilì通愛 判

大興寺北方丈参

史料{2)

大興寺北方衆中江

為光井て先きのむねに任て太小木にてせききりたる

べきもの也。 拝之もし此旨をそむき、こうげ小土を

おき候は、いわれざる事なり、の為末代之状、如件

嘉吉元年六月十日

(十五人の連署)

この史料に対する意義が大正 2 年 (1913) の「陳述

補充書J (1菖蒲堰書類J) に残されている 。

為光井て(為光井手即チ本井堰ノ名)先きのむねに

任せて太下木 (粗染ヲ云フ)にてせききり(堰切)

たるべき物也もし此旨を背き こうげ (こうげ方言

にして叢ヲ鎌等ニテ切取り叢根ニ土ノ付着セル儀ノ

モノヲ云フ ) 小土をお(置) 申候は謂れさる事なり

以上ノ 意義ナルヲ以テ本井堰ヲ用ユル事ハ古来禁

スルモ自然ニ固ル砂利ノ堆乗ハ禁止セズ実際砂利ノ

堆来ナリシヲ水論ノ目的ヲ達シ難キモノナリ

とある 。 具体的な説明で大変参考になる。

「大興寺」 は北方に現存する古利である 。 和田式部

少輸通愛なる 人物は本史料では菖蒲堰の管理権者で

あっ たと思われる 。 この和田氏はかつて樋口の岩伽羅

城主で菖蒲下井掛りの地域、志津川郷を領有していた。

明治 9 年 ( 1876 ) の 「水論書類J (愛媛県立図書館蔵)

の絵図 (図 1 ) によると、この菖蒲堰には、上堰(北方)、

下堰(樋口・志津川・ 西岡) に分かれて築造されてい

た。 さらに下流側に北方井堰がある (大正 2 年に愛媛

県の裁定で廃止される) 。

志津川文書(東温市立歴史民俗博物館蔵)の 「覚」

の中に貞享 5 辰年 (1688) 7 月田窪村庄屋九郎右衛門

と牛淵村庄屋善兵衛から志津川村半右衛門に当てたも

のがある 。

"*" 凡
田方五拾三反壱畝拾参歩

米国水日数五日五夜

内 三 日 二夜志津川村

一日二夜西岡村

一日壱夜 樋口村

田方三拾町八反三畝廿三歩

米国水日数一日一夜

(中 11陪)
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〔牛淵村
田窪村

〆

右者久米郡西|河村志津川村樋口村、浮穴郡田窪村外

分牛ìJ出村外分へ先年より 山之内水引来ル処ニ分ヶ口

之極も無御座候ニイ寸今度両郡相談之上者番水ニ仕日

数並井手符米右番付之通相極申上ハ以来少茂申候~

御座、の後日判付如件

貞享五辰年七月十二 日

とある 。 また元禄16未年(1703) 4 月にも同様な史料

がある 。

(前 11陥)

樋口村新田水口ハ五ヶ村之水上二候而分り不申候而

も志津川村之趣義ニ相成候段申出又々相談有之船小

屋五ヶ村井手分!肢の頭土ど f設り之上ニ格別井手口

ヲ明壱分通分水仕五ヶ村ヱ左之通り相極

一、壱分五座一日一夜 樋口村



一、四分 三日二夜 志津川村

一、弐分 一日二夜 西岡村

一、壱分五厘一日一夜

牛淵村

〆

一、九分五ヶ村刻割方定法

日夜六日ニー廻り宛夜養水取可申定有

(後略)

元禄16年の史料は樋日新田の井口を分離し上手に築

造したことである。 この土地は「嘉左衛門新田J とよ

ばれる庄屋地であったためという 。 その後も慣行とし

て今日に至っている 。

4 菖蒲堰の構造と修繕

堰の構造・材料については明治 5 年 ( 1872) の「池

川堤防改修繕帳J (愛媛県立図書館蔵)(W松山市史料集』

第13巻所収)に詳しい。

0久米郡北方村

菖蒲上堰用水堰松2 関片枠 12組高 5 尺・横

2 間新規 1 ヶ所

同下堰用水堰松2 間片枠 8組高 5 尺・横

2 間新規 1 ヶ所

右入用

松木 40本長 2 関 ・ 末口 7寸柱木

松木 120本長 2 間 ・ 末日 5 寸横根太木共

葉付松木 800本長 8尺

笹 60束但 l 束 5 尺縄ニ シテ

外

松木 3，651本

葉付松 800本

0久米郡志津川村、西岡村、樋口村

横川原菖蒲

堰水取 2 間片枠 16組高 5尺・横 2 間新規

右入用

松木 32本長 5 尺・末口 7 寸柱木

松木 96本長 2 間・末口 5 寸横十日木共

葉付松木 640本長 8尺

松木 8 本 土台木

笹 48束 但 1 束 5 尺縄廻

と堰の修復には大規模な材料が用意されなければなら

なかったのである 。 季節堰であり、洪水のたびに補修

が必要であった訳である 。

年代は詳かでないが「上井堰分水所甲号図J (北吉

井土地改良区蔵の「菖滞堰書類J) によると堰の間数

20問 3 尺(約27m)、洪水防止のためと思われる箱枠

が上手に 3 か所あり、淀みをつくっている。 さらに北

方村分流と三ヶ村分流がある。 下手に l 箇の箱枠が左

岸を防御している 。 1 間片枠が 7 か所で堰を支えてい

る 。 そこに葉松歯染掛をして、その上に砂が置かれて

いたようである。三ヶ村分流と歯染掛越流の水が配分

されている 。 北方村水番小屋も設けられ水利の厳しさ

を物語っている(写真 1 ) 。

三ヶ村堰は以前五ヶ村堰と呼ばれていた。 浮穴郡田

写真 1 菖蒲上壊(北方村.) (従来の絵図)

注 1 ) 時代は不明であるが、総関20問 3 尺 (約27m)、洪水防止
の箱枠が4 か所、北方村分流と 3 ヶ村分流があり、 1 間
片枠が 7 か所、北方村水番小屋ももうけられ、水利配分
のきびしさを物語っている 。

注 2) 北吉井土地改良区蔵

写真2 菖蒲堰(頭首工)

注 1 ) 昭和38年に近代的な統合堰となる。 洪水吐、土砂吐、取
水ゲートが平成10 -13年度に総事業費366.260千円で完成
する 。

注 2) 平成20年 9 月 門回恭一郎撮影

nu 



窪村、牛淵村の両村が同じ菖蒲堰掛りであったが、自

然流水が減少して、水田の用水i藍慨に不足を生ずるた

め年々争論が絶えなかった。 因って寛政年間 (1789

- 1801 ) に務庁の差配によって田窪 ・ 牛測の両村は水

利権を放棄するに至ったという 。 相1I 原泉が寛政10年

(1798) の掘削で、玉i矧泉は天保 7 年 (1836 ) の設営、

柳原堀貰水門が天保10年(1839) の完成、ともに田窪・

牛淵の用水源である 。

5 皐魅時の用水慣行

皐害時の特別慣行として、「菖務堰書類」には、 一 重

信川筋大落水ノ順序説明書ーがある。

一、平水

平水 卜ハ大字樋口大字志津川大字西岡各部落 トモ

勝手ニ滋概スル期間ヲ云

一、刻割

刻割トハ回養水右三部落内欠乏ノ域ヲ生シタル場

合ニ於テハ各部落協議ノ上時日定メ分水ヲナスモ

ノナリ旧慣ニヨリ大字西岡ハ流末ナルヲ以テ先ト

シ及志津川及樋口ト順ヲ定メタルモノナリ而シテ

其日数ハ一回ヲ五日五夜トス一日トハ(旧例ノ定

メタルヲ変更セシコトナシ)日ノ出ヨリ日ノ入リ

ヲ一 日トス刻割合ハ大字西岡二夜一日大字志津川

三 日 二夜大字樋口一夜一日トシテ幾図トナク取水

ヲナス jll買序ナリ其間ニ於テ降雨水有之トキハ平水

ニ復シ勝手引トナスモノナリ

一、大務水

大落水 トハ右ノ刻割ヲ施行シ倍々欠乏ノ場合ニ於

テ重信川筋大落シヲ施行スルモノニテ大字西岡大

字志津川ノ 二部落ヨリ請求スルモノナリ(後略)

とあり、一応合理的な用水配分を目指したものである 。

大務水は差配水とも云われるもので、安政年間 (1854

-60) には内川筋の梅本・畑中・ 窪田(日瀬里)にも

配水されたことがあるという 。 文政 9 年(1826) より

現今明治43年 ( 1910) に至る間80数回に及び天保 3 年

( 1832 ) に 6 回、天保10年(1839 ) に 5 回も施行せら

れたと記録されている 。

この大落水で、の水論が明治 9 年 ( 1876) に起こって

いる 。 この時の様子は「水論書類J (愛媛県行政資料)

に詳細である 。 なお大落水慣行は愛媛県の裁定で大正

2 年 ( 1913 ) に廃止された。

写真3 菖蒲堰の分水工 (北方62 %、重信側38%)

注 1 ) 水利配分の赤い目印が水論の厳しさを物語る 。
注 2 )平成 9 年11月 門田恭一郎被l~

写真 4 段ノ下堰(樋口と志津川 ・ 西岡の分水堰)

注 1 )複雑な水路網が入り交じっている。 水門ゲート、近くに
樋口事l'社がある 。

注 2 )平成20年 9 月 門田恭一郎撮影

写真5 裏目堰(右;西岡と左:志津川の分水堰)

注 1 ) 明治32年(1899) に水論、同33年か ら 35年にかけて裁判
になり、広島控訴院、大審院までもちこまれた。

注 2 ) 平成20年 9 月 門岡恭一郎娠影
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この「水論書類」には菖蒲堰井掛村々反別付がある。

O字海上・古市・川上西側横川|原

一、 117町 4 反 6 畝28歩 北方村

但シ池掛リヲ除ク

一、 164町 1 反 4畝10歩 三ヶ村

内

但シ池掛リヲ除ク

36町 7 反14歩

81町 8 反 1 畝歩

45町 6 反 2 畝26歩

〆

樋口村・

志津川村

西岡村

合計 281町 6 反 1 畝 8 歩

右者天保12丑年 (1841) 取閲久米郡村々養 水畝書

抜候計ニ候也

明治 9 年 (1876) 7 月 1 日

と用水量の決定に水図面積が参考資料として提出され

ているのである。

水論史料としては元文 4 年 (1739) 、天明 5 年 (1785) 、

天明 8 年 (1788) 、明治 9 年 (1876) などのものが、

北吉井土地改良区にある。 また、嘉永 5 年 (1852) の「樋

口志津川両村水論日記」などが東温市立歴史民俗博物

館に所蔵されている。 なお北方土地改良区の史料は未

見である。

最後に県営菖蒲堰用水改良事業(昭和33-38年度)

について説明しておく 。 従前の堰はそだ堰(葉付松木・

笹などを用いる ) であったので渇水時は全水量の取水

が望めなかっ た。 また洪水時にはしばしば堰が流失し

農業用水の取入に困難を来していた。 そこで菖蒲上堰

と下堰を統合し、上堰より上流約300mの岩盤上にコ

ンクリート造りの堰を築造し農業用水の完全取水を期

した。 川内、重信両幹線水路はコンクリート三方張に

て改修された。 分水工の配分比は川内62%、重信38%

で、前述の大正 2 年 (1913) の裁定が遵守されている。

また10年に 1 度程度の渇水年においては農林水産省道

前進後平野農業水利事業より補給水を受けることが出

来、用水計画の完壁を期されることとなった (1同事

業概要書」、写真 2-5) 。

本調査で、北吉井土地改良区理事長渡部宗清氏に史

料の拝借の便を図っていただいた。 また東温市立歴史

民俗博物館の学芸員下坂憲子さんには史料撮影のご配

意をいただいた。 記してお礼申しあげます。
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0 国土交通省四国地方整備局(平成20年) : 1重信川水

系河川整備計画」

松山市門田恭一郎
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医 -3 明治時代の旧街道と町並み

はじめに

愛媛県教育委員会は、平成 7 年(1995 ) から平成 9

年にかけて、 『愛媛県歴史の道調査報告書J 7 冊を刊

行した。 このうち、東混市域の旧街道は第 3 集 『讃岐

街道J (平成 8 年)にまとめられ、街道の歴史的背景

が記述されるとともに、近世の街道が確定され、その

現状が現地調査によって報告されている。 巻末には旧

街道とされる道筋が 2万5000分の 1 地形図上に朱線で

示され、容易に理解できるよう工夫されている。

この報告書が刊行されて以降、旧街道に対する関心

が高まり、山内譲氏 『伊予の地域史を歩く J(平成12年、

青葉図書)、清水正史氏 『伊予の道J (平成16年、愛媛

文化双書刊行会)、 川岡勉氏 ・ 内田九州男氏編『伊予

松山と宇和島道J (平成 17年、吉川弘文館)などの概

説書が相次いで刊行された。 また愛媛県高等学校教育

研究会地理歴史 ・公民部会編 『愛媛県の歴史散歩J (平

成18年、山川出版社)も、県下の旧街道や町並みを取

り上げている 。

本章では、これらの成果に導かれながら、東温市域

における、明治時代の旧街道と町並みについて、現地

調査や文献・ 史料をもとに新たな知見を加えてみたい。

課題は多岐にわたるが、本章では、史料を読み解いて

明治時代の旧街道や町並みの復元を目指し、そこから

江戸時代の旧街道や町並みを考える糸口を提供したい

と思う 。 また、名所とされた中山越の曙橋について、

従来の文献で紹介された記述に対して、筆者なりの考

えを開陳したい。

また本章では、国道11号の前身である、松山から西

条方面へ向かう旧街道を「讃11皮街道J と呼称すること

にする 。 使用 した明治時代の文書は、いずれも愛媛県

立図書館が所蔵する「愛媛県行政資料.J r伊予八務土
地関係史料J にある明治期行政文書である 。 なお、明

治時代前期、東温市域の北半分は久米郡、南半分は下

浮穴郡に所属していたことにも留意したい。

2 東温市域の明治時代の旧街道

(1) 東温市域の旧街道

東i昆市域の旧街道については、篠原重則氏(当時東

温高校教諭) による「愛媛県東温地区の旧街道と人々

の生活J (東温高校研究紀要第 3 集、平成元年) と、

その指導によって東温高校地域研究部が作成し愛媛県

教育委員会が主催する第 2 困地域生活文化研究発表大

会で最優秀(知事)賞に輝いた労作「東温地区の旧街

道J (昭和63年)に詳述されている。 これらの調査報

告の恩恵を受けつつ、文書にみえる関係記事を紹介し

ながら、讃11皮街道などの旧街道について述べる 。 使用

した文書は明治10年代に作成されたもので、近世の旧

街道を考える上で重要なものである。

(2) 明治12年の「道路橋梁調J

「愛媛県行政資料J のうちに、明治12年(1879) か

ら 13年にかけて、県下各郡から県へ現状を報告した「道

路橋梁調J あるいは「道路橋梁取調書」がある。 例え

ば久米郡西岡村(現在の東温市西岡)の場合は、

字旅摩塚ヨリ字流レ口ニ至ル

長拾七 11汀 巾弐間 全西岡村構

と記載されている 。「揺摩塚」は矯磨塚のことであろう 。

このように「道路橋梁調」は、特定地名聞の街道の長

さや道i隔、 管轄する村名が記載されて、旧街道の記録

として貴重なものである 。 東j昆市域に関係する記事を

まとめると、表 1 のとおりである 。 また、道路ととも

に橋梁の報告もなされている。 道路と同じく関係記事

をまとめると、表 2 のとおりである 。 この 2 つの表に

出てくる小字地名や橋梁名などを手がかりにして、明

治12年ごろの、近代初頭の讃岐街道の道筋を復元する

ことができる 。
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表 1 東温市域における讃岐街道の道筋・長さ ・ 幅(明治12年)

郡 村名 通 過 地 名 道の長さ 道の幅 備考

西岡村 字播磨塚~字流レ口 17町 2 関

志津川村 西下市~下馬所 8 町48問 2 間

久 樋口村 字下馬所~字横河原堤塘 61町10間 2 関

志津川村 字横河原堤塘ニ跨ル分 11問 2 閑

米
志津川村 字横河原堤塘以東、河流中央ニ至ル 1 町14問 2 間

字横川原中央~字斉院ノ木分股(同所ヨリ東南方村構) 11町 2 間 2 間
北方村

字南方村構ヲ |徐ク字上砂~東南方村境北方分曲り橋 50間 2 間
郡

松瀬川村
南方村

字川上 111日8関 l 間 ※ 

松瀬川村 字川上~河ノ内村ヱー シ谷 33町42間 2 間

南方村 北方村境字斎院木~松瀬川村境字川上中山寺東角 769間 2 間 ※ 
下 南方村

松瀬川村
松瀬川村境字川上中山寺東角~岡村字康瀬 106間 2 間 ※ 

i字
河之内村 松瀬川村字檎皮谷~惣野林作宅前 1，360間 1 問 3 尺

穴 河之内村 惣野林作宅前~本谷口 22間 l 関 1 尺 2 す

割l 河之内村 本谷口~惣野友七宅前 57間 l 間 3 尺

河之内村 惣野友七宅前~千原村境字国桑 961問 1 間 1 尺 2 寸

注) 明治12年・ 13年に各郡から県へ提出された「道路橋梁調J r道路橋梁取調答 J (愛媛県行政資料「河海溝池許可工事」所収) より布li 山
俊夫作成。 ※印の部分は重複があり、不整合がみられる 。

また、下浮穴郡役所から提出された調書には、川上

付近と河之内の街道図面が添付されている。 川上付近

の街道図面は、現在の北方・南方の地区境界と図面の

境界線(当時は久米郡北方村 ・ 下浮穴郡南方村なので

村・界であり郡界である)が相違していて問題があるが、

図面をそのままトレースして図 1 のように作成した。

河之内の街道図面は、檎皮谷橋から周布郡境までの

111告図であり、同様に図 2 を作成した。 図 2 によれば、

檎皮谷橋は久米郡松瀬川村と下浮穴郡河之内村の境界

であった。 引岩橋と七郎ヶ谷橋との間が札場地区で、

街道は二瀬川橋でいったん本谷に渡ってから、土谷川

の左岸へ帰り、土谷地区へ進んでいる。

(3) 明治14年の「道幅調J

「愛媛県行政資料 J のうちに、明治14年 (1881 ) か

ら 15年にかけて、県の指示によって村ごとに戸長から

郡へ、さらに県へ「古来の道幅」を報告した「道幅調j

あるいは「道幅取調書」という文書がある。 残念なが

ら、久米郡の関係文書はあるが下浮穴郡関係は見出す

ことができない。 これも前項と同様、東温市域の関係

記事をまとめ、表 3 にした。 讃岐街道は当時 「国道三

等」と呼ばれた。 愛媛県下には国道一等や二等はなく、

東京から松山を結ぶ国道三等(当時は国道31号とされ

た)のみが国道であった。

表2 東温市域における讃岐街道架設の橋梁(明治12年)

郡 村名 所在地 橋梁数 長 さ 中高 材質|

西岡村 斉院ノ木 1 4 間 2 間 板橋

久米 樋口村 桟敷 1 2 問 2 間 板橋
郡 (志津川村構)

北方村 吹矢ノ苅 1 l 間 2 問 石橋
下 上砂 1 3 間 l 関 4 尺 板橋
t字 南方村 モカリ橋 1 1 間 l 問 2尺 石橋穴
郡l 小坂 1 1 問 1 閲 石橋

渋谷川 1 4 間 l 閥 3 尺 土橋

吹上 1 2 問 l 間 3 尺 木橋

ドンコ池 1 2 間 1 問 3 尺 土橋
久 偽谷 l 2 問 l 閑 3 尺 土橋

例生川 1 2 間 3 尺 l 間 3 尺 土橋

米 松瀬川村 本谷川 1 13間 2 間 板橋

一瀬)1 1 1 2 間 l 間 3 尺 土橋

郡 ー瀬) 11 向 l 2 間 1 問 3 尺 土橋

蛇鐙 1 2 問 l 関 3 尺 土~喬
市五谷 1 2 間 3 尺 1 関 3 尺 土橋

ヱンジ谷 1 4 問 1 間 3 尺 土橋

河之内村
桧皮谷 1 3 間 3 尺 1 問 土橋下 松瀬川村

浮 槍皮 2 2 関 2 間

引岩 1 2 問 2 関 土橋
穴 河之内村 七郎ヶ谷 1 2 間 2 閥 石橋

郡 一瀬)11 2 3 間 3 尺 2 関 土橋

回桑 1 8 間 2 間 板橋

注) 明治12年 ・ 13年に各郡から県へ提出された「道路橋梁調H道
路橋梁取調書J (愛媛県行政資料 「河海溝池許可工事j 所収)
より柏山俊夫作成。
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道 A 上ヶ砂橋
北 , , - )11 B モカリ橋

村境 C 小坂橋

図 1 川上周辺の街道略図(明治12年)

注) í道路橋梁取調書」に添付された図面のうち、 川上周辺をトレースして布"山俊夫作成。

A 槍皮谷橋

B 槍皮橋

C 槍皮橋

D 引岩橋

E 七郎ヶ谷石橋

F 二瀬川橋

G 二瀬川橋

H 田桑橋
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図 2 ì可之内の街道略図(明治12年)

注) í道路橋梁取調書j に添付された図面をトレースして布11 山俊夫作成。

志津川村からは、国道三等のほか「御奉行道」と「山

之内道J も主要道路と して報告がなされている。 志津

川村戸長藤田健太郎が明治14年 ( 1881 ) 11 月 18 日付け

で郡長に報告した「道幅調」によれば、御奉行道は、

江戸時代に松山藩の 3奉行が秋に巡見に来たとき通過

していた道筋で、田窪村と志津川本村とを結ぶ と いう 。

志津川本村とは東温市志津川の小字「町筋」のことで、

讃l岐街道沿いの町場(本章 3 節で後述)のことであろ

っ 。

(4) 明治17年の「久米郡地誌J

「久米郡地誌」の各村誌には、村内の道路について

詳細に記述されている 。 ここでは、志津川村誌に記載

されている道路記事を紹介する 。 なお、 「下浮穴郡地誌J

は未定稿で、しかも 予定温市域の村々は記事がない。

志津川村の国道について「久米郡地誌」は、次のと

おり記述する 。

国道、村ノ東方字垣ノ内樋口村境ニ起リ、西方字
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表3 東温市域(旧久米郡)における旧街道の道幅・街道名称(明治 14 年)

道路名
古来

村名
経 路 道路の別名

道幅 備 考

2 間 西岡村 久米郡志津川村々界(字流レロ)-以西梅本村南分境|旧称御巡見道或ハ中山街道
久米郡樋口村々界(字下馬所)-以西西岡村境 |旧御巡見道或ハ中山街道ト玄

2 間 志津川村 志津川村字本村内ハ該北山ニ方リ、吉山城ト唱ヱ古城祉アリ、其麓下ニアリシ小市
街志津川町ト旧称セシ由ニテ、東西凡五町ノ直径ハ道幅特ニ広潤ニシテ弐間二尺ヨ

国道三等 リ下ラサル所アレトモ、聴聞道程ノ平均ヲ得、或ハ定尺弐間ト伝喝スルヲ以如此

2 問 北方村 久米郡志津川村界~下浮穴郡南方村界

下浮穴郡南方村~同郡川之内村
2 問 松瀬川村 温泉郡ニ番町ヨリ起、久米郡北久米村鷹子村水泥村畑中村梅之本村西之岡村志津川

村、下浮穴郡南方村ヲ経テ同郡川之内村ヱ至、旧来御順見道兼ル

下浮穴郡田窪村々界ヨリ東北隅ニ向凶
御奉行道 1 閑 2 尺 志津川村 道筋ニ連絡

旧藩政度毎二年目ニ一回ニ奉行 ト称スル行政官秋色巡見ノ棚、定径ノ道筋也

山之内道 1 間 志津川村
久米郡樋口村々界ヨリ当村字本村ニテ国道筋ニ連絡 | 
志津川村字本村国道筋ヨリ起リ同郡樋口村ヲ経テ同郡山之内村ニ通ス

注) 明治14年 . 15年に各村戸長から郡へ提出された「道幅調J r道幅取調書J (愛媛県行政資料「土木例規J 所収)より柏山俊夫作成。

表4 志津川村の道路一覧

起点 長さ 分岐道
道路名称 重複

終点 。品 分岐場所 分岐道名

字川崎500番地 左へ南方村通路
村の東方字垣ノ内、樋口村境 8 町19間

字川崎506番地 左へ吉久道
国道

字町筋528番地 右へ樋口村通路
西方字北裏、西岡村境 2 閲

字町筋636番地 左へ御奉行道

字桟敷299番地 左右へ南方村通路
村の東方字桟敷349番地、国道接続の処 15町32関 3 尺

字野中401番地 左右へ吉久道
大洲街道

字夏梅969番地 左右へ見奈良村通路
南方字力石、田窪村境 l 問

字力石1091番地 右へ御奉行道

村の中央 (636番地) 2 町 6 間
西岡村通路 国道重複

西方村境、字北裳

国道重複
村の中央 (636番地)

6 町 5 間
樋口村通路 同字528番地 字中西99番地 右へ中道

村境字中西 4尺 8 す

国道重複
村の中央 (636番地)

10町 1 閑
左右へ大洲街道南方村通路 字川崎500番地 字桟敷299番地

村境字桟敷 4尺 8 寸

御奉行道重複
村の中央 (636番地)

8 町13閑
左右へ大洲街道見奈良村通路 字千田窪1284番地 字夏梅969番地

南方村境字力石 l 閑

村の中央 (636番地)
12町54間 3 尺

田窪村通路 御奉行道重複 |字南裏1424番地
村境字八反地 1 間

村の東方字中西99番地、樋口村通路接続の処 2 町 7 間 3 尺
中道

同字樋口村境 1 間

村の東方字川崎506番地、国道接続の処 8 町18間
字野中401番地 左右へ大洲街道吉久道

南方字夏梅、見奈良村境 l 問

字南裏1424番地 右へ田窪村通路
村の中央字町筋636番地、国道接続の処 11町26間

字千田窪1284番地 左へ見奈良村通路御奉行道

南方字力石、田窪村境 1 間 字力石1091番地 左へ大洲街道

注)明治17年完成の「久米郡地誌」のうち志津川村誌の「道路J 項目の記述より柚山俊夫作成。 ーは記述なし。



北裏西岡村境ニ至ル、長八町拾九関幅弐問、中間

字川崎五百番地ニテ左へ南方村通路ヲ岐シ、同字

五百六番地ニテ左へ吉久道ヲ岐シ、字町筋五百弐

拾八番地ニテ右へ樋口村通路ヲ岐シ、同字六百三

拾六番地ニテ左へ御奉行道ヲ岐ス

続いて大洲街道ほか村内の主要道路について記す。

これらの内容を表4 で表し、同時期の「地誌付久米郡

地図」をもとに、志津川村内道路網図を図 3 で表した。

志津川村の中央は、志津川村-誌の末尾に記載がある

ように、字「町筋J の636番地付近の交差点である 。

ここを起点に、西岡村通路 ・ 樋口村通路・南方村通

路 ・ 見奈良村通路 ・ 田窪村通路 ・ 御奉行道の 6 本の道

路が出ている。 また大洲街道は、国道から 349番地の

横河原付近で南へ分岐 し、 299番地付近で南方村通路

と、 401番地付近で吉久村通路と、 969番地付近で見奈

良村通路と交差し、 1091番地付近で御奉行道と接する 。

このように、国道と大洲街道が東西の動脈となって

いるが、志津川村の町筋から放射状に道路が展開して

いる 。 これらの道路網の正確な復元地図は、明治時代
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の地形図や現代の住宅地図などを見ても、愛媛大学医

学部や住宅団地の建設など開発が行われて昔の道筋が

失われ、また途中の経路や交差地点の番地の位置等が

把握 しにくく、作成が困難である 。

3 志津川の町並み

(1) 志津川町村

前節で志津川村の道路について述べたが、東温市志

津川は江戸時代、「志津川町村」と呼ばれていた。 慶

安元年 ( 1648) の「伊予国知行高郷村数帳J では「志

津川村j であるが、元禄13年 (1700) の「伊予国村浦

記」や天保 5 年(1834) の「天保郷帳」では、いずれ

も「志津川町村J と表記されている (平九社 f愛媛県

の地名』 昭和55年、「行政区画変遷・石高一覧J) 。

「町」の字がつく松山領内の村としては、「新町村J(今

治市大西町)、 「荏原町村J (松山市)、「久万町村J (久

万高原町)がある 。 江戸時代にはそれぞれ、新町 ・ 荏

¥_ ..-) 

樋口村通路

中道

一一一 村境

図 3 志津川村内の道路網図(明治17年)

注)愛媛県立図書館蔵「地誌付久米郡地図」より柏山俊夫作成。 図中の数字は交差点分岐点付近の地番 (表4 参照) で、原図に加筆した。
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原町・久万町という在町があった村である。 この 3 町

と同様、志津川町村にも志津川町があった。 ただ、松

山藩関係史料で「十ヶ所郷町」とされた町場に志津川

町は含まれていない a松山市史料集第 4巻近世編 3 J

昭和田年、 1086ページ) 。

志津川町は讃岐街道沿いの宿場町でもあった。また

前節 3 項 '4 項にあったように、樋口村を経由して山

之内村と結ぶ「山之内道」や、田窪村と結ぶ「御奉行

道J など、東西幹線だけでなく南北に通じる街道も存

在していた。 このような交通の結節地点に町場が形成

されたものであろう 。

明治以降は、 JI I上あるいは横河原に交通の中心機能

を奪われ、衰退したものと恩われる 。

(2) 明治時代の町並み

土地台帳である明治10年 (1877)作成の「段別畝}I[!l帳」

及び東温市役所国土調査課提供の現行地籍図及び法務

局保管の旧図から、明治時代前期の町並み復元に努め

た。「畝順l限」には土地 1 筆ごとに小字名・地番・地目・

面積・所有者名が記載されるほか、その土地の周聞に

慈
光
寺

讃
岐
街
道

冨 l町筋

臼下市

田町畑

図上市

A 下市地蔵尊 B 郷蔵跡 C 掲示場

道路や水路があれば、その長さや幅も記されているの

で、その情報をもとに復元図を作成した。 したがって、

街道の道l隔をはじめ現状と相違することや、一部、作

成者の推測によって描いた箇所があることをお断りし

ておく 。

図 4 によれば、志津川町の町並みは「下市(シモイ

チ)J r町筋(マチスジ)J r町畑JI上市 (カミ イチ)JI市

頭(イチカシラ )J r地蔵元(ジゾウモト )J の 6 つの

字からなり、町並みの北側には「北裏(キタウラ、北

浦とも書く )J、南側には「南裏(ミナミウラ、南浦と

も書く )J の小字が帯状にある 。 また「町筋」の東に「市

頭J r上市J、西に 「下市」の小字がある 。 「町畑」の

小字がなぜ町並みの中央片仮uにあるのか、今後の課題

ではあるが、「町J ゃ「市J の付いた小字地名が分布し、

典型的な在町形態を示している 。

表 3 の備考欄に、北の山岳地帯に吉山城があり、そ

の南滋にあった小市街を志津川町とかつて呼んで、いた

と記されている 。 戦国時代には山城に付属した小さな

町場が形成されていた。 吉山城を南へ下ると慈光寺が

あり、城主の和田氏の菩提寺で霊廟もある。 寺は山上

(花畑)

。 100 200m 

回北裏北浦 南裏・南浦

田 ι;こす地蔵元

D 上市地蔵尊

図 4 志津川の町並み一帯の小字国(明治10年)

注) I段別畝順帳J (愛媛県立図書館蔵)、旧図 (松山地方法務局蔵)、現行地籍図 (東温市国土調査課提供) より柏山俊夫作成。
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~ 宅地
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その他
(墓地・掲示場 ・ 井戸敷)
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図 5 志津川の町並み復元図 (明治10年)

注) r段別畝順帳J (愛媛県立図書館蔵)、 旧区I (松山地方法務局蔵)、 現行地籍図 Ol~温市国土調査課提供) より柏山俊夫作成。
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の吉山城と志津川町の間にあり、城主の館と想定する

こともできる 。 慈光寺の門前の道を南下すると町並み

の中央(掲示場のある四辻)に至り、さらに南へ進め

ば字「出口J に至る 。 その よ うな南北の道に、東西に

走る讃岐街道が交差するという道路景観である。

図 5 は、土地一筆ごとの土地利用を表した明治前期

の町並みの景観復元図である。 関口が狭く奥行きが長

い短冊形の土地が多く、街村的景観を示している。 家

の裏(街道の反対側)に地続きで自家用の田畑がある

事例 (町筋の宅地の所有者と、その背後の北裏または

南裏にある凹畑の所有者とが同一で、ある)は、お よ そ

3 分の l である 。

「久米郡地誌j で志津川村の中央とされる636番地付

近の交差点の北西側敷地には、 1446番地 (636番地の

斜め前、 1447番地の東南隅)があり、その面積は 4 歩、

地目は「掲示場」である。 この付近には広大な面積の

宅地が2筆あるので、志津川町を代表する富商の家で

あろう 。 また、村の中央とされる交差点から南へ延び

る道筋の両側の小字は、 「出口」である 。 2 節 4 項で

述べた、見奈良村通路・田窪村通路・御奉行道の 3 本

の道筋として重複している道路が町場を南へ出たとこ

ろが、「出口J なのである 。

なお下市には、郷蔵があった。 郷蔵とは、江戸時代

の年貢米を収蔵する村の倉庫である。 街道には面して

いないがすぐ近くの土地で、村全体でみれば町並みの

西側で西岡村境に近く、松山への年貢米輸送を考えた

位置にある 。 また町の東西に地蔵があり、それぞれ所

在地の小字名から「下市地蔵尊J í上市地蔵尊」と呼

ばれている 。

4 川上の町並み

(1) 川上地区の地形と村境

平成20年 (2008) 8 月、 川上の町を現地調査 した。

川上の町場が江戸時代から明治時代にかけて当地方の

中心集落で、あったことは、多くの文献がすでに指摘し

ている 。

江戸時代には宿駅として伝馬が置かれたとか、豪商

がいたとかといった、町場ならではの歴史を持ち、昔

をしのばせる町並みが残されている。

本節で述べる地名「川上(かわかみ)J とは、町場
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としての川上地区 ( í川上駅」と呼ぶ文献もある ) の

ことである 。 明治の川上の町の賑わいについては、「広

報かわうちJ 第55号(昭和43年)に、その思い出話が

多数収録されている 。

現地調査で気がついたことは、第一に、 川上の町場

が段丘崖の上にまず立地し、段丘崖下に町並みが広

がったと想定できることである。 そのような類例とし

ては、県内では松丸(北宇和郡松野町)、卯之町(西

予市宇和町)を挙げることができる。 )1 1 上の町が扇状

地の扇端に位置することを指摘する文献はあるが、段

丘崖の存在に関心を払いながら、 川上の町場のあり方

を述べた文献や論考は少ない。 山本アツ子氏「花と水

と石垣のふるさと川内J (愛媛県生涯学習センタ ー編

『わがふるさとと愛媛学VI J 平成11年)、窪田重治氏「扇

状地農村の用水開発と都市化に伴う農村景観の変貌」

(í東温史談J 第 2 号、平成19年)などがある 。

第二に、 川上の町場は行政区画が分割されていると

いうことである 。 近世から繁栄した町場は、通常、ひ

とつの町(あるいは村の中の町)となってひとつの行

政区画になる。ところが、 川上は、江戸時代には街

道を挟んで、北側に北方村、南側に南方村、また東は

松瀬川村と、 3 か村に分断され、「川上村J は江戸時

代の村名としては存在しない。 江戸時代の史料では、

「南方村之内 川上j とあって、「川上町J とは呼んで、

いない ( r松山市史料集第 4 巻近世編 3 .1 平成59年、

1088ページ)。

特に、街道を挟んで、道の両側の i町が別の区画になる

というのは珍しい。 郡中(湊町 ・ 灘町)あるいは北条

(北条町 ・ 辻町)など、 2 つ以上の町から成り、街道

に対 して垂直に境界線が走る町場はあるが、 川上は、

街道に平行 ・ 一致して境界線が走る町並みなのであ

る 。 村の境界付近に町並みが形成されたのはなぜだろ

うか、その理由は不明であるが、今後の研究課題とし

たい。

(2) 明治時代の町並み

志津川町と同様の資料から、明治時代前半の町並み

復元図の作成に努めた。

図 6 を見ると、一見して図 4 の志津川の町並みの小

字とは違うことに気付く 。 それはまず、町場特有の小

字がみられないということである。 「町裏(チョウウ

ラ ) J はあるが、その「町J がついた地名が公称され



(松瀬川村)
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図 6 川上の町並み一帯の小字国(明治12年)

注)各村 「地価一筆限帳J (愛媛県立図書館蔵) 、|日図 (松山地方法務局蔵)、現行地籍図(東温市国土調査諜提供) より布II 山俊夫作成。

に比べると大きい。

町筋の賑わいぶりは、「広報かわうち」平成16年

(2004) 8 月 25日号の「特集金見羅街道を歩く 。 j が

詳しく、要領よくまとめている 。 それによれば川上駅

=伝馬継ぎ場 (伝馬屋)は、松瀬川村 1 番地にあった

という 。 現地には、昭和49年 (1974) に建立された「川

内郵便局発祥之地J の石碑がある 。 明治の初め、郵便

制度開始に伴って川上駅に郵便取扱所が設けられたの

である 。

分署坂の下には西流する用水路に橋が架かってい

る 。 この橋は、図 1 のように明治12年 ( 1879 ) には小

坂橋と呼ばれていた。 「分署J の名の由来は、松山警

察署川上分署が坂上の432番地にあったから ( r愛媛県

史地誌 II ( 中予) .1 461ペー ジ渡部英隆氏作成の「明治

初期の川上と主な IIIJ並」図より)であろう 。 この橋の

付近に道標があり、西から来た人は道標の 「左讃州金

見羅道」に従い、分署坂を上って行ったのである。

ところで図 7 を見ると、明治前期にはすでに、 川上

駅が川上の町場の東端に位置し、町の中心地であるよ

うには見えない。 また図 8 によれば、 }I I上の町並みの

西にあるO印が川上村役場で、現在は下之町集会所の

場所である 。 また図の記号は、郵便局である。 このよ

17l 

ていない。 「下之町J ["中之町 J ["上之町」などは、 川

上で現在使用されている地名だが、明治時代前期の土

地台帳には、小字と しての IIIJ地名の記載がないのであ

る 。 また、志津川のような、道路に沿った小さなまと

まりの小字がない。 なぜ、 町並みはあるが、町地名が

ないのであろうか。

また、 北方村の川上と南方村の川上が隣接して存在

する 。 松瀬川村には、小字「横i難J ["肢見」 を包括す

る中字日11上」 があり、町場としての川上の一部であ

る 。 明治10年代の松瀬川村に、 川上という字名を記録

する行政文書がある(表 I 及び 『愛媛県史資料編近代

2.1 昭和59年、 3 1 9ペー ジ) 。 このように、明治初めに

は、この町場のかなりの部分は刊11上」という 小字で、

把握されていたのである。

図 6 の B地点は、南に延びる道筋 (市場・天や11 に向

かう道) の分岐点であるが、分岐点の東側、現在道標

がある場所には、明治時代初期には小さな池があった。

次に図 7 をみると、志津川のような、間口が狭く奥

行きが長い短冊形の土地があまり見られない。 志津川

の町並みには計画性が感じられるが、 川上の町並みは

自然発生的な景観である 。 特に、 } II上の西の地域 (現

在の 「下之町」一帯)は、 一筆の土地区画が東の地域
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図ア 川上の町並み復元図(明治12年)

注)各村「地価一筆限帳J (愛媛県立図書館蔵)、旧図 (絞山地方法務局蔵)、現行地籍図(東温市国土調査諜提供) より柚山俊夫作成。
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うに、川上の町場の中心地は、明治後期には町場の西

(現在の下之町) にある 。 また、明治|時代の市場や天

神には、旧街道沿いに町並みが見られない。

こうしてみると 、川上神社一帯の HlJ並み(分署坂を

上がり、 川上神社前を通って市場への分|岐を過ぎて川

上駅に至る IIIJ筋。 段丘崖の上部の「上之IIIJJ 一帯)が、

比較的古くにできた町並みで、その後、現在の「下之

町J -術、段丘崖の下部に町並みが作られて、 川上の

町並みは西へ延びていったのである。 このようになっ

た要因として、地形と水利が影響しているものと思わ

れる 。

また、従来の川上駅から東北の吹上池の北を通って

檎皮峠に向かう街道より、図 6 の B地点で南に折れて

川上の東南の市場 ・ 天神から本谷川沿いに槍皮峠へ進

む新道が、だんだん主流になったからかもしれない。

そのように交通ルー トが変化したため、 l次上池の北へ

向かう道筋に面した川上駅あたりの人の往来が減少し

たのであろう 。 江戸時代の後期には、町並みの中心が

次第に西へ移動しつつあったのではないか。

江戸時代後期、町並みはあったが、南方村や北方村

から独立 して IlQ. (町年寄がいる自治体)を形成するほ

どの経済的な求心力に乏 し く、 11可地名を称するだけの

中心性はなかった。 その理由としては、 川上の後背地

が東視市東部に r~i られ、丹原など道前地方からの物流

も少なかったことが挙げられよう 。

以上はいずれも図 6-8 からの不十分な考察に過ぎ

ず、文書など他の根拠資料を提示しながら多面的に考

察することが必要で、 川上の町並みの変遷とその要因

を採ることは今後の課題である。

5 桜三里の名所「曙橋J について

(1) 地誌に記された曙橋

半井梧を(なからいごあん)が幕末に執筆し明治

2 ( 1869) 年に発行した 『愛媛面影j と、同じく半井

図 8 川上付近の新旧地形図比l陵

注) 上は明治38年陸地測量部発行の明治36年iJilJ 図 2 万分の l 地形図 「川上」、下は平成17年国土地理院発行の平成16年更新 2 万5.000
分の l 地形図「伊予川内J の一部で、それぞれ I 万分の 1 に拡大した。
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が明治5年(1872) に編さんを始めて 7 年に完成した

とみられる「伊予園地理図誌稿」の両方に、略橋の景

観が描かれている(図 9 と図10) 0 r愛媛面影j ["伊予

園地理図誌稿J ともに、橋を主題とした景観の図は他

に類例がない。

『愛媛面影』 は近世から近代への過渡期に著された

伊予国の地誌である。 近年、今村賢司氏によって精力

的に研究が進められ、曙橋も取り上げられている (["企

画展解説愛媛の名付け親半井梧益一地誌「愛媛面

影」の世界 」愛媛県生涯学習センタ一発行 [愛媛人

物博物館人物探訪』 第 7 集所収、 平成17年、愛媛新聞

社発行 『愛媛面影紀行j 平成17年) 。

また、 「伊予国地理図誌稿」は、 筆者が「伊予史談」

342 ・ 343号(平成18年)に「愛媛県編 『地理図誌稿j

と 『地理図誌』 についてj と題して、その成立過程や

伝来を考察した。 「伊予園地理図誌稿」では、周布郡

千原村の地誌のなかにl塔橋と中山越の説明がある 。

曙橋 澗流ニ架シタル板橋ニシテ、上ニ屋舎ヲ造

リ雨露ニ侵サラシム、此ハ周布郡ヨリ久米郡ニ

出ル間道ニシテ、路傍ニ桜樹ヲ植弁へタレハ俗

ニ棋三里 ト称ス、中山越是ナリ

中山越小松三里来見四里川上回里松山

周布郡ヨリ久米郡ニ出ル間道ニシテ、小松ヨリ

松山ニ至ルニ官道ニ由ルトキハ行程十七里、然

Jレヲ此間道ニ由レハ十一里ニシテ松山ニ達ス、

サレトモ山路|倹娘二シテ車馬通難シ

図10のように、「伊予園地理図誌稿」には「千馬ガ

荻I塔橋図」が描かれて(林丑之輔が描いたとみられる)

いて、 『愛媛面影j の「中山越 曙橋j 図と向じ視点

である 。

なお、 I桜橋のある田桑(タグワ、東温市田桑)は近

年、中世交通の要所にみられる地名として服部英雄氏

『峠の歴史学J (朝臼新聞社、平成19年)に紹介され、

注目されている。 日本の禅宗は中国の寺院に倣って、

旅の修行僧のための宿泊所を交通の要所につくってお

り、この宿泊所を旦過(タングァ)と呼んだ。 服部氏

の指導を受けた東昇氏が「愛媛県におけるタンガ地名

と四国遍路J ( r中世・最観の復原と民衆像 一 史料として

の地名論 - J 所収、花書院、平成16年)に、東温市の

田桑と北方の海上にある回桑を紹介し、曙橋の図も掲

す点している 。

桜三塁の範囲は、渡部高義編 『川上村のおもかげ』

(昭和26年) 32ページに、「いわゆる桜三里というのは、

小檎皮回峠あたりから、土屋 一千原(七里) 一落合 (八

里)の聞を云う」とある 。

(2) 曙橋の位置

筆者は平成20年 (2008) 8 月の東温市地域調査の際、

門田邦彦氏に案内していただいて「あけぼの橋跡」の

立て札がある場所(左岸)を訪れることができた。 現

地調査によれば、図11の左図の とおりで、現在は、 上

空を送電線が通過しているほぽ直下の地点である 。 日

照り続きでダムの水量が少なかったためか、現地の川

岸には石積み(橋台か)が残存しているのが確認でき

た。 対岸 (右岸)では坂道が下流側から下り、水中に

i支していた。

(3) 曙橋の規模

表 2 にみえる回桑所在の板橋が曙橋である。 明治12

年 (1879) には長さ 8 問、 l幅 2 閥であった。 明治13年

の「愛媛県統計概表」によれば、長さ 10間以上の橋梁

は県下 (ただし伊予国のみ)に116か所ある (f愛媛県

史資料編近代 1 .1 754ページ以降参照) 0 1堵橋は当時の

愛媛県下で長大な橋ではない。 しかし、他の橋はJ橋脚l

あるいは川船で継いで、いたが、 H署橋には橋脚はなく、

屋根付きであったから、旅人にとっては珍しい橋で

あったと思われる。

(4) 曙橋の別名

昭和36年 (1961) に発行されたわ 1 1 内向誌.J 554ペー

ジに、「一五、曙橋、ー名鞘橋J という項目名の次に["(前

略)図にある如く橋に屋根があって、一名鞘橋とも言

って、道行く人にめづらしがられたものであった。 」

と記述されている 。

ところで 『愛媛面影』 には、「又曙橋と名くる復道

あり、山城東福寺の通天橋に似たり」と記す。 京都東

福寺の通天橋は、屋根付き橋で紅葉の名所であるとい

う 。 半井梧をは晩年を京都で過ごすなど、京都にゆか

りの人物であったから、京都の寺院の屋根付き橋との

類似を指摘したのであろう 。 そして、本文の「復道」

に「さやばしJ とふりがながある 。

漢字の「復道」は、 『大漢和辞典J (大修館書店)に

よれば「上下二重の道。二階建ての廊下。」という意

味だという 。 屋根付きを「上下二重」と見たのであろ
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図11 曙橋付近の新旧地形図比較

注)左は明治38年陵地ìJliJお;部発行の明治36年ìJllJ 図 2 万分の l 地形図「松瀬JI IJ、右は平成17年国土地迎|淀発行の平成16
年更新 2 万5.000分の l 地形図 「伊予)1 1 内」の一部で、それぞれ l 万分の l に拡大した。

うか。 「さやばし」の語は国語辞典にないが、香川県

の金万比羅宮に鞘橋 (さやばし) という屋根付き橋が

あり、その鞘橋の名は、橋の形が、万の鞘のように反っ

ていることから名づけられたという 。 讃|岐街道の別名

を「金毘羅街道J ともいい、伊予からの参詣人が帰り

道で曙橋を見て、橋の反った形が金刀比経宮の屋線付

き橋「鞘橋」と似ているところから、「さやばし」の

名をあてたのだろう 。

関連して想像をたくましくすると、「復道」は、 「麗堂J

の当て字ではないか。 「覆堂j とは、 『日本国語大辞典j

(小学館)によれば、「建造物を保護するために、外側

からかぶせてつくった建物。 鞘堂J という意味である 。

ここでも「鞘」が登場するのである 。

いずれにせよ、 『愛媛面影』 の本文を素直に読めば、

|階橋と名のついた「復道 ( = 鞘のように反った形の橋、

あるいは鞘のように稜った橋)J がある、という文で

ある 。 つまり、略椅は固有名詞であるが、復道= í さ

やばしj は普通名詞として用いられている。 すでに酒

井孝氏が「つえを止める中山越J (愛媛県生涯学習セ

ンタ ー 『わがふるさと愛媛N-平成10年度愛媛学セミ

ナー集録-j、平成11年)のなかで、 í W曙橋』 という、

屋根付きの鞘橋という種類の橋がかかっていたので

すJ と述べている。 鞘橋の名は、曙橋の異名 (別称)

ではないのである 。

なお、図 2 にあるように、日替橋を「回桑橋J と l呼ぶ

例は確認できる 。 明和 8 年 (1771 ) に作成された「久

米郡手鑑J(伊予史談会編『伊予郡 ・和気郡 ・久米郡手鑑j

平成 4 年)には、「一回桑大橋御公儀普請」という

文言 (í田桑の鞘橋御公儀普請J ではない) が記載

されているから、曙橋を回桑橋、あるいは田桑大橋と

も呼んでいたのである。

(5) 曙橋図の構図

ここでは、 I愛媛面影j や「伊予園地理図誌稿」に

描かれた曙橋の図が、 A上流から下流を見た図か、逆

に、 B下流から上流を見た図か、どちらか、と いうこ

とを問題にする 。

筆者は、 A上流から下流を見た図ではなく、 B下流

から上流を見た図と考える。

『愛媛面影』 と 「伊予園地理図誌稿」の記述)11買序を

みると、ともに伊予の東から西へ向かつて順に記事を

掲載している。 読者は、伊予国を東から西へ歩いてい

くように本文を読み、景観の図を眺めているはずで、あ

る 。 そうすると、ここで突然、松山側から西条側を向

いているような (A上流から下流を見ているような)

視点が提示されるより、西条側から松山側を見る (B

下流から上流を見る ) 視点と解するのが自然である。

『愛媛面影j では、周布郡の名所を紹介する中で「中

p
h
u
 



山越」について、「周布郡滑川に沿て西久米郡に出る

山道あり、中山越と名く 」 と記し、続いて略橋を説明

する 。 中山越は、千原村一河之内村一松瀬川村のルー

トである 。「西久米郡に出る山道あり J という 表現から、

!曙橋への視点も周布郡から久米郡への視点、つまり B

下流から上流を見た景観と解するべきである。

「伊予園地理図誌稿」には、図10のとおり 「千馬ガ

獄略橋図」が描かれている。 千馬ガ獄(せんばがだけ)

は千羽ヶ様・千羽ヶ岳とも書かれる。 この図は、冊子

の見開きに描かれた図で、左半丁に曙橋、右半丁に千

馬ガ裁が大きく描かれている 。 そして両国は一体のも

のとしてつながっている 。 実際に中山川の左岸にある

千馬ガ獄が、中山川の右手に描かれているから、この

図は B下流から上流を見た視点なのである。 そして、

左半丁に描かれた曙橋の景観は、 『愛媛面影』 の「中

山越 曙橋」の図 9 と同ーの視点であるから、 『愛媛

面影j の図も、 B下流から上流を見た景観なのである。

明治13年 (1880 ) 10月、下浮穴郡河ノ内村平民近藤

林内と戸長近藤寛蔵から愛媛県令関新平に宛てて「道

路変更之義ニ付願」が出されている(明治13年「河海

溝池許可工事J) 。 これは、 当時の街道(土谷から中山

川左岸の山中を通り回桑の曙橋で右岸に渡るルート)

を変更し、土谷から落出までは川の左岸を行き、左岸

から落出に橋で渡り、そのまま右岸沿いに周布郡へ進

むコ ースを開通させるよう願い出た願書である。 この

願書には計画の図面が添付されている 。 図面では、当

時の街道には「旧道験岨」、計画の新道には「新道平坦」

と添え書きさ れている 。

この図面のうち、田桑の|塔橋あたりを固化したのが

図12である 。 周布郡・下浮穴郡境には境界を示す標柱

(1久米郡手鑑J に「回桑道ノ上 周布郡境立石」とあ

るので石柱であろうか)が描かれている。 下流側から

右岸の道路沿いに上って来ると、道路と川の問に家が

Hf描かれている。 そのあと曙橋への坂道を下り、曙

橋を渡ると坂道が山をまっすぐ上がっていく 。 この橋

の両側の景観は現地調査でも確認できた。

さて、明治13年 (1880) の図面にみられる家 2 軒は、

曙橋の図に拙かれた、街道と橋の間にあるように見え

る家であろう 。 『愛媛面影』 には図 9 のように 3 軒、「伊

予国地理図誌稿」には図10のとおり 2 軒が姉かれてい

る 。 明治13年の図面には、 I倍橋を東から西へ渡った左

岸には、家は描lかれていない。 家は、中山川の右岸に
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注) I道路変更之義ニ付願」に添付された図面のうち、曙橋一干fj
を トレースして村l山俊夫作成。 A地点には一本の大木が拙か
れ、 「周布郡下浮穴郡界」と記された柱が描かれている 。

あって、橋と郡境の間にある。 このことからも、 『愛

媛面影』 と「伊予園地理図誌稿」のi塔橋の図は、 B下

流から上流を見た景観と断定することができる。

「伊予園地理図誌稿」の左半丁のみ提示して、 A上

流から下流を見た視点でl曙橋周辺の景観を説明する文

献があるが、それは誤りである 。

(6) 曙橋の失われた時期

昭和36年(1961) に発行された 『川内町誌j 554ペー

ジに、 H諸橋は「大正初年の頃取り除かれた。」 と記述

されている 。 これがその後の各種文献に引用され、い

わば定説になっているようである。

ところが、黒河健一氏は「大正十五年頃取り壊した

と土地の古老は話す」と記す (1伊予史談J 189-191

合併号、昭和43年) 。 また、 『愛媛県史地誌 II (中予) J

(昭和59年) 463ペー ジには、 n愛媛面影J の挿絵にあ

る中山越の略橋は、昭和20年頃まで、残っていたが、現

在は見られない。」 と村上節太郎氏が書いている 。

一方、 「広報かわうち J 平成16年 8 月 25 日号 8 ペー

ジには、「大正 9 年に作られた 2 代 目 ・ 曙橋j と説明

のある橋の写真(図13) がある 。 屋根がなくなってお

り、橋の名「あけぼのは (1 し」の字は見えない)J と

刻まれた石柱が見える。

今村賢司氏 『愛媛函影紀行J (平成17年、愛媛新聞



図13 大正時代の!曙橋

注) I広報かわ う ち J 2004年 8 月 25日号より転戦。

社)に、近くの土谷集会所に作られた、曙橋の復元模

型の写真が掲載されていたので、平成20年 (2008) 8 

月、現地調査を行った。 写真を よく見ると、橋の復元

模型のそばにある石柱には文字が刻まれている。

現地調査によれば、石柱は全部で 4本あり、模型の

前方右の石柱には Ir場橋」と刻まれ、左の石柱には「あ

けぼのはしJ 1大正十二年九月架設 三内村」と刻ま

れている 。 石柱に刻まれた「あけぼのはし」の文字は、

「広報かわうち」に掲載された略橋の石柱の文字と同

ーである 。 残り 2 本は、倒 した状態で橋の復元模型近

くに置かれていた。 土谷地区の区長ら 2 名の方に聞き

取り調査したところ、この石柱は回桑の曙橋の両岸に

あったが、いつの頃か、個人宅へ移動していたのを川

内町教育委員会に持ち帰り、平成10年頃までに地元が

要望して、石柱を土谷集会所の敷地内に保存すること

にしたという 。

この石柱はもともと、回桑にあったl塔橋の一部であ

り、橋名を記した歴史遺産である 。 大正12年 (1923)

に I曙橋の架け替えをしたとき作られた石柱であろう 。

そうすると「大正初年の頃取り除かれた。 J とする 『川

内町誌』 の記載は、屋根付き橋が取り除かれたという

意味であろうが、その後継の屋根付きでないl繕橋には

触れていないことになる 。

屋根付きでない曙橋は、石柱に刻まれているとおり、

大正12年に架設された。 そうすると、屋根付きの曙橋

は、大正12年までに失われたと考えられるが、その時

期が大正初年かどうかは判明しなかった。

6 おわりに

本章では、東温市域における明治時代の旧街道と 町

並み、またI曙橋について、明治時代の文書を使用 して

筆者の考察を述べてきた。

まず、文書に記された讃岐街道などの明治前期の道

筋を紹介した。 讃岐街道の道l隔は平地では 2 閥、 山間

部では 1 間 3 尺-1 問 l 尺であった。 また、横河原で

南西方向へ分岐する大洲街道の道幅は l 問であった。

そして、道筋に展開する町並みとして、志津川と川

上を取り上げ、明治時代前期の町並み景観の復元に努

めた。志津川は小字地名の分布や土地区画の形状から、

典型的な在町であるが、明治時代以降は衰退し、これ

まであまり注目されなかった。 一方、 川上は、自然発

生的な集落で、地形や水利、交通ルー トの変化のため

に、 11汀場の中心が東から西へ移動したと想定される。

また、村境に立地することや町地名が残存しないこと

から、近世には中心性が未発達だ、ったと考えた。

さらに、街道筋としては東温市の東端にあたる田桑

にあった曙橋について、位置や規模、別名など文書や

現地調査に基づいて考察し、従来の報告や概説書で述

べられた記述をいくつか補訂した。

歴史地理学的な地域調査では、 ①可能な限り先行文

献を収集し、 ②各文献の矛盾点を洗い出し、文献聞の

引用の因果関係 ( どの本から孫引きしているか) を突

き止め、 ③一次史料やそれに近い信頼性の高い史料を

笑際に確認 し、④現地での聞き取りや遺物を調査する、

などの作業を通して、過去の不硲かな、あるいは誤っ

た言説を正す努力を重ねていくことが必要である。 そ

れらの作業が本稿とて十分ではないのは自覚してい

る 。 原典確認 ・ 現地調査の重要性を強く再認識させら

れた東温市地域調査であった。
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2 34 (1959) 40 地理研究紀要 (久万町畑野川の民家と遍路宿の集落ほか)

3 35 (1960) 37 
昭和36年度愛媛県科学技術教育研究集録
(佐田岬半島の地理学的共同研究)

4 36 (1961) 37 三島 ・川之江・銅山川地域の総合調査概報〔第一報〕

5 37 (1962) 38 
四国西南開発地域の共同調査(その一)

愛媛
一御荘・城辺・船越 ・ 由良半島一 の

地

四国西南開発地域の共同調査(その二) 域
6 38 (1963) 40 

一宇和烏・北宇和郡一 査調
報

7 39 (1964) 41 越智郡島腕部の共同調査一大島 ・ 大三島・伯方島一 とEヒコ

集
(1980) 

8 42 (1967) 43 周桑平野の地理

9 45 (1970) 46 大洲盆地の地理

10 49 (1974) 50 宇和盆地の地理共同調査

11 52 (1977) 53 砥部町の地理共同調査

12 56 (1981) 57 川之江市の地理
域地愛媛

13 58 (1983) 59 津島町の地理 調査 の

14 61 (1986) 62 今治市の地理 口豊集
(1990) 

15 平成元(1989) 平成 2 宇和島市の地理

16 4 (1992) 5 西条市の地理

17 7 (1995) 8 内子の町並みと人々のくらし

18 10 (1998) 11 鬼北盆地の風土とひとびとのくらし一三間町 ・ 広見町 ・ 松野町一 未

19 13 (2001) 14 伊予市の風土と人々のくら し 干Ij

20 16 (2004) 17 新居浜市の風土と人々のくらし

21 20 (2008) 21 東温市の風土と人々のくら し



東温市の風土と人々のくらし
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